



























































ロード・エルメロイⅡ世の冒険




３「彷徨海の魔人(下)」

















角川文庫
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　その男が訪れたのは、厳しい北風がようやく暖みを帯びてきた頃合いだった。

　三月の上旬。

　拝殿の近くで、白い梅の花が咲いていた。

　そのふくよかな香りが、さきほどの風によって神社の一帯へ吹き流され、瑞みず垣がきや灯籠に趣を添えていく。山の麓まで歩いてきた信者や、手水舎で口をすすいでいた参拝客がふと視線をあげて、ああもうそんな季節かと、唇をほころばせるような。

　──もっとも。

　本殿で行われているのは、あまり清らかな類のこととは言えなかった。

　板の間に、十数人の男たちが集まっている。

　それぞれの前に、何枚かの札が置かれていた。

　中央に座した『胴』が布に隠して札を出すたび、男たちも自分の札を何枚かずつ出し、その隣に金を置いていく。おおよそは輪ゴムで留められた一万円札で、くるりと丸められたひとつにつき十万円になっているようだった。

　賭博である。

　当時の法律の抜け穴から、寺社がしばしば賭博の舞台になっていたというのは、日本における歴史的な事実だ。この神社は、現代においてもそうした伝統をひっそりと引き継いでいるのであった。

　胴が目め木きを動かし、一番上の繰札を露わにすると、張はり子この男たちがそれぞれ一喜一憂するうちに、金を回収されたり、倍付けで返されたりする。

　この賭博を、手本引き、という。

　日本独自の賭博で、この世で一番美しい遊戯だ、と夜や劫こう朱あか音ねは思っていた。

　一から六までの数字札を親が隠し、子は一点張りから四点張りまでのいずれかの方法で当てる。たったこれだけの単純な遊戯が、人間の心理で無限の変化を起こすのだ。親は前と同じ数字を出すのか、ガラッと変えていくのか。子は四枚まで出せる札の中で、どこまでを押さえていくのか。

　こうした心理戦が面白すぎて、問題になることもしばしばだった。

　賭博が面白いということは、つまり客が熱くなりすぎるのである。胴元にしても、客の財布以上の金は搾り取れない。借金にしたところで、回収しきれる額には限度がある。このため、あまりに負けが込んだ客には、三割ほどを返してやるように胴元側で配慮してやることもままあった。

　だから、その夜の事態はずいぶん珍しかったのだ。

　偶然裏で控えていた朱音のもとに、子分のひとりが急ぎ足でやってきたのである。

「岡村が潰れた……？」

　夜劫でも、手本引きの胴では一番年季の入った男だった。客の全員に序盤は薄く勝たせつつ、最終的には未練が残る程度に搾り取る──そういう手くだに長けている。大体、客が勝つ夜だって用意するべきなんだから、少々分取られたぐらいで、潰れるなど意味の分からない話だった。

　だが、最後は額面を聞いて納得した。

　おおよそ、賭場の実入りの半年分ほどにも匹敵する。それは岡村がプレッシャーに耐えかねても当然だろう。詰腹を切らされるという言葉が、この世界では文字通りのままに生きている。

「妙なヤツが、交じってたんですよ……」

　と、子分は言った。

　悪い報告をしているとは思えない、妙に陶然とした表情だった。

「あんまりぴたりぴたりと当ててくるもんで、ほかの皆もそいつに乗っかってきやがりまして。これじゃあ、まともな盆にならないと、とりあえずはお開きにしたんですが……」

「ですが？」

　訊き返すと、子分の瞳が潤んだ。

　かぶりを振ってから、こう言ったのである。

「それが……さっきのヤツがもう少し遊ばせてくれよ、ということでして」

「へえ」

　思わず、声に出てしまった。

　強い賭博師というものは、何より引き際を心得ているものだ。今回の場合だと、胴を潰すほどの勝ちというのはむしろ失敗である。賭場に出禁にされる程度ならまだいいが、悪ければ身ぐるみ剝がされて、海に沈められることとなる。この国で賭博が非合法である以上、非合法な対処をされても文句は言えないのだから。

　それが、勝ちすぎたあげくに、もう少しやらせてくれとは。

（素人の馬鹿ヅキか？）

　だが、それなら岡村が潰されたというのは解せない。そこまでくればイカサマでもなんでもやっただろう。夜劫では禁じているが、死ぬか生きるかという土壇場で、なお身綺麗にやったなんてのは不可解だ。

　数秒ほど考えて、

「じゃあ、私が胴をやるよ」

　と言ったのは、気まぐれによるものだった。





＊






　賭場に入ると、男はぽつねんとあぐらを搔いていた。

　他の客は皆帰らせて、ひとりだけだというのに、恐れている風もない。頭のネジが外れているのかとも思ったが、まあ他人のことを言える柄でもない。外れ方がいささか違うだけだ。

「夜劫朱音と申します」

　挨拶して、一瞬、朱音は息を止めた。

　意外と若い男だった。二十歳前半といったところだろうか。

　不自然なぐらい、整った顔立ちをしていた。

　都会を歩けば、誰もが振り返るだろう。天上の匠が精魂を傾けて鑿のみを振るったような鼻梁、青春が結晶化したとすら思われる色づきのよい唇。睫の長い目蓋は伏せられ、ウェーブした髪が首元まで伸びている。

　灰色狼グレイウルフに似た、くすんだ色の髪であった。

　場に合わせたのか、服装はゆったりとした和服である。袴の膝に肘を立てて、ぼんやりと顎をもたせかけていた。その顎を支点として、うつらうつら、と頭が揺れる。

「……もし？」

　返事はない。

（……寝ている？）

　信じがたかったが、すやすやと寝息がこぼれていた。本来なら怒るべきだろうが、あまりに穏やかな寝顔でそんな気も削がれてしまう。

「…………」

　檜ひのきでできた窓の枠から、皓しろい月が覗いている。

　その美しい光が男を形作ったのだと言われても、つい信じてしまいそうだった。眠れるままに永遠に保存してしまえればいいのに、と願う者は後を絶つまい。

「姐さん」

　手伝いの言葉で、やっと我に返った。

「あ、ああ」

　うなずき、軽くかぶりを振る。

（……岡村が潰れたのは、これか）

　と、思った。

　たとえ男性が性的対象でなかったとしても、これほどの美貌となれば魅入られてしまうのはやむを得まい。むしろ、これまで知らなかった衝撃に打ちのめされ、無意識のうちに吞まれてしまうのではないか。

　実際、すでに体験したためか、手伝いも視線を逸らしている。

　ひとつ、深呼吸をしてから、

「もし」

　少しだけ、強く言った。

　ぴくりと肩が震え、男が二、三度瞬きする。

　伸びをしてから、驚くほど大きな琥珀色の瞳がこちらを映した。

　やはり、狼に似ている。遙かなる雪原を行く、ひとりぼっちの灰色狼のようだった。

「……んっ」

　朱音が息を止めた。

　途と轍てつもない酒臭さが、鼻をついたのだ。

「やあ、すまない」

　灰色の髪に指を入れて、へらっ、と男が笑う。

　窓の方へ、顎をしゃくった。

「山と月を借景にしてるのはいい趣向だぜ。なんたって、つまみがなくても酒が飲める。それで楽しみながら一杯やってたら、ほろほろと眠くなってしまってさ。いや、こいつはあんたらが悪い。詫びに、日本の酒を奢ってくれてもいいんじゃないか？」

　酒臭さを考えると、一杯どころではなさそうだ。

　どこか爺くさい口調も含めて、これだけの美形とミスマッチではあった。

　なんとなくため息をついてから、朱音の視線は、灰色髪の男の膝元に吸い寄せられた。

「変わった酒を持ってるね」

「ふ、ふ。いい匂いだろ？　やらないぞぅ」

　と、灰色髪の男が、陶器の壺を引き寄せる。

　それには反応を返さず、

「失礼します」

　と、畳を挟んで屈んだ。

　手本引きの場合、賭場のことを盆という。

　盆に座り、目木と繰札に触れると、ぴんと背筋が伸びた。五十を過ぎても、こればかりは変わらない。背筋を貫く緊張感に、つい微笑してしまう。

「入らせていただきます」

　長々とした挨拶は抜きで、朱音は「一」の目木と繰札を動かした。

　最初の目木と札は、賭けに使わない。手本引きが胴と張子の心理戦である以上、張子側に読む材料の少ない初手で賭けるのは、粋ではないからだ。

　繰札たちを背後に隠して、二度目を選ぼうとしたところで、男が口を開いた。

「アスラン・スュトュ」

「なんだって？」

「獅子の乳、ぐらいの意味だよ」

　どうやら、さっきの酒のことを教えてくれたらしい。アスランというのが中東の言葉であることぐらいは、朱音も知っている。

「水、もらえるか」

　朱音が顎をしゃくると、すぐ子分が水の入ったコップを持ってきた。

　そのコップに瓶を傾けると、瓶からこぼれたのは透明な液体だったのに、水が見る間に白く濁っていったのだ。

「昔はさ。これも魔術だって思われたもんだ」

　しみじみと、感慨深げに灰色髪の男は言った。

　それは、別の意味も持っている。

　知ってるぞ、ということだ。

　夜劫の裏の顔。

　単に、賭博を生なり業わいとした古いヤクザではなく、もっと因習深い──魔術に身を浸した者たちであると、彼は示唆したのだった。

　実際、周囲を固めた黒服たちも、その半ばは魔術師である。厳密に言えば、夜劫の場合は魔術とは呼ばないし、時計塔の理屈だと魔術使いと呼ばれる部類ではあるが、魔力によってある種の神秘を呼び覚ます、という大まかな仕組みは変わらない。

（見かけ通りの年じゃないな）

　と、朱音は判断した。

　魔術師ならば、少々の年齢操作は難しくない。もっともそれは外見だけならという意味で、実際に寿命を延ばせるのは、ごく一部の熟達者のみだ。

　この美しい男の場合は、どうか。

　紙下という布に繰札を隠して、盆ぼん茣ご蓙ざの上に差し出す。

　対する男は、のんべんだらりとした雰囲気で、自分の張はり札ふだを選んだ。

　四点張り。

　箱張り、という賭け方であった。

　どれが当たってもそれなりに儲かる、序盤の定番である。

（普通だな）

　少々、朱音ががっかりすると同時に、

「勝負！」

　と、合力を務める飯島が声をかける。

　今回の場合、胴と張子のふたりだけなのだから省いてもいいのだが、まあ気分の問題だろう。賭博の七割がたは気分でできている、と朱音は思う。残りの二割は見栄で、最後の一割が嗜虐嗜好マゾヒズム。つまりは十割すべてが酔狂沙汰。でなければ、命にも等しい銭を投げやりに放出したりすまい。

　取ったり取られたり、ゆっくり男側が負けていく展開が、しばらく続いた。

　その一度ごとに、灰色髪の男は分かりやすく表情を動かした。

「いや、これはないだろ！」

　と、畳スレスレまで顔を近づけたり。

「おいおいおい、お前まで俺を見放すのかよ」

　と、張札に呼びかけたり。

「よっしゃ、やっと光が差してきたぞ！」

　と、膝を叩いたり。

　よく怒り、よく泣き、よく笑う。

　合間には酒を飲み、実に美味そうに息をつく。

　そのすべてが、月もかくやという美貌で行われるのだから、朱音も平常心を保つのにいささか苦労した。役者ひとりとはいえ、ほとんど一本の映画のようなものだ。手本引きを面白がった者は負けるというが、これほど派手なのも珍しい。岡村が負けたのは、結局馬鹿ヅキと美貌にやられてのことだったのだろう。

　あっという間に、岡村が搾られた分は吐き出し、男が負けている側になった。

　そこから、熱くなった男が大負けになるまでは、さらに早かった。

「……すっからかんだ」

　灰色髪を搔き上げ、男が天井を見上げる。

　見事に放心状態、という態ていである。今まで何度も見てきた表情だが、少なくともこの場で暴れ出さないのは、玄人の証左であろう。

　ぐい、とその首がこちらを向いた。

「少し融通してもらってもいいかい？」

「…………」

　前言撤回。この手の反省しない馬鹿は、まさに素人ならではだ。

「悪いがダメだ。あんたは常連でもなきゃ、担保もないだろ」

「そこは担保の代わりに情報で。夜劫そちらにはきっと有益な情報だよ」

　数秒だけ、朱音は考えた。

　少なくとも、魔術についての知識がある男だ。情報がデタラメだったとしても、もう二十分ほどで巻き上げる金なら大差あるまい。

「岡村」

　囁くと、襖が開き、角刈りがうなずいた。

　心配になったのか、潰れたはずの岡村が近くで待機していたのだ。

　いや、あるいは、もう一度男の美貌を見たくなっただけかもしれない。そういう魔性が、この男の容姿には秘められていた。中身がどうであろうが、これだけ美しければ十分。いっそ多額の借金を押しつけて、知り合いの興行に押し付けた方がよほど儲かるかもしれないと、朱音も考え始めるほどだった。

　手元に現金が置かれると、灰色髪の男はにこやかに笑った。

　一枚一枚大切そうに数えてから、満足げにうなずき、こちらを見つめる。

「じゃあ、言うよ。彷徨海はご存じかな？」

　衝撃に、朱音が息を止めた。

　それは、とりわけ西洋圏の魔術師にとって、伝説的な名前だったからだ。

　彷徨海バルトアンデルス。またの名を原協会。三つの魔術協会の中でも最も古く、いまだ神代の魔術をそのままに伝えているという、謎に包まれた組織であった。

「ふ、ふ」

　と、灰色髪の男が笑った。

「良かった良かった。そんなの知りませんだと、俺が馬鹿みたいだからなあ。まあ、俺がその彷徨海のひとりなわけだが」

　再度の衝撃を堪え、朱音が視線を上げる。

　この馬鹿ヅキだったり、素人丸出しの愚かさを発露したりしてる灰色髪の男が、あの彷徨海のひとり？

「情報というのは、それ？」

「いいや、この先だよ。夜劫の黒くろ櫃ひつ、そろそろ代替えの時期なんだろう？」

　金の多寡など、一瞬で脳裏から吹っ飛んだ。

　合力を務める飯島からも岡村からも、美貌に浮かれた雰囲気など消え失せていた。黒櫃とは夜劫にとって命にも等しい名であったからだ。

　すなわち、神の器。

　遥かな古代から受け継がれた神の破片──神がん體たいを保存するために選ばれた、栄誉ある人間のことだった。今代の黒櫃は朱音の息子だが、適性がなく、早々に限度が来てしまったため、孫のアキラへの移植を始めようとしたところであったのだ。

　もちろん、これらの情報はすべて部外秘だ。黒櫃の名前程度は漏れ聞く者もいようが、代替えの時期など、正式に祭りを迎えるまでは他に知られてはならぬ事項であった。

　しかも、男はその麗しい唇でこう続けた。

「うちの弟子がさ、代替えが終わるまでに、黒櫃を攫さらいに行くよ」

　飯島と岡村がすぐさま襲いかからなかったことを、褒めるべきだろう。

　灰色髪の男は、夜劫に対して最大の侮辱に等しい言葉を吐いたのだ。

　感情を排して、ただ静かに、朱音は訊いた。

「なぜ、そんなことを？」

　誘拐を予告するなど、何のメリットもないだろう。もしも脅迫のつもりなら、それこそ全力をあげて、その間違いを思い知らさねばならない。

　たとえ、この男が本当に彷徨海の強大なる魔術師だとしても、だ。

「賭けたいんだよ」

　ゆっくりと酒を飲んでから、灰色髪の男が手元の張札に触れる。

「あんたらが黒櫃を守りきれたら、うちの弟子を好きにしていい。逆に、うちの弟子が攫いきったら、あんたのところの黒櫃を好きにしていい、ってのはどうだい？」

「……その賭けは成立しない。攫ったなら、どの道好きにできるだろう」

　当たり前のことだ。

　そもそも、好きにしたいから誘拐するのだろう。

「いやいや、それは違うとも。神秘に携わってるなら分からないか？」

　優美な声で、灰色髪の男が言う。

「洋の東西や時代を問わず、合意があるかないかで、魔術のかかりってのはまるで違う。ましてや、夜劫みたいな神との契約を残してるところはそうだ」

　合意と、魔術。

　男の台詞は、神秘の本質を射抜いていた。

　たとえば、とある吸血鬼の伝承には「他人の家に入るためには、内側から招かれなければならない」とあったりする。聖書にも我が子や身内を生贄に捧げる話がいくつもあり、各種神話における同様のエピソードは枚挙にいとまがない。

　共通しているのは、人間ごときは及びもつかぬ強大な神秘ですら、同意の有無を重視しているということだ。

　契約、と言ってもよい。

　その言葉を慎重に吟味しながら、朱音が問う。

「その弟子も、彷徨海なのかい？」

「いいや違う。だけど、そちらの黒櫃に比べても、決して見劣りしないはずだとも。なんせ、うちの弟子は竜を喰らってるからね」

　平然と、灰色髪の男が口にした。

　現代においては、竜の存在自体がおとぎ話だ。夜劫のように神がん體たいを保持している組織ですら、真正の竜種を見たものなどひとりもいない。仮に、何百年と歴史を遡ったところで同じだろう。

　一から十まで、男の言っていることは、拙劣な妄想か悪ふざけとしか思えなかった。

「…………」

「賭けが好きなんだよ」

　酒の入った壺を、男がゆっくり唇に傾ける。

「こればかりは、いくら年を取ってもやめられない。魔術師なんぞになったのも、結局はもっと面白い賭けができるぞ、っていうだけのことだったからなあ」

　大げさに、肩をすくめた。

　ほろ酔いでとろんとした琥珀色の瞳に、朱音の顔が映っていた。

「私が言うのもなんだが、賭け事なんぞろくなもんじゃないけどね」

「だから、いいんだよ。ろくなものじゃないから賭けがいいんだ。生命っていうのは放っておくと合理化するものなんだから」

　灰色髪の男が、ふわふわとした口調で言う。

「生命が、合理化する？」

「そうだろう？　進化だとか退化だとかなんて、その最たるものだ。使わない器官や能力はたちまち衰える一方、使っている機能はどんどん磨かれていく。まあ、もちろんそれが正しいんだ。いくら優れた能力であっても、使わないものを後生大事に持っていては意味がないからな。この地ほ球しと同様に、俺たちが抱えられるものは限られている。可能ならバンバン合理化していくべきだ。今だったら最適化とか言うのか」

　男の言葉に、朱音が目を細める。

　ある意味、それは魔術師の宿業であった。西洋の魔術であれ、夜劫の行ぎょうであれ、かつて人間が削り落とした機能には違いない。どう言いつくろったところで、自分たちは過去にしがみついた亡霊のようなものだ。

「ふ、ふ」

　と、男がまた笑った。

「だけどさ、賭けという行為は、その逆なんだ」

　窓からの月を、男が見つめる。

　山の端から覗いていた月が、空高く上りつつあった。

「合理も計算も、賭けという行為の果てには消え失せる。ああ、勝っても負けてもいいんだよ。賭けた金が何倍になろうが、ゼロになろうが一緒。賭けの天秤に乗せた段階で、そいつは失ってもいいってことになったんだから。そうやって当たり前の価値を失ったとき、初めて生命は輝くんだ。何万年だか何億年だか、地道に積み重ねてきたものを投げ打ったとき、初めて意味が生まれるのさ」

　危険な何かが、琥珀色の瞳に宿っていた。

　単に、魔術師だからではない。彷徨海などというレッテルも関係ない。灰色髪の男が生まれ持った──起源とでも言うべき何かが、そこには刻まれていた。

「だから、夜う劫ちにも賭けに乗れって？　こちらの黒櫃と、そちらの弟子で？」

「あんたらは賭けも奉納のひとつなんだろう？　俺の言ってることが全部噓でも、特に損はしないはずだぞ」

　男の言う通りではあった。

　どの道、代替えの時期が漏れているならば警備は増やさねばならないし、彷徨海なんて名前が出てきた以上、この男から話を聞かねばならないのだ。まして、夜劫が逃げたなどと吹聴されれば、ヤクザとしての面子も潰されかねない。

　しばし考え、朱音はうなずく。

「……いいだろう、乗ってやるさ」

　ふわ、と灰色髪の男が笑った。

　悪魔のような笑みだ、と朱音は思った。この国の神話にそんなものはいないのに。

「だったら続けようか」

　上機嫌で言った男を前に、朱音が繰札を背中に隠す。

　狙いの札を一番上に置き、布に隠して、盆茣蓙に出した。

　さきほどの動揺も、朱音の一連の動作にはまるで影響を及ぼしていない。胴としての癖キズを見切られぬよう、思考と動作や表情を切り離す術は、盆に通い出して最初に身につけたことであった。

「……ううん。だいたい分かったかな」

　また、獅子の乳アスラン・スュトュを口にして、灰色髪の男は四枚の張札を出した。

　四点張りの、ソウダイ。

　大で当たればデカいが、他で当たってもごく少額、悪ければただ種銭を返してもらえるだけ、という張り方である。

「…………」

　朱音の繰札を、大の「二」で当てられた。

　奇妙な感覚が、朱音の背筋を走った。

　当てられたことではない。

　灰色髪の男の美しい指から、何か得体の知れない波が盆に広がったように思えたのだ。

　ひとつずつ、男は張りを減らしていった。

　三点張りの、ヤマボン。

　二点張りの、ケッタツ。

　いずれも大以外では意味の薄い張り方で、かつ大で当ててきた。

　かっ、と頭に熱が入るのを感じた。

　偶然ではない。何枚張りにせよ、大の一枚で当てるならば、確率は六分の一だ。三連続で当てるためには二百十六分の一をくぐり抜けねばならない。

「あんた……」

「別に、未来視とか、高速思考とかじゃあないぞ？」

　機先を制して、男が口を開いた。

　いずれも、神秘に連なる技術である。

　未来視は文字通りあらかじめ未来の像を摑む能力、高速思考はアトラス院などが扱う、極端に優れた演算能力のことを指す。どちらも必ずしも魔力を伴わないために、バレにくい。朱音がイカサマの候補として選んでいたふたつを、はっきりと男は否定した。

「じゃあ、なんなんだい？」

「表も裏もあるものか。単なるギャンブルだとも。賭けが好きだって言ったろう？　せいぜい楽しもうじゃないか」

　しばし男を見つめ、もう一度朱音は背中に繰札を回した。

　慎重に札を選びながら、問う。

「名前を訊いていいかな」

「もちろん」

　うなずいた灰色髪の男の前に、もう一度布に隠した繰札を出した。

「入りました。張っておくんなさい」

　合力の言葉に従い、残った全額を、灰色髪の男は張った。

　一点賭けであった。

　スイチ、という。

　手本引きでは、一枚から四枚まで好きな枚数の札を賭けられるが、おおよそは三枚から四枚が基本となる。これは単純に張札を減らすほど、鋭い読みを必要とするからだ。また、一枚読みというのが、胴に対して無礼であるという考え方も存在する。

　まさに灰色髪の男は、無礼なほど正面から、朱音に挑戦していた。

「ジズ」

　男が、囁く。

「彷徨海の、ジズというんだよ」

「勝負！」

　合力の掛け声とともに、露わとなった繰札の一番上は「一」。

　張札も「一」。

　ぴたり、と一点張りのスイチで、男は当てていた。

　もうひとつの事実にも、朱音は気づいていた。プラスもマイナスもなく、灰色髪の男の賭場での収支が、ぴたりとゼロになっていたのだ。

　この場での勝ちも負けもなし。

　そういうことだろう。

　だが、どんな読みが、こんな結末を可能とするのか。朱音に何らかの癖キズがあったとしても、この精度で読み取れるものなのか。

　しばし考え、しかし先に訊くべきことを優先した。

「うちの黒櫃を攫って、どうするつもりなんだい？」

「んっふっふ」

　曖昧に笑って、灰色髪の男は、元の額に戻った現金を集め出す。

　周囲は、まだおさまりがついていない。このまま帰れると思っているのか、と露骨な気配が告げている。

「そろそろお暇だ」

　うつむいたまま、ぽんぽんと鞄を叩いた。

「長年待っていた相手が、そろそろ起きてくる頃合いでね。まあ長すぎたからいろいろ不具合もありそうだし、俺の順番は最後だから何もできないうちに終わるかもしれんが、それでも準備はしておかないといけない」

「あんたを待たせるって、どんな相手さ」

「こんな相手だよ」

　ぎょっ、とした。

　いつの間にか、男の美貌に仮面が貼り付いていたのだ。

　猿形の仮面。

　このときの朱音は知らない。

　それは数ヶ月後のシンガポールで、ロード・エルメロイⅡ世とその内弟子を世界をまたにかけた冒険へ誘い出すこととなる、ワヤン役者の仮面であった。
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「ッ……！」

　気づいたとき、朱音は本殿の裏の建物にいた。

　どうやら、座ったまま、うつらうつらと眠っていたらしかった。

　窓から、白梅の枝が見えている。

　その枝の向こうに、ちょうど山から顔を出した月が覗いていた。灰色髪の男が最初に一杯やっていたのと、ほぼ同じ位置であった。

　丸一日近く、気を失っていたとでもいうのか。

（でなければ……）

　ぞっ、と背筋を嫌なものが伝わった。

　もうひとつの想像が、たちまち彼女の脳裏を占めたのである。

「岡村！」

　子分のひとりが、襖を開けて現れた。

「どうかしましたか、姐さん」

「岡村はどうしてる？」

「岡村でしたら、まだ胴を務めておりますが」

　不思議そうに言った子分に、朱音は息を止めた。

「胴を務めてる？　あの魔術師はどうなった？」

「魔術師？　今回は常連ばかりで、そんな方はいらっしゃってません」

　真顔で、子分は言っていた。

　胴の岡村も合力の飯島も、一連のやりとりはまるで覚えていなかった。客の記録にも、胴前の金の記録にも怪しいところは残っていなかった。そもそも、あの男はびた一文勝ちも負けもしなかったのだから、当然ではある。先の想像通り、ジズと名乗った彷徨海の魔術師は、彼女の記憶を残して、春の夜の美しい夢のごとく、そのすべてを消し去っていたのであった。

　それからしばらくの間、朱音はあらゆる手段を尽くして、彷徨海やジズという名の魔術師について探ろうとしたが、何ひとつ手がかりを得ることはできなかった。




　──やがて、夏が来て。

　　　黒櫃となる寸前のアキラが、予告通り攫われるまでは。

















１









　起きて目を開いたとき、生まれ変わった、と感じることがある。

　いいことか悪いことかは分からない。

　ただ、そういう変化は突然やってくるものだ。

　長年苛さいなまれていた罪の意識から解放されたり、逆にずっと気にならなかった風の音に耐えられなくなったり。まるで嵐のように現れる、不可逆的な事象。

　エルゴにとっては、今日だった。

　見ている世界が、まるで別物のようであった。

　窓から差した朝日で、ぼんやりと事務所の天井が浮き上がって見えた。

　薄闇に浮かび上がるような本棚や、壁際に積み上がったブラウン管テレビ、デスクに転がった鉛筆も、窓枠に積もった埃さえ、昨日と変わらない。

　なのに、何もかもが違って見えた。

　ほんの少しだけど、すべてが明るく、新しく、ほのかに光を纏まとっているような。

「わ……！」

　ひどく、たまらない気分だった。

　どうやら、ソファで寝ていたらしい。

　記憶があるのは、屋上で白い少女と交わした会話までだった。




　──『生きているなら、神様だってつくってしまえるんだから』




　両儀未ま那な。

　なんだか、あの言葉でほっとしてしまって、力が抜けてしまったのだ。

　絵本を読み上げる未那の横顔が、とても綺麗だった。物語に出てくる妖精とはあんな感じだろうか。読み聞かせしてくれた声音が、まだ耳の奥で残響しているようだ。

　寝そべっていたソファの背もたれを撫でる。

　覚えている感触と、寸分違わず同じだ。

　同じなのに、どうしてか、胸の奥が甘く疼いた。

　不意に、扉が開いた。

「あら、エルゴ？　こっちにいたの？」

「凛？」

　彼女のことを認識した途端、かあっ、と顔が赤くなった。

「み、見ないでください！」

　膝下にかかっていたシーツを持ち上げ、鼻のあたりまで隠す。

「ん、どうしたの」

「そ、その、えっと、なんだか恥ずかしくて──」

　きょとん、と凛が瞬きする。

　大きくてつぶらな瞳が、エルゴの顔を映すと、ますます気恥ずかしくなった。

　この女ひ性とが、こんなに美しいのも、初めて気づいた。一体これまでのエじルぶゴんは何を見ていたのだろう。

「変なエルゴね。熱でも出た？」

「それは、ないと、思います」

　顔を隠したまま、エルゴが答える。

　とはいえ、耳まで熱くなるのを感じながらなので、あまり説得力はない。実は新種の熱病にやられたんだよと診断されたら、即座に納得してしまうだろう。

「じゃあ、若瓏ルォロンのことは聞いた？　あなたに勝った後、この事務所で夜劫アキラもまとめて合流してたんだけど」

　その言葉に、ついエルゴが唇を引き結んでしまった。

「っ……僕は、負けてませんから」

　また、凛が目を丸くした。

「エルゴ？」

「いえ、その、負けたといえば、確かに負けたんですけれど、でもあれは不可抗力っていうか、ちゃんと向き合っていれば、ああはならないというか」

「ふうん……ふうん……ふう～ん……」

　顎に手をやって、まじまじと見つめた。

　優美な猫アビシニアンめいた仕草でソファに手をつき、シーツに隠れたエルゴのすぐ鼻先まで、顔を近づける。

「な、なんですか」

「エルゴ、なんか顔つき変わってない？　喋り方や体つきも」

「そう、でしょうか」

　おずおずと言ったエルゴは、ますますソファの一角へと縮こまる。

　近くの窓ガラスに映った姿が、なんだか臆病なライオンっぽい。たじたじと追い詰められている構図はひどくユーモラスで、どこか寓話めいていた。

　丸くなったエルゴの爪先から頭頂までを見つめて、凛が言う。

「やっぱり、また少し大きくなってるわよ。日本に着いたときも、背が高くなったような気がしてたんだけれど、今度は確実」

「凛が言うなら、そうかもだけど」

　海賊島周辺で彼を拾ってから、一番エルゴのことを知っているのは凛であった。

　だったら、この胸騒ぎの正体も分かるのだろうか。

　あるいは、もうひとり。

　ロード・エルメロイⅡ世。

　見事、エルゴの喰らった神の一柱目を的中させた君主ロードであれば、言葉にしてくれるのだろうか。

　ソワソワして、フワフワして、ドキドキして……昨日までとはまるで変わってしまった心を、魔術のように解体してくれるのだろうか。

「先生たちは──」

　と、訊きかけたときだった。

　異様な魔力が、事務所の入り口で膨れ上がった。

「若瓏ルォロン──?!」
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「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い──！」

　自分と師匠の前で、その叫びが響き渡った。

　白若瓏バイ・ルォロンにおぶわれていた少女──夜劫アキラ。

　あどけない顔が、突然漆黒の仮面に覆われ、背中には得体の知れない黒暗淵やみわだが広がったのである。

　あまりにも、不吉な黒だった。

　朝焼けの色とまったく一致しない、不自然極まりない暗闇。

　そして、その暗闇から、何かが波打った。

　まるで、夜の海を跳ねる人魚のように。

「先生！」

「グレイさん、何が！」

　凛とエルゴが、事務所から飛び出す。

　ほぼ同時に、

「助けて、るお……！」

　少女の叫びと呼応するように、闇色が若瓏ルォロンの体を吞み込んでしまった。

　闇色の鯨が、青年の五体を喰らってしまったかに思えた。

　おぶわれた少女自身も含めて、何もかもが闇色の空間に折り畳まれてしまう。

　若瓏ルォロンどころかアキラの体積よりも小さな、ありえない圧縮に引き込まれていく。まるで極小のブラックホールでも生まれたかのような異常に、誰ひとりとして身動きが取れなかった。

　いいや。

　ひとりだけ、例外がいた。

　師匠よりも、凛よりも、自分よりも速く、駆け抜けた赤毛の若者が。

「若瓏ルォロン──！」

　呼びかけたエルゴの横顔に、一瞬思考が停止した。

（……え）

　こんな貌かおをする若者だったろうか。

　幼さよりも情熱。

　無垢よりも精悍。

　受動よりも積極の勝る横顔。

　たった一夜で、数年分も経過してしまったかのようだった。

　肉体ではなく、精神の時間。

　その背中から花のように生まれた幻手が、顎あぎとを閉じる寸前だった闇色の空間に、差し込まれたのである。

「える……ご……さん……？」

　蒼い幻手は、闇色の空間を食い止めた。

　かすかに零こぼれた少女の声に向かって、エルゴが残った幻手を伸ばす。

「ルオ！」

　また、叫ぶ。

　見たことのない顔。聞いたことのない声。

　自分の知らないエルゴが、そこにいる。

　知らないけれど、やはり同じ──海賊島で出会った赤毛の若者が。

「出てこい、ルオ！　こんなの振りほどけ！」

　ぎちり、と音がした。

　闇色の空間からであった。

「はは……」

　苦しそうで、なのに嬉しそうな笑い声が、闇の底よりこだましたのである。

「やっと、調子が出てきたじゃないか。エルゴ」

　折り畳まれた闇色の空間をこじあけるように、路地の中空から、褐色の肌の手が生まれていた。

「そうだな。オヤジに比べれば、たかがこんなの、だ」

　褐色の手が、ぐいと横に動いた。

　闇色が裂けた内側から、若瓏ルォロンの上半身が覗いた。真っ白な髪の下で、瞳が燃えていた。この場にあって、唇が不敵に微笑していた。

「夜劫の横槍だろうが、たかがこの程度の魔術で」

　隙間から、半透明の翼が現れる。

　幻翼。褐色の肌の青年に与えられた、幾多の魔術を上回る神秘。

　闇色の内側からその幻翼が広がり、外側から伸ばされたエルゴの幻手と触れる。

「え……！」

　目を剝いたのは、自分だけではなかった。

　師匠と凛も、息を止めて立ち尽くしたのだ。

　幻手も幻翼も、現代の魔術から隔絶した、圧倒的な神秘である。

　だが、そのふたつが──敵対する関係ではなく、互いに助け合うべく触れ合ったとき、相乗する魔力が迸ほとばしったのだ。

　規模ではない。単純な出力でもない。

　質の問題だ。

　極めて小さな、しかし極めて重い、魔力の質量。

　もはや爆発めいたその威力が、若瓏ルォロンとアキラを包み込んだ闇色を、濡れた紙ほどもたやすく引き破っていく。

　ほとんど、奇跡を見ているようだった。

　赤毛の若者の幻手と、銀髪の青年の幻翼が、得体の知れぬ闇をたちまち現実から剝離していく。朝の光が闇色を貫き、禍まが々まがしい術式を無効化していく。

　向こう側に、若瓏ルォロンがおぶった少女の姿も見えてきた。

　このままいけば、間違いなく闇色の空間から、ふたりを引き戻せただろう。

（でも）

　警報が、自分の胸で鳴った。

「駄目、です──！」

　自分の声に、師匠が叫んだのだ。

「やめろ！」

　と、ふたりを制止する。

「その術式を壊せば、夜劫アキラが死ぬぞ！」

　幻翼と幻手が、同時に止まった。

　途端、薄れつつあった闇色がその勢いを取り戻して、若瓏ルォロンたちを圧迫し、師匠は苦虫を嚙み潰したような表情で続ける。

「術式の核になっているのは、夜劫アキラに宿った神がん體たいだ。無理に解除すれば、媒体になった彼女にブーメラン効果が返ってくる。まず間違いなく、人間が耐えられるような痛みではすまないだろう」

「ちっ……うまく考えやがったな」

　若瓏ルォロンが、舌打ちした。

　その瞳が、朝焼けで伸びた影を捉えた。

「なあ、夜劫」

　あっ、と自分は振り返った。

　エルゴも同じく振り向き、身構えた。

　いつの間にか、自分たちの背後に、黒服たちが現れていたのだ。

　この場の誰にも気配を感じさせず、彼らはこの場に佇んでいた。まるでそれは、土地に染み付いた影のようですらあった。

　三人、いた。

　今は仮面をつけていない。

　だが、身に纏う魔力からすれば、何らかの術者であることは間違いない。

　その中のひとりに、見覚えがあった。

　夜劫雪ゆき信のぶ。

　右手を三角巾で吊るした壮漢に、緊張を強くする。

（……血の、香り）

　別の事実に、自分は眉を動かした。

　わずかだが、壮漢の右手から、まだ新しい血の香りがしたのだ。




　──『神がん體たいの拒絶反応というやつです。八割ほど引き剝がした今も、腕の機能が戻っていませんので、醜態を晒しております』




　八割ほど引き剝がした、とあのときは言っていた。

　つまり、右手に残っていた神がん體たいを使って、さっきの魔術を行使したのか。

　夜劫雪信が口を開く。

「当主に言いつかって、お前とアキラを回収しに来た」

　回収と表現した。つまり、アキラを中心として起きた異変は、やはり夜劫によるものだったらしい。

　再び闇色に閉じ込められつつある若瓏ルォロンが、笑った。

「神の棺をもって神を封ず、か。正しすぎて嫌になるな。ついでにその不景気そうな顔じゃなくて、スマイルで迎えてくれれば、もっといいんだが」

「るお……」

　背中のアキラが、ぎこちなく呻いた。

　その少女を体の正面に持ってきて、若瓏ルォロンは優しく抱き抱える。

「夜劫の当主に、ハンバーガーとコーラを用意するよう言っておけ」

　ウインクひとつ。

　ふたりの姿は、そのまま闇に圧縮された。

　後に、黒いキューブだけが残った。どう考えても若瓏ルォロンはおろか、小柄なアキラの身体だって収まるまい、手のひらほどの立方体であった。

（……黒くろ櫃ひつ）

　その言葉が、脳裏に蘇る。

　神のための棺。夜劫アキラが呼ばれた、別の名前。それはつまりこういうことであったのか。

　同時に、もうひとつ思った。

「おおっと！　こいつはどうにも似てやがるな！」

　思考を先取りして、小声で右肩の固フ定ッ具クから、アッドが言ったのだ。

「立方体は、球体と同じく、物理世界における完璧なカタチのひとつだ。洋の東西を問わず、神という現象を収めておくにあたって、こうした形状が選ばれるのは当然だろう」

　聞いていた師匠が、低く呟く。

　その視線が、キューブを拾い上げた夜劫雪信と合った。

「回収させていただきますが、よろしいですね？　ロード・エルメロイⅡ世」

　確認は取ったものの、否やとは言わせぬ口調だった。

　凛は、手のひらに宝石を隠したまま、黒服たちへの視線を外さなかった。

　エルゴは、幻手を収めず、わずかに踵を上げたままだった。

　いずれも、戦いにもつれ込むことを想定した体勢スタンスである。

　このまま、若瓏ルォロンとアキラを連れて行かせてしまっていいのか。それとも、夜劫と戦ってでも取り戻すべきなのか。

「先生、僕なら──！」

　エルゴが、呼びかける。

　さきほどまで奇跡を起こしかけていた若者は、同じ分だけの悔しさを滲ませていた。彼の幻手ならば、夜劫を打ち倒すことはけして不可能ではあるまい。

（……拙、は）

　自分はどうしたらいいのか。

　目の前で起きていることに対応できず、心が縮こまってしまっている。戦いとなってしまえば、あんな身軽に動く身体が、どうしてこんなにも決断を恐れてしまうのか。

（……怖がってる？）

　そうだ。

　怖いのだ。

　異国の土地で、誰が味方で、誰が敵かも定かならぬ。単に個人ではなく、その裏に潜んださまざまな人間関係が絡まり合い、複数の組織が紐付いてしまっている。

　何よりも。

（……師匠が）

　迂闊な自分の行動で、敵をつくってしまうのは師匠の方だ。

　ただでさえ、時計塔における師匠やライネスの立場は盤石と言い難がたい。むしろ、常にバランスを取りながら綱渡りをやっているようなものだ。さらに外部からの敵を増やせば、今度こそ破滅しかねない。

「…………」

　もちろん、夜劫雪信もそれなりの覚悟をしているはずだ。

　彷徨海を含めた魔術協会と諍いさかいになれば、彼らもまた予想しない苦境に追い込まれる危険がある。だからこそ、あらかじめ両儀幹也を介して、師匠と話して、夜劫アキラを取り戻すよう依頼したのだ。

　もちろん、きちんとした契約には至ってない。

　しかし、こうした形式や手回しがどれだけ人を縛りつけるか、今の自分は思い知っていた。あらかじめ、少しずつ相手の行動を制約しておくような、ある種魔術的な手段。

　それもまた、この国のやり方かもしれなかった。

　間をおいて、師匠が道を開いた。

「よろしい。もちろん、アキラ嬢は君たちの保護対象だ。持っていきたまえ」

「……師、匠」

　きちんと言葉にならず、声が喉の奥で消える。

「ありがとうございます」

　と、雪信が頭を下げた。

「ですが」

　小さく、師匠が前置きした。

「どうか、サトゥルヌスの轍てつは踏まれませんよう」

「…………」

　これには、雪信は答えなかった。

　自分は意味が分からず、瞬きするばかりだった。ただ、凛が息を詰めたのだけは知覚していた。

「帰るぞ。榛はしばみ、伊い妻づま」

　後ろのふたりに、そう告げた。

　キューブを回収した夜劫雪信とともに、黒服たちは薄暗い道の向こうへ去って行ったのであった。
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　気配が遠ざかってから、最初に振り返ったのは凛だった。

「最後の忠告はともかくとして、夜劫に与するつもりですか。教授」

　純粋に、方針を尋ねる声だった。

　師匠の選択を尊重して、その上で本当にいいのか、と確認する立ち位置。

「……先生」

　エルゴの声は、掠れていた。

　こちらは、ずっと差し迫った響きだった。まるで心臓にナイフが突きつけられているかのような、切羽詰まった横顔。

　そんな表情をすることを、また、初めて知った。

「僕は、ルオたちを──」

　言葉の先が、出てこない。

　それはそうだろう。

（だって、エルゴも分かっている）

　エルゴを殺させないために、自分たちは旅をしてきた。

　記憶飽和という、神喰らいの副作用を消し去るため──神を還す術式を知るため、師匠がどれだけの危険と向かい合っているのか、若者は分かってしまっている。そんな師匠にこれ以上の無理はさせられないと、この若者なら考えてしまう。

　そういう芯のところは変わっていないけれど、だからこそ苦しいのだろう。

（……それに）

　師匠の選択は、間違ってないのだ。

　若瓏ルォロンと夜劫アキラ。

　夜劫朱音と夜劫雪信。

　若瓏ルォロンに味方すれば、アキラを助けられるかもしれない。

　だが、エルゴの神を還す術式を、夜劫から引き出すことは不可能となるはずだ。

　自分たちの目的からすれば、夜劫朱音に与する方が絶対的に正しい。そうでなくても、時計塔の君主ロードとして、別の組織を敵に回すことは避けねばならないだろう。

（……正しい）

　そう、思う。

　正しい道。正しい選択。正しい生き方。誰からも否定されない、仕方がないと言われる在り方。多分、世界がかろうじて保たれているのは、多くの人がそういう正しさを積み重ねてきたからだろう。世の中にはたくさんの正しさがあって、その度に、こうやって振り分けていくからこそ、社会が成り立っているのだ。

　だけど、どうしても割り切れない何かがあった。




　──『助けて、るお……！』




　あの声が、耳を離れない。

　胸が、鳴る。

　ひどく、心臓が痛い。

　凛のように賢くも、エルゴのように優しくもなりきれない。どこまでも中途半端でどっちつかずグレイな自分。

　師匠が、背を向けた。

　朝の光の中、麻のジャケットの背中が、数歩離れてから、

「……昨夜、ミス遠坂からも言われたがね」

　と、呟いた。

「あとは、第三の選択肢が間に合うかどうかだ」

「えっ」

　視線を上げると、師匠が建物に入っていくところだった。

　ふと、気づいた。

　朝早くでまだ起きてないのだろうかと思っていたが、そうではなかった。

　両儀幹也と両儀未那のふたりは、かつての蒼崎橙子の事務所から、姿を消していたのであった。
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　夜劫が黒いキューブを回収したとき、彼方の異国イギリスでも別の出会いが生まれていた。

　時差ゆえに、こちらはまだ夜だ。

　とっぷりと更けた深夜に、一台の馬車が走っていた。

　ロンドンではいまだ騎馬警官も多いが、馬車は珍しい。ましてや紋章を刻まれた四頭立ての馬車など、もはや王室の行事ぐらいでしかお目にかかれない代物だ。しかも、走っているのが深夜の郊外で、御者台に座っているのがギョッと目を剝くモヒカンの従僕とくれば、新しい都市伝説か何かとしか思われまい。

　実際、その馬車がスラーと呼ばれる通りストリートで降ろした女性こそ、夢のようだった。

　年齢は、二十歳かそこらだろう。

　雪花石膏アラバスターを想起させる白い肌。ゆるりとカールした黄金の髪。肢体を覆う鮮やかなドレス。何よりも、その瞳に宿った勁けい烈れつたる意志。

　屋敷の執務室の扉を開き、彼女はため息をついた。

「まさか、こんな時間に呼び出されるとは思いませんでしたわ」

「たった四時間で駆けつけてくれて感謝するよ」

　机の向こう側で、ライネスが嬉しそうに微笑んだ。

「ちょうど、垂直離着陸機ＶＴＯＬを新調したところでしたので」

　あっさりとトンデモないことを言って、彼女は片目を閉じた。

　ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト。

　エルメロイ教室に名高きふたつの核爆弾。つまり遠坂凛のライバルにして、ロード・エルメロイⅡ世の胃痛の主因こそが彼女であった。

「直接スラーに乗りつけられなかったことを、感謝すべきなのかな」

　淡く、ライネスの表情に苦みが混じる。

　もちろん、ライネスもエルメロイ派の次期後継者であり、時計塔の家格からすればエーデルフェルト家を上回る。しかし、そういう小さな魔術世界の慣習にこだわらないのが、彼女の在り方だった。

　すぐ、ニンマリとルヴィアの唇が歪んだのだ。

「それに、本音を言えば、私わたくしも話を聞きたかったんですの。先日、この部屋で南国の話をしたでしょう？　ええ、私わたくしの指導役チューターときたら、ずいぶんシンガポールで羽を伸ばしているようじゃありませんか」

「やはり、もう調べてたか」

「調べるなんて言うほどの作業じゃありませんでしたわ。派手すぎましたもの」

　半ば呆れたように、ルヴィアが言い募る。

「シンガポールの記録を見ましたの。公的な部分だけでも、島をごっそり抉えぐったり、赤道に嵐を起こしたり、実に魔術師らしからぬパフォーマンスでしたわね。特許違反の疑いがあるということで、時計塔シンガポール支部と螺旋館に、調査用礼装の使用申請まで出してるじゃないですか。東南アジアのことですから、かろうじて話題になってませんけれど、これがヨーロッパだったら瞬く間に大騒ぎになってますわよ。時計塔の第一原則──神秘は隠匿すべし、はどこに姿を消しましたの？」

　丁寧かつ辛辣に、抉ってくる。

　こうして並べられると大惨事としか言いようがない。もちろん、エルメロイⅡ世も地域の特殊性を加味して行動しているのだが、時計塔の他勢力が聞きつければ、相当面倒なことになるだろう。

　やれやれ、とライネスが細い肩をすくめる。

「もちろん言いたいことは分かってるとも。日頃、苦労人の顔をしている兄上だが、開き直るとあの有様だ。君主ロードが板についてきたと言えばいいが、あれは本来の資質だな」

「略奪公とはよく言ったものですわね。いえ、私わたくしは喜んでいますのよ？　それでこそ、私わたくしの指導役チューターに相応しいですもの。それに、前のライネスあなたってば、いささかワザとらしすぎましたわ。エルメロイⅡ世の情報がどこまで漏れてるか摑むために、私わたくしを利用したんでしょう？　わざわざ人の二つ名まで出して」




　──『君の一族も、地上で最も優美なハイエナとか言われてなかったっけ』




　この部屋で、つい一週間ほど前になされた会話だった。

　各地の揉め事や争い事を聞きつけては首を突っ込み、戦利品をせしめてきたエーデルフェルトの二つ名を出すことで、今回もそうするよう自分をそそのかしたのだろう、とルヴィアは突きつけているのだった。

　バレたか、というように、ライネスが目の前で手を合わせた。

「ははは、まあ許してくれよ」

「友人相手でも、ほとんど条件反射的にそういう謀略を働かせるあなたの性質は、実に時計塔向きで好ましく思ってますけどね。で、説明をしていただけますか。携帯電話なんかでは話せない事情があったのでしょう？」

　彼女の瞳に、深い煌めきが生まれた。

　それに見つめられながら、ライネスは小さくうなずいた。

「もちろんだ。ついては紹介したい人物がいてね」

　パチン、とフィンガースナップした。

　すると、ルヴィアの後ろで、彼女が入ってきた扉が開いたのだ。

　蒼い髪の女が、そこに佇んでいた。

　ルヴィアより、一回りほど年齢は上だろう。

　整った顔立ちは決してふたりに劣るものではないが、ひどく人工的な印象だった。服装は紫と白を基調とした制服で、ぴんと来たように、ルヴィアが尋ねた。

「ひょっとして、アトラス院の方？」

「その通りだ。アトラス院の錬金術師ラティオ・クルドリス・ハイラムという」

「アトラスの六源」

　ルヴィアが言う。

　すると、ラティオはうなずいてから、こう続けた。

「ラティオも、ルヴィアゼリッタのことは知っている。遠坂凛のデータに含まれていた」

「あら、ミス・トオサカに。ひょっとしてシンガポールで、エルメロイⅡ世が戦ったのはあなた？」

「肯定する」

　あっさりと、ラティオは告白した。

　すると、愉快そうにルヴィアは微笑したのであった。

「ミス・トオサカはいかがでした？」

「強敵だった。向こうでは、海賊のコンサルタントをやっていたが」

　その言葉を耳にして、ルヴィアは二度ほど瞬きした。

　生真面目な顔つきで、

「その手が、ありましたか……」

　と、口元に手をやったのだ。

　つい、ライネスがツッコミを入れる。

「君、本気で感心しているんじゃなかろうな」

「もちろん本気ですわ。彼女が反体制で来るのなら、こちらは正々堂々と民間軍事会社ＰＭＣを経営すべきでした。まさか、こんなところで遅れをとるとは。いいえ、今からでも遅くありません。すぐ、表で待ってる従僕のクラウンに設立させましょう」

「この場に兄上がいたら、さぞいい表情で胃を押さえてくれるだろうな」

　深く、椅子の背もたれにライネスが身を埋める。

　少し考えてから、こう言った。

「簡単に説明するがね。敬愛する兄上が、新たな弟子を迎え入れたらしい。こいつが曲者で、アトラス院と山嶺法廷と彷徨海の合作で、三柱の神を喰らったんだとか」

　極めてぞんざいな説明ながら、さしものルヴィアも目を剝いたのである。

　数秒ほど間をおいて、ぽつりと口にした。

「……正気ですの？」

「残念ながらね。私も今すぐ一杯飲んで、ベッドに逃げ込みたいさ。朝日を見ながら、ああひどい夢を見たなんて言えれば解決なんだが、目の前にいるのはアトラスの六源──時計塔の三大貴族に劣らぬ名家ときた。極東の魔術結社につなぎを取りたいから、協力してくれ、なんてね」

「…………」

　ルヴィアが黙り込んだ。

　そっと、部屋の窓に近づく。夜風に瞼を閉じてから、そっと人差し指で唇に触れて、今度は窓枠を優しくなぞった。魔術師であれば、一連の動作に美しい魔力の流れを感じ取ったかもしれない。

「結界かい？」

「現ノ代ー魔リ術ッ科ジもそれなりの結界は施してますが、そういうことなら念には念を入れる必要があるでしょう。私わたくしを呼んだのもそういう理由ですの？」

「君の家は時計塔に属してはいるが、時計塔の外に通じている。だったら、君だけの知見を聞かせてもらえるのでは、と思ってね」

「日本嫌いなのもご存じありませんでしたか」

「嫌いということは、知識があるってことだろう。彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず、とは東洋のことわざだが、あれだけ遠坂凛をライバル視してる君が、彼女の出身国の調査に全力を注がないとは思えないね」
















　深く、ルヴィアがため息をついた。

　やがて、こんな風に尋ねた。

「神を喰らった、と言いましたわね。つまり神がん體たいについて知りたいんですの？」

　神がん體たい。

　神の破片。

　時計塔にも、伝承保菌者ゴッズホルダーなど似た概念はあるが、いずれも現代では失われて久しいはずの神秘だ。

「まあ、そうなる。兄上の新たな弟子、エルゴの喰らった第二の神を明らかにするため、極東の魔術結社──夜劫の所持している神がん體たいを調査する必要があるそうでね」

　チラッと錬金術師たるラティオを見やる。

「ただ、前提として、兄上はすでに夜劫と接触している」

「すでに？」

「少し前、連絡があったんだ。夜劫が次期後継者を攫われて、誘拐した組織との折せっ衝しょうのために兄上を雇おうとしたって。問題は、この誘拐した組織なんだが、彷徨海の魔術師の弟子だって言うんだよ」

「彷徨海の弟子？」

「ああ。兄上からのメールにはこうあった。エルゴが神を喰らった男ならば、彷徨海の弟子・白若瓏バイ・ルォロンは竜を喰らった男かもしれない、と」

「……神と、竜」

　ルヴィアの視線が、かすかに落ちた。

「西洋の感覚ならば対極、東洋の感覚ならば同一視されがちな概念ですわね。でも、いくらなんでも、立て込みすぎてませんか？　アルビオンの時も思いましたが、よくも次から次へと、現代に残った神秘を掘り出しますこと。何もかも暴いて、曝け出さないと、気がすみませんの？」

「昔、法政科にも似たことを言われたよ」

　苦笑したライネスが、遠い目になる。

　いくら時計塔の君主ロードとはいえ、こんな超抜級の神秘と次々出くわすのは普通ではない。普通どころか、時計塔史上ですら数えるほどしかいないのでは……と思われるほどだ。

　それを運命、と呼んでいいのかどうか。

　魔術師としてはせいぜい二流半のエルメロイⅡ世が、超一流の名に恥じぬ朋ほう輩ばいを出し抜き、異様な量の神秘に鉢合わせている事態をどう考えていいのか、ライネスにも分からなかった。

「アトラス院のラティオからは、夜劫と接触を取りたいと言われた。君なら何らかの伝手や知見があるんじゃないかと思ったんだが、いかがかな？　もちろん、それなりのお礼はさせてもらうとも」

　まっすぐに、ライネスが言う。

　一拍だけおいて、ルヴィアはこう返したのだ。

「素敵なお誘いですが、問題はあの島の扉が開いたということでしょう？」

「扉？」

「確かに、神がん體たいは希少な神秘です。三柱もの神を喰らったという相手も恐ろしいでしょう。ですが、今の話だと、ライネスさんとラティオさんのおふたりとも──あるいはエルメロイⅡ世も、一番大事なことを見誤っているんじゃありませんか？」

　ルヴィアの言葉に、黙って聞いていた錬金術師の眉がぴくりと動いた。

　ラティオが、尋ねる。

「ひょっとして、あなたは彷徨海についても知識があるのか」

「さきほどライネスが言ってましたけどね。エーデルフェルト家は時計塔に属していますが、時計塔だけに拘こだわってるわけではありませんから」

　地上で最も優美なハイエナというあだ名は、けして嘲ちょう弄ろうだけでできたわけではない。時計塔の階位や陰謀劇すら半ば無視して、独自の地歩を固めている、という高い評価の裏返しでもある。

「たとえば、時計塔は魔術協会の中でも、現代への順応に重きをおいています。ある意味、魔術師の本質に反している、と言えなくもありませんわね」

　ルヴィアが語る。

　まったく、その通りである。

　根源への探求など忘れた愚かな魔術師が蔓延っているのも、時計塔が現代に適応した組織だからだ。これはつまり、他の組織と違って、国際的な影響力を秘密裏に保持しているということでもある。現時点で、時計塔と同レベルの権力を持つ魔術組織は、思想魔術を研鑽する、大陸の螺旋館ぐらいだろう。

「ですが、彷徨海はその逆です。彼らはいまだ神代の中にいます」

「……ああ、そう言われているな」

　ライネスが、うなずく。

　それこそが、彷徨海の最大の謎だった。

　現代に在る限り、いかなる魔術師もある種の制約を受けている。というよりも、とっくに滅びたはずの魔術なんて学問を一定の制限下のみ許されている、という方が正しいだろうか。

　彷徨海は違う。

　一年に一度のみ、その島に通じる道を開く彷徨海バルトアンデルスは、神代の魔術をそのまま残しているというのだ。ライネスもその噂だけは聞いていたが、実のところ半信半疑ではあった。神代の魔術を伝えているとしても、実際は現代なりのダウンサイジングがされたものではないか、程度に想像していた。

「秘匿神理、と呼ぶそうです」

「なんだ、それ？」

　ライネスが尋ねた。

　人理ならば、分かる。

　魔術世界の一部では人類をより長く、より確かに、より強く繁栄させるための理を人理と呼ぶ。ライネスが知る中でも、たとえば天体科アニムスフィアなどの資料に時々書かれている用語だ。

「彷徨海においては、秘匿神理こそが奥義書のようなものだと聞いています。アトラスの七大兵器にも等しい、あるいは時計塔の地下に広がる霊墓アルビオンにも等しい、彼らが依って立つ『秘密』だと」

「……秘匿神理」

　ライネスが、低く呻いた。

　普段ならば、すぐさま笑い飛ばすぐらいの荒唐無稽である。いくら彼女が魔術師だとはいえ、魔術師なりの常識というものがある。その枠外を持ってこられても、ペテンか何かとしか聞こえない。

　だが、エルゴという若者は実在するのだ。

　神を喰らった男。

　いかに限定的であれ、神の権能を扱う人間。

　そんな能力は、単なる才能や特権の枠を超えている。とっくの昔に忘れ去られたはずの法律ルールが、一個人にだけ適用されているかのような不可解が、現代科ノーリッジ次期君主ロードの心臓を搦からめ捕っていた。

「…………」

　語ったルヴィアも含めて、三人が三様に黙りこくった。

　鉛にも似て、重い沈黙であった。

「……つまり、この事件を追うならば、むしろ彷徨海こそが肝要だって言うのか？」

「私わたくしにはそう思えます。彷徨海が本当に神を喰らった男をつくったのなら、この秘匿神理のいずれかに触れたということに他なりません。かの島から持ち出された神理こそ、私わたくしたちの世界を定めることになるでしょう」

　世界を定める。

　その言葉が、決して大げさには聞こえなかった。

「いかがですか、アトラスの六源」

　ルヴィアが問う。

　蒼い髪を押さえ、ラティオが口を開いた。

「それぞれの組織の機密を持ち寄ったため、エルゴの実験についての情報はほとんど破棄されている。おかげで、他の魔術師や当時の事情については、ラティオも最低限の知識しかないが……今言われた扉とその名前については、残った一部に記録されていた」

　机の上の万年筆を手に取り、近くのメモに滑らせる。

　まるで伸ばされた尾のような、はたまた二重の螺旋が複数絡み合ったかのような、奇妙に禍々しい紋様がメモには書かれていた。それは、シンガポールの海底で、エルゴの眠っていたポッドに刻まれたのと同じ紋章であった。

「保存ゲノンの扉だと、記録にはあった」

「神の保存」

　ライネスが、呟く。

　秘匿神理と、神の保存。彼らがつくりあげたというエルゴと若瓏ルォロンと、今の言葉とはどう結びつくのか。

　メモをちぎりとって、ルヴィアがドレスの裾をさばいた。

「じゃあ、行きましょうか。準備はできてまして？」

「おいおい、準備ってなんだ」

「あら、決まってますわ」

　動揺するライネスに、地上で最も優美なハイエナは、あくまで華麗に笑ってみせた。

「引きこもっている時間ターンじゃないでしょう？　ここまで分かったなら行動あるのみ。エーデルフェルトが、彷徨海のヴェールを剝がして差し上げますわ」
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　しん、と音の絶えた空間であった。

　広い、板張りの間だ。

　三方を襖で仕切られている。

　黒い襖だった。

　吸い込まれるような漆黒で、外の様子はまるで窺えない。この空間だけが、ぽっかりと異次元の中に浮かんでいるのだ、と言われても信じてしまいそうだった。

　奥には神棚が祀られているが、本来札に書かれるはずの神社や神の名は、黒く塗りつぶされている。

「…………」

　そんな板間の中央に、夜劫朱音は正座していた。

　前に、黒いキューブが置かれていた。

　それが運ばれてきてから、すでに数十分ほどが経過している。

　朱音は半目のままで、胸をかすかに上下させていた。ひどく浅く、ゆっくりとした呼吸だ。十秒ほどもかけて吸って、同じ秒数をかけて吐き出す。そのひと巡りごとに、女性の内側に、目に見えない何かが張り詰めていくようだった。

　たとえるならば、月に似ている。

　手には取れずとも、確かな存在感を持つ光。

　呼吸の度に脈動するそれを掬すくいあげるように、女は手を差し出した。

　匣を、持ち上げる。

　小さく、呪言を唇が口ずさんだ。

「神の御息は我が息、我が息は神の御息なり。御息を以て吹けば穢れは在らじ。残らじ。阿那清々し。阿那清々し」

　唱えてから、ふっと息を吹きかけた。

　一瞬、匣の表面にさざなみが立ったように見えた。微細な稲妻が弾けて、すぐに消える。

　すると、匣から声がしたのだ。

「おお、見える」

　若瓏ルォロンの声音であった。

「あんたが、夜劫の当主か」

「夜劫朱音だ。お前の師匠とは賭けをした身になる」

　黒い匣を手にしたまま、朱音が答えた。

「賭け？　へえ、知らなかった」

「知らなかった？」

「あのクソオヤジ、大事なことは話さないものでね」

　エルメロイⅡ世が、若瓏ルォロンについて同じことを分析していた。彷徨海の魔術師は、若瓏ルォロンに目的の中核を開示していないのではないかと。

　魔術師ならば、珍しいことではない。

　それぞれの目標を達成することこそが第一優先で、弟子に伝える必要がなければ、まともに口を開かぬ者だって多い。しかし、他の組織の重要人物を誘拐するなどという作戦で、その目的を説明しないなんてことがありえるのだろうか。

「…………」

　しばし間をおいてから、朱音が口を開いた。

「お前を捕まえられれば、好きにしていいと言われた」

「おいおい。オヤジ、オレを観光土産か何かと勘違いしてないか？　実は、彷徨海のハンコを押した取扱説明書も渡されてないだろうな」

　冗談まじりに、匣の中の若瓏ルォロンが憤慨する。

　この期に及んでも、青年の底は判然としなかった。どこまで巫ふ山ざ戯けていて、どこまで真剣なのか、まったく理解できない。

（……まるで）

　と、朱音は思う。

　まるで、あの彷徨海の魔術師のように。

「捕らえられてるのが、気にはならないのか？」

「黒くろ櫃ひつの術式だよなこれ」

　と、若瓏ルォロンが言う。

「ギリギリまで使わなかったな。さっさと使ってれば、もっと早くアキラを取り返せたんじゃないのか？」

「場合によっては、これでも破られると思ったからね。実際、雪信の話だと、お前は封印を破りかけたんだろう？」

　キューブを前に、朱音が言う。

　じわ、と額に汗が浮いている。

　話ができる程度に、しかしそこから封印を突破されない程度に、術式を緩くしているためだった。夜劫でも、これほど細かな調整ができるのは、朱音と雪信のふたりきりだろう。

「でも、お前は封印を破るより、アキラの無事を優先した。そういう行動に出そうだと、ウチのヤツらの報告から考えたが、正直理由が分からない」

　朱音が、匣に向かって続ける。

「ウチの孫娘が、どうしてそんなに気にいったんだい？」

　はっきりと、匣は答える。

「助けてくれ、と言われたからだよ」

「それだけか？」

「それだけさ」

　改めて問うた朱音に対して、若瓏ルォロンは呆れた風に返す。肩をすくめるところが、目に見えるような声音だった。

「助けてくれと言われて、オレが助けたいと思った」

　仕方ないから念を押しておいてやろう、という感じで言った。

「それで十分じゃないことなんて、この惑ほ星しにはないだろ」

　言ったとき、女の手のひらで変化が起こった。

　匣の隙間から、翼が広がったのだ。

　半透明の幻翼は気高く、匣の隙間から表面を撫でるように、領域を伸ばしていく。息を止めた朱音が止める間もなく、それは匣を埋め尽くしていく。

　七割ほどで、ギチギチ、と匣が震え始めた。

「ちぇ、まだダメか。匣を壊さずに術式だけ解除、ってのは難しいな」

　すう、と幻翼が消えた。

　今の意味は、明らかだ。

　アキラを殺さず、黒くろ櫃ひつの術式だけを解除する方法を若瓏ルォロンは試しており、徐々に成功しつつあるのだった。

「覚悟しておけよ。何しろ、捕まってるのはオレなんだからな」

　それきりで、匣からの声は途絶えた。

　後には、朱音がひとりで残されているきりとなった。

　数秒ほど、彼女はピクリとも動かずに、手のひらの匣を見つめていた。

　ひとつ息をついてから、静かに立ち上がる。

　襖を開き、廊下に待機していた黒服たちへ宣言した。

「すぐ儀式を始める」

「しかし、朱音様の体は」

　黒服の抗弁も無理はない。

　若瓏ルォロンを封じた代償に、彼女は大きな消耗を強いられたはずだった。黒くろ櫃ひつ自体を操作する術式は、思想魔術であれば、思想盤の特権領域の操作に近い。規模で比すれば思想盤には遠く及ばないが、術者の負担は決して侮れるものではなかった。

　しかし、夜劫の当主は一切顧みず、言い放ったのだ。

「彷徨海の弟子、このまま大人しく閉じ込められているなどと思うな。グズグズしていれば、喰われるのはこちらだぞ」
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　昼前から、雨になった。

　涼しくはならず、蒸し蒸しと茹だるような夏の暑さが、かつて蒼崎橙子のものだった事務所に満ちていた。事務所には一応冷房が入っているのだが、だいぶ年季が入っていて、ゴンゴンと異音を立てている。

（……雨）

　自分は、その雨の音を、ずっと聞いている。

　ひどく、時間が長い。

　師匠が待機するように言ってから、すでに数時間が経過していた。

　その間、師匠はノートパソコンを挟んで、凛と話し合いをしていた。凛には絶対パソコンに触れぬように含めつつ、エルゴも何度か呼んで、翻訳などをさせているらしい。もちろん読み書きなら師匠もできるし、凛も日本語と英語の双方ができるわけだが、細かなニュアンスを伝える作業では、もはやエルゴの方が上のようだった。

　自分は、そんな様子を横目にしつつ、じっと窓の外を見つめている。

「…………」

　師匠たちに役立つような知恵は、自分には出せない。

　エルゴのように、言語方面で協力することも不可能だ。だから、せめても襲撃などに備えて、窓の外を見張っているのだが、夜劫たちが若瓏ルォロンを拘束して去った以上、そんな相手はもういないだろう。

（……魔術師だったら、違ったんでしょうか）

　もう数年も時計塔に通っているけれど、自分がある程度覚えられたのは、死霊術ネクロマンシーについていくらか、という程度だ。それだって魔術として習得したのではなく、あくまで知識や体感として身につけたに過ぎない。

　それを辛いと思ったことはないけれど、師匠たちの助けになれないのは、少しだけ寂しかった。

「ふぁああ……あ」

　右手の固フ定ッ具クから、あくびが聞こえた。もちろん、彼に人間のような睡眠が必要なわけではないので、単にふざけているのである。

「アッド」

「イッヒヒヒ、グレイが眠くなる頃かと思って、代わりをしておいたんだが！」

「代わりになりませんし、眠くもありません」

　短く言って、固フ定ッ具クのあたりをコツンとやる。

　もちろん、気を遣っているのも分かっている。いつまで経っても、この悪友は意地悪で、毒舌家で、無駄にお人好しなのだ。

　それで、少しだけ勇気が湧いた。

　邪魔になるかもしれないけれど、尋ねてみるだけの勇気が。

「あの、師匠」

「なんだね？」

　パソコンから視線を逸らさず、師匠が言う。

「夜劫雪信に、サトゥルヌスの轍を踏まないようにって話してましたけれど、あれはどういうことなんですか」

　すると、隣の凛が反応したのである。

　小さくため息をついて、じと目で師匠に告げる。

「正直、本当に直球すぎて、どうかと思いましたけどね」

「む」

　ひとつ唸って、誤魔化すように師匠が咳払いする。

　それから、こんな風に話したのだ。

「サトゥルヌスというのはローマ神話の神でね。ギリシャ神話におけるクロノスの別名だよ。我が子によって殺されるという予言を受けたサトゥルヌスは、それを恐れて、次々と五人の子どもを喰らった。フランシスコ・デ・ゴヤの描いた『我が子を喰らうサトゥルヌスクロノス』といえば、絵画の方は君も知っているんじゃないか？」

　その絵画は、確かに覚えがあった。

　暗闇の中で、老人が子どもの身体を両手で持ち上げ、その頭部から喰らっている──喰らいながら、白い目を大きく剝いている絵画だ。

　ただ、その意味は知らなかった。

　こんなところにも、喰らう神がいたなんて。

「ローマ神話でも、元になったギリシャ神話でも、この逸話はおおよそ同じだ。サトゥルヌス＝クロノスは子どもに殺されるという予言を恐れ、自分の子どもたちを片端から喰らった。しかし結局は子どものユピテル＝ゼウスに殺されることとなったという」

「殺そうとした子どもに、殺し返された……」

　茫然と、自分は呟いた。

　……確かに、直球だ。

　むしろ、危険球ビーンボールですらある。

　この人の心臓はどうなっているのかとたまに思わされるが、今回もその例に漏れなかった。小心で、卑屈で、神経質で、それでいてほんの刹那、悪魔のように大胆になる。

　おそらく、その瞬間こそが、この人を君主ロードたらしめている。

「ほかにも、そんな話があるんですか」

「もちろんだ。たとえば、この日本の神話でも同様に、国産みの地母神・伊い邪ざ那な美みの命みことが、出産した火ひ之の迦か具ぐ土つちの神かみによって産道から焼き殺されてしまったという話がある。しかも母殺しが成立した直後、この火ひ之の迦か具ぐ土つちの神かみを、父親である伊い邪ざ那な岐ぎの命みことが首をはねて殺してしまうんだ」

「────！」

　エルゴが、師匠を振り向いた。

　若者にとっても、衝撃的な説話だったろう。

　さきほどのサトゥルヌスの話と違って、こちらの親殺しには殺意が存在しない分、なおさら無残な印象が強かった。

「このときの火之迦具土神の血や骸から、幾多の神が生まれて、日本の神々の一角を成すわけだがね。親に限らず、兄弟殺しの場合なら、聖書における最初の殺人、カインとアベルの話なんかが代表的だろう。ローマ神話におけるロムルスとレムスの兄弟も同様だし、エジプトでもオシリスの兄弟たちが相続で殺しあった話がある。神とはややずれるが、インド神話のアルジュナとカルナなんかもその例だろうな」

　急に、足元が冷たくなった気がした。

　各地の神話でこうも多くの血族殺しの物語が存在するのなら、自分たちがいる世界はどれだけの数の罪を織り重ねて、できあがっているのだろう。

「…………」

　冷たい地面に、どこまでも沈んでいくような錯覚に囚われた時。

　不意に、鼻歌が聞こえた。

　それで、無意識に感覚を『強化』していたことに気づいた。

　ゆっくりと近づいてくる、その曲を知っていた。古いミュージカル映画で、お洒落なステッキのように傘をくるくると回しながら、役者が歌っていた曲。

　雨に唄えばSinging in the rain。

　夢見るような足どりが事務所の階段を上り、

「ただいま」

　と、玄関の扉を開けた。

「両儀さん」

　傘を閉じた青年が、傘立てに入れてから、丁寧に頭を下げたのだった。

「若瓏ルォロンとアキラのことは、電話で聞きました。留守の間、皆さんありがとうございます」

「……いえ、そんなことは」

　だって何もできなかった、とは言えなかった。

　夜劫につく選択肢もあるのだと、師匠と凛も語っていたからだ。そういう選択肢を知ってしまった以上、何もできなかったのではなく、あえて何もしなかったのではないかと、自分自身が問い詰めてくる。

　きっと、この苦しみはいつも師匠やライネスが向き合っているものだ。

　社会に出て、政治に直面して、妥協や譲歩を重ねるたび、心を少しずつ重くしていくものだ。

（……だから）

　だから、さっきの師匠の話が一層応えたのかもしれない。

　師匠の語っていた血族殺しが、単なる昔の物語ではなく、古代から自分たちの克服できていない宿しゅく痾あであると、突きつけられてしまったから。

　少しの間をあけて、師匠が口を開いた。

「両儀さん、調査はどうでしたか」

「未那を家令の硯すずり木ぎさんに預けてから、すぐ調べました。だいたいはエルメロイⅡ世さんでも読めると思いますが、細かなところが分からなかったら遠坂さんに訊いてもらえますか」

　手に提げていた鞄をごそごそと探ると、かなり分厚い書類が出てきた。

　二度ほど瞬きしてから、師匠が凛へと言う。

「先にいいかな、凛」

「あっはい！」

　書類を引き寄せた凛が驚くほどの速度で一読してから、顔を上げた。

「……両儀さん？　これってば、かなり前から調べてたんですか」

「もともと、皆さんに依頼したのは僕ですから。とはいえ、七割がたは昨夜エルメロイⅡ世さんに言われてから集めたものですね」

　つまり、七割ほどを、実質半日にも満たない時間で作り上げたことになる。

　凛の説明を受けながら、続けて書類を読んだ師匠が、啞然とした。魔術に関わること以外で、この人が本気で啞然としたところを、ひさしぶりに見た気がする。

「……なるほど、夜劫朱音が、親戚の婿が人探しがうまいというから頼ってみた、なんて言うわけだ。最初に聞いたときはそんな理屈があるかと思ったが、むしろ過小評価だったんじゃないかこれは」

「プロじゃないですから、資料はいい加減です。あくまで参考程度にしてもらえたら」

「義妹ライネスがよく使っている興信所でも、この期間でこれだけの精度を出せたことはないがね。……ああ、これなら」

　師匠の瞳に、淡く光が宿った。

「これなら、少なくとも試す価値がある」

「じゃあ、師匠」

「第三の選択肢、だ」

　立ち上がった師匠に、凛が訊く。

「先生、どこから手をつけます？」

「候補はいくつかあるが、優先するのは決まっている」

　しなやかな人差し指が、すうと書類の一点を押さえた。

「うん、やっぱりそうですよね。この時間だと全部は回れないし、最初に行くべきはそこに決まってます」

「ただ、念のため、凛とグレイはここで待機してくれるか」

「むむ」

　一瞬目を細めた凛の隣で、同じく資料を読みかけていたエルゴが顔を上げる。

「じゃあ、僕と先生のふたりで行くんですか」

「そうなるな。というより、この目的だと君にはどうしても来てもらう必要がある」

　どこか楽しげな師匠の言葉の後、凛がため息をついた。

「仕方ないですね。わたしも興味はあるんですが、確かにこれだとエルゴの方が必須だし、適材適所でしょう！　グレイは構わない？」

「あ……はい」

　突然言われて、うなずかざるを得なかった。

「僕も、もう少し調査してみるつもりです。もともと、僕の依頼でしたから」

　と、幹也が話した。

　師匠が振り返る。

「夜劫アキラを助けてほしい、という依頼でしたね」

「はい」

　肯定した幹也に、師匠は続けた。

「正直なところ、私はその言葉で困ってました」

　幹也は、すぐに返さない。

　ふたりが向かい合ったまま、事務所には壊れかけた冷房の音だけが響いた。窓ガラスに師匠の横顔が映り込み、その頰を雨粒が流れていった。

「私は芯からの魔術師なので、助けるという言葉の曖昧さが受け付けられなかった。それが許されるほど、魔術師わたしたちの生涯には余裕がないのです。でも、あなたはあまりにも普通にその言葉を使う。私たちのような生き物を知らないからではなく、ただあるがままに言葉を体現しているからだ。でも、それは、ある種の人々にとっては劇薬のようなものなのです。そんな風に言われたことはないですか」

「……少し、ありますね」

　困ったような幹也を前に、師匠は佇んでいた。

　そんな師匠は、初めてな気がした。怒っているのとも、悲しんでいるのとも違う。

　昔遊んでいた公園を通りかかり、つい立ち止まって、いつまでも見つめてしまったかのような──そんな眼差しをしていた。

「普通すぎて、私には眩しい」

　そんな師匠が囁いた。

「ですが、私にできる限りで、その依頼を叶えたいと思っています」

「ありがとう。ロード・エルメロイⅡ世」

　と、幹也が頭を下げた。

「もしも会えたら、若瓏ルォロンとアキラに伝えてください。事務所の鍵はしばらく換えないつもりだって」

（……あ）

　その意味が、痛いほどに伝わった。

　魔術世界においてはミサイルのようなものだと話した若瓏ルォロンに、子どもを匿かくまって会話の通じるミサイルなら同じことを言うよと返して、幹也はこの事務所の鍵を渡したのであった。

　多分、普通とはそういうことなのだ。

　決して数多くはない。むしろ現実からすれば、魔術師以上の少数派マイノリティかもしれない。

　それでも、宙ソラの一点で、確かに輝き続ける星。

「ええ」

　と、師匠が答えた。

　こちらにすっと向いた。

　今の言葉は、師匠がひとりで預かったものではないと、そういう意味だった。自分が気にしていたのも、きっと分かっていたのだろう。

　だから、凛とエルゴを見やって、

「はい。拙たちが、必ず、伝えます……！」

　自分も、強くうなずいたのであった。
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　車に乗って一時間と少しで、エルメロイⅡ世とエルゴは丘に辿り着いた。

　さほど大きな丘ではない。だが、昼なお暗い森は独特の空気を纏っていた。

　人里離れた、という言葉が似合う。現代でも、首都圏からわずか一時間ほどで、このように自然は人間を圧倒し始めるのであった。

　やがて道も狭くなってきて、徒歩でしか行けなさそうな山道となった。

　幸い、雨は止んだが、まだ地面が濡れている。グッ、グッ、と何度か靴の踵で状態を確かめてから、Ⅱ世が坂を上り出した。

　素直に、エルゴはその後ろを追った。

「ここは？」

　赤毛の若者の質問に、Ⅱ世は小さくうなずいた。

「両儀さんの資料で、とある人物が住んでいるとのことでね」

「とある人物、ですか？」

「ああ。夜劫には分かりやすい特徴がいくつかあった。魔術体系にしろ、特定の色にこだわった建築や衣服にしろ、極めて内向きな組織だ。おそらく神がん體たいを通じて魔術を行使する、という特徴が、彼らを決定づけているんだろう」

「…………」

　黙って、エルゴは、Ⅱ世の話を聞いている。

　極めて内向きな組織。その傾向は、夜劫アキラに対する態度にも表れているのだろう。もちろん魔術師とは世間の常識と乖かい離りした存在だが、夜劫はそのバランスが独特な印象があった。

「つまり、信仰のせいですか」

「当たらずとも遠からず、だな。彼らが魔術と向き合うということは、ほぼ自動的に神と向き合うことになる。だから、西洋圏の魔術師以上に、すべての段取りを自分たちだけで行おうという気質が見受けられる。……ただ、そんな中にひとつ、どうやら内部では供給できていない品もあった」

「どういうことです？」

　質問したエルゴに、Ⅱ世はすぐには返事しなかった。

　ふたりとも黙々と、山道を歩いていく。

　雨上がりの風が、さわさわと葉擦れの音を立てた。上るにつれて、植生がアカガシから、背の高いミズナラへと移っていく。それに従って、蟬の種類も変わるのか、鳴き声が少しずつ違っていく。

　濡れた土の匂い。

　太陽が思う存分に地面を照らすものだから、草いきれがきつかった。

　だけど、

「……息のしやすい山ですね」

　と、エルゴは感想を漏らした。

　結構な斜度なのだが、むしろ徐々に、その足取りが軽くなっていくようだ。額にうっすらと汗が滲んでいるものの、暑さは気にならないらしい。むしろ、緊張していた表情が徐々に和らぎ、家路についた子どものような印象を湛えていった。

　やがて、その後ろから、

「いやその、ちょっと、待ってくれ」

　と、声がしたのである。

　振り返ったエルゴが、あ、と漏らした。

「大丈夫ですか？　先生」

「……単に、疲れた、だけだ」

　よろよろと、近くの岩に座って、呼吸を整える。

　それなりの地位にある魔術師ならば、普通は持久力も『強化』で補えるものだが、いまだⅡ世はその域に達していなかった。

　今にも死にそうだった顔色が徐々にマシになってきて、木漏れ日を見上げる。

「確かに……霊脈が……すっきりと通っているな……大した霊脈ではないにせよ……これだけ風通しがいいのは珍しい……」

　息を切らしつつ、胸元から取り出した葉巻に火をつけた。

　ゆっくりと吸い、吐き出す。

「息が切れてるのに、葉巻は大丈夫なんですか」

「……グレイぐらいにしか話してないがね。一部の葉巻は小細工をしてある。これは強精と体温調節用だ」

　どうやら本当だったらしく、Ⅱ世の首元から汗が引いていった。

　爽やかな香りが漂い、エルゴが目を閉じた。

「いい匂いです。大事な人が立ち去った後の残り香みたいで」

「思いがけない詩的な表現がきたな。君はそういう才能があるのかもしれん」

「詩人ですか」

「現代では魔術師より食っていけないな」

　微笑して、Ⅱ世が空を見上げる。

　樹木の間から見える夏の空は、驚くほど高く、青かった。葉巻を携帯灰皿にしまってから、しばしその空をⅡ世は見つめていた。

　それから、ぽつりと言った。

「喰神衝動はどうだね」

「今は、だいぶ落ち着いてます」

　胸を撫でて、エルゴが答える。若瓏ルォロンと戦った時から内臓を食い荒らすほどに激しかった衝動は、今は静かに凪いでいた。

　それを見抜いてか、Ⅱ世がこう続けた。

「ふむ。場合によっては、何か対策が必要かと思っていたが、今の様子だとまだもちそうだ。何かあったのかね？」

「両儀未那さんに、本を読んでもらいました」

「そうか」

　と、Ⅱ世が苦笑する。

「父親も大した人物だが、彼女はまた違う方向に抜きん出ているようだ。あれは母親似なのかな」

「一度、会ってみたいですね」

「いや、私は御免こうむる。どう転がっても面倒が増えそうだ」

　真面目くさった顔で言ったⅡ世に、エルゴがクスッと笑った。

「ああ、それがいい」

「え？」

　きょとんとしたエルゴに、Ⅱ世は小さくうなずいた。

「笑っていたまえ。そんな気になれないぐらい、君を取り巻く環境は深刻で厄介だろうが、それでもユーモアは大事だ。もちろん、無理に取り繕った笑いをしろ、という意味ではないんだがね」

　しみじみと、黒髪の君主ロードは言った。

「今朝から、顔つきが変わっていたからね。ふたりでいる間に確認しておきたかった。何か、心境の変化があったのかね？」

「分かるんですか」

「これでも、それなりの期間、思春期の学生相手に講師業をしてきたからね。とはいえ、君ぐらい変化の前後がはっきりしていると、グレイや凛も気づいたろうが」

　エルゴは不思議そうに頰に触れて、それから、かすかに瞳を揺らした。

　近くの蟬の声とともに、

「……今朝起きたら、急に恥ずかしく、なっちゃったんです」

　と、掠れ声が流れた。

「何がだね？」

「僕は、自分のことをもっと強いと思ってたみたいなんです。今はまだダメでも、神様の力をちゃんと使えるようになれば、きっと無敵なんだって。あのムシキの分身だって追い払えたんだから、本気になればなんだってできるって」

「間違えちゃいない。あの神腕と正面から戦える魔術師なんて、ほとんどいないだろう」

「若瓏ルォロンに負けました」

　エルゴが言った。

「暴走して、何もかもが真っ赤になって、でもその分、あのときの僕は強かったと思います。シンガポールでムシキと戦ったときよりも、あの紅い神腕はずっと力強かった……なのに、若瓏ルォロンには勝てなかった」

「悔しかったのかね？」

「……はい」

　うつむいたまま、エルゴが認める。

　びっくりするぐらい、耳が真っ赤になっていた。

　それは、海賊たちに発見されて以来、ずっと無む垢くだった若者に生じた変化であった。

「ここが、ザワザワして、ソワソワして、ぎゅっとするんです」

　胸を押さえた。

「あれから何度も若瓏あいつのことを思い出して、急に恥ずかしくて、自分が情けなくなって、とてもちっぽけに思えてしまって……なのに、若瓏あいつが黒い匣に閉じ込められたとき、助けに行ってしまったんです」

　そんな己が分からないと、エルゴの手が服の胸元を強く握り込む。

　Ⅱ世は、ひどく複雑な表情をしていた。

「それは私の日常だよ」

「え？」

「悔しいのも情けないのも、自分がちっぽけに思えるのも、いつものことだ。なんなら憎い相手を呪いたいと思ったことも一度や二度じゃない。実際に呪ったら、あっさり返されて苦しむのは私の方だがね」

　忌いま々いましそうに舌打ちする。

　そんな横顔を見たのは初めてで、エルゴは戸惑ってしまった。

　さらに、Ⅱ世が訊く。

「若瓏ルォロンのことを、どう思ってる？」

「どう、ですか？」

「今言った気持ちは、全部自分についてだろう？　若瓏ルォロンについての感想はなかった。この際だから、正直なところを言いたまえ」

「……怖いです」

　Ⅱ世は無言でうなずいて、続きを促した。

「見ただけでワクワクしたし、戦ったのにゾクゾクしました。多分、あいつが僕の親友だったっていうのは噓じゃないんです。今まで誰にも思わなかったのに、自然とあの野郎って思っている僕がいるんです」

　誰かに負けて悔しい。

　二度とこんな思いをしたくない。

　良くも悪しくも、人を大きく変えてしまう原動力。

「勝ちたい」

　エルゴが、はっきりと口にする。

「あいつに勝ちたい。今度こそ」

「今は、夜劫に捕まっているわけだが？」

「絶対に、捕まったままなんかじゃいません。僕らが手を出しても出さなくても、あいつは必ずなんとかする。あいつを頼りにしてる女の子もいるんだから」

「……これは驚いた」

　火を噴くようなエルゴの口調に、Ⅱ世が目を丸くした。

「戦いはともかく、さほどの会話を交わしたわけではないだろう。なのに、君がそこまで執着するとは思っていなかった。なにか記憶が戻ったのかね？」

「……いいえ」

　赤毛が、横に振られた。

「ただ、僕は負けず嫌いだったみたいです。思っていたよりもずっと」

　持ち上がった双そう眸ぼうには、確かな力が宿っていた。背中の幻手でも、結合した神腕でもない、この若者が己で獲得しつつある力が。

　Ⅱ世は、それをつかの間羨ましそうに見つめてから、

「覇道の兆きざし、か」

　と、囁いた。

「え？」

「何でもないさ。ただ、そういう気持ちは大事にしたまえ。自分の手に負えない相手と戦おうというのなら、足搔くことになる。苦しむことになる。どうしてあいつはと羨み、どうして自分はと歯嚙みしなきゃならない。何度もそれを繰り返す覚悟と熱量が、どうやっても必要になるんだから」

　教師らしい言葉を吐いて、Ⅱ世はそっと膝に手を置いた。

「さて、地図通りならもう少しだ」

　なんとか体を持ち上げ、坂の上を見やる。

　山道を上るのを再開して、さらに十数分ほどした頃だろうか。

　森が開き、その向こうに小屋が見えたのだ。

　極めて雑な、適当に丸太を組み上げた、としか見えない建物だった。地震の多い日本だと、ひと揺れあれば、たちまち崩壊してしまいそうだ。

「さっきから、妙な気配がすると思ったら」

　と、その小屋の近くから声がした。

　髭ひげだらけの男であった。

　四十の少し手前ぐらいだ。この国の作業着──作務衣を纏い、面倒くさそうにⅡ世たちを見つめている。

「どっちも、面白い貌かおをしてやがるな」

　だが、そう言った男こそ、奇怪な容貌だ。

　顔の右上を、木彫りの仮面が覆っているのだ。大きな眼帯のように、斜めにつけた糸で固定しており、仮面の隙間から覗いた右目と左目が、ふたりの姿を映していた。

　エルゴが、口を開く。

「あなたは……」

「面づくりさ。面打ち師なんて呼ばれることもあるがね」

「──斗と彫ぼり源げん馬まさんですね」

　と、Ⅱ世が名を呼んだ。

「時計塔の現ノ代ー魔リ術ッ科ジを預かる、ロード・エルメロイⅡ世と申します」

「はあ、時計塔の君主ロード？」

　大きな声で言って、作務衣の男がⅡ世のつま先から頭頂までを睨みつける。

「おいおい、そんなもの本当に実在したのかよ。というか、なんで英国の魔術協会の重鎮が日本なんざに来てるんだ」

「事情がありまして。夜劫の面は、すべてあなたが打っていると聞きました」

「……あっ」

　エルゴが、目を見開いた。

　若者も、今初めてその事情を知ったのである。そして、ここに来るまでⅡ世が話していたことも繫がった。幹也が調べてきた内容。夜劫が内側で抱えていないだろうものとは、面打ち師のことであったのか。

　しばらく、男──源馬は考え込んでいた。

　こつ、こつ、と右側面を覆う仮面のこめかみをつついてから、

「中に入りな」

　と、顎をしゃくったのであった。
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　小屋の内側には、多くの面が掲げられていた。

　夜劫の屋敷でも似た感じだったが、こちらは種類を限らず、老若男女に加えて、二本の角が生えた鬼や天狗、牙を剝き出しにした狐か狼のごとき獣面、少数だが明らかに日本以外の文化からもたらされたと思しい面もあった。

「おおよそは、神楽かぐら面めんだな」

　Ⅱ世が小さく呟いた。

　それを聞いたエルゴが、尋ねる。

「神が楽しむ、の神楽ですか」

「君の語学力には驚かされるな。それで合ってる。この国では神を遊興で慰めることに重きがおかれていてね。神楽とはそうした遊興総体を指す言葉であり、神楽面とはそのための専用の面だ」

　ひとつずつ仮面を見やって、Ⅱ世が目を細める。

　そう言われると、エルゴの胸はひどくざわついた。こちらを向いている仮面たちが、皆、意思をもっているかのように思えたからだった。

「それゆえ、神の関わるさまざまな行事に使う。神に来てもらうとき、神に祝福を授かるとき、神に怒りを鎮めてもらいたいとき。……そして」

　一拍おいて、君主ロードはこう付け加えたのだ。

「神に還っていただくとき」

「……あ」

　エルゴの喉から、呻きがこぼれた。

　まさしくそれこそは、日本にやってきた理由ではないか。

　エルゴの記憶飽和を終わらせ、グレイを年齢停滞から解放するための手段。

（……じゃあ先生は）

　と、思わず横顔を見つめてしまった。

　ひどく遠回りをしているようで、まるでそんなことはなかったのだ。さきほど喰神衝動について問いかけたのも、まさに、神を還す方法に指をかけようとしているタイミングだったからだろう。

　奥の椅子に座って、源馬は鬚だらけの顎を撫でた。

「……ふん。本場の時計塔からすれば、日本の神秘なんざ辺境の迷信みたいなものかと思ってたが」

「そう考える者がいないとは言いません。恥ずかしながら、権威を振りかざす者はどこにでもいますし、時計塔はそうした温床となりがちですから」

　一瞬視線を落として、Ⅱ世が言う。

「ですが、魔術である以上根源から枝分かれしたものに違いはありません。本質的に、我々の間には垣根はないのです。あるとしても、それは他の魔術や、人類の行為の間にあるものと同じなのです。だからこそ、あなたの仮面が助けになると思って来ました」

「さっき夜劫の話をしてたな。何か絡んでるのかい？」

「ええ」

　じっと、源馬が睨ねめつけてから、こう言った。

「一応言っておくが、夜劫に協力するな、ってなら無理だぜ。これでも義理は大事にする性タ質チでな。時計塔の君主ロードとなれば、たんまり儲けさせてくれるかもしれないが、一番のお得意様を裏切るような真似はできねえ」

「場合によっては夜劫と対立する可能性もありますが、そういう話じゃありません」

　かぶりを振ってから、Ⅱ世が言う。

「ただ私は、あなたに打ってほしい面があるのです」

「へえ？」

「彼の──エルゴの面です」

　エルゴの方に手を向けたのだ。

　ドキリ、と赤毛の若者の胸が高鳴った。

「……僕は」

「そいつは無理だ」

　チラッと見ただけで、源馬が告げたのだ。

「どうしてですか」

「一目見たら分かる。そいつの顔はたくさんありすぎる」

「────ッ」

　エルゴが、息を止めた。

　源馬の言葉の意味が、通じてしまったからだ。己の中にある別の顔。自らが喰らった三柱の神のことを、見事に面打ち師は言い当てていた。

「どうやったら、そんな風になるんだ？　二重人格だとか三重人格だとかの甘ったるい話じゃねえ。そもそも根っこからして違う。よく人間ひとりの身体うつわに収まってると、感心するよ」

　その物言いに、思わずエルゴは顔に手を当てた。

「本当に、見ただけで、分かるんですか」

「分からなきゃ、面打ち師なんざ務まらねえ。ひい、ふう、みい……顔をそむけてるやつもいるが、お前以外に三つは入ってるだろ」

「じゃあ、それがどんな顔かは」

　勢いこんで、エルゴが尋ねた。

　若者が喰らった三柱の神。その正体が、面打ち師によって明らかになるのか。

「いいや。今も言ったが、お前の自覚してないヤツは顔をそむけてる。こっちに向いてる猿えん形ぎょうは、もう分かってるヤツなんだろ？」

「……あ」

　しゅん、と若者がうなだれた。

　もちろん、幻手すら顕けん現げんさせてない状態で、孫行者を言い当てたのは驚くべき慧けい眼がんである。しかし、もう少しで答えを得られるのではと先走ってしまった期待の分だけ、消沈してしまったのは否めなかった。

「そいつは、お前の何なんだ？」

「……僕は」

　言いかけて、エルゴが口ごもった。

　それでも押し出すようにして、言った。

「僕は、神を喰らったそうなんです」

「神を？」

「はい。その副作用として、記憶飽和を起こしてるんだと先生に言われました。自分のことも思い出せないまま、海を漂っていたところを、シンガポールの海賊たちに拾われました。海賊だけれど、みんなビックリするぐらい親切で、優しくて……でも、僕はずっとおなかが減っていたんです」

　そっ、とエルゴが腹部を押さえた。

「いつも、いつでも、この飢えが止まらなかったんです。どんな美味しいものを食べても、どんなに珍しいものを口にしても、僕の飢えはおさまらなかった。くうくうとおなかが鳴って、目の前が真っ赤になって、世界がぎゅっと狭くなって……」

　か細く、絞り出すような声音。

　衝動が落ち着いていると、山道で若者は話していた。だが、それはあくまで相対的なものに過ぎなかったのだ。思い出してしまえば、飢餓は目の前で牙を剝く。だからこそ、耐えている若者の指は、小刻みに震えている。

「だから、僕は、僕が怖いんです」

　己の肩を、エルゴは両手で抱きしめた。

「自分がいつか、大切になった人を傷つけてしまうんじゃないか。いいえ、本当ならとっくの昔に傷つけてしまっていて、たまたま幸運が重なって、そうならなかっただけなんじゃないかって」

　血を吐くような、エルゴの告白であった。

　そして、それは間違いではない。シンガポールでも日本でも、エルゴを襲った喰神衝動は、惨事を招く寸前までいっている。

　若者が食べたい相手が、現れたからだ。

　グレイ。

　かつての英雄アーサー王の因子を秘めた少女。

　彼女と出会ってから、若者の飢えは日増しに膨れ上がっている。いいや時間ごとにと言ってもいいぐらいだ。徐々に、しかし確実に、彼の人格を蝕むしばんでいっている。

　そして、今はもうひとり。

　竜を喰らった男──若瓏ルォロンが。




　──『オレも、お前が喰いたい。昔も同じこと言ったんだが、どうせ覚えてねえな』




　グラントウキョウ・ノースタワーでの、彼の言葉を覚えていた。ならば次に出会ったとき、エルゴと若瓏ルォロンのどちらが、喰らう側に回るのだろうか。

「…………」

　思い出しただけで、かっ、と鳩尾みぞおちが燃え上がるようだった。

（まるで……敵わなかった……）

　幻手と幻翼。

　似た能力を持ちながら、習熟度はまるで違っていた。幻手を振り回すだけで精一杯のエルゴに対して、若瓏ルォロンはその異能を完全に使いこなしていたのである。いや、仮に幻翼抜きで、思想魔術と八卦掌だけに限っても、エルゴがまともに太刀打ちできたかどうか。

　凛と共闘した、路地裏での戦い。

　その直後の空中戦。

　どちらも若瓏ルォロンは優勢で、夜劫アキラを気遣うだけの余裕さえ保っていた。

　かろうじて戦いのカタチになったのは、暴走して神腕を振るったときだけだろう。

　今までになかった悔しさがこみあげるのを、エルゴは感じていた。

　己と似ているからこそ──初めて己と比べられる相手だからこそ、若瓏ルォロンという青年がどれほどの高みにあるのか、はっきりと感じ取れたのであった。

「そんな顔もするのか」

　と、源馬が言った。

「何が、ですか」

「変わりたい、っていう顔だ。面はそういう人間のためにある」

　しばらく、源馬はエルゴをまっすぐ見つめていた。

　それから、Ⅱ世へと視線を移した。

「あんた、偉い魔術師なんだな」

「地位についての話でしたら、単なる成り行きですよ」

「ああ、違う違う」

　源馬が、ひらひらと手を振って否定する。

「そういうつもりで、うちに来たんだろう？　うちの面の神髄なんぞ、どこにも触れ回っちゃいねえ。夜劫のヤツらですら本当のところは知っちゃいねえ。……だけど、一度も会ったことのないあんたは、そいつを分かってきたんだろう？」

　数秒、Ⅱ世は黙っていた。

　やがて、ぽつりと呟いた。

「あるいは、そういうモノかもしれない、とは考えていました」

（……どういう、意味だろう）

　ふたりを見ながら、エルゴは考える。

　やりとりされている会話の半分ぐらいしか、エルゴには分からない。感覚的な部分はなんとなく伝わるが、それで理解できるのはあくまで表層的なものに過ぎない。

（……グレイさんなら）

　グレイなら、違うのだろうか。

　エルゴと同様に魔術師ではないが、エルメロイⅡ世の内弟子としてもう何年も一緒にいる彼女は、神秘について独特のアプローチを成し遂げているように思える。だからこそ、凛やⅡ世ですら、彼女の直感には耳を傾けるのだ。

　知り合ってからまだ間もないが、時間と体験の濃密さがそう感じさせるのかもしれない。

　いつもフードをかぶっているあの姉弟子が、エルゴにはひどく頼もしくて、切ないほどに美しく思われるのであった。

「エルゴ、と言ったか」

　源馬が呼びかけた。

「は、はい」

「俺はお前の面は打てない。だが、面がないわけじゃないんだ。……待ってろ」

　と、源馬が立ち上がった。

　奥の部屋に消えて、数分ほどで持ち出してきたのは、いかにも古そうな木箱であった。紫色の紐がしっかりと結ばれている。

　その紐をほどき、蓋を開くと、エルゴとⅡ世が目を剝いた。

「……これって」

　エルゴが、囁く。

　木箱の内側に収められていたのは、いかにも素朴な──まだ何の意匠も施されていない仮面であったのだ。

「手に取って、かまいませんか」

「ああ」

　許可をとってから、Ⅱ世が仮面を持ち上げた。

　つるりとした表面を指先で撫でると、若き君主ロードの眉がかすかに動いた。

「なんという素材なんですか」

「さて。師匠が引き継いでいたものでな。神体として崇められていた樹木だというが、どうも眉唾だ。触れた感覚はむしろ象牙か何かに近いが、こんな大きさの象牙はないしな。複数の素材を繫ぎ合わせるやり方もあるんだが、そういう跡もねえ」

　源馬が、わずかに目を細めた。

「昔、こんな子どもじみた想像をしたことがある。ひょっとしたら、巨大な鬼の角だったんじゃないか、とね」

「……そんな、大きな鬼が？」

「はは、ただのガキの妄想だ。面の大きさからすると、鬼がマンモスみたいなデカさになるだろう？　そういう伝承がなくもないが、さすがに荒唐無稽というものだろうよ」

　真剣な顔で尋ねたエルゴに、源馬は一笑した。

「だが、お前の内側に見合うような貌かおはそいつだけだ。今、時計塔の君主ロードが言っていたような、真正の神を招き、その神を還せるような仮面はな」

　大仰な物言いではあった。

　だが、エルゴには、確かな真実だと理解できた。若者の内側の何かが、磁石のように、無貌の仮面に惹きつけられていたのだ。視線が離せず、チリチリと肌の産毛が逆立っていく。ともすれば、面の息遣いさえ感じられるようだった。

「神を、還す……！」

　未完成の仮面を手にしたまま、若者は硬直していた。

　Ⅱ世も、改めて源馬へ持ちかけた。

「どうしたらいい？　私が用意できる呪体なら用意させてもらうし、最下位とはいえ君主ロードとしてできる限りの便宜ははかるつもりです」

「……何もいらん」

　と、源馬が首を横に振った。

「そいつの内側に神がいると言うのなら、もともと俺たちの目標だ。神のための面を作れたら、俺たちの一族はやることを成し終えたことになる。ここを逃すバカはいないさ」

「あなたや師匠は、そういう一族だったんですか」

「夜劫も忘れてるだろうがね。俺の一族はそういう目的で面を作り始めたんだし、そういう方向性で一致したから、あそこに面を奉納していたんだ。だから代金なんぞはいらねえよ」

「でしたら……」

「……先生」

　最後は、エルゴであった。

　仮面を持った手が、震えていた。

「どうした？」

「こんなこと、多分言うべきじゃないんです」

　視線は、いまだに未完成の仮面から離れなかった。

「でも」

　と、若者が口にした。

　初めての感情に戸惑いながら、揺さぶられながら、言う。

「神を還したら、僕は、あいつに勝てなくなる？」

　そのための旅であった。

　だから、エルゴも、言うべきじゃないと前置きした。それでもなお止まれないほどに、若者は思い詰めていたのだった。

　芽生えたばかりの青い情動は、それだけ激しく、身を焦がしていた。

　ほんの少し前まで、あんなにも神を手放したかったのに。

「エルゴ……」

「複雑みたいだな。いや、逆に単純な話なのかな」

　源馬が苦笑した。

　右の眉と目元は仮面に隠されていて見えない。だから、片方だけ歪んだ左半面はどこか滑稽で、同じ分だけ切なく映った。

「面の調整には少し時間がかかる。その間、つまらない話でも聞いていけ」

「話、ですか」

　エルゴが問う。

「ああ」

　と、源馬はうなずいた。

「つまらない、家族の話だよ」
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「……美味しいですね、凛さん」

　用意された昼食を、自分と凛は頰張っていた。

　サンドイッチである。

　忙しく調べ回っていた幹也のために、両儀家の家令が用意した品らしい。気を利かせた幹也が、ついでにこちらの分も作ってもらっていたのだ。

　上質のパンにバターを塗ってから、たっぷりの玉子や分厚いハム、瑞々しいレタスを挟んである。凛が淹れてくれた紅茶と一緒に口にすると、目が覚めるほどに美味であった。

「家令なんて日本じゃ初めて聞いたけれど、いるところにはいるものなのね」

　呟いた凛が、玉子のついた親指をぺろりと舐める。

　日本では初めて、というのは時計塔ではまま聞く言葉だからだろう。魔術師とは究極の格差社会でもある。あの師匠にしてからが、魔術師としてはおちこぼれの血筋ながら、一応貴族──この場合は現実社会における貴族である──の系統にあたるそうだ。

　たまに、師匠の所作から育ちの良さが見え隠れするのは、そういう理由もあるのだろう。

　近くの机には、複数の魔法円が描かれた布が敷いてあり、その上に凛が調整した紅い宝石が転がしてあった。

「それは？」

「若瓏ルォロンが封じられる直前に、投げ込んでおいた宝石の片割れよ。もともとひとつだった宝石がふたつに割れたもので、魔力の波長に合わせて、こちらにも影響が出るの」

　アキラから溢れ出た黒暗淵やみわだに、若瓏ルォロンが吸い込まれたときのことだろう。

　あの一瞬にそんなものを投げ込んでいたのは、用意周到というべきか、臨機応変というべきか。いずれにせよ、歴戦の魔術師の風情が、凛にはあった。自分もそれなりの経験を積んできたつもりなのだが、一体彼女はどんな戦いを乗り越えてきたのだろう。

　それとも、やはり聖杯戦争という舞台が人を変えるのだろうか。

「何か、分かることはありましたか？」

「これから次第ね。夜劫の魔術は時計塔とは系統が違うし、わたしが学んできた宝石魔術とも違う。……だけど、わたしもこの国の生まれだもの。ある程度の想像はつくわ」

「どんな、ですか？」

「家の話よ」

「家？」

「建築物のことじゃないわよ？　いいえ、厳密にはそれも含むけれど、この場合は家族や血族の方。時計塔にも似た話はたくさんあるけれど、この国はとりわけ血族に特別性を求めるの。多分、その体感的な部分については、先生よりもわたしの方が詳しいわ」

　凛の声音は、どこか哀しみに近い感情が含まれていた。あるいは、彼女にも、今回の件に通じる思い出があるのかもしれない。

　そこまで考えたところで、凛は続きを口にした。

「さっき、厳密には建築物を含むと言ったけれど、多分、土地の性質なのよね」

「……確かに、不思議な感じでした」

　凛の言葉に、夜劫の山を思い出す。

　自分が住んでいたブラックモアの墓地ともまた異なる、黒いにおいを覚えている。門も屋敷も真っ黒に統一されていたが、あれは単なる演出ではなく、もっと本質的な──それこそ、山そのものと渾然一体になった結果だったのではなかったろうか。

「この国では、お山なんて呼んだりするのよ。特別な場所であり、自然の作り出した結界そのもの。その結界が、ひとつの血族と交わることで、互いに離れがたい関係を結んでしまう。たとえ、元は他の国の魔術師であっても、こうした関係の末に、別の形に変貌てきおうしてしまう」

「あ……」

　と、つい間抜けな声が漏れてしまった。

「それなら、少しだけ分かります。拙の故郷も土地に依存するところがありましたから」

　自分がアーサー王なんていう英雄の因子を生まれ持ってしまったのも、故郷の土地のためだった。自分の故郷にはアーサー王の遺体が運ばれたという霊園があり、この一族はアーサー王を再現しようという妄執に囚われていたのだ。

「シンガポールで、あなたの身体と年齢のこと、言ってたわね」

「……はい」

　凛の言葉に、小さくうなずく。

　自分の年齢が停止してしまったのも、あの故郷と絡んでいた。

　この旅の、目的のひとつ。

　師匠に、講師をやめようと思う、なんて言い出させてしまった理由の、多分ひとつ。

　くすくす、と凛が笑う。

「先生は時々呆れるほどに面倒見がいいけれど、あなたのは特別ね」

　こちらの内心を見透かしたように、彼女は言う。

「内弟子、ですから」

「そうね」

　今度は凛がうなずいて、軽く目を細めた。

「魔術師って身内には甘いものなのよ。それでも、あなたたちの距離感はとても不思議。どんな名前をつけたらいいか分からないけれど、わたしは好きよ」

「……そ、そうですか」

　どう答えるべきか迷って、顔が熱くなってしまった。

　一流の魔術師と比べても自分の『強化』は劣らないはずなのに、耳まで赤くなってしまうのを抑えられない。恥ずかしくなってフードを目深にぎゅっと下ろす。

「拙の、止まった時間を、取り戻したいとは思ってます。一緒に年を取りたい友達がいるから。でも拙は……師匠は、先生をやってるのが一番似合うと思うのです」

「分かるわよ。わたしもそう思うもの」

　そう言った凛に視線を上げた、尋ねる。

「拙の考えは、わがままでしょうか」

「他人の希望なんて、いつだってわがままなものよ」

　あっさり、凛は断定した。

「だけど、それを迷惑と思うかは場合と相手によるわよね。先生の偏屈さだったら、本当に迷惑に思ってたらもっと不機嫌になってるけど」

「……それは、その」

　偏屈、というのはまったく否定できないから困る。

　というか、さきほどから凛はこちらを困らせて、楽しんでいるみたいだ。

「ごめんなさい。グレイがあまり可愛いものだから。あなたに、一緒に年を取りたい友達なんて言ってもらえるのは、とても幸せなことね」

　そんなことを言われて、ますます顔が熱くなってしまう。

　凛は頰杖をついてニマニマとしつつ、こんな風に付け足した。

「だから、夜劫と彷徨海についてもそうよ。どちらの味方についても、もしくは第三の選択肢を摑めたとしても、わたしたちがやろうとしてるのは、他人から見ればただのわがままなの。だからこそ、きちんと考えなきゃ、ただの気まぐれになっちゃう。わがまま同士がぶつかって互いを傷つけるのは仕方ないことだけれど、気まぐれだと誰も救われないわ」

　言い方は独特だったけれど、その意味は分かる気がした。

　わがままと気まぐれ。

　似ているようで、そのふたつはまるで違う。

　視線を落とす。心を覗く。自分の中で引っかかっていることを、ピンセットでつまむみたいに、慎重に取り出す。

「……炒飯が美味しかったんです」

　この事務所で、若瓏ルォロンが作ってくれた食事だった。

　米はパラパラで、唾が湧いてしまうぐらい香ばしくて。ロンドンでも、何度か炒飯を食べたことはあるのだが、正直ここで食べたものが一番だった。

「そうね。美味しかったわ。腹が立つぐらい」

「アキラさんは嬉しそうでした」

「ええ」

「だから、拙は……」

　一度、止める。

　凛も、決して急かしはしなかった。

　だから、最後まで、ゆっくりと吐き出せた。

「……もう一度、あのふたりとご飯を食べてみたいです」

「いいんじゃない、そういうの」

　と、彼女は肯定してくれた。

「中身はなんだっていいのよ。でも言葉にするのって大事でしょ？　自分が何をしたいか分かってないと、肝心なときに身体が動かなくなったりするもの。誰かを殴りつけるなら、きちんと憎らしい相手を思い浮かべないと」

　ちょっとだけ物騒な凛の台詞に、しかし、自分は温かさを感じていた。

（……ひょっとして）

　と、思った。

　そのために、自分の身体の話をしてくれたんだろうか。

　申し訳ないような、こそばゆいような気持ちになったところで、

「──来た」

　と、その唇が囁いた。

「凛さん？」

　彼女の視線は、机の上に据えられていた。

　布に置かれた宝石が、ゆっくりと動き出していたのだ。

　もちろん、自分も凛も触れていない。宝石は突然己の意思を芽生えさせたかのように、最初はゆっくりと転がり、やがてふわりと浮き上がったのである。まるで空中に紋章でも描くかのごとく、宝石は紅の軌跡をつくりあげた。

　その動きと光から、何を読み取ったか。

「どうやら、夜劫はよほど焦ってるみたいね。わたしも先生も丸一日は動かないと見ていたけれど、もう儀式を始めたみたい」

「それって……！」

　つい、声が大きくなってしまった。

　そして、こちらの不安を肯定するように、凛はうなずいた。

「黒櫃の儀式。神様の器としての彼女を完成させるための」

　自分は、それを知っている。

　英雄アーサー王の器としてつくられた自分が、もしも完成したら、どのような結果になっていたか。

「凛さん」

「どうやら、待っていられないようね」

　と、凛は呟いた。

「ふたりで動くわ。いい？　グレイ」

　実は、少しだけ嬉しかった。

　ここに来て、やっと役に立てるように思えたから。

「……分かりました！」

「イッヒヒヒヒ、こいつは面白いタッグだな！」

　楽しそうに、アッドが笑ったのであった。
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　小屋の中央で、Ⅱ世とエルゴは並んで座っていた。

　床の上に敷かれた、座布団にである。

　エルゴは正座。Ⅱ世も同じく正座しようとして、うまく脚が曲がらずに、あぐらで妥協していた。

「顔をよく見せろ」

　エルゴの頰を両手で挟み込むようにして、源馬は瞳を上下させた。

　観察するというよりも、もはや瞳に刻み込もうとするような、異常なまでの集中であった。エルゴはもちろん、傍らで見守っているⅡ世すら、つい呼吸を止めてしまうほどの凄絶な気迫に圧倒されたのだ。

　その集中がかすかに緩み、源馬が口を開いた。

「夜劫雪信を知っているな？」

「……っ、はい」

　少し遅れて、エルゴがうなずいた。

　夜劫朱音の息子。黒櫃に閉じ込められた、若瓏ルォロンとアキラを回収しに来た相手だった。

「俺は、あいつの兄にあたるんだ」

　その言葉にエルゴが一瞬硬直し、Ⅱ世は沈黙した。

「さすがに君主ロードは驚かないな。ここまで来るぐらいだから、当然知っていたか」

「時計塔の情報網、というわけではありませんが」

「ふうん？　まあ夜劫を抜けたのもだいぶ前でな。それ以来、養子になった斗彫の一族の姓を使っている。今となっては夜劫源馬であった頃より、斗彫源馬である時期の方が長いぐらいだ」

　だから、夜劫の内情について、妙に詳しい素振りを見せていたのか。

　不意に、その眼差しが懐かしそうに柔らかくなった。

「あいつの娘──メイとアキラも、時々ここに来ていてな」

「夜劫アキラのお姉さん」

　と、エルゴが言った。

　本来、夜劫の黒櫃になるはずだった後継者。彼女が急死したから、アキラがその代わりとして追われることとなった。

　そのふたりが、この面打ち師のもとを訪れていたというのは、なるほど血縁を聞かされた後ならば納得できる。

「姉は利発だったし、妹は活発だったよ。ただ、どちらもそこの炉端で遊ぶものだから、危なっかしくて炭と自在鉤を片付ける羽目になった」

　源馬の指が、エルゴの顔をなぞった。

　くすぐったいのを堪えていると、Ⅱ世が口を開いた。

「アキラは、とある魔術師と一緒に逃げていましたが、昨日夜劫に引き戻されました」

「……そうか」

　苦く、源馬が囁いた。

「どちらも、あの山には似合わなかったな。メイのヤツは、ずっと学校に通いたがっていたよ」

　その言葉に、Ⅱ世の眉が動いた。

「日本では義務教育があるのでは？」

「もちろん。魔術師だろうが、たいていの家系はその程度には世間と折り合いをつけるもんだ。だが、夜劫はそれすらはねつけた。あそこの生活はね、生まれてから死ぬまで、すべてがお山の中で成立しているんだ。こんなところで、半端な隠居をしている俺とはわけが違うさ」

「…………」

　Ⅱ世が沈黙する。

　そっと蓋を開けて、さきほどの仮面を源馬が取り上げた。

　何度も指先でその表面をなぞる。

　同じ場所を、何度も何度も。

　どうやら、さきほどエルゴの顔をなぞったのと同じ場所だった。形状の差異を、指先に覚え込まそうとしているようだ。普通の面のつくりかたとはまるで違う。しかし、その行為から発露する気迫だけは明らかだった。

「アキラの許嫁も決められていてな」

「許嫁？」

「もともとは、俺が結婚するはずだった」

「っ──！」

　エルゴが息を止めた。

「今の話だと、あなたは夜劫アキラの伯父ですよね？　それに年齢だって」

「そんなもの気にするかよ。現代で神様なんかと繫がろうって連中だぞ。血を濃くするのが狙いなんだから、なんだってするさ。家系図をちょっと遡れば、姪と伯父どころか、父と娘、祖父と孫なんてのも見つかるぐらいだ。ああ、俺が姓を変えたのも好都合だったろうよ。詮索してくる相手が少なくて済むからな」

　苦笑した源馬が、顎鬚を搔く。

　もちろん、世界にはこのぐらいの近親婚を認めている地域も多い。日本においても百年ほど前まではあちこちで見られたという。

　だが、やはり地域と時代のズレは、胸に楔くさびのごとく食い入った。

　あの山がまるごと黒い匣に閉じ込められているような錯覚が、エルゴを襲ったのだ。

「だから、雪信は例外だったのさ」

「例外？　ですが、今の話の限りだと、夜劫は極めて厳格な組織でしょう。いくら次期当主とはいえ、簡単に例外を許すとは思えませんが」

「天才すぎたから」

　エルゴの質問に、源馬は明確な答えで返した。

「数世代どころか、ここ数百年見渡してもいないぐらいの天才だったんだよ。順番で言えば、俺が夜劫を受け継ぐはずだが、そんなの生まれてすぐに撤回されるぐらいにね」

　仮面をなぞりながら、源馬の声が湿度を増した。

「何があったんです？」

「空を、歩いた」

「空？」

「そのままの意味だよ。六つになるかならないかの頃、ひょい、ひょい、と空を歩いたんだ。後から本人に聞いてみたら、無邪気に笑って、なんだかできそうな気がしたから、すっごく楽しかった、なんて言うもんだ。あんたの国でどうか知らないが、こっちじゃあ空を飛べるのは仙人の証として尊ばれるのさ」

　時計塔においても、それはひどく重大な意味を持つ証言であった。

　魔術はおおよそ万能である。制限はとにかく多いが、その規模と術式の及ぶ限りはたいていのことが叶う。そうした魔術にとって、とりわけ制限の厄介なのが飛行であった。小石を浮かばせる程度ならたやすいのだが、我が身を浮かばせるとなると、よほどの魔術師にも難しい。

　はっきりと空中を歩くほどになれば、時計塔における事実上の最高位──色位ブランドほどの実力が要求されるだろう。

　日本と西洋では、魔術の位置づけも働き方もまったく異なるが、夜劫雪信は六つのときにはそれほどの境地に達していたというのか。

　ごくり、とⅡ世が唾を飲み込む音が、エルゴの耳に大きく響いた。

「こっちは、それで肩の荷が下りたんだ」

　と、源馬が言う。

「十数年は長男として持ち上げられていたから、未練がなくもなかった。でも、自分の身の程も十分分かっていたし、目の前であんなの見せられたら、半端な欲は消える。かえって自分のしたいことが分かるようになってな。前から興味はあったんだが、面を打ちたくてたまらなくなったんだよ。だけど、逆に、おふくろの熱は度を超えちまった。俺は弟の補佐として絶対に山を出るなって言い含められちまってな」

「だったら、どうして」

「あいつが庇ってくれたんだよ。自分が黒櫃になる、当主も立派にやってみせるから、兄さんは好きにさせてほしいって」

「ぁ……」

　エルゴが、小さく息をついた。

　例外とは、そういう意味であったのか。

　本人のわがままが許されるのではなく、他人のわがままを許せる、という意味。

「あいつが庇ったから、俺は面打ち師として外に出た。幸い、こっちの方は才能があってな。雪信が当主を務めてくれるなら、俺は最高の面をつくってやる、なんて息巻いた。そういう自由を、あいつは俺に与えてくれたんだ」

「面をつくったんですか？」

「渾身の作をな。多分残りの一生かかっても、あれ以上の面はつくれまい」

　源馬の声は寂しげで、しかしどこかに誇らしさがこもっていた。

　後悔はあっても、胸の張れるものをつくりあげたのだと。

「それから、十数年ぐらい後か。あいつが結婚した」

　源馬が続ける。

「ほとんど、お山を出たことのなかったあいつだが、神がん體たいに拒絶反応が出始めていてな。こいつは術師としての才能とはまた別物だ。治療のために街に下りていたところ、一目惚れしたらしい」

　思いがけないフレーズに、エルゴがきょとんとした。

「そこから数年は、あいつにとって一番幸せな時期だったろうな。またもわがままを通しやがった。お山の近くに小さな家をつくって、妻はそこに住まわせて、夜劫のややこしい事情からは切り離してな。長女のメイも生まれて、ずーっとしかめ面ばかりしてた雪信の顔が、子どもの頃のような無邪気な笑みをたまに浮かべるようになっていたよ。俺も面を納入するときには、たまに寄っていったのさ」

　唇が淡くほころんでいた。

　あいつにとって、と言ったが、それは源馬にとっても美しい思い出だったのだろう。

「だが、雪信の、神がん體たいへの拒絶反応は徐々にひどくなっていった」

　声が暗くなった。

「このままじゃ死もありえるってことで、おふくろが子どもへの移植を命じた。だが、雪信の妻はまともに神秘のことを知らないわけだから、説明できるはずもない。説明できたところで、自分を死の淵に追いやっている呪いを、娘に移植するなんて話せるわけもないやな。さんざん悩み、夜劫からも圧をかけられたあげく、妻と離縁することで妥協点を見出したんだ。なにしろあの調子じゃ、妻を殺されかねなかったからな」

「…………」

　決して、それは考えすぎではあるまい。

　魔術師の集団ならば、日常の延長としてやってのける。エルゴにとっては知識の浅い事柄だが、Ⅱ世や凛から断片的に聞いた情報だけでも、その程度は想像できた。

「結果として、離縁した妻とアキラは一緒に下界に出ることになった。だけど、雪信にとっての不運はそれで終わらなかった」

「まだ、何が？」

「神がん體たいの移植に失敗して、メイが死んだんだ」

　急死したとは聞かされていたが、理由はそれだったのか。

「一応言っておくと、夜劫も十分以上に念をいれた措置だったはずだ。だが、そもそも神がん體たいの移植は危険度が高いんだ。剝離はさして難しくないが、移植はどうやっても一定の危険を免れない」

　神の破片を人間に移植するのだと考えれば、それは当然のことだったろう。

　人間の肉体がどれほど脆いものか、エルゴが一番よく知っている。

「それで、アキラを引き戻さざるを得なくなった」

「でも……雪信さんが……アキラの母親は逃げ出したって……」

　エルゴも、Ⅱ世から聞かされていた。

　夜劫の山から出る直前、夜劫雪信から直接言われたのだと。




　──『妻は、アキラを育児放棄ネグレクトしていたようでして』

　──『どうやら拝み屋を探したようですが、夜劫の神がん體たいを受けいれられるほどの素質は、市井の拝み屋に御せるものではありません。かといって、離縁した私どもに連絡を取ることもできず、逃げ出したのでしょう』




「……ああ、あいつから、そう聞いたか」

　源馬の唇が、歪んだ。

「まあ、そう言うしかないだろうよ。困ったことに噓じゃあない」

「どういうことなんですか？」

「あいつは、天才すぎて分からなかったんだ」

　源馬の横顔は、ひどく虚ろだった。

「自分ならできることが、他人には到底無理だって気づけなかった。ほとんどお山を下りたこともないあいつに、そんなことを慮おもんぱかれる経験はなかった」

「……そういうことですか」

　これは、Ⅱ世が呟いた。

　苦く、やりきれないように言う。

「アキラさんには、才能があったんですね」

「才能が……？」

　エルゴが聞き返し、うなずいた源馬が続きを引き取った。

「そうだ。才能ってのは祝福だが、呪いでもある。とりわけ、俺たちみたいな生業にとってはそうだ。お山にいればおふくろの教導で制御できたかもしれないし、雪信ほど図抜けていれば、自分ひとりでどうにかできたかもしれない。だけど、アキラはどっちでもなかった。自分の能力を理解できぬまま怯えて、周囲に霊的現象を巻き起こした。……ああ、せめて、俺のところにでも来てくれればよかったんだがな」

　小さく、源馬はため息をついた。

「メイの死で今にも暴走しそうだった夜劫の内部をなんとか統制して、雪信はアキラを迎えに行った。妻と娘に、どんな説明をするつもりだったかは、今となっては分からん。離縁した後は、夜劫がちょっかいを出さないように、一切の接触を絶っていたからな。……結局、それがあだになった。

　雪信が家の扉を開いたとき、血臭と腐敗臭を嗅いだそうだ。あわてて中に押し入ったあいつの前で、拝み屋が血を吐いて死んでいた。その血をかぶったまま、アキラは放心していたらしい。拝み屋の腕は悪くなかったようだが、それがかえって良くなかったんだろう。死体は内臓から腐っていたそうだ。アキラの才能を半端に刺激して、霊的現象を悪化させてしまったんだろうさ」

　まざまざと、その情景が思い浮かんだ。

　吐血して死んだ拝み屋と、その血を浴びた我が娘。

　それは、ひとりの親が精神の均衡を失うのに十分な悲劇ではないか。

　いや、失ったのは、ひとりではなかったかもしれない。

「それで、奥さんは」

「蒸発した、ことになったよ。近くを徘徊していたところを雪信が見つけて、俺の知り合いがやってる精神病院で匿ってもらった」

「…………」

　源馬の言葉に、エルゴは言葉を失った。

　育児放棄ネグレクトとは噓ではない。だが、明らかに真実を糊塗した言い草であった。娘の周囲に頻発する霊的現象に耐え、それでも必死に拝み屋を手配して、その拝み屋も目の前で惨死した時、母親もついに耐えられなくなったのだ。

「……そんなの」

　まるで話が違ってくる。

　夜劫雪信の言っていたことの、意味合いも何もかも変わってしまう。

「珍しいことじゃあるまい」

　と、源馬が言う。

「現代で、いまだに神秘にしがみつくなら、当然そういうことになるってだけだ。あんたらの土地では、まだ魔術師は現代で生きていられるのかい」

「……いいえ」

　と、Ⅱ世はかぶりを振った。

「我々は誰もが過去に向かっています。科学が未来に向けて歩いていく概念ならば、魔術とは過去に向かって潜もぐっていく概念に違いありません」

「そうだろう」

　と、源馬がうなずく。

「日本だって変わりはしないさ。さっきあんたも言ってたが、これが修験道だったり陰陽道だったりしても、神や根源を求めている限りは一緒だ。結局、根源おなじものから枝分かれしてるんだから」

　自嘲に似た──あるいは、諦め切ったような言葉だった。

「俺たちはこの時代からとっくに取り残されている。それが分かっているから、誰も彼もがこんなに必死なんだ。一秒先には、自分たちがやってきたことが無価値になってしまうかもしれないから」

　無価値になる。

　文字通り命を削って磨いてきた技術も、先祖から積み重ねてきた研鑽も、すべてただのゴミになる。多くの魔術師の家系において「これからお前が覚えることはすべて無意味で無価値である」と、最初に教え込まれるのもむべなるかな。

「……しかし」

　と、エルメロイⅡ世は付け加えた。

「しかし、我々はその無価値にいつも抗っている。枝を離れた林檎は必ず落ちるとしても、落ちた林檎がダメになるとは限らない。何よりも、私たちはただ落ちるだけの林檎ではありません。たとえ最後には落ちて潰れるとしても、少しでもマシな形を選べるはずです」

「かもしれん。おふくろも似たことを考えているのかもな」

　源馬の返しに、Ⅱ世が言葉を途切れさせた。

　その表情を見て、

「今のは意地悪だったな。許せ」

　と、源馬が笑った。

「ただ、もう少しだけ、あんたの話を聞いてみたくなった。なあ君主ロード。あんたは魔術世界において、一番多くの神秘を見てきたひとりだろう？　さっきのあんたは、魔術師だってもっとマシな形を選べるはずだって言ったけど、やっぱり時計塔の君主ロードともなれば、俺たちのような俗な悩みなんかとっくに通り過ぎてるのかい？」

「……私は」

　言いかけて、Ⅱ世は一瞬口ごもった。

　何か困惑したような、忘れ物を指摘されたような表情だった。

　ひとつだけ、深呼吸をした。

　どこか照れくさそうに、

「……私は、魔術の才能がないのです」

　と、口にしたのだ。

「才能がない？　あんた君主ロードだって言ったよな？　確か時計塔でも十二人しかいない、魔術世界の王って触れ込みじゃなかったか」

「ええ、君主ロードとしては前代未聞でしょう。時計塔史上で最も強大だった君主ロードにはいくつもの候補が挙がりますが、最も才能のない君主ロードとなれば満場一致で私に決まるはずです。まともな『強化』もできず、この丘を上ってくるだけで息が切れてしまうほどですから」

　Ⅱ世がそっと笑う。

　自嘲、というには爽やかな微笑だった。

「先生……！」

　その笑みに吸い寄せられるように、エルゴがかすかに目を大きく見開いた。

「だから、少しでも近づきたい。私の才能がどれだけ貧弱で、夢見ることも許されないほど小さなものだとしても、死ぬ直前まであがきたい。夢を見ていいのだと、いつか言ってくれた人たちに胸を張りたい。目標にはまるで足りないこの一生ですが、せめて一歩でも近づくために使いきりたい」

　訥とつ々とつと、語る。

「質問の答えになるかどうかは分かりません。ですが私は……こんな私でも魔術が好きでいいのだと、どうやらそんなことを言いたいらしいのです」

「……そうか」

　と、源馬は囁いた。

　顎鬚を擦って、視線を落とした。

「そういう魔術との接し方もあるんだな。魔術が好き、か。そうか」

　未完成の仮面の表面を、もう一度なぞった。

　エルゴに向かって、言う。

「いい師匠を持ったな、お前」

「そう、思います」

　こくり、とエルゴがうなずいた。

　そんな赤毛の若者と君主ロードに、源馬は続けた。

「たまに、こんなことを考えるんだ。途絶えかけた魔術が、最後の何かを振り絞って、自分の後継者を作り出すこともあるんじゃないかって」

「魔術が、ですか？」

　エルゴが訊いた。

　だってそれは、まるで魔術自体に人格があるような言い方ではないか。

　同時に、なぜか妙に納得できてしまった。あるかもしれない。そういうことも、ありえるのかもしれない。

「雪信はそういう天才だった。夜劫の神様に愛されたかのような。あるいは、両儀もそうだったのかもしれんが」

「両儀が？」

　エルゴが尋ねる。

「ああ、両儀を知ってるのか。夜劫の遠縁だが、あそこの当主は特別な性質を持っているのが条件らしくてな。今回の当主が女性だったのは、その条件を満たしたからだ、なんてのが噂になってた。俺も一度だけ会ったことがあるが、一いち瞥べつされただけで総身が震え上がったもんさ」

「……両儀の当主」

　両儀幹也が今回の事件に関わったのも、それと関係があるのだろうか、と一瞬だけエルゴは考えた。確か、奥さんは事件に関わることに反対で、未那を預けて家出したということだったけれど。

「だけど、天才だろうがそうでなかろうが、生きることには変わりがない。どうしたって、俺たちは生きていかなきゃならん。そのことによって、誰かを傷つけてしまうかもしれないが、それでも譲れない時はある。譲っちゃいけない時はあるんだ。……俺も、雪信も、おふくろも」

　最後をしみじみと言って、源馬は顔を上げた。

「エルゴ、だったな」

「は、はい」

「これから打つ面は、特別なものになる。元の面と、お前の内側の顔からすれば、ひょっとすると雪信の時以上になるかもしれねえ」

　それは、面打ち師としての勘だったろうか。

「お前はその面を何に使ってもいい。神を還すのに使っても、もっと別のことに使ってもかまわない」

「別のこと？」

「最初に、そこの君主ロードが言ってただろう。面ってのは神と対峙する時に使うものだ。神を還すのにも使うが、招くのにも使う。祝福を受ける時や怒りを鎮めるときにも使う。お前が勝ちたいと言った相手と向き合うことにも、使えるだろうさ」

　熱い風が、吹いたように感じた。

　瞬きすらできず、エルゴの瞳はまっすぐ源馬を映した。

「面を打つのは師匠の一族の宿願。だけど、こいつは俺の意思で、さっきの君主ロードの話の礼として打ってやる。この面を使ってどうしてもいい。なんなら、おふくろや雪信と対立したって構いやしない。いずれにせよ、この面はお前だけに従う、お前だけのものになるはずだ」

「……はい」

　重く、エルゴがうなずく。

　自然と、拳を握ってしまった。

　胸の内側に、得体の知れぬ激情が燻くすぶっていた。今の言葉が、若瓏ルォロンとの再戦を考えていた若者の内側に、確かな火をつけたのだった。

「だが……できたら、その師匠の言うことは聞いておいてやれ」

　そんな様子を見ながら、源馬は囁いた。

　ふと、その表情で、

（ひょっとしたら）

　と、エルゴは思った。

　ひょっとしたら、彼はそのために夜劫の話をしたのだろうか。魔術の世界にどのような破滅や陥かん穽せいが待ち受けているのか、あらかじめ若者へと知らせるために。

　立ち上がった源馬が、隣の部屋へと移る。

　こちらの部屋との間には何の仕切りもないが、仮面を見下ろした面打ち師の横顔は、もはやあらゆる外界の情報を拒絶していた。

　年季の入った鑿が、音もなく、仮面の表面へとあてがわれた。
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「どうだ、アキラ」

　闇に、声が生じた。

　波打つように広がり、泡のように消えていった。

「ちぇ、やっぱり返事がないか」

　舌打ちした若瓏ルォロンは、闇に漂っていた。

　空間には、上も下もない。

　当然光もないのだが、若瓏ルォロンの瞳にはぼんやりと周囲が見えている。この空間が通常の物理法則に支配されていないためだ。

（大したものだな）

　と、思っている。

　所詮は島国の魔術とも考えていたが、こうして直面してみれば侮れない。規模はともかくとして精度と技術は大したものだ。

（夜劫の当主の、あの術式から知れることもあるが）




　──『神の御息は我が息、我が息は神の御息なり。御息を以て吹けば穢れは在らじ。残らじ。阿那清々し。阿那清々し』




　あれは、穢れを祓う言葉である。

　穢れ。

　つまり、若瓏ルォロンだけではなく、若瓏ルォロンとアキラを封じているこの術式のことも、穢れと判じていることになる。

（神の清浄を尊びつつ、神の清浄以外の部分も使う、か）

　それはなんとも、この国らしい。

（あの君主ロードも、似たことを言ってたな）

　アキラに潜む、夜劫の神。

　先に調査していた若瓏ルォロンは、どのような神かは知っている。

（……問題は）

　問題は、神のどんな側面を使ったかだ。

　神という存在の情報は、極めて分厚い。これは何らかの事象が神となったものにせよ、人の信仰が神に昇華したものにせよ、歴史が蓄積していった結果、さまざまな側面を持ち合わせることになるからだ。

「…………」

　こみあげる食欲を、ちっ、ちっ、とまた舌打ちして紛らわす。

　正直に言えば、彼にも喰神衝動はある。

　エルゴほど激しくないのは、単純に規模と時期の違いだ。三柱もの神を喰らったエルゴに対して、自分はひとつきり。加えて、エルゴというプロトタイプの後に施術を受けたことで、ある程度の安定性を獲得していた。目覚めた後、かなりの時間、彷徨海の師匠から訓練を受けたことも大きいだろう。

（エルゴ……か）

　今も、脳の一部が、ずっとあの若者のことを考えている。

　初戦は、勝った。

　だが、あれがエルゴの実力だと、若瓏ルォロンはまったく考えていなかった。かろうじて片鱗を見せたと言っていいのは、暴走して、孫行者の神核を装塡したときぐらいだ。

　間違いなく、次はもっと強くなっている。

　二柱目の神を覚醒させるのか、もっと別の方法かは分からないが、前回若瓏ルォロンが見せた程度の力は上回ってくるだろう。

　だから、青年はその想定を延々と繰り返しているのだった。

　薄目になり、意識を少し尖らせるだけで、舞台は変わる。

　上も下もない空間は前回戦った時のグラントウキョウ・ノースタワーとなり、目の前には六本の幻手を実体化させたエルゴが現れる。

　合図は必要ない。

　想像上のエルゴが全力で幻手を打ち込んできて、幻翼で防御するものの、その強烈な痛みを若瓏ルォロンの脳がまざまざと再現する。反動で体を翻し、背後に廻り込んだ技法の名は八卦掌・抱月掌。

　しかし、想像上のエルゴは背後を見やりもせず、残った幻手のバックハンドブローを若瓏ルォロンの横面に炸裂させた。

　骨の砕ける感覚まで完全に再生しながら、

（……ああ、これぐらいはやるな）

　と、若瓏ルォロンは思う。

　あいつはエルゴだ。

　一度見たならば、これぐらいやってのける。嫌というほど、そのことを若瓏ルォロンは知っているのだ。

　だから、続けて想像シミュレーションする。

　今度はエルゴの一撃に対して、こちらも幻翼で迎え撃つ。

　大気を震わせる神秘の激突。

　そこからの変化を、瞬時に三十七手、若瓏ルォロンは計算した。

　こうか。

　こうか。

　それとも──？

　思考のたびに、エルゴの戦術は変わる。

　それに合わせて、若瓏ルォロンも変貌する。

　時に八卦掌を用い、時に思想魔術を用い、時にまだ見せていない竜の『力』を用いて、全力で迎撃する。

　若瓏ルォロンが勝つことも負けることもあった。

　負けた場合は、勝てる戦術が編み出せるまで繰り返す。エルゴの二柱目の神が不明な以上、想定のパターンも無数に等しいのだが、思考を繰り返す彼の横顔は不毛さで飽きるどころか、最高の遊戯を見つけた童子のように朗らかだった。

（……はは）

　唇の端が持ち上がっていることに気づいて、おかしくなってしまう。

　まるで、恋こい煩わずらいをした学生のようだ。

　そうなのかもしれない。

　何しろ、世界にたったふたりの同胞はらからである。

　ムシキや彼の師のように──はたまた噂に聞いた聖杯戦争の境界記録帯ゴーストライナーのように同等の戦力を持った存在はいる。だが、現代を生きる霊長として神や竜を喰らったものなど、他には存在すまい。

（……この飢えだって、そうだ）

　世界でたったふたり、喰神衝動を抱えたふたり。

　ずっと、若瓏ルォロンは考えている。

　ふつふつと、腹腔の底から煮えたぎるものを、青年は感じている。

　こうか。

　こうか。

　脳内に描くエルゴの姿は千変万化する。

　大ツ地チを砕き、気ソ流ラを搔き乱す。

　まさしく神話のありようだ。エルゴの幻手も、若瓏ルォロンの幻翼も、現在とは似ても似つかぬ形に変わっていく。

　あるいは、本来のエルゴからはとっくにかけ離れているのかもしれない。

　過小評価が危ういように、過大評価も危うい。想像で膨らませたエルゴが、現実のエルゴから乖離してしまえば、シミュレーションとしては意味を喪失する。

（……それもいいさ）

　そんな風に思っている、若瓏ルォロンもいるのだ。

　別に、意味なんかなくていい。

　いちいち、人生の何もかもに意味や理由を求めるなんて、窮屈なだけだろう。

　若瓏ルォロンは、生きていることに意味を問わない。

　若瓏ルォロンは、戦うことに意味を問わない。

　そして。

　若瓏ルォロンは、味わうことに意味を問わない。

　たったひとりの同胞はらからの血はいかに甘く、肉はいかなる歯応えがあるのか。身体の裡うちから湧き上がる衝動すら、今は愛おしい。

　こうか。

　こうか。

　とても長いワルツを踊っているようだ。

　こうか。

　こうか。

　踊るうちに、衝動すら変わっていく。

　己のカタチすら変わっていく。

　エルゴ同様に、若瓏ルォロンもまだ完成したわけではないのだ。

　もしも、この場のもうひとりの存在がなければ、一週間ぐらいは放置されていても、気づかないかもしれなかった。

「……るお」

「起きたのか、アキラ」

　想像シミュレーションは刹那に終わり、若瓏ルォロンがアキラへと話しかけた。

　相手の姿が見えているわけではない。

　この封印は、若瓏ルォロンの視覚も奪っている。

「……るお」

　また、かすかな、声が漏れた。

「そこにいる？　るお」

「いるさ眠り姫。忘れた宿題でも思い出したのか？」

　その軽口に、くすりとアキラの笑う気配が感じられた。

　同時に、アキラを縛っている術式も、若瓏ルォロンの意識へと上ってきた。

（……こいつは、思ったより厄介だな）

　実のところ、術式の表層は、すでに解読が終わっている。

　問題は、アキラ自身への侵食が進んでいることだった。

　術式のことではない。少女に移植された神がん體たいのことである。それは肉体の次元を超えて、魂までも根づきつつあり、夜劫アキラという存在を書き換えようとしているのだった。

　若瓏ルォロンが大きく東京を離れなかった理由もこれだった。

　迂闊に土地から離れた場合、すでに移植された神がん體たいを刺激する可能性が高かったからだ。彷徨海の師と合流するまで、若瓏ルォロンにしても動きが取りづらかったわけだが。

「なんだか、すごく、眠いんだ、るお」

　アキラの声は、途切れ途切れだ。

「姉さんも……こうやって……眠ったのかな……」

「月を、思えるか？」

　不意に、若瓏ルォロンがそんなことを言った。

「月がち輪りん観かん……？」

「知ってたのか」

「ふふ……お山で習ったんだ……でも僕……下手だから……できなくて……」

　声が、どんどん弱くなっていく。

　まるで、今にも消えそうな蠟燭の火のようだった。

「……炒飯……美味しかったな……」

　それきりで、声が途絶えた。

「やれやれ」

　と、若瓏ルォロンは、わざとらしいため息をついた。

　アキラの自我が溶けてしまうのは、時間の問題だ。

　本気になれば、まだこの封印ごと術式を破壊することはできるが、それはアキラの死を意味していた。だが、術式が進行してしまえば、その破壊だって不可能になるだろう。

「オレを賭けに使ったそうだな、オヤジ」

　泡のように、呟く。

「その結果がどうなるか、本当にきちんと考えてたか？　ギャンブル中毒だからな、あのクソ野郎」

　言いたい放題言って、褐色の肌の青年は、常闇の中で目を閉じる。

　ぎゅっ、と青年の中で、何かが圧縮されていった。

「壊すのと違って、こっちは得意じゃないんだが」

　呼吸を切り替える。

　胎たい息そく、という。

　魔術回路に、精オ気ドを満たすための呼吸法だった。

　若瓏ルォロンの体から、徐々に、柔らかな光の雫に似たものが零れていった。

「紫微黄書、名曰太玄。散月華水、養魄和魂」

　呪句を口ずさむうちに、それは染み渡るように、アキラのいたあたりを包み込む。

　ついで、若瓏ルォロンの周囲にも、ゆっくり広がっていく。

「方中厳事、発自玄關。蔵天隠月、五霊夫人」

　思想魔術──月げっ魄ぱく咒じゅ。

　本来、自らの魂こん魄ぱくに働きかけるための魔術だが、今の若瓏ルォロンはその範囲を広げ、保護と探知に転用しているのだった。精オ気ドやオーラの及ぶ距離を極端に伸ばし、ほんのわずかな隙間も見逃さぬよう、周囲を月の光で満たしていく。

　湖水のごとき静せい謐ひつな光が、ひたひたと闇に浸透していく。

　時間は判然としない。

　一秒だったか。

　一日だったか。

　一年であったか。

　やがて。

　青年が、顔を上げた。

「……先に、そいつらが来たか」

　その唇は、不敵な笑みを刻んでいた。
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　自分と凛は、車に乗っていた。

　幸い、凛が運転できたのである。車両については、幹也にもらった連絡先に電話すると、両儀家の家令が手配してくれた。

　ＳＵＶ、と呼ばれる車種らしい。

　舗装されてない道でも走れるよう、オフロード兼用のタイヤになっている。

　背中を震わせる、逞たくましいエンジン音が頼もしかった。運転している凛も、最初はぎこちない感じだったが、免許を取ったイギリスと同じ右ハンドルというのもあり、すぐに慣れてくれた。

　だが国道を出て、数十分ほどしたところで、雲行きが怪しくなってきた。

「気持ちよい夏のドライブ、って気分じゃないわね」

　凛の視線が、空を見上げる。

　黒い雲が、ゆっくりと空の一角を占めつつあったのだ。

　窓からの風に、奇妙な粘り気が出ている。単に湿度だけの話ではない。自分の首元を撫でる気流は硬質で、浅く肌を引っ搔いていくようにも思えた。

「イッヒヒヒ！　臭う、臭うぜ、グレイ！」

「アッド……」

　右肩の固フ定ッ具クに向けてたしなめたが、自分も同じ気持ちだった。

　前に、この道を辿った時にはなかった気配であった。

　瘴気、と言ってもよい。

　まだ淡い。

　このぐらいの濃さだと、影響を受けるのはせいぜい幼児ぐらいだろう。長期間浴びていれば大人でも精神に変調をきたすが、魔術師ならばまず問題がない程度である。

　だが、ようやく山が見えてきたあたりなのを考えると、どれほどの広範囲にこの瘴気が出ているのか想像がつかなかった。

「前に来た時はなかった？」

　凛が確認する。

「……はい」

「そりゃそうよね。こんな瘴気がずっと出てたら、いくらなんでも社会問題になるわ。少なくとも交通事故の名所ぐらいにはなってるはずよ」

　ハンドルを握りながら言ってほしくない台詞を、凛がしれっと放つ。

　アクセルを踏む。

　車が進むほどに、瘴気の粘りも、引っ搔くような違和感も強くなっていく。

　道の両脇が森になり、湿度もさらに高くなってくる。薄手の葉はおろか、細い枝も耐えかねて、どこか哀しげにうなだれていた。

（やっぱり、似てる……）

　と、思った。

　自分の故郷に。

　墓守として育ててくれたブラックモアの土地もまた、いつも薄闇に浸されているような場所だったからだ。

（……似てる、だけ？）

　妙に唾が湧くのを感じた。

　産毛をそそりあげるどころか、肉の下の骨まで触れるような、おぞましくも冷たい感触が足下から這い上ってくる。

「……凛さん」

「うん。グレイの方が敏感みたいだけど、これはわたしにも分かるわ。というか、もうバリバリ儀式を始めちゃってるじゃない」

　挑戦的に山を見上げて、凛が唇の端を歪める。

　美しい女ひ性とは、戦士の顔をしていた。

「他に気になることある？　ぼんやりした印象で構わないから、なんでも言ってみて」

「……匣、です」

　若瓏ルォロンとアキラを捕らえた、漆黒の立方体が頭に浮かんだ。

　この山自体が、巨大で真っ黒な匣に見えたのだ。

「匣……なるほど、匣ね。ありがとうグレイ」

　そこで、車が停まった。

　このまま上ると、夜劫の門に至るという地点だった。

「正面からはダメよね。偵察にならないし」

　ほとんど使われてなさそうな山道へ、ＳＵＶを向ける。

　当然舗装などはされておらず、ガタガタとシートが揺れた。事務所を出る前、地図を複数確認していたのも、このためだったのだろう。

「私有地だから、どの地図を見ても細部がいい加減だったんだけど、それでも共通するところはあったわ。多分古地図から残ってるやつで、裏に入り込むルートがふたつだけ見つかった」

　説明しながら、凛の足がアクセルとブレーキを細かく踏み替える。

　ますます道は狭くなり、張り出す杉の枝が車両を何度も擦った。借りた車だからなんて遠慮はまるでない。シンガポールで海賊のコンサルタントをやっていたときの横顔がダブった。それだけで、陰鬱な瘴気は晴れ晴れとした海風に、窓の隙間から入り込む木の葉は波の飛沫に変わるようだった。

「結界ね」

　と、囁く。

「異物に対する自動的な拒絶反応ってところ？　本当、日本この国らしくて嬉しくなっちゃう」

　いかにも、彼女は楽しそうだった。

　こんな場所、こんな状況でさえ、遠坂凛は遠坂凛らしい。

　まるで、この世界なんて、とっくにわたしのものなんだからと嘯うそぶくように。

「Pseudo-Edelsteine疑似宝石.Siebzehn十七番、,Das Schwert des Windes薙ぎ払え!」

　運転しながら、凛の腕が前に突き出た。

　その指の間に、一瞬翠の光が煌めくと、一足先に嵐が訪れたかと錯覚するほどの風が吹いたのだ。風の行くところ、名刀に断ち切られたごとく、枝も瘴気もふたつに割れた。

　モーゼの逸話のようにできあがった道を、ＳＵＶが突き進む。

　断ち切られた杉の梢が、無念そうにうねくる。

　近くで、雷が落ちた。

　山の一部を傷つけた不遜な魔術師に、怒りを表すかのようだった。

　いいや。

　多分、山は本当に怒っていたのだ。

　目の前で、一際大きな杉の木が、何本も倒れかかってきた。凛の操る風が切りすぎた、というわけではない。あたかも巨人がその手を振り下ろさんと見える光景は、明らかにこちらを妨害する意思に満ちていた。

「アッド！　第一段階応用限定解除！」

「へいへい！」

　ＳＵＶのドアを開いた自分の手に、展開したアッドが再構築する。

　たちまち姿を現した神秘は、大槌であった。

　槌の背面から、ジェット噴射のごとく魔力が放出される。英霊のスキルに換算しても、もはやＢランクに匹敵する、限定形態・破城槌バトリング・ラムの特性だ。

　ドアから身を乗り出したまま、片手殴りに振るった。

　倒れかかってきた杉の大木たちを、大槌の打ちょう擲ちゃくが一撃で吹き飛ばす。

　そのまま体を持っていかれないよう、『強化』した筋力で無理やりに制御する。昔なら全身でしか振るえなかった大槌が、それだけでぐるっと引き戻った。そのままドアを閉めて、固フ定ッ具クへと仕舞い直す。

「やるう！」

　凛が、ウインクした。

　狭い山道を、一気に踏破する。

　森を抜けたところで、ぐっとブレーキを踏んだ。

　半ばスリップしつつも、最短距離でＳＵＶが停止した。

「いいわよ。降りて」

　凛の指示に従って、自分は瞬きした。

「ぁ……」

　森が途切れた理由が分かった。

　自分たちのすぐ前を、川が流れていたのだった。

　さほど深く、広くはない。

　おおよそ川幅にして六メートルほどだろうか。

　そして、その川に沿って、さすがにＳＵＶではもう通れないだろう細道が、山の上へと続いていた。

　途中には、古ぼけた鳥居も並んでいる。

　黒い鳥居だった。

　塗られた色はかなり剝げているが、元々黒い樹を使っていたらしく、佇まいはあまり変わらない。いや、むしろ、より玄くろくなったかのようだった。

「やっぱりね。地図では道になってなかったけど、こういう古い神社のある山だと、目印になる川からの道は定番だもの」

　してやったり、と凛が微笑する。

　ＳＵＶの鍵を抜き取って、彼女も山の上を見上げた。

　夜劫の屋敷がある方角を。

「行きましょう」

　と、凛が宣言した。

「ひとつ、訊いていいですか」

「何？」

「ここはなんて名前の山なんですか」

「正式には別の名前があるけれど、夜劫はこう呼んでるそうよ」

　一息、彼女はおいた。

　それから、

「朽くち縄なわ山やま」

　その名とともに、低く、雷の音が轟いた。
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「できた」

　源馬が、鑿を下ろした。

　ごく小さな道具が、今は百倍もある鉄の塊よりも重い、というようだった。

　できあがった面は、さほど造作が変わったようには見えなかった。つるりとした表面に、幾筋か刻みがつけられたぐらい、だろうか。

　しかし、その刻みのために、源馬が精魂を尽くしたことは疑いようがなかった。

　目は落ち窪み、呼吸は細く、切れ切れだ。

　肌すら、幽鬼のごとく青ざめている。

　たった十数分で、十年近くも歳をとったかに見えた。精魂込めるという言葉があるが、まさしく面打ち師はその魂までも注ぎ込んだようだった。

　おそるおそる、面に手を伸ばしたエルゴを、

「まだ、かぶるな」

　と、制止した。

「俺の顔がこうなったのも、昔悪戯心から、そいつをかぶってみたせいだ」

　と、己の仮面を脱いだのだ。

　右上だけを覆っていたその仮面の下が露わとなり、エルゴが硬直した。

　すぐに、源馬は仮面を戻した。

「この通り、皮膚をあらかた持って行かれてな。いわゆる肉付きの面ってやつだが、そいつは自分の意思を持っている」

　ごくりと、エルゴが唾を飲み込む。

　仮面を手にしたまま、尋ねる。

「夜劫の、他の人の面もそうなんですか？」

「いいや、あいつらのは型通りさ。他の誰かの顔をとりあえずあてはめてやる、ぐらいのもんだ。凡人が神様の権能を受け取るなら、少しでも神様に似ている方が楽だろう？」

　そう言ってから、

「お前のは違う」

　と、源馬が念押しした。

「それをかぶったら、それは仮の面じゃなくなる。お前の顔になる」

「ある種の神器──ペルソナとしての概念武装というわけですか」

　Ⅱ世が言った。

　概念武装。

　その名前はエルゴも聞いたことがあった。

　確か、何かの機会に凛が話していたのだったか。意味や概念、時には摂理に対して働きかける道具であると。

「本来、能楽じゃあ仮面とは言わないんだ。何もつけてない状態も直面ひためんって呼んで、それ用の劇もあるぐらいだ。面をつけていてもつけていなくても、心持ちは同じ。自分たちはいつだって面をかぶっているのだ……ぐらいの話さ」

　源馬の言葉を、エルゴは喰らいつくように聞いている。

　ひどく大事なことを言われている気がした。

「覚悟を決めるんだな。どんな顔だって人間を左右するが、とりわけその面は特別になるはずだ」

「……ありがとうございます」

　深々と、頭を下げた。

　源馬は、一瞬キョトンとしてから、

「脅したつもりなのに、そんなまっすぐ礼を言われちゃな」

　と、笑った。

　まだ弱々しいが、それでも芯からの笑顔だった。

　横合いから、Ⅱ世が口を開いた。

「いいかな、エルゴ」

「……あ。はい」

　Ⅱ世が、その面を手にする。

　面を見下ろしたまま、しばらく硬直していた。

「どうした？」

　源馬が訊く。

　ぽつりと、白はく皙せきの魔術師の口から、こんな言葉がこぼれたのだ。

「これを手がかりにすれば……グレイも……？」

　はっ、とエルゴは視線だけ向けた。

　エルゴの目的が己の内側の神を還すことだったなら、Ⅱ世の目的はそれだったからだ。

　停滞してしまった彼女の時間を、動かすこと。

　震える指で面の表面を撫でてから、Ⅱ世は面をエルゴに渡す。

　それから、

「面の代金を、払わなければいけません」

「いらないと言ったはずだが」

「タダほど高いものはない、は私たちの世界にも通じるでしょう」

　少し悩むように間をおいてから、Ⅱ世はこう告げたのだ。

「私たちは、両儀幹也から、夜劫アキラを助けてほしいという依頼を受けたのです」

「お前……」

　しばらく、沈黙した。

「困った君主ロードだな。そんな曖昧で傲慢な依頼を受けたのかよ」

　と、無精髭の目立つ顎を擦った。

「さっきも、似たことを話したな。魔術師はそんな倫理的なものじゃあるまい？　夜劫じゃ魔とは呼ばないが、それでも、ろくでもないことに変わりはない。俺も含めて、どいつもこいつも最悪だ。集団になれば、その最悪さを比べて誇るようになるんだから、なおさら救われない」

　源馬が言っていることは、魔術師の真理だ。

　どうやっても否定できない、神秘に執着する人間の本能と言ってもよい。

「それでも、あんたはおっかなびっくり、昼と夜との間を迷子みたいに彷徨いながら、生きていくつもりなのか？　仮にも時計塔の君主ロードのくせに、死ぬまでそんな無理をやり続けるつもりなのか？」

　言葉面だけとれば罵倒にも聞こえるが、その声音の底には相手への労りがこもっていた。

「あんたの顔、昔からそんな仏頂面だったわけじゃあるまい。だったら、皺のつくりが違ったろう。昔のあんたはもっと感情豊かで、どちらかといえば直情的なタイプだったんじゃないか？」

「っ…………！」

　Ⅱ世が、息を詰める。

　エルゴは、意外そうに瞬きした。

　時計塔の魔術師は瞼を閉じて、どこか観念するように、己の顔に触れた。何度か眉間にできた皺をなぞってから、ため息をついた。

「……困りましたね。仰る通りです。今だって、私は怒っているし、悲しんでいる。そして、それでもなお魔術に焦がれてやみません。どれほどこの道が無惨で悲惨で、人の道に外れたものだとしても、その果実を食したくてたまらないのです」

　告白は、神父への懺ざん悔げに近かった。

「同時に、それだけの自分であってはならないとも思っているのです。君主ロードの称号など望んだことはなかったですが、それでも私を慕ってくれる者がいるならば、正しく振る舞わねばならないと。他の君主ロードとは違う在り方かもしれませんが……少なくとも、私の弟子たちが、胸を張れるように」

　そこで区切って、Ⅱ世は視線を落とした。

「……私は、ずっと、ずっと、矛盾してばかりです」

「星に手を伸ばすみたいに、生きているんだな」

　誰に聞かせるでもない、ゴロリとそこに転がすような源馬の言葉だった。

「矛盾というよりも、そいつは夢だろう」

　そう言って、立ち上がる。

　まだ足元がふらついていたが、小屋の裏口を出た。

　さわさわと風が吹いていて、一際目立つ欅けやきの葉が揺れていた。その梢から、どうやら手作りらしいブランコが伸びていた。

「小屋の内側ではしゃがれないように、作ってやったのさ」

　と、源馬が目を細める。

「夜劫アキラが、ですか」

　Ⅱ世が言った。

　危なっかしいから炭と自在鉤を片付ける羽目になった、とさっきの源馬が語っていたのを思い出した。

「他の面は怖いけど、ここに置いてある面は好きだってさ。笑顔がよく似合っていた。姉のメイとこのブランコを取り合ってたよ」

　ゆっくりと、源馬が歩く。

　エルゴが肩を貸そうとしたが、面打ち師は身振りだけでそれを断った。

「神秘に携わるものとして、おふくろは間違ってない。ああ、むしろ正しすぎると言ってもいいぐらいだ。……だが、俺も雪信もこうなってしまったけれど、メイは間に合わなかったけれど、アキラはそうじゃなくたっていいだろう」

　ブランコのロープを押して、源馬が笑う。

　きい、きい、と音を立てて、手作りのブランコが往復した。

「俺からも頼む」

　と、囁いた。

　嗄しわがれた声は、乾いた風に似ていた。

「アキラを助けてやってほしい」

「承りました」

　深く、Ⅱ世は頭を下げたのだった。
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　ヒモロギ、という概念が日本にはある。

　漢字では神籬と書く。

　あるいは、イワクラ、と呼んだりもする。

　この場合は磐座と書く。

　名前の通り、多くは樹木や岩、時には草むらや海岸など、神が宿る場所のことだ。日本において、こうした場所こそが信仰の基本であった。

　とりわけ、山だ。

　山とは天ソラに繫がる場所だからだ。

　また、川が湧き出すのも山であった。数々の山の幸によって、里の人々の命を繫いできたのも山である。こうした働きから、山そのものが信仰の対象となっていったのはごく自然なことだろう。

　山の中でも、とりわけ神の依代として特別視されたのが、神籬であり磐座である。

　夜劫のそれは、大樹だった。

　山の奥深く、森の奥深く。

　屋敷のずっと奥深くに、その大樹は聳そびえている。

　黒い。

　幹の樹皮だけのことではない。

　枝も、葉も、異様なまでに黒かった。秋であれば紅葉によって色素のアントシアニンが定着し、場合によってはそんな色になることもある。

　夏の盛りには、あまりに異様な色だった。

　だから、信仰に選ばれた。

　こうした不思議な現象を、神の現れだと考えて、ミアレと呼んだりする。ごろりと転がった巨岩の偉容や、天空から流れ落ちるような瀑布を見て、まさしく神の顕現だと感じた心の動きもまた、ミアレである。

　曇り空に張った枝葉は、影も闇も内包しているようだ。

　地面を這いずる根は、黒い蛇のごとく見えた。

　大樹だけではない。

　周囲に巡らされた注し連め縄なわも、そこから垂らされた紙し垂でも黒い。通常ならば、清められた環境で神を迎えているのだと表現するため、紙し垂では白いはずのものだ。

　前に座った女も、鴉の濡れ羽にも似た黒い衣装を纏っていた。

　夜劫朱音である。

「……さて」

　朱音は、神籬の前で視線を落とした。

　漆黒の台があり、その上に面が置いてある。

　昨日、雪信の皮膚ごと神がん體たいを剝がし、貼り付けた面であった。この面も黒い。最初からというわけではなく、神がん體たいごと皮膚を貼り付け、しばらくすると黒くなっていったのだ。

　そして、その隣。

　面に並んで、漆黒の立方体が置いてある。

　若瓏ルォロンとアキラが閉じ込められた匣だった。黒い面と黒い匣が並んでいると、奇妙に振動するような、共鳴するような感覚が、周囲に伝播した。目の前に聳えた黒い大樹もまた、震えているように思えた。

「雪信」

　と、朱音は囁いた。

「はい」

　と、応える声があった。

　注連縄のすぐ外で、男が正座していた。

　彼だけは、白いスーツを着ていた。何もかも黒い中で、そのスーツと右腕のギプスと三角巾だけが花にも似て白い。不要な皺をつくらぬ仕立ての良さもあいまって、それは死に装束のようにも見えるのだった。

　額の真ん中に、古い切り傷の痕がある。

　夜劫雪信だった。

　呼んだだけで、息子に振り向こうとはせず、背中を見せたまま朱音が言う。

「さっき、お山に触れたものがいたぞ」

「はい」

　と、さっきと同じ言葉で、雪信は返した。

「どうするのかな」

「先に、榛はしばみたちを向かわせております。あとは当主の御心のままに」

　雪信が、深く頭を下げる。

「なら、適当に処理しておけ。どんな意図だろうが、この一日は誰にも邪魔されるわけにはいかん。……たとえ、それが彷徨海だろうが時計塔だろうがな」

「御意」

　頭を下げたまま、短く、雪信が受けた。

　風が出てきた。

　注連縄と紙垂が揺れ、神籬の大樹がさざめいた。

「…………」

　かすかに、朱音の眉が動いた。

　黒い匣と面からは目を離さず、こう囁いた。

「覚えているか」

　硬い声だった。

「初めて、空を歩いたときのことを」

「はい」

　まだ顔を上げず、雪信が肯定する。

「夏の日でした」

「それだけか？」

「とても、空が蒼くて、気持ちよかったです」

　曇り空の下で、男が言う。

　身体は現代にありながら、その心だけが何十年も前の風景に留まっているかのように。

「母さんが、舞ってくれました。ひさしぶりに」

「そうだったな」

　と、夜劫朱音は肯定した。

　匣と面を見つめたまま、目を細めた。

「私も覚えている。お前がでかくなったのは、身体ばかりだ」

　彼女の耳には、まだ残響している。

　まだ声変わりどころか、母の背にすら届かなかった雪信が笑っている。

「終わらせたら、すぐに戻ってこい。儀式の最後には、どうやってもお前が必要だ」

「存じております」

　そう言って、雪信は頭を下げた。

　ぽつりと、呟いた。

「だから、あの時、つい、空を歩いてしまったんです」

　朱音にも聞こえぬ声だった。

　だから、彼女も今度こそは振り返った。

「どうかしたか」

「いえ」

　正座のまま、もう一度、深々と頭を下げる。

「責務を果たさせていただきます。当主様」
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　丘から下りる途中で、Ⅱ世は携帯端末を取り出した。

　坂道である。

　足元に注意しながら、画面を読み取って、

「どうやら、グレイたちは先行したらしいな」

　と、エルゴに伝える。

　やっと電波が入り、携帯端末に届いたメールを確認したのであった。

「夜劫の屋敷に、ですか」

「そうなるな。実際、向こうの出方を確認する必要はあった。夜劫の儀式が終わってしまえば、第三の選択肢も何もあったものじゃない」

「第三の選択肢」

　エルゴが、鸚おう鵡む返しに言う。

「それは、夜劫アキラを」

「もちろん、夜劫アキラを助けた上で、お前の喰らった神を還す術式もいただくことだ」

　はっきりと、Ⅱ世は口にした。

「どう転ぶかは分からんが、ひとまずこちらの方針は定まった。斗彫源馬の面があれば、夜劫の手引きがなくても、最低限の分析はできるだろうさ」

　麻のジャケットに携帯端末を仕舞って、急ぎ足で坂道を下りていく。

　その背中に、

「……少し、気になったんですが」

　と、エルゴが尋ねた。

「先生は、すごく理由を大切にされてますね」

「なんのことだね？」

「だって、夜劫アキラを助けるという話にも、他の人の理由を必要にしました。ただ助けたいからというだけじゃなくて、幹也さんや源馬さんから、ひとつずつ理由を集めて、それでいいのかって確かめているように思いました」

「なるほど。それはおかしいことかね？」

「分かりません。ただ……そうじゃない人も、いるんじゃないかと思いました」

　エルゴの脳裏には、若瓏ルォロンが浮かんでいた。

　あの青年ならば、助けるのに理由なんかいらないだろうと言いそうだ。助けてほしいと言われて、己が助けたいと思ったなら、それだけで十分だと。

　でも、この人は違うらしい。

「……正直に言えば、多分、人を助けるのに理由なんていらないんだろう」

　と、Ⅱ世は言った。

「お前が若瓏ルォロンを助けるために飛び出したように、助けたいと思ったなら、それでいい。うん、一般人としても魔術師としても、それで足りないことなんかあるまい。でもね、私はそういう単純さのままで受け入れられないんだ。誰かを助けるということは、大抵の場合、誰かを助けないということだから。そんな選別をするほど、自分が偉いと思えたことがないんだよ」

　困ったように、眉を顰ひそめる。

　そんな魔術師に、赤毛の若者が訊く。

「だから、理由が必要だって言うんですか」

「私にはね」

　どこか哀しい声で、Ⅱ世が言った。

「間違いっぱなしの私だから、理由ぐらいはきちんとしておきたい。また間違えてしまっても、せめて後悔のないように。うん、自分でもせせこましくて嫌になるが、私たちは社会を営む生物だからね」

「それって苦しくはないんですか？」

「苦しいとも。でも若い頃に過ちを犯して、もっと苦しくなったこともある。だから、昨日の私より少しはマシでいたいのさ」

「……分かりました」

　そう言って、エルゴはこう付け加えた。

「凛がよく言ってたように、先生が割と面倒くさい人なのは、分かったと思います」

「ング」

　エルゴの感想に、Ⅱ世が喉を詰まらせたように唸った。

　その表情に、エルゴが吹き出した。

　無邪気な笑顔に怒ることもできず、諦めたようにⅡ世がうなだれた。

　それから、少ししたところで、ふたりは坂道の下に停めてあった車に辿り着いた。

　やっと歩かなくて済む、とばかりに、Ⅱ世が小さく息をつく。

「よし。ひとまず、凛たちの連絡を待って──」

　そう言いかけたところで、携帯端末が鳴った。

　もう一度取り出して耳に当てると、すぐⅡ世の表情が緊張を孕んだ。

「ライネス？」

　エルゴも、その名前は知っている。

　確か、Ⅱ世の義妹で、エルメロイの名を受け継ぐ次期後継者のはずだった。時々グレイが大切そうに口にしていて、それを聞いたエルゴも胸が温かくなるのを感じたのであった。

　若者の聴覚が、電話の向こう側の声も捉えた。

「やっと通じたな兄上。仮にも日本は先進国だろうに、電波も届かないとはどんな辺境に引っ込んでた？」

「残念ながら、首都のすぐ近くだ。日本の山地の割合も覚えておけ」

　苦々しげに言って、Ⅱ世が尋ねる。

「急いでるところだが、何かあったのか？」

「アトラス院の錬金術師がうちを訪ねてきてな。ラティオ・クルドリス・ハイラムと名乗ってらっしゃる」

「……何」

　漏れ聞こえた会話の内容に、エルゴもはっと目を見開いた。

　アトラス院の錬金術師。

　紛れもなく、あのシンガポールでエルゴたちと戦った相手であった。エルゴに神を喰らわせたという、三人の魔術師の末裔でもあった。

「……問題ないのか？」

「ははは兄上。大ありに決まってるだろう。だから、ルヴィアに来てもらった」

「蛇の道は蛇というより、毒をもって毒を制す、だな」

「兄上の胃が痛くなることだけは保証しよう。だが、その調査の過程で、興味深い話が出てきた。ラティオの話とルヴィアの情報網を突き合わせているうちに、エルゴの研究を引き継いだらしい彷徨海の魔術師が引っかかったんだ」

「彷徨海が──！」

　さすがに、Ⅱ世の声音が大きくなった。

　対して、電話の向こうのライネスは、つとめて冷静に、こう話したのだった。

「彷徨海のジズ。保存ゲノンの扉を叩いた魔術師だそうだ。彷徨海にしては珍しく、外部での記録がいくつか残っていてね。複数の弟子を取った記録も残っているんだが……このジズが、半年ほど前に日本を訪れていたらしい。しかも、見かけられたのは、夜劫の土地の近くだと」

「……つまり、彷徨海は、以前から夜劫と接触をもっていた？」

「その可能性は高いな。まさか、このタイミングで日本観光してたわけじゃあるまい」

「……いや、待て」

　と、Ⅱ世は呟いた。

「もしも、夜劫が狙っていたのが、逆だったとしたら？」

「逆？」

「エルゴと若瓏ルォロンと、夜劫の神の関係が……偶然でないとしたら？」

　エルゴの喰らった神。

　若瓏ルォロンの喰らった竜。

　夜劫の奉ずる神。

　この三つが、何らかの縁で結ばれているだろうことは、Ⅱ世も看破していた。

　だが、もしも、それ以上の意味があるとしたら？

「……しまった」

　小さく、魔術師は呟いた。

「兄上？」

「ライネス、残りの話と資料はメールで送ってくれ！　エルゴ、乗れ！　すぐにグレイたちを追う！」

「は、はい！」

　車のドアを開き、助手席に乗り込む。

　隣に乗り込んだⅡ世は一気にアクセルを吹かし、発進する。

　ハンドルを強く握りしめたまま、その横顔がこう呟いたのを、エルゴの耳が聞いた。

「これでは、第三の選択肢は使えない」
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　彼女にとって、いつも視界は覆われているものだった。

　たとえば、黒いもやである。

　たとえば、壁に浮かび上がる口である。

　たとえば、地面から持ち上がる白い手である。

　それは、なんらかの意思を持っていたり、ただ曖昧に浮遊しているだけのものだったりもした。

　山の麓に住んでいた彼女は、ずっとそういうモノにまとわりつかれていた。だから、怖いというよりはただの日常だったのだが、麓を離れてから、その性質は著しく悪化した。

　以前は、父がいくつかまじないをしただけで、怖いものは全部遠ざかっていたけれど、その父がいなくなってしまったのだから仕方ない。

　両親が離婚したことは、すぐ受け入れていた。

　今時珍しいことでもないだろう。

　なんとなくそうなるのかなとは思っていたし、実際に起きてしまっても、ああ今日だったのか、以上の感慨はなかった。物心ついた頃は仲の良い夫婦だったように覚えているが、もう少し育ってからは、そもそもふたりが一緒にいることすらなくなっていたからだ。

　ただ、姉のメイに会えなくなったことと、母親の笑顔がますます少なくなったことは悲しかった。

　ただ、嬉しいこともあった。

　小学校に通えるかもしれない、と母親が話していたのだ。

　こちらの楽しみは、アキラ自身が断つことになった。

　見たモノを正直に言ってしまったから。

　彼女がクラスで最初に仲良くなった相手が、良くない類のモノに憑かれていたのである。アキラを見たモノは、彼女に群がって膨れ上がり、招いてくれた友人の家をめちゃくちゃにしてしまった。

　ああ、己がそういう類のモノにとって、最高の餌であることは分かっていた。分かっていても、ひょっとしたら大丈夫かもしれないと、ちょっと遊んで帰るだけだからと、事実から目を背けてしまった。

　引きこもったアキラに、母親が拝み屋を紹介したのは、その後のことだ。

　まるで珍品でも扱うように、拝み屋のおじさんはこちらを見つめていた。

　そのおじさんが部屋に注連縄を張って、座禪を組んで、父親と似たような呪句を唱えていたのは覚えている。

（覚えていない）

　その後、何が起きたか、アキラは覚えていない。

　断片的に、色だけが記憶にある。

　赤色。

　紅色。

　アカイロ。

　何もかもが出来損ないの夕暮れみたいだった。汚い赤と黒とが混じり合い、出鱈目にかき混ぜられていた。ひどく生臭かった気もするが、こちらの記憶はもう朧おぼろげだ。何しろアキラも吐いていて、喉に詰まった吐瀉物で、ろくに呼吸もできていなかったのだから。

　迎えに来たという、父の顔も見ていない。

　結局彼女を連れていったのは、お山の人たちで、それからアキラには定期的によく分からないものを刻み込まれることとなった。

　神がん體たい。

　と、彼らは呼んでいた。

　とてもありがたい、昔の神様のカケラなんだって言う。

　このカケラを埋め込めるあなたのことが羨ましい、なんて言う。

　事前に飲まされた薬で、アキラの頭はひどくぼんやりしていた。麻酔のようなものだろう。これならきっと何をされたところで大したことはなくて──

（痛い痛い痛い痛い苦しい痛い吐きそう吐いた抉られた抓つねられた痛い痛い痛い剝がれた痛い痛いイタイ痛いおかしいオカシイ笑う痛い痛い痛い笑う毟る毟られる溶ける焼ける痛い痛い痛いイタイ痛い痛い赤いアカイクロイ痛い痛い眩しいマブシイ痛いイタイ！）

　時間が消えた。

　空間が潰れた。

　自分だけが残った。

　何もかもが針先ほどに圧縮されて、壮絶な痛みと苦しみだけが残った。

　痙攣する彼女を見て、お山の人たちは手を合わせたり、拝んだりする。場合によっては目の前で跪いたり、涙を流して嗚咽したりもする。

　それだけ、彼らにとって大事なものなんだろう。

　うん、それはとても素晴らしい。

　死んじゃえばいいのに。

　どれほど叫ぼうが、どれほど泣き喚こうが、彼らは神様の破片とやらを、アキラの体に埋め込むことをやめなかった。何度繰り返しても慣れることはなく、畢ひっ竟きょう、人間の体とはこれほどの痛みが詰まった肉袋だったのだと、呆れ返るばかりであった。

　一体、どれほど繰り返したか。

　とても数えられるものではない。

　いずれにせよ、移植と移植の間で、山から下ろされたときのことだった。

　当時のアキラは、必死に意識を散漫にしていた。考えてしまえば、もはや自分は痛みの肉袋でしかない。他にどんな時間があろうが、どんな思いをしようが、あの痛みが待ち受けているのならば意味はゼロだ。価値はゼロだ。生きることはただ痛みの連続で、かといって死ねるほどの心も残っていなかった。

　不意に、その重さが楽になったのだ。

　ずっと自分を押さえつけていたものが、何かに怯えて、去っていったようだった。完全に消え失せたわけではなかったが、突然重みの半分ほどが消え失せて、驚きのあまりにアキラは転がり落ちてしまった。

　それまで、自分が横たわっているのが、ベッドだということさえ意識していなかった。

「ぁ……」

　小さく、アキラは呻いた。

　這いずるようにして、外に出る。

　古くて、広い家だった。

　周囲には、ほとんど住宅らしい住宅がない。

　アキラの霊障が周囲に被害をもたらさぬよう、夜劫も配慮していたのだろう。その配慮が身内であるアキラにはまったく適用されなかったのだが。

　長細い杉の木が、たくさん生えている。

　その隙間から、月が出ていた。

　丸い月だ。

　真っ白な光に照らされて、お山の人たちがみんな倒れている。

　血は出ていなかった。

　多分死者もいなかった、と思うが分からない。

　そのときのアキラは、中央に座り込んだ男に、目を奪われていたからだ。

「…………」

　褐色の肌。暗がりでも分かる、しなやかで逞しい肉体。青春を謳歌するような、若々しい横顔が月を見上げていた。

　さわさわと、白い髪が初夏の風に揺れている。

　こんな異常な状況なのに、その唇の端が楽しげにつりあがっていた。

　綺麗だ、と思った。

　男の人に対しては、初めての感想だった。

　あんまり嬉しそうに月を見つめているものだから、しばらくアキラもその横顔から視線を離せなかった。

　小さく、鼻歌を口ずさんでいた。

　陽気なのに、切ない曲だった。

　笑っているのに、泣いているような旋律だった。

　地平線に沈む月を追って、どこまでも草原を走って行く馬を、アキラは想像した。

　ふっ、と雲の向こうに月が隠れた。

　それで、やっと男はアキラへと向いた。

「初めまして。オレ、誘拐犯でさ。いや、まだ実行できてないから、誘拐犯見習いってことになるのか？」

　とか、ふざけたことを言ったのだ。

　月が隠れたことで気づいたが、男の背中からは綺麗な翼が生えていた。

　多分、普通の人間には見えない代物であった。アキラに覆い被さっていた何かは、その翼に怯えたのかもしれない、となんとなく納得した。

　昔、油絵か何かで見た天使に似ている。

　でも、天使だって、この人ほど優しくはない。

　だって、こう言ってくれた。

「どうだい、試しにちょっと攫われてみないか？」

　不思議なことに、本気で訊いているのが分かったのだ。

　お山の人の同類なら、こちらに何をしたいかなんて、絶対確認しないのに。

　だったらいい、と思ったのだ。

「僕を」

　やっと、声に出た。

　ずっと喋ってなかったことを、それまで忘れていた。だってそんな機能は必要なかった。喋るために何か考えたら、また痛みのことでいっぱいになってしまうじゃないか。

　だけど。

　その人は、待っていてくれた。

　つかえた喉はずっと固まったままだったのに、こんなに綺麗な人が、あんなに切ない鼻歌を口ずさんでいた人が待っていてくれた。

　また、月が出た。

　困ったような、優しい微笑が、最後の一押しをしてくれた。

「僕を──攫ってたすけて」

　その言葉を口にできたのは、夜劫アキラにとって、生まれて初めてのことだった。
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　……そして、こうも思ったのだ。

　二度と、離れたくない。

　二度と、離したくない。

　もっと小さくなって、若瓏ルォロンに食べられたらいいのに。

　あるいは。

　若瓏ルォロンを、食べられたらいいのに──
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「……食べられたら……いいのに……？」

　不意に、意識が浮上した。

　山道の上の方から、女魔術師が振り返った。

「グレイ？　何か言った？」

「い、いえ！　すみません。何か、夢を見ていたようで……」

「歩きながら？」

　おかしそうに、凛は笑う。

　もっとも、自分は山育ちだったもので、半ば眠りながら山道を歩くのはそれなりに日常的なことである。だが、こんな状況でやらかすとは思わなくて、顔が火照ってしまった。

　川に沿って、自分たちは山を上っていた。

　朽縄山。

　一歩一歩踏みしめるたび、足の裏に脈動が伝わる。

　実際の脈動ではない。仮に科学的なセンサーをつけたところで、何ひとつ観測できないだろう。

　大マ源ナや霊脈などと呼ばれる、世界を流れる魔力によるものだ。

　ただし。

　普通、これほど生々しくはない。

　足の裏が、張り付いてしまうようだった。

　ベリベリと引き剝がすように足を動かしているのだが、それでもなお、妙なイメージが脈動にはまとわりついていた。

　地面の皮一枚下に、それは蟠とぐろを巻いている。

　ゴロゴロ、と徐々に近づいてくる雷雲に合わせるように、それは地面の下で蠢うごめいているのだ。足首を濡れた鱗が触れるような、長い舌が這いずるような、ありえない感触が、こちらの神経を刺激していた。

「これって……」

「土地のイメージよね」

　と、凛が言う。

「この土地の属性。それと、この土地を独占してきた魔術師──夜劫が続けてきた信仰による染色ね。本来、決まったカタチなんか持たない魔力が、ここまで独自の色や匂いを持つことになるわけ」

　自分も墓守として、そうした霊地の知識はある。

　でも、ここは並外れていた。

　一歩ごとに、足がずぶりと埋まり、くるぶしを舐められる感覚。

　うっすらとしたイメージではなく、本当に蛇がいるのではないかと、何度も見下ろしてしまうほどの現実感があった。頰の内側を軽く嚙んでいないと、その錯覚に囚われ、帰ってこられなくなってしまいそうだった。

（……国の違い？）

　日本という国土が、神秘を変化させているのだろうか。それとも夜劫が独特なのだろうか。

　結界、なんてものじゃない。

　これは生き物だ。

　人間の常識では測れない一個の生物として、土地が息づいている。それもちょっとした空間などではなく、この山全体がだ。自分たちはその内側に吞み込まれた、至極小さな蟻のようなものだった。

　圧倒的な規模の違いは、こちらの感覚を侵食してくる。

　大きすぎるものと正対すれば、人間の物差しなんて、簡単にズレてしまうからだ。どろどろと煮詰まったような空気を吸うたびに、己の体が分からなくなる。己の歩幅や、己の身長や、己の手の長さが分からなくなる。ゆらゆら、と視界がズレてしまう。ぐらぐら、と心が揺れてしまう。

　あるいは。

　それをカミと呼んだ者も、かつてはいたのだろう。

「…………」

　師匠から教わった防性瞑想の技術がなければ、自分の感覚も変調をきたしていただろう。

　なるべく呼吸をゆっくりにして、目を細める。

　一歩一歩、自分の爪先に集中することで、意識への侵蝕を防ぐ。自分という輪郭をはっきりさせることだ、とあの時の師匠は言っていたか。

　そんな中、

「くちなわってね、蛇のことよ」

　歩きながら、凛が口を開いた。

「ボロボロになった縄って、ちょっと蛇に似てるでしょ。だから自然と別名になった。こういう言い換えは、西洋にも東洋にもたくさんあるものね」

「……師匠の講義で、似たことを聞きました」

「言い換えや意味のずらしは、魔術の基本だものね。わたしたちの行為って、世界に対する詐術みたいなものだから」

　凛の言葉に納得しつつ、同時に自分はすわりの悪さも感じていた。

　最初は、押し込めようとした。

　だが、堪えきれず、数秒ほどで話してしまっていた。

「いつもと、なんだか違います」

「いつもって、イギリスの魔術ってこと？」

「はい」

　今踏みしめている山も、さっきの結界も、自分が知っている魔術とはひどく違ってしまっている。神がん體たいや夜劫の話からして、文化が異なっていることは理解していたが、ここにきてある種の恐怖にも似た違和感が、無視できないほどに強くなっていたのだ。

　山道を上りながら、凛は、んー、と小さく漏らした。

「少し長くなるわよ。でも、気を紛らわせるには、ちょうどいいか」

　なんて言って、視線を上げる。

　山道に、鳥居があった。

　漆黒の鳥居だ。

　さほど大きいものではないが、道に沿って、いくつも並んでいた。

　睨みつけるようにしながら、凛は口を開いた。

「シンガポールでも似たことを話したと思うけれど、東洋独自の魔術は、西洋とはまた異なるのよ。それは根底に違う概念があるせいなんだけど、そうね、この概念については共有シェアとでも言えばいいかしら」

「共有シェア？」

「たとえば、大陸で最も広まっている思想魔術は、思想盤という擬似的な人工根源から成り立っているの」

「……人工、根源？」

　言っていることは、さっぱりだ。

　だけど、聞いただけで、ゾクリとした感覚が背中を走った。

「確か、根源というのは、魔術師が追い求める最終目標って聞きました。そんなもの、人間がどうこうできるとは思えないんですが……」

「もちろんよ。でも、それって、あくまで現代の西洋圏の魔術師のことなの」

　突然、常識を覆された気分であった。

　だって、今まで時計塔では散々聞かされてきた事柄だったからだ。あらゆる魔術師は根源を追い求める。それはすべての真理そのものであり、到達したものは万物の理を知ることになる、とかなんとか。

　根源に一歩でも近づくために、財産はおろか自らの人生も肉親も犠牲にした魔術師を、何人も見てきたほどなのに。

　数年をかけて、やっとそれなりに吞み込んできたことを、根底からひっくり返されたようだった。

「神代には、さまざまなルールが違っていた話は時計塔でも聞くでしょう？　たとえば神代の魔術師は根源を追い求めたりしなかった、なんてのはどう？」

　それは、確かに聞いたことがあった。

　神代には、現実として神が存在していたからだと。

「根源により近い神と契約することで、神代では魔術師自体が根源と繫がっていたから、でしたっけ」

「そうそう」

　と、凛がうなずく。

　こんな風に、相手の理解度を確認しながら、積み重ねていくアプローチはなんだか師匠と似ていた。そんなことを言うと、どっちも怒り出すかもしれないけれど。

「だけど、西洋と東洋では神秘に対するアプローチ自体も異なっていたの。とりわけ思想魔術を作った魔術師たちは、そもそも神を重視してなかった。神を中継して根源と結びつくのではなく、この星と融合した自分たちの礼装をつくることで、より洗練された魔術体系を作り上げようとしたわけ」

「…………は？」

　申し訳ない。

　突拍子もないことを言われて、理解とかそういうのを飛び越えてしまった。

「その、待ってください。今、星と融合した礼装って言いませんでしたか？　それってどこの星のことですか」

「もちろん、この星よ。地球と融合した超巨大礼装、思想盤」

　凛が、トントン、と坂道を爪先で突く。

「ごく基礎的な原理なんだけど、時計塔で学んでる新世代ニューエイジですら意外と知らないのよね。そもそも、わたしたちが学んでる魔術とはまったくの別物だもの。……ああいや、先生は、魔術式を使って神秘を構築してるって意味では同じだ、とか言いそうよね。あの人のレポートの採点とか、本当にチェックが細かいし」

　なんだか授業風景が垣間見えた気がして、おかしくなってしまったが、それどころではなかった。

「すみません。もう少し、嚙み砕いてもらえますか？」

「簡単に言うと、西洋の魔術師がたいてい魔術基盤を利用しているのに対して、思想魔術師は今でもこの思想盤を活用しているというだけよ」

　だけ、と言われても困る。

　凛は当然の知識として話してくるのだが、自分はまったく受け止められていない。蒸気機関の話をしていたところに、原子力発電をぶん投げられたようなものだ。いや、原子力発電も結局蒸気タービンで発電しているのだとか、師匠が言っているのを聞いた気もするのだが。

「ええと、その、ええと」

　何度もつっかえそうになりつつ、なんとか言葉を探す。

「そんなこと、できるんですか。その、星と融合した礼装をつくる、だとか」

「もちろん、東洋でも疑似根源──思想盤なんてものは二度と作れません。これは神代の仙人やらなんやらがこぞって作り上げた代物だもの」

「は、はあ」

　とりあえず、量産できるものではないらしいと知って、最低限の正気を取り戻す。

　ついでに、喉から出かかってる切実な疑問を投げかけてみる。

「あの、シンガポールで戦った……ムシキさんはひょっとして」

「…………」

　凛が、同時に沈黙した。

　ひどく性タ質チの悪い沈黙だった。答えはとっくに分かっているのだが口にしたくない、というタイプのものだ。言葉にすれば、現実を認めざるを得ないから。

「まあ、そういうことになっちゃうわね」

　歩きながら、凛はため息をつく。

「思想盤を作りあげたのは、山嶺法廷の十官だとされているのよ。これをもって、彼らは大陸の魔術体系の法を敷いたと。もちろん、番外だと自分で言っていたムシキは、この例外かもしれないけれど」

「あ……」

　今度こそ、言葉を失った。

　そんなの、本物の神様みたいなものじゃないか。

　一体、自分たちは何と戦わされていたのか。あの時の師匠や凛は、そこまで分かって、ムシキに立ち向かっていたのか。

「これはね、扱っている論理ルールの違いなの」

　と、凛が言う。

「西洋の多くの魔術は霊脈に刻まれた魔術基盤と魔術式によって、魔術を発動させる。だけど、思想魔術の魔術師は、自分たちの間で作成して、共有・維持している思想盤と魔術式によって、魔術を起動しているわけ。ある意味、会員制の図書館のようなものよね。魔術式や思想鍵紋なんかの権限によって、貸してもらえる本が違うけれど、みんな思想盤を使っていることには違いないわ」

　ここで、一拍間を取った。

「で、最初の話──日本の魔術は、また異なっているのよね」

　やっと、話が戻ってきた。

　いや、入り口に辿り着いたと言うべきか。

　本当に師匠を彷彿とさせる、話の長さだった。

「もともと島国は神代からの神秘が残りやすいんだけど、日本も例外じゃなかった。星の中心ではなかったものの、単純な残留期間だけでいえば、ブリテンを凌ぐほどだったなんて記録もあるぐらい」

「…………」

　時計塔がロンドンに設立されたのも、あの土地が世界中の神秘にとって、地球の臍へそとでも言うべき地点だからだ。

　日本にも、似たような性質があったとしたら？

「この残留度から、日本の魔術は極めて特殊な形態を取ることになったのよ。具体的に言えば、神様の破片が残ってしまった」

「神がん體たいの、ことですね」

　今、アキラに移植されようとしている、神秘の結晶。

「うん。そしてもうひとつ。大陸の思想魔術の影響がこの国にはあった。さっきの例だと、ひとつの図書館をみんなで使うための技術が輸入されてきたの。この結果として、神様を共有シェアしようということになったわけ」

「あ……」

　やっと、納得できた。

　思想魔術を含む、長い説明が必要だった理由。

　神様の、共有シェア。

「神代の魔術も神様と契約するって仕組みはほぼ一緒よ。だけど、神代より規模や出力が衰えてしまったのを、さまざまな方法で補うことになった。夜劫の屋敷もこの朽縄山も、多分そういう技術の塊でできてる」

　長い話のゴール。

　いくつもの漆黒の鳥居をくぐりながら、凛が言う。

「この山だと、少なく見積もっても千年は続けてるわ。その時代だと、関東はまだまだ日本の中心なんて言えなかった頃だけど、その分信仰は濃かったかもしれない」

　そこで、言葉が途切れた。

　自分も気づいた。

　山道の先で、気配が動いたのだ。

「凛」

「ええ、来たわね。自動防御っぽかったから、気がつかれてないといいなあって思ったけど、そうはいかないか」

　ひとつ息をついて、彼女は白い指を伸ばした。

「Ein Vorhang aus Nebel霧のように. Jenseits des Schattens影のように.」

　指先から、淡い蒼光が発した。

　それからすぐ、先の鳥居をくぐって、山道の向こう側から人影が現れたのだ。

　いずれも面をつけた、夜劫の構成員であった。

「──しいっ」

　と、優しく凛が己の唇に人差し指を当てた。

　悪戯っぽい仕草が、これ以上なくサマになっている。

　彼女の指示に従い、山道のすぐ外──杉の木の裏で呼吸を止めていると、すぐ目の前を夜劫の構成員たちが通り過ぎていった。

　全員、面をつけていた。

　こちらにはまるで気づかないように、小声で会話を交わしている。

「いないか」

「いないな」

「感じはあったが」

「もう少し、下りよう」

「儀式の刻限もあるぞ」

　そんな会話であった。

　彼らが山道を下り、暗がりに消えてから、凛が口を開いた。

「うまくいったでしょ。隠密用の魔術よ」

「……びっくりしました」

　と、本音が出てしまう。

　凛のことを信じてないわけじゃなかったが、同じく神秘を操る夜劫の構成員たちをこうも見事に騙し切れるとは。

「儀式の刻限、と言ってましたね」

「言ってたわね」

　そのまま、先に行った。

　川と山道に沿って、幾度も鳥居をくぐっていく。

　徐々に、日が傾きつつあった。

　夕暮れが近い。

　ひとつ、予感があった。

　夜になれば、ますます事態が悪化するだろうと。足元を這い回る黒い魔力は、そんな風に、徐々に脈動を強めている。まるで、眠っていた巨人が覚醒に近づいているかのようでもあった。

　さっきの凛の説明が、脳内をリフレインしていた。

　衰えた神様を補うための、技術。

　ずっと続いている鳥居が、ひどく不吉に思えた。

　何らかの呪具であることは、循環している魔力で分かる。

　おそらく、この山で行われている儀式と、この鳥居たちも関連しているのだろう。山が一個の生物だとすれば、これらの鳥居は体外に露出した骨か何かに思われた。

　山道を上って、目を見張った。

　心臓の鼓動が、一段どころか、一気に三段跳ね上がる。

「これは……」

　川を、灯籠が流れていく。

「灯籠流し……？」

　その光景自体は、師匠の授業などでも見たことがある。

　アジアに広く見られる、おおよそは先祖などの死者の霊を慰めるための習慣だと、あの時の師匠は話していた。

（……夏の祭り、が多いとか）

　まさしく、今だ。

　ただし、授業のパネルで見たような色鮮やかなそれではなく、この川を流れているのは、鳥居と同じ真っ黒な灯籠だった。

　いくつも、いくつも黒灯籠は流れていく。

　まるで、山間を、真っ黒な血が流れていくようであった。

「……やっぱり、おかしい」

　と、凛が囁いた。

「神がん體たいの移植、というだけじゃないわ。そりゃあ人間の魔術師の集積でしかない魔術刻印に比べれば、神がん體たいの方がずっと神秘は濃いわ。周囲にもたらす影響だって段違いでしょう。でも、だからって、たかが移植だけで、こんなにも魔力に溢れかえるのは異常よ。ほとんどロンドンの地下並みじゃない」

　自分も同意見だった。

　あまりにも、ここの空気は濃くて粘っこい。どうかすると、呼吸するだけで魔術回路が異常をきたしそうなほどだ。

「目的はともかく、こんな術式の中心に使われるなら」

　凛が言う。

「良くても、夜劫アキラは廃人を免れないわ」

「…………ッ！」

　喉がひきつるのを感じた。

　一度だけとはいえ、食事を共にした相手であった。

　若瓏ルォロンの隣で、あんなに楽しそうに笑っていたのを覚えている。師匠や凛やエルゴと一緒に、炒飯を食べたのを覚えている。

　何より、かつての自分を、思い出してしまったのだ。

　故郷に縛られていた自分。

　故郷の風習を恐れながら、そこから出ることもできなかった自分。

　勝手に重ね合わせてしまうことは、ひどく失礼なことだと思ったが、それでもやめられなかった。

　やがて、山道はやや広い空間に出た。

　小さな社が、道の端に設けられている。

　そのすぐ近くに、純白のスーツ姿の男が立ち尽くしていた。

「……夜劫雪信」

　凛の唇から、男の名前がこぼれた。
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　曲がりくねったトンネルを、Ⅱ世の運転する車は抜けていった。

　トンネルは、これで最後だ。

　外に出たにも拘らず、かえって世界は暗くなったようだった。

　暗い。

　まだ太陽が出ているとは思えないほどだ。しかも、車が進むほどに、その暗さはいや増していくようだった。

　単なる光度の問題ではない。

　人の認識にとって、暗い何かが、身をもたげつつあった。

　それは途轍もなく巨大で、途方もないほどに重くて、それでいて朝が来れば消えてしまいそうなほどに儚はかないモノであった。

「……先生」

　エルゴは、窓から山を見つめている。

　正確には、聳える山脈の向こう側である。

　ここからは直接視認できないが、夜劫の屋敷が建てられているのは、その向こう側に位置する朽縄山だった。

「感じるのかね？」

「……はい」

　エルゴがうなずく。

　かすかに、その唇が震えていた。

「まるで、山全体が、一頭の獣か何かになったみたいです」

「ちっ、夜劫の山の麓に回り込むだけでも、まだ三十分以上はかかるぞ」

　舌打ちしたⅡ世が、ハンドルを強く握りしめる。

　数秒考え、エルゴが口を開いた。

「停めてください」

　その言葉に従って停まった車から、エルゴが降りた。

　湿った風が吹いている。

　数歩進むと、ガードレールの先は深い崖になっていた。

　その崖を見下ろし、シミュレーションするように視線を動かした若者に、Ⅱ世が囁いた。

「お前、まさか……」

「僕ひとりだと、この方が早いと思います」

　キッパリとエルゴが言う。

　その意味は、嫌というほど伝わった。

「あー……」

　胃痛を堪えるように腹部を撫でて、Ⅱ世がため息をつく。

「どうして、私の生徒はこうも無鉄砲ばかりなんだ」

「すみません」

「大体お前、今、孫行者の神核は使えるのか？」

「……いえ」

　と、エルゴがかぶりを振った。

「多分、若瓏ルォロンに打ち込まれた術式の影響です。孫行者との繫がりは完全に封じ込められています」

　グラントウキョウ・ノースタワーで、若瓏ルォロンと戦った際、若者の体には彷徨海の術式が打ち込まれていた。幻手を使うぐらいならば問題ないが、それ以上になると、体の内側に見えない鍵をかけられてしまったかのようだった。

「暴走を止めた代償か」

　と、Ⅱ世が呟いた。

　おそらく、そういうことなのだろう。あの時暴走したままなら、一体どれほどの被害をもたらしたことか。シンガポールの海賊島で暴走した時は、島ひとつを壊滅させたと、後から知ることになったのであった。

　この状態で戦えるのか？

　仮に戦えたとして、また暴走に至らないか？

「それでも──」

　そこから先が、言葉にならなかった。

　エルゴ自身、何を一番にしているのか、分からなかった。

　凛とグレイを助けたいのか。

　夜劫アキラをどうにかしてやりたいのか。

　それとも。

　若瓏ルォロンと、決着をつけたいのか。

　こんな風に、己の欲望が分からなくなるのも、あの海賊島で拾われてから初めてのことであった。

（……だけど）

　どれも、噓じゃないのだ。

　凛とグレイを助けたいのも、アキラの事情を知って胸が塞がれた気持ちになるのも、若瓏ルォロンとの再戦を考えて胃の底から熱くなるのも、すべて本当なのだ。

　そして。

　時折、絶望的な食欲が湧いてしまうことだって、本当なのだ。

（……みんな）

　みんな、そうなんだろうか。

　こんなにもやりたいことが多い中で、みんな生きているんだろうか。

　海賊島にいた頃のエルゴは、もっと穏やかだった。毎日波の音を聞きながら、少年少女の海賊たちと、静かな日々を過ごしていた。南国のフルーツを頰張って、心のままに歌っていた。忍び寄る喰神衝動に怯えてはいても、あの頃のエルゴは満たされていた。

「それでも──」

　もう一度、エルゴは言った。

　崖から視線を離し、腰につけたバッグを見やる。

　そこには、面が仕舞われている。

　今の若者は、海賊島でサルベージされたときの服だった。材質も謎の衣装ではあるが、あれこれ調べたⅡ世が神秘を含めても抜群の耐久力だと太鼓判を押したからだ。

　バッグの上から、源馬の面をそっと撫でた。

「それでも、僕は、今あそこに行かなきゃならないんです。先生が言ってたように、過ちを犯してしまうかもしれないけれど──それはとても怖いことだけれど、僕がやりたいことは、今すべてあの山にあるんです」

「なら、私も連れて行け」

　と、Ⅱ世が言った。

　振り返ったエルゴの前で、魔術師が頭を搔く。

「お前の幻手なら、私ひとりぐらいどうにかなるだろう？　だいたい、後からえっちらおっちら車で駆けつけるわけにもいくまい。それこそ凛のやつにどやされる」

「……揺れますよ？」

「そこはお手柔らかにお願いしたい」

　咳払いとともに顔をそむけたⅡ世に、エルゴは泣きそうになってしまった。

　こっそり、目の端を指で拭った。

「そうはいかないかもなんで、覚悟してください」

　見えない幻手に、Ⅱ世の体が抱え上げられた。

「つわっ」

　驚きと悲鳴の半々ずつ混じった声が、喉から漏れる。

　エルゴの背中におぶわれた格好で、崖を見下ろすことになった。斜めに生えた樹木で底は見えない。少なく見積もっても、数十メートルほどはあるだろう。

「その、なんだ、エルゴ、なんというか、心の準備は」

「行きます！」

　Ⅱ世を背負ったまま、赤毛の若者は崖から飛び降りたのであった。

















５









「お帰りいただきたい」

　むしろ穏やかな口調で、夜劫雪信が告げた。

　この場合、その穏やかさこそが恐ろしかった。

　右手の三角巾とギプスは変わらず、左手に白木の鞘に入った刀を手にしている。

　眉間の切り傷をかすかに歪ませ、雪信は目を細める。

「時計塔の君主ロードと、事を構えるつもりはありません。ですが、今日は夜劫の生まれ変わる日です。いかなる客人であっても通せません」

「困りましたね」

　と、凛が片目をつむった。

　わざとらしく腕組みして、軽く身を反らす。

　明らかに不利な状況にも拘らず、若い女魔術師には挑発的な態度が似つかわしかった。

「こちらも、聞いておきたいことができたんですよ」

「やはり、同じ魔術協会として彷徨海の魔術師が放っておけませんか」

「そこじゃありません」

　と、否定した。

　川に流れる黒い灯籠を、チラと見やった。

「夜劫が、わたしたちを欺いたことです」

　と、告げた。

　ピクリ、と雪信の指が動いたように思えた。

「わたしたちは、夜劫の目的を神がん體たいの移植と聞かされていました」

「…………」

　肌に、電気が走ったかと思った。

　雪信から発される敵意の波が、その度合いを強めたのだ。

「ですが、これを見たら分かります。いくらなんでも、移植するだけに使う規模の術式じゃありません。日本と西洋じゃ魔術の基礎からして違うけれど、こういう性質は変わらない。神秘は万能でも、それを扱うわたしたちは万能じゃないから」

「あなた方には、関係のないことでは？」

「いいえ。仮にも時計塔の君主ロードが、極東の魔術組織に騙された、なんてわけにはいかないでしょう。恥ずかしながら、うちの先生の派閥は時計塔最下位なんです。ちょっとでもミソがつけば、そこから瓦解してしまってもおかしくないぐらいですから」

　思わず、吹き出しかけてしまった。

　まったく異論のない事実ではあるのだが、こういうのも師の薫くん陶とうよろしくと言うべきかどうか。弱みまで躊躇なく手札として使うあたり、師匠にそっくりだと思ったのだ。

「……なるほど」

　正面に立った夜劫雪信の眉間は、切り傷とひとつになった皺をますます深くした。

「てっきり、両儀家があなたたちに何か依頼したのかと思ってましたが」

「…………」

　一瞬、息を止めた。

　雪信の洞察が、正せい鵠こくを得ていたからだ。

　もともと、自分たちの介入はそこから出発している。両儀幹也が、こんな風に依頼したことで、この事件と関わることになったのだから。




　──『この子を、助けてほしいんです』




　初めてだったのかも、と今更思った。

　何かの事件を暴いてほしいとか、何かの魔術を鑑定してほしいとか、そんなことなら今までにも何度も立ち会ってきた。

　でも、誰かを助けてほしいなんて、そんな依頼を受けるのは、これが初めてだったのではなかろうか。

　雪信は、さらに言う。

「両儀はすでに神秘に関わることをやめた家です。だから、私どものような行為の意味は分からないでしょう。ですが、あなたがたは違うはずです。時計塔の魔術は、犠牲もつくらずに成せるほど、甘ったるいものでしたか？　そうでなくても、他家の神秘に介入する道理など、どこにもないでしょう」

　重く、静かに、ただ真理を彼は告げる。

　日本でもイギリスでも変わらぬ、魔術師の論理ルール。もしくは秩序と言い換えても良い。現代の倫理と重ならなくても、魔術師の社会は是としてしまう。

　対して、凛は肩をすくめた。

　こんな状況で、どこまでも軽やかに。

「そうね。これはまったく必要のない話。魔術師の論理とも現代の倫理とも別。夜劫が君主ロードを欺いていたというのは、時計塔側としてつけこむ隙にはなるけれど、正直わたし、そういうまだるっこしいのはあまり興味ないもの」

　さっきのやりとりはなんだったのか、と突っ込みたくなる手のひら返し。

　あげく、

「じゃあ、言わせてもらうわ」

　と、居丈高に告げたのだ。

「覚悟もできてない子どもを大人の都合で引っ張り回して、犠牲だのなんだの押し付けるのはわたしの好みじゃないの」

「そういう信念を他人に押し付けるのは、傲慢では？」

「知らなかった？　傲慢じゃない人間は魔術師になんかならないのよ」

　思わず、目を剝きそうになった。

　膨らむ敵意は、いよいよ殺意の領域に差し掛かっている。ほんの少し踏み込めば、風船のように弾け飛ぶだろう。

　もはや、凛もそうした未来を避けようとはしていない。

　むしろ、堂々と迎え撃つべく、懐へと細い指を忍び込ませた。

「ごめん、グレイ」

「いいえ」

　と、自分はかぶりを振った。

「拙こそすみません。凛さんにだけ、言わせてしまいました」

「意外と好戦的よね、グレイ」

「……そ、それ、凛さんが言うんですか！」

「冗談よ」

　悪戯な猫みたいに、彼女が喉を鳴らした。

　それから、視線を雪信に向けた。

「確認していいかしら」

「どうぞ」

「あなただけ白いスーツなのは、やっぱり因いな幡ばの白兎にかけてのこと？」

「…………」

　無言で、雪信はギプスで固められた右手を、三角巾から外した。

　凛はさらに問う。

「これだけの術式の焦点となったなら、よほどの卓越した魔術師でも犠牲を免れないでしょう。ほぼ訓練を受けていないはずのアキラさんがどうなっても構わないと、本気で思っているの？」

「夜劫において、それを決めるのは当主以外にありません」

「何よ、それ」

　凛の口調がキツくなると同時に、雪信のギプスが自然と砕けた。

　内側の手は、もはや治癒しているらしかった。

　左手に握っていた刀を、ゆっくりと抜く。

　鍔つばはない。

　白木の柄に、刀身を固定しただけの代物だ。

　誰もが黒いこの山で、雪信とこの刀だけが白かった。それでいて、清冽さよりも、むしろ病的な皓しろさという印象が強い。

（……雪？）

　ありえない。

　だが、確かに、雪を見たように思ったのだ。

　汗の止まらぬ蒸し蒸しした夏の夜に、男の名前通り、季節違いの雪が降ったかのように。

「両儀から聞かなかったですか。それとも、もう両儀は忘れましたか」

　と、雪信が口にした。

「夜劫には退魔の技も伝わっているのです」

　ゆっくりと、刀を抜く。

　低く、地に片手をつくほどに前傾姿勢を取った。対照的に、刀を握った手は斜めに天を向いている。

　異形の構えだった。

　蜘蛛。

「天あめ切る、地つち切る、八や方も切る」

　男の唇から、呪句がこぼれた。

　時計塔の魔術とは異なる摂理。異なる基盤。異なる神秘。

　喉に、いがらっぽいものが込み上げる。本来ならば待つべきではない。敵の手の内が読めないならば、こちらの強みを押し付けるのが鉄則だ。

　なのに、雪信の異形の構えから発する何かが、自分も凛も縛り付けていた。

　迂闊に手を出せば、肉どころか命まで持っていかれるだろうという予感があった。

「天に八違やちがい、地に十の文ふ字み、秘音ひめね」

　独特の律動リズムを、声が刻む。

　時計塔の術理に従えば、五小節か六小節ほどになるだろうか。もちろん、日本の術は基礎論理が違うはずだが──。

「一ひとつも十々とおとお、二ふたつも十々、三みつも十々、四よつも十々、五いつつも十々、六むつも十々、ふっ切って放つ、さんびらり」

　そう思った瞬間、雪信が跳ねた。

　信じがたい速度でこちらへ飛び出し、迎え撃つべく鎌を握り直した瞬間──消失した。

「グレイ！」

　叫んだのは、握った死神の鎌グリム・リーパーであった。

　その声に導かれるまま、条件反射的に鎌を引き戻す。

　凄まじい衝撃が、握った手に伝わった。

　体が浮く。

　三メートルも吹き飛ばされ、空中の自分は雪信が刀を振り抜いていたのを見た。あの一撃が、自分とアッドを吹き飛ばしたのであった。

　追撃で、刃が翻った。

　空中に浮いたままの自分には、これ以上の対処ができない。

　目を見開いた刹那、

「Anfang!セット」

　凛の叫びとともに、横合いからのガンドの黒弾が雪信へ放たれた。

　まさか──そのガンドが、刃によって断ち切られるとは。

「え……」

　茫然とした声を残して、凛はさらなる魔術を編む。

　魔術刻印によるガンドではなく、とっておきの宝石を取り出しての詠唱であった。

「Elf十一番! Die Säulen des Winters schließen dich ein冬河の檻!」

　それは、雪信の四方の空に、異変を起こした。

　空気中の水分を氷結させて、四つの氷柱が降り落ち、雪信を中心とした檻を形成するように互いの間を氷の膜で埋めたのだ。

　続けて振るわれた刃が、そのことごとくを切り裂き、無に帰するとは。

「……何よ、それ。五百年ものの古刀？」

　太陽を浴びた霜にも似て、みるみるうちに消え失せていく魔術を見ながら、凛が目を剝いた。

「ここの山の結界ごと切れそうな業物じゃない！」

「その心配はありません。村正の一振りと伝えられてますが、ここの川の水で研いでおりますから」

　対する雪信の表情は、かけらも動かなかった。

　村正。

　名前だけなら、自分も聞いたことのある刀であった。

　同時に、自分も手のひらの痺れに、驚愕していた。

（……これ、って）

　こと肉体の『強化』においては、他人にひけをとらない自負があった。

　師匠と一緒に何度となくトラブルに巻き込まれたが、人間の魔術師相手であれば、『強化』の度合いで負けたことはなかったのだ。

　いや。

　単純な肉体能力だけなら、今もひけをとるとは思わない。

　雪信の接敵も刀を振るところも、確実に視認できていた。なのに、途中のコマが抜け落ちたかのように、気づいた瞬間刃が喉元の数センチ先に迫っていたのだ。

　アッドの介入がなければ、この首が飛んでいたかもしれない……と思えて、背筋を冷たいものが走った。

（……何が、違う？）

「脳の違いよ」

　こちらの疑問を悟ったのか、凛が囁いた。

「この国ではね、ある種の剣客は脳で身体を書き換えるの。本来、生き残るためにある身体のつくりを、戦闘用のものにつくりかえてしまう。自己暗示による変体、とでも言えばいいのかしら」

　雪信を睨みつけながら、凛が言う。

「本質的に、魔術は戦いに向いてない。そういう意図なら軍用兵器でも扱わせた方がよほど効率いいもの。グレイの能力だって、そりゃあ大したものだけれど、人間と戦うためのものじゃないでしょう？　だけど、そんな非効率のままで、なお戦闘用に仕立て上げたところもあるのよ。あいつのは、それ。退魔ってそういうこと。魔術師を含む、魔の鏖おう殺さつのために、気が遠くなる年月技術を磨き抜いてきた……」

「勉強好きらしいな。いろいろご存じのようだ」

　再び、雪信は異形の構えをとる。

　最後まで言葉を続けさせるつもりなど、彼にはなかった。ヤクザという稼業からすれば、魔術師がどこかに持ち合わせているような傲慢な貴族性も、縁があるまい。

　つう、とその体が滑るように動いた。

「アッド！　第一段階応用限定解除！」

「ひえええっ！」

　半ば悲鳴とともに、アッドが大楯へと変形する。

　今度も攻撃の瞬間は見えなかったが、それでも妖刀を大楯が食い止め、今度こそ自分も踏みとどまった。五百年の古刀となれば、現代の魔術のほとんどを凌駕するだろうが、アッドは──アッドの内に秘められた神秘は、さらにその上をいく。

　雪信を食い止めたのと同時に、凛が新たな紅玉ルビーを煌めかせる。

　この状況ですら、彼女は怯まず、強く叫んだ。

「Zehn十番!」

「神しん火か清せい明めい」

　短縮詠唱とともに凛の指先から宝石が弾かれるのと、雪信が呟くのは同時だった。

　いや、片方だけ歯を嚙み合わせるような音がした。東洋には叩歯法という、歯を嚙み合わせることで成立する呪法があると、師匠の講義で聞いていたのを思い出したのは、もっと後のこと。

　大げさな身振りでなく、嚙み合わせひとつで行使される、極めて実戦的な魔術。

　紅玉ルビーから発された激しい炎を、妖刀の刃が切り裂く。

「凛さん！」

「Anfangセット!」

　少女の指がまっすぐに伸びた。

　マシンガンのごとく連射されるガンドの嵐。

「神しん火か清せい明めい、神しん水すい清せい明めい、神しん風ぷう清せい明めい」

　対して、雪信の呪句は、おそらく術式を後から強化するものだった。

　その発想もまた、あまりにも実戦的だ。時計塔の人間からすれば、戦いに特化されすぎていて、違和感があるほどに。

　刃の向かうところ、宝石もガンドも無効化される。

　まさしく、それは退魔の業であった。

　凛と雪信の体が、交差する。

　自分もアッドを変化させようとした時、後ろから、夜劫の構成員たちが駆けつけてきた。

「若！」

　先頭のひとりが呼んだ。

　とりわけ年とし嵩かさと見える黒服の男だった。

　すでに分かっていたのか、雪信は短く返した。

「榛はしばみ」

　蒼崎橙子の事務所にも、雪信と一緒にやってきたふたりの片割れだと、自分は覚えていた。かぶった面は他と同じだが、面のこめかみにひび割れたような跡があった。

「使うぞ」

「御意」

　榛が、白い手を上げる。

　ぱん、と乾いた音を立てて、その手が打ち鳴らされたのだ。

（……え）

　自分は、目を見張った。

　視覚ではなく、他の五感でもなく、もっと芯の部分で感じ取った。その拍手かしわでひとつで、雪信と榛、そして残った夜劫の構成員たちが、たちまちひとつの経パ路スで結びつけられたのである。

　まるで、全員でひとつの魔術回路のような。

「まさか、夜劫ってそういう魔術なワケ?!」

　凛が叫んだ瞬間、雪信は新たな呪句を口にする。

　同時に、残った夜劫の構成員たちは指の形を組み替える。後から師匠に聞いて知ったことだが、それらは沼ぬぼ矛この印いんと呼ばれる結印であった。

　同じ沼ぬぼ矛この印いんを村正の柄にあてがい、雪信は叫んだ。

「イィ──エヤァ！」

　ただ、予感だけに従って、自分は横に飛んだ。

　凄まじい風圧が、後から髪を引っ張った。

　真空状態を埋めるべく、猛烈な勢いで空気が流入したのであった。

　村正の刃の延長上で、数十メートルほどの地面が、ごっそりと抉れていた。地面と同様に樹木や鳥居も断ち切られており、たった今ゆっくりと傾いで、大量の砂埃を撒き散らしていった。

　まるで、目に見えない巨人が、鉈なたでも振るったかのようだった。

「凛さん、これは──」

「雄詰おころびなんてものじゃないわね。イカサマじゃない……！」

　彼女も、信じられないものを見たように、低く呟いた。

「あいつら、ひとりひとりが神の端末なのよ！」

　規模が違う。

　順序が違う。

　神の権能の、魔術による再現。

　衝撃から立ち直るのを、雪信は待たなかった。

「ひふみよ、いむなや」

　さらなる呪句。

　それだけで、術式が成立する。

　この場の全員の魔術回路を、山に満ち溢れた魔力が駆動する。新たなる神秘を汲み出すために、全員がただの器官と成り果てる。

　今度引き起こす霊威は──

「Dreizehn十三番! Die Erde wird dich beschützen大地の盾!」

　それより早く、凛の指が柘榴石ガーネットを弾いた。

　ごっ、と地面がさらに削れた。

　おそらくは地属性の魔術。先んじて雪信によって抉られていた地面から、さらに岩盤をめくりあげるようにして、雪信と自分たちの間に、巨大な土の壁を作り上げたのだ。

「……ほう」

　と、雪信が吐息を漏らした。

　数秒停止してから刀を振るうと、村正は容易く土壁に食い込んだ。

　もう一度斜めに振り落とすと、土壁は形成していた魔力を断ち切られ、脆くも崩れ去っていった。

「…………」

　雪信が、目を細める。

　すでに、自分たちの姿が土壁の裏から消え失せていたからだった。
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「……判断が早い」

　と、雪信は称賛した。

　さきほどの遠坂凛の魔術は、単に土を操って、盾や目くらましに使っただけじゃない。

　局所的な地滑りを起こしたのだ。

　その視線が、坂の下へと移る。

　村正で切り裂いた方向に従って、地滑りは進行したらしい。

　鬱蒼とした樹木に隠されて、先は見えなくなっていた。山に慣れた夜劫の者であっても、ひとつ踏み間違えただけで、切り立った崖まで滑落してしまうだろう。そんな方向に逃走するのは、紛れもなく賭けだ。

　だが、どうしてそんな賭けに出たかといえば──。

「──雪信様！」

　屋敷の方角から、さらに他の構成員たちが集まってきた。

　あと数分、いやあと数十秒判断が遅ければ、もはや逃げられない状態まで追い込めたはずだ。あの若さで、よくもそんな実戦的な思考ができるものだと、感心する。ひょっとしたら、くぐってきた修羅場の数が己より多いのではなかろうか。

　だが……

「……結果は同じだ」

　どこか、冷めた物言いであった。

「どういたしますか、若」

　榛が、問うた。

　雪信にとって忠臣といえば、この男だった。

　兄の源馬がいた頃は彼に仕えていて、今は雪信に仕えてくれている。最初に刀を手ほどきしてくれたのも彼であった。

　ある意味で、雪信などよりも、よほど必要な男だろう。

（……いや）

　そんな内心を、雪信は皮肉まじりに否定する。

　組織の実体だけを問うならば、己や榛のような術者自体が不要かもしれない。ただのヤクザとしてミカジメや賭博で稼いでる連中の方が、今となっては夜劫という集団の実像に近しい。長い時間の間に、神秘を継続するための手段に過ぎなかった非合法行為が、組織の本質とすげかわってしまった。

「…………」

　さっきの、時計塔の魔術師たちは違うのだろうか。

　根源などという見果てぬ夢を追っているらしい彼らは、まだ情熱の炎を燃やしていられるのだろうか。

「若」

　反応のない主を怪訝に思ったのか、榛がもう一度問う。

「山狩りをやれば、よそものがいくら逃げようが、追い詰められましょう」

「伊妻にやらせる」

　と、雪信は言った。

　樹木の間から、ぬるりと何かが這い出てきたのだ。

　黒い鱗の蛇であった。

　雪信の肩に乗り、その蛇が耳打ちするように、長い舌を伸ばした。

「当主様が呼んでいる。……君主ロードの弟子たちの判断は早かった。だが、結局は遅きに失したということだ」

















１









　白い病室だった。

　安物の一輪挿しに、綺麗な百合が挿してある。

　それで、見舞いに来ている人間が他にもいるのは分かった。

　ベッドの患者は上半身を持ち上げて、窓から扉へと視線を移す。一度口を開いてから、何を言うつもりだったか分からなくなったというように閉じ、もう数秒、ゆっくり考えるようにしてから

「るおとアキラの友達だって？」

　と、訊いたのだ。

　やつれた顔だった。

　年齢は四十代ほどだろうか。瘦せた身体に、薄緑の患者衣が哀しいぐらい似つかわしかった。

「こんにちは、おじさま。両儀未那といいます」

　と、少女はスカートをつまんで、挨拶した。

「長話はお辛いかもなので、単刀直入に言いますね。るお──白若瓏バイ・ルォロンと夜劫アキラの面倒を、あなたが見ていたと聞きました」

「面倒を見ていた、なんてことはないよ。全然ない。むしろ僕が見られていた方だ。うん、できれば、もうちょっと大人らしく振る舞いたいと思っていたけれど……」

　弱々しく、男は笑う。

　佐野、という男だった。

　長くホームレス生活をしていたとは思えない、知性を覗かせる佇まいである。

　しかし、それもひとつの現実なのだ。未那は彼の来歴を知っている。本人には落ち度らしい落ち度なんてない。むしろ、ひたむきに努力を重ねて勉学を積んできた。未那には内容までは分からなかったが、論文もかなり発表したらしい。

　だが、ほんの少し、間が悪かった。

　知性があろうが、努力をしようが、ほんの少しつまずいただけで、人生の歯車はどうしようもなく狂ってしまう。幹也のレポートだと、誰が悪かったわけでもなく、ただ大学の収益悪化に巻き込まれ、何の準備もできないまま放逐されてしまったらしい。

　なのに、今、彼は優しげに笑っている。

「彼らとはたまたますれ違っただけ。うん、すれ違って、良くしてもらっただけだよ」

　とても懐かしそうに、語っていた。

　未那は、ひとつうなずいてから、こう言った。

「アキラさんについて、お訊きしても？」

「…………」

　少しの間黙ってから、佐野は目を細めた。

「どうかしましたか？」

「……いや。アキラはいつも、何か怖がっていたみたいだから。でも、きっと君なら大丈夫だ。そんな気がする」

「私、悪い子かもしれませんよ？」

「その時は僕がアキラに怒られるさ」

　と、佐野はこけた頰を撫でた。

　それから、十数分ほどふたりは会話を交わした。

　小さく、佐野があくびをした。

「なんだか眠くなってきちゃった。おかしいね」

「おかしくなんてありません」

　と、未那が微笑した。

「付き合ってもらってごめんなさい。おやすみなさい、佐野さん」

　ベッドの中の男性が寝息を立て始めてから、未那は離れた。

　病院内の休憩所まで歩いて、

「……アキラは、白い兎が嫌いだった、か」

　と、囁いた。

　それから、少女は窓の向こうを見やった。

　美しい夕映えの中に、淡く薄れた月が浮かんでいたのだった。その表面に浮かんだ模様を、この国の人々は餅をつく兎のようだと、長く愛したのであった。

「パパに連絡しないとね」
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　神籬の前に、雪信は川の上流へと向かった。

　儀式の場の、すぐ近くである。

　山において、川の源流は極めて大きな意味を持つ。

　だから、彼女がその場で待っているのは当然のことであった。

「伊妻」

　と、呼んだ。

　その相手は、黒い灯籠を流していた。

　あの事務所で、雪信と行動をともにしていた、もうひとりだった。

　面をかぶった、黒服の女である。

　奇妙に見えるのは、面の目のあたりに、黒い布を巻いていることだ。

　もとより、ほとんど視力を喪っている彼女だが、こうすることで、より感覚を研ぎ澄ますことができるそうだった。

「どうしましたか、雪さん」

　と、彼女は返した。

　まだ若さを残した、艷やかな声。

　雪信をこう呼ぶ者は、もう夜劫にひとりしかいない。

「時計塔の魔術師が逃げた。奏でられるか？」

「もちろんですとも」

　うなずいた伊妻の前に、すでに準備はされていた。

　琵琶である。

　その琵琶を持ち上げ、彼女は撥ばちを弦に這わせた。

　優美な旋律が奏でられるとともに、その周囲に黒いものが浮き上がった。

　黒い紙である。

　たちまち折りたたまれて、別の形へと変じていく。

　陰陽道において式神と呼ばれる術に酷似しているが、こうした術式はほかの魔術体系にも脈々と受け継がれていた。

　夜劫もまたしかり。

　とりわけ、伊妻という女は、こうした術に長けているのであった。

「飛べ」

　彼女の言葉に従って、折り鶴が飛んだ。

　あるいは夕空へと飛び、あるいは川を流れる黒い灯籠へと乗った。

「時計塔。時計塔の魔術師。立派な名前よね。ああ妬ましい、ああ羨ましい。辺境の私たちなんかとはまるで違う、魔術世界の貴族たち」

　くすくすと笑って、伊妻の指が動く。

　琵琶が鳴る。

　雅な調べは、おぞましい怪物を無限につくりだすのか。何十という折り紙がさまざまなカタチを取って、彼女の周囲から旅立った。

「おかしくなりそうなぐらい、羨ましいけれど」

　旋律とともに、伊妻が囁く。

「だからって、夜劫の庭をタダで歩けると思わないで」
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　険しい斜面に、自分たちはなんとか引っかかっていた。

　つま先からほんの数十センチ先が、崖となっている。

　その直前で、自分は死神の鎌グリム・リーパーを地面に突き刺し、地滑りした岩盤から、身を躍らせたのだった。足の下で、崖から滑り落ちた岩盤が粉々に砕け散る音は、ひどく恐ろしかった。

　ぐい、と片手で身体を持ち上げる。

　自分と、自分の腰にしがみついた凛のふたり分である。うっかり滑らないよう、樹木がしっかり生えているあたりまで、引き上げた。

　一息ついたところで、尋ねた。

「大丈夫ですか」

「なんとか、ね」

　苦笑した凛が、衣服についた枝葉を払う。

　とりあえず、夜劫が追ってくる気配はなかった。あそこから相当な距離を滑ってきたらしい。

「うっわ、もう散財どころじゃないわよ！　あんだけ溜め込んでたのに、シンガポールからここまでで、虎の子以外ほとんど散財しきっちゃったじゃない！　どうしてくれんの、あの村正でも売って賠償してくれるの?!」

　さきほどの交戦だけで四つの宝石を投げ放っていたが、身体は無事でも、彼女の財布には大打撃を与えていたようだ。

　ひとしきり嘆き終わったのを確認してから、

「良かったんですか、凛さん」

「……何が？」

「……いえ、真っ先に逃げてしまって」

　言って、自分はふと向こう側の山を見やった。

　空が、赤く染まっている。

　すでに夕暮れ。

　いくらもしない内に、夜の時間が訪れるだろう。

　おそらく、それは夜劫の時間であると、自分は予感していた。

　同じように空を見やってから、ため息交じりに凛は肩をすくめた。

「そっちはいいに決まってるわ。今回の目的は、偵察と夜劫アキラの救出でしょう？　正体不明の儀式がここまで進んでると偵察だけで済ませるのは難しいけれど、別に夜劫雪信と決着をつけたりする必要はないわよ」

「ぁ……」

　その言葉に、なんだかホッとしてしまった。

　あの戦いで、彼女はやるべきことを見失っていなかった。

　あまりにも真っ当に、ひとつずつ、目的を見据えていたのだ。あの事務所で、やりたいことを言語化してと言った彼女は、真っ先に本人が実践していたのであった。

「どうしたの？」

「……いえ」

　と、自分は首を横に振った。

「なんだか嬉しかったんです」

「そう」

　と、彼女も軽く片目をつむった。

　それから、

「割と想定外の強敵よね」

　と、苦々しげに言う。

「しかも、夜劫雪信自身より、最後に見せた──他の構成員たちと使った魔術の方が問題。時計塔だと集団の簡易儀式が近いけれど、あんなに即効で成立する集団魔術はほとんどないわ。むしろ、聖堂教会が得意なやつよね」

　実際、自分も同じ判断だった。

　雪信は恐ろしく強い魔術師だったが、エルゴやムシキのような域外の存在ではない。あくまで想像できる範囲の──だからこそ、等身大の恐ろしさがひしひしと伝わってくるタイプだ。

　しかし、最後のは覚えのない魔術だった。

　全員をひとつの魔術回路として即座に行使される、集団魔術。

「東京であれを見せなかったのは、多分場所と時間に縛られる魔術なんでしょうね」

「この山、ですか」

「そう、土地に縛られた魔術。工房の内側の方が強大な魔術を使えるというのは時計塔でも当たり前なんだけど、夜劫はそれがもっと極端みたい。神がん體たいを核にしつつ、百人近い人々が千年もかけてひとつの山を工房にしてきたと考えれば、どれだけしつこく神秘を折り重ねてきたかも分かるわ」

　半ば呆れたように、凛が言う。

　それで、この山に入ってからずっとしていた違和感も、分かったような気がした。時計塔の魔術師は基本的には一子相伝だ。これは魔術刻印を腑分けすることが好まれない事情によるのだが、夜劫の魔術は神がん體たいを中心としてより多くの人々で共有シェアできる。

　結果として、通常の工房より遥かに広く、この山ひとつを工房にするという離れ業が可能となったのか。

「あと、さっきみたいな術式は、指揮官が必要なはずよ。夜劫雪信という指揮者コンダクターがいて、初めて成り立つ楽団という感じなんでしょうね」

「指揮者と、楽団……」

　ならば、夜劫の術式は、ひとつの交響曲のようなものだろうか。

　その一撃一撃が、凛のとっておきを使った宝石魔術に等しい威力を持つ上、おそらくは人数によってさらに威力が跳ね上がる。その分、制御が難しくなりそうにも思うが、だからといって相手の戦力が落ちる期待はできそうにない。

　もちろん──

（──聖槍を解放すれば）

　とは、思う。

　だが、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉は人間に振るっていい武具ではない。仮に使おうとしたところで、それは戦車の主砲を人間に向けるようなものだ。手加減などできるはずもないし、必ずしも戦局を有利にするわけでもない。

　本来の聖槍の持ち主であったアーサー王だって、この槍を振るったのには戦争という状況が先にあったはずだ。

　そこで、ふと思い出した。

「因幡の白兎……ってなんですか」

　凛が雪信に言った台詞だった。

　一瞬魔術の用語か何かとも思ったが、妙にユーモラスなその響きが、気にかかっていたのである。

「ああ、この国じゃ有名な御お伽とぎ噺ばなしなのよ」

　と、凛が指を曲げた。

　斜めに差し込んだ夕陽が、その指に遮られて、長い影を作った。

　兎の影絵だった。

　ぴょんぴょん、と跳ね回るみたいに指を動かしてから、凛が言う。

「あるところに、賢い兎がいました。この兎が隠お岐きの島しまから因幡に渡ろうとしたのだけれど、渡る手段がありません。そこで一考した兎は、近くのワニザメを集めて、お前たちサメの一族と私たち兎の一族、どちらが多いか比べようと持ちかけました」

　凛の操る影絵の兎が、口元をパクパクさせる。

　本当に、そんな話をしてるようで、つい瞬きしてしまった。

「それは面白いとやってきたワニザメたちに、兎は一列に並んでくれ、私がお前たちの頭を踏んで、数えながら渡るからと言いました。素直に従ったワニザメたちの頭を踏みながら、いよいよ海を渡り終えようとしたとき、つい兎はいらないことを口にしたくなってしまいました。やいお前たちは騙されたんだぞ、なんて喋ってしまった兎に、最後のワニザメが襲いかかったのです。たちまち兎は真っ白な皮を剝がれてしまいました」

「…………ッ」

　一瞬、息を詰めた。

　古い童話や御伽噺はえてして残酷なものだが、日本でも変わらないらしい。こんなにサラッと、皮を剝がれる、なんて言葉が出てくるとは。

　こちらの表情に気づいたのか、凛が微苦笑した。

「ああ、皮を剝がれるのは、古代日本ではそこそこ見られる表現なのよ。主神の一柱である素戔嗚スサノオも、馬の皮を剝いで機織り小屋に投げ込んだ、なんて逸話があるぐらい」

「文化のひとつ、なんですね」

「ええ、この兎の話も、あれこれバリエーションがあるわ。元は日本以外だったみたいで、日本だとワニザメで鮫の一種にされるけれど、インドネシアやマレーシアだと小鹿がワニを騙した話、インドでは猿がワニを騙した話で、むしろ『ワニだまし』として知られているわね。こういうのは先生の方が詳しいんでしょうけれど」

　確かに師匠が話しそうな類だが、凛の説明も十分以上になっていた。……純粋な魔術の実力は弟子がはるかに上回るわけだから、さぞ師匠は嫉妬に駆られるだろう、とも思ってしまったけれど。

「で、話を戻すと、皮を剝がれた兎は、通りかかった神様たちにこう言われるの。おお、それは可哀想に。だったら海の塩水を体につけて、山の頂で、強い日光と風に当たっているが良い」

「え、それって……」

「うん、もちろんアウト。騙した兎が今度は騙されたわけね。ほうほうのていになった兎の前に、また別の新しい神様が現れる。大きな袋を担いだこの神様は、前の神様の噓を見抜きました。今すぐ水門に行って真水で体を洗い、水門の蒲がまの穂を取ってその上を転がりなさい。そうすれば君の体は必ず癒やされるだろう。はたして新しい神様の言う通りになり、この物語は因幡の白兎として知られることとなりました」

　嬉しそうに影絵の兎が跳ねてから、凛の指が解かれる。

「…………」

　自分は、黙りこくってしまった。

　普段の状況で聞いたなら、どうということのない話に聞こえただろう。しかし、この夜劫の山にいる以上、その物語は決して聞き逃せるものではなかった。

　大きな袋を担いだ、神様。

　袋と匣はこの場合、同じ意味でないだろうか。

　たとえば、黒い棺も。

「凛さん、その新しい神様って」

「もちろん、そうなるわね。最初にくちなわの話をしたでしょう？　日本の蛇信仰は古くて幅広いんだけど、ここまではっきり地を這う蛇のイメージだと急に限定されちゃう。メジャーどころは四つぐらいね。人頭蛇身と伝えられる宇う賀が神じん、中部地方に信仰の広がっているミシャグジ、このミシャグジと縁深い武神タケミナカタ」

　そこで、凛は言葉を切った。

　四柱の、蛇神。

　あえてひとつを残した理由は、自分でも分かる。

「じゃあ、夜劫の神は」

「オオナムチ」

　その響きはおどろおどろしく、夕暮れに響いた。

「別名を大国主、大黒主、八や千ち矛ほこの神かみ、幽かくり世よの大おお神かみ、毛色の違うところでは大おお物もの主ぬしってやっぱり蛇の神様と同一視されたりするわ。さっきの因幡の白兎では、ダイコクさんと言われる場合が多いかしらね。天津神への国譲りを為して、常世──常とこ夜よの主となった神。うん、オオナムチなら信仰は間違いなく残ってるわ。夜劫が伝えているのは、その源流に近い神でしょう」

「分かってたんですか」

「八割がた、ぐらいかしらね。さっきの三つの中でも、匣や夜に関連深いとなれば、オオナムチに限定されるもの。それでも確信したのは、この山に来てから。分かりやすい名前やキーワードは、外部からの呪いを避けるためのミスリード、という場合もあるもの」

「…………」

　また沈黙してしまった自分を、凛は少しの間見つめた。

　それから、こう尋ね返したのだ。

「袋で、黒櫃を連想した？」

「……はい。そういうことなのかって」

「まあ合ってるわ。この手の話はね、煎じ詰めれば、器の中に何が入っているかなのよ。袋でも匣でも黒櫃でも……あるいは、聖杯でも」

「……あ」

　突然馴染み深い単語が出て、声が漏れてしまった。

　凛も、淡く苦笑した。

「どこの国でも変わらないのよね、こういうの」

　言いながら、取り出した携帯端末を見下ろして、顔を曇らせる。

「残念ながら、電波も届いてない。相手の結界内だと通信用の魔術もあまり期待できそうにないわね」

　そこで、ピクリと眉を動かした。

　くる、と振り向き、崖を見下ろす。

「うわあ。追ってこないと思ったら」

「あ……」

　川である。

　もともと、ここの山道は隠れるような川に沿っていた。崖の下にも、同じように川が流れていたらしい。

　その川に、また、あの黒い灯籠が揺蕩たゆたっていた。

　目を凝らせば、『強化』された視覚で、灯籠に書かれた文字を読めた。

　霊。

　宿。

　動。

　そう書かれた灯籠の内側から、影が飛び立ったのだ。

　黒い紙で折られた、折り紙の鳥であった。

「まるで、遊園地ね！　手を変え品を変え、頑張ってくれること！」

　坂道に足を踏ん張りつつ、凛が新たな魔術を準備する。

　だが、黒い折り紙たちは、自分たちを襲わなかった。

　崖から飛び上がった折り紙の鳥たちは、その魔力によって別のものを励起したのだ。

　それは、虫に似ていた。

　それは、陽炎に似ていた。

　それは、瘴気に似ていた。

　それは、魔術師のように霊感を持つ者しか、視えないモノだった。

　ガス状の表面に、奇怪な目が蠢いているのであった。

「…………ッ！」

「魑ち魅み──かしら？」

　凛が言った。

　ちい、ちい、と鳴いている。

　きい、きい、と呻いている。

　泡が浮かぶように、表面に何度も口が浮かび上がり、軋むような声をあげる。

　ちい、ちい。

　きい、きい。

　ちい、ちい。

　きい、きい。

　目や口だけではない。

　角に似た突起や、翼に似た器官が生まれることもあった。

　こうしたモノに、正しいカタチはない。

　周囲の人々の想念や土地の性質に応じて、さまざまな形状を取り得るものだからだ。西洋であれば、同じものに悪魔や聖霊、天使などと名付ける場合もある。どちらも真正のそれではなく、あくまである種のエネルギーの方向性を、仮かり初そめに名付けただけなのだが。

　どんどん、それが膨れ上がってくる。

　雲うん霞かのようであった。

　もしくは、湧き上がるイナゴの群れにも似て。

「慣れてる感じよね。ひょっとして戦国時代あたりから使ってる手法なんじゃない？」

「どういうことです？」

「オオナムチの別名は幽かくり世よの大おお神かみ。死者の国であり、地の底でもある幽冥界を統べるカミ。だから、彼の支配する土地をちょっと刺激すれば、いくらだって瘴気が湧いてくる。入り口でもそうだったように、異物であるわたしたちは、彼らによって駆除される……！」

「…………」

　珍しく、その言葉はあっさりと腑に落ちた。

　故郷に似ていると思ったのは、多分そのことだったのだ。

　死者の国も、地の底も、あまりに自分の故郷と似通っている。墓守としてのすべてを叩き込まれたあの土地にも、似たような機能があった。自分がずっと怯えて、泣いていた場所と、この土地とはいろんな意味で共通点があった。

　ただ、ひとつは確実に違っていた。

「……でも、これは死者ではありません」

「え？」

　だから。

　自分は、一歩前へ出た。

「……グレイ？」

「任せてください」

　と、自分は囁いた。

「こうしたモノならば、拙の専門です」

　死霊と違って、怖くはない。

　あくまでここにあるのは、魔力が凝こごっただけの代物だ。何らかの術式で誘導はしていても、地の底で眠っているはずの死者ではない。

　自分が、恐れる相手ではない。

「イッヒヒヒ！　こりゃあ久しぶりに満腹になれそうだな、グレイ！」

　アッドが笑う。

　……まったくだ。

　日本の神秘、何するものぞ。

　夜劫の伝統というならば、自分にも背負ってきた歴史がある。

「ブラックモアの秘法、お見せします」
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　森を駆ける影があった。

　壮絶、と言うしかない速度だ。

　平原と異なり、森は数々の障害物に満ちている。覆われた視界はもちろんのこと、そこらの樹から張り出した鋭い枝や、落ち葉に隠れた根、ぬめった地面が行くものを執拗に阻むからだ。それでも無視して走ろうとすれば、森は簡単に凶器に変わる。

　しかも、山である。

　相当な斜度がついている中、ひとりの人間すら背負っているのだ。

　なのに、速い。

　あまりの速度で、おぶわれたⅡ世から見える風景は、緑と茶の絵の具をかき混ぜたようになっていた。

「…………！」

　うっかり叫んでしまえば、エルゴの集中を切りかねないため、口元を片手で押さえている。とはいえ、叫びを堪えているのか、吐き気を我慢しているのかは微妙なところだ。毎秒左右に激しく振り回されるどころか、時には躊躇なく崖を飛び降り、必要と思えば枝から枝にも跳躍する。

　もはや、世界最悪のプライベート・ジェットコースターだ。

　考えられる限りの動物や車両を上回る速度で、エルゴは朽縄山を覆う森を走っていた。

　その途中で、赤毛の若者の周囲に、奇妙なモノが浮かぶようになった。

　虫に似ていた。

　凝った魔力が、虫のように固定しているのだ。

　近づくものは幻手で薙ぎ払っているが、数が多い。

　一気に駆け抜けつつ、若者が唸る。

「これって──！」

「……いわゆる魑魅魍魎だろう」

　青い顔で、おぶわれたⅡ世が言う。

　攻撃を受けたわけでもないが、今にも死にそうな顔色ではあった。

「魑魅魍魎？」

「日本ではね。山の怪を魑魅、川の怪を魍魎と言うのさ。瘴気から生まれる、形なき怪物の総称。なるほど、私たちのような異物を追い払うにはもってこいだ。古い時代の夜劫は、こうやって独立を保っていたんだろうさ」

「じゃあ、グレイさんたちは」

　焦りを顔に浮かべたエルゴに対して、

「……いや、これは大丈夫だ」

　と、Ⅱ世はどこか皮肉めいた表情で言った。

「こういうことなら、グレイは専門家だ。時計塔でも右に出る者はほとんどいないさ」
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　山から溢れ出る魍魎は、あちこちに現れていた。

　崖の下だけではない。自分たちを挟み込むように傾斜の上にも姿を現していた。なるほど、こんな技術があるならば、人間が山狩りするよりも、よほど効率的だろう。

「凛さん」

「ええ……」

「……伏せて！」

　言った瞬間、自分は死神の鎌グリム・リーパーを横に薙いでいた。

　しゃがみこんだ凛の頭上を通過し、背後に現れた魍魎を、鎌の刃が断ち切る。

　そのまま、自分は傾斜を走った。

　行く手を遮ろうとする魍魎たちを断ち切りつつ、さらに上へ。

　すると、いくつかの小さな魍魎たちが合わさって、膨れ上がった。異物を排除しようという目的だけが、彼らを誘導しているのだ。合わさった分だけエネルギーの総量は増し、こちらを追う速度もあがる。

　いくら『強化』したところで、空を飛べない自分たちでは逃げ切れない。

　魍魎たちは、笑っているように見えた。

　あるいは走る。

　あるいは飛ぶ。

　崖の下から、坂の下から、こちらを目掛けて殺到してくる。まるで、犠牲者を見つけたゾンビのようだった。……こう言うと、フラットなんかは、走るゾンビと歩くゾンビについて細かい説明をしてくれそうだけど。

　凛のガンドだって、これほどの数を前にすれば焼け石に水だろう。

　だが。

　自分もまた、タイミングを見計らっていた。

　追ってくる幾多の魍魎たちの、座標が重なるときを。

「アッド！」

「イッヒヒヒ、準備はいいぜ！」

　死神の鎌グリム・リーパーが分解し、再構築する。

　第一段階応用限定解除──新しい形態が、自分の手のひらに現れる。

　鋭角の、翼状の刃を備えた投とう擲てき武具。

　ブーメランであった。

　コンマ三秒だけ立ち止まり、思い切り背筋を『強化』して、十分なだけの魔力を充塡しながら振りかぶる。

　樹木の間から覗く夕闇の空へ、投げつけた。

　弧を描いたブーメランは、彼方の雲までも届かんとばかりに飛翔する。

　それを見やって、

「落ちて！」

　自分の声に、虚空からの影が応じた。

　殺到してくる魑魅魍魎の両脇に、いくつもの柱が降り注いだのだ。

　影の柱であった。

　魑魅魍魎たちを両側から挟むように、影柱の列が立ち並ぶ。

　あえて言えば、聖槍ロンゴミニアドの影の──そのまた影となるだろうか。その意味を魍魎たちは知るまい。だからこそ、反応が遅れた一秒こそ致命的だった。

「ブラックモアの名において命ずる！　影の柱よ、爆ぜろ！」

　影の柱の蓄えた魔力が、蒼い電磁波のごとく煌めいたのだ。

　檻のように閉じ込められた魑魅魍魎たちを、その魔力の網が搦め捕る。大地を横に乱舞する稲妻は、敵対する魔力の集積体をことごとく討滅していく。一撃に飽き足らず、加速しながら続いた魔力の往復は、数十回に至った。

　魍魎どころか、周囲の樹木も焼き払い、やっと影の柱は消えた。

「……ふう」

　息をついたところで、自分の手元にブーメランが戻ってくる。

　それを受け止めて、右肩の固フ定ッ具クに戻したところで、

「……洗礼詠唱の変形みたいなものね。物理的な破壊力は見た目ほどじゃないけれど、魔力に染み付いた性質を洗い流すのは抜群の効果みたい」

　口元を押さえて、凛が言う。

　その瞳に、猫みたいな好奇心が宿っていた。

　こんな状況でなければ、質問攻めにするのも厭わないという目であった。いかにも時計塔の魔術師である。

「迷惑じゃ、なかったですか？」

「まさか。おかげで宝石が節約できたわよ」

　嬉しそうに、凛がウインクする。

　それから、山頂を見上げた。

「構成員たちを山狩りに使わないなら、夜劫はこの儀式の中心──魔力の中心に、全員集めてるはずよ。これから、嫌でも使う羽目になるものね」

　差し込む夕暮れの光は、ゆっくりとその色を失いつつあった。
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　魑魅魍魎が一瞬で排除されたのを、座したままの夜劫朱音は感知していた。

　目に見えているわけではない。

　感じているのだ。

　山の霊脈から流れ込む魔力の乱れを、視覚へと変換しているのであった。

　無論、魔力による感触は、光の反射をメインとした視覚情報とはまるで異なる。

　実際に起きていることを完全に把握するのは不可能だし、迂闊に集中して入れ込んでしまえば、思い込みで映像は甚だしく歪んでしまう。それでも山全体での状況を摑むには、このやり方がベストだった。

「これが名にしおう時計塔か」

　朱音の声音には、しみじみとしたものがあった。

　正直、彼女は感心していた。

　魔術世界で本場といえば、ロンドンの時計塔本部をおいて他にない。しかし、その実力がどれほどのものか、実地に知る機会などこれまで存在しなかったのである。

　君主ロードはもちろんのこと、あのグレイとかいう内弟子も、雪信たちから報告された遠坂凛とエルゴのふたりも、驚くほどに年若い。

　それでいて、この実力だ。

　朽縄山のすべてを敵に回して、なお不敵。

　こちらの想像を大きく上回る、強壮なる魔術や宝具。

「論理ルールが違う、か」

　その通りだ。

　ならば、己の強みを先に押し付けた方が勝つ。

　もとより、公正フェアプレイなど、神秘に携わる者の頭にはない。あるとしたら、ただその奥底に踏み入りたいという暗い情熱だけだろう。

「先に儀式を終わらせる」

　と、朱音は宣言した。

　蠅はえの羽のような音がした。

　視線を落とせば、黒い匣がかすかに震えていた。

「ああ、まだ抵抗しているな」

　と、夜劫の当主は囁いた。

　時計塔に負けず劣らず──いや、その内実は遥かに恐ろしい相手。

「だが、こっちについては、もう契約を終わらせている」

「当主様」

　背後から、声がかかった。

　雪信が戻ってきたのであった。

「ちょうどよかった」

　と、朱音が笑った。
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　漆黒の空間で、若瓏ルォロンは天蓋を見上げた。

　いや、上という記述が正確かは分からない。

　重力が存在しない場において、上下というのは仮初の概念でしかないからだ。

「……くそ」

　ひどく珍しいことに、彼は動揺していた。

　体の内側に異変が起きているのを、若瓏ルォロンは知覚していた。

　本人すら知らぬ経パ路スが、結ばれていたのである。それは体の奥底で育っていた腫瘍のように、彼の内側を蝕んでいた。いくら若瓏ルォロンの霊的防御が鉄壁であっても、直接霊核から汲み取られてしまっては抵抗のしようがない。

　仕組みとしては、スーパーコンピューターの中核に潜んだバックドアにも似ていただろう。しかも、その権限が若瓏ルォロン本人よりも上位に設定されている。こういうことができる相手は、世界にひとりしか存在しないはずだった。

「……賭け、と言っていたな」

　低く、青年が唸った。

「さてはクソオヤジ、本当にオレのことを売りやがったな?!」

「アキラ」

　声が、した。

　異様に響き渡る声であった。

　この漆黒の空間のどこにも逃げ場などなく、声はその場のすべてを震わせた。

「アキラ」

　その声が響くと、今度は若瓏ルォロンの胸元に血が飛し沫ぶいた。

　見えない工具か何かで、無理やり肋骨を抉り取るような穴が胸板に開いたのである。

「が……あ……っ！」

　さしもの若瓏ルォロンが、苦鳴をあげた。

　一本、一本、花が開くように、肋骨が抉り取られていく。

「ふ震るえべろ」

「ふ震るえべろ」

　さらに、声が響く。

　ひとりではない。

　集団の声であった。

「ふ震るえべろ」

「ふ震るえべろ」

　声のたびに、若瓏ルォロンの肋骨が開く。

　その間の肉までもが、刮こそぎ取られていく。

「あああああああああああ……！」

　肉が裂け、骨の砕ける音は、永遠に続いたかのようにも思えた。

　やがて、漆黒の空間に、血管を繫がれたままの心臓が浮かび上がった。
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　儀式が始まったのは、夕陽の最後の一片が地平線に没したときだった。

　かろうじて、山頂あたりに残照が張り付いている。

　神籬からも、それが見えた。

　風が強くなっている。

　ごおごお、と吹き下ろすたびに、山が身を揺するようだ。

　神籬のすぐ前にいるのは、夜劫朱音と雪信だけである。

　ほかの人間たちは、それぞれ四十歩の距離をおいて、同心円状に集まっていた。残った者たちも、さらに四十歩の距離をおいて、もっと広い同心円状に並んでいる。

　空から見れば、神籬と朱音を中心として、二重の円が描かれているようだ。

　人の円。

　もしも凛かグレイがいたなら、さきほどの集団魔術と同様、彼らの間に魔力の経パ路スが結ばれていることに気づいただろう。西洋の魔術儀式でも似た経パ路スをつくることはあるのだが、この場合、単に経路が繫がれただけではない。面をかぶった術師たちは、それぞれの個性を殺され、文字通りの回路と化している。

　楽団と指揮者というより、プログラマーとコンピュータが近いだろうか。

「…………」

　正座したまま、雪信は黙っていた。

　朱音は、そっと唇をほころばせた。

「今日、術師としての私は死ぬ」

　それが心底喜ばしいことである、というような口ぶりだった。

「ああ、いい死に方だ。いい終わり方だ。これだけマシな最期を迎えられるとは思ってなかったぞ」

　目の前の、面を手に取る。

　女の面であった。

　面をかぶった。

　途端、本人なかみも変わったかのようだった。瘦せた体に纏う雰囲気が、人のものというよりも、自然のものへと変化する。

　この面は、彼女の息子がつくったものだった。

　すでに何年も顔を合わせていない相手のことを、彼女は思い出さない。そのような余裕はなかった。この儀式の間だけでも、自分は術式を成立させるだけの歯車にならねばならなかった。

　小刀で、小指を切る。

　そこから溢れた血を、黒い匣に垂らした。

「ふ震るえべろ」

　匣が、震える。

「ふ震るえべろ」

　匣の震えが、強くなる。

「ゆらゆらと、ふ震るえべろ」

　限界まで震えた匣が、接地面に波紋をつくり、溶けていった。

　黒い池でも生まれたかのようだった。

　神籬の前の地面が、滑らかな漆黒に塗り替えられていたのである。人の顔さえ映りそうなほど、つややかな黒であった。

「鏡面結界、とか時計塔では言うのだったか」

　思い出したように、面をかぶった朱音が囁く。

　地面に生まれた黒から、ひとつの影が浮き上がる。

　少女の影であった。

　それはたちまち三次元の凹凸を持って、夜劫アキラの姿を形成した。

　真っ黒なのは変わらない。

　三次元の影絵のようなものだ。

　そして、アキラの髪は、驚くほどに長くなっていた。

　長い部分でも、せいぜい肩に触れるかどうかだったのが、今やくるぶしをくすぐるほどに伸びている。

「起きたか、アキラ」

　朱音の声が、響く。

　アキラの目は、閉じたままだ。

　表情の分かりにくい漆黒の立体だが、睫毛の位置でかろうじて判断できる。

「アキラ」

　と、呼びかける。

　かすかな残照に、その声が響く。

　まるで、追い立てるようにアカイロを震わせる。

　そして、その最後の夕映えも消えて──ふっつりと夜となる。

「アキラ」

　再び、朱音が呼びかける。

　声のたびに、神籬を取り巻いた夜劫の術師たちの円に、魔力が伝わる。

　内側から外側へ。

　すると、返す波のように、外側の円で術師たちが口を開いた。

「ふ震るえべろ」

「ふ震るえべろ」

　同時ではない。

　まるで、多くの楽器が連鎖的に鳴るようだ。

　中心から伝わった魔力が、外側の円でぐるりと反転する。

「ふ震るえべろ」

「ふ震るえべろ」

　今度は、外側から内側へ魔力が流れる。

　反転した魔力の波が、内側の円でさらに増幅される。

　その波を受けて、漆黒の立体となっていたアキラの姿が震えた。

「アキラ」

　夜を震わせるように、朱音が言う。

　傷ついた小指から、まだ血が垂れる。

　血の赤と、地面を塗り替えた黒が混じる。ぽたり、と血の雫が落ちるたびに、またアキラの姿が震えた。

「思い出せ」

　朱音が囁く。

　その声にも、微細な振動が加わっている。

　己の言葉を神に届かせるための、特別な振動である。

　黒い神。

　匣の神。

　蛇の神。

　オオナムチ。

　夜劫の流儀ではあえて言挙げ──名を呼ぶことはせぬが、その神威は全員の心に刻まれている。だからこそ、神がん體たいは夜劫の人間たちに恵みを分け与えてくれる。

　八割がたの神がん體たいは、すでにアキラへと移植されていた。

　残った二割は、今朱音のかぶった面に貼り付けられている。

「思い出せ、アキラ」

　そう、朱音が言ったときだった。

　匣のあった面から、翼が広がったのだ。

　白い翼が漆黒の水面に広がり、アキラを守るように丸まった。

　その翼が、月と似た光を放っていることにも、朱音は気づいていた。

「月げっ魄ぱく咒じゅ、か」

　思想魔術のひとつ。

　身体の内側の、精オ気ドを高めるための術式だ。時計塔流に言うならば、魔術回路の効率を高める技術ということになるだろうか。

「……恐ろしいな。心臓を抜き取って、なおこれか」

　その翼に秘められた魔力の濃さに、朱音は感嘆する。

　本来ならば、その翼は夜劫が維持している神がん體たいを上回る。衰退した神の一部では、彷徨海の傑作を抑えきれない。

　だが、契約がそれを縛ってしまう。

「無念か、彷徨海の魔人」

　朱音が言う。

　苦笑が交じっていた。

　あの時、彷徨海の魔術師ジズは、本当に賭けたのだ。




　──『洋の東西や時代を問わず、合意があるかないかで、魔術のかかりってのはまるで違う』




　だからこそ、このような暴挙が叶う。

　面の横に覗いたこめかみを、汗が伝った。

　彼女もまた、ギリギリであった。今にも破裂しそうな魔術回路を、かろうじて面によって留めている。いや、そうした概念武装や術式よりも、単なる意地の方が大きかったかもしれない。

　夜劫の当主として生きてきた年月こそが、彼女の芯を支えている。

「己の闇を思い出せ、アキラ」

　そして今、朱音が囁く。

　顕現したアキラ孫娘に向かって。

　沈黙したままの雪息信子を、隣に置いて、言う。

「──彷徨海の魔人を、喰らえ」
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　瘴気は、さらに濃くなっていった。

　進むほどに、濃度と粘度を増していく。

　肌にへばりつく度合いは、もはや血と膿の沼を思わせる。

　さきほどのように、魑魅魍魎として起こすことはなくとも、これほどの瘴気であれば、それだけで障害となりえた。あるいはこの方が対処が難しかったかもしれない。凝った魑魅魍魎を一時的に吹き払うことは不可能ではないが、山全体から溢れてくる瘴気はいかんともしがたい。

「アッド」

「へいへい、今夜はご馳走続きだな！」

　固フ定ッ具クから外し、鳥籠を持ち上げると、その中の匣アッドが勢いよく瘴気を喰らい始めた。

　これで、正面が見える。

　山のゴツゴツした斜面から、自分たちは人工の石段に踏み出していた。

　再び、幾つもの黒い鳥居が並んでいる。

　石段のずっと上に、膨大な魔力がうねくっているのも感じていた。

　すでに、儀式は始まっているのか。

　ならば、もう間に合わないのではないか。

　そんな風に考えていた時、

「凛さん」

「動いたわね」

　こちらと同時に気づいた凛が、視線を上げたのだ。

　しかし、そこで起きた光景は、あまりにも絶大すぎた。

　白い光が、一気に膨れ上がったのだ。光はたちまち形を持ち、巨大な二枚の翼となって、山を睥へい睨げいした。

　あまりにも巨大な──偉大な、と思ってしまうほどの翼であった。

　しかし、今はどこか病んでいるような雰囲気を湛えてもいた。

「あれは……若瓏ルォロンの……！」

　凛の呻きに、自分も目を見張る。

　確かに、あの事務所で匣の隙間から覗いた幻翼と、白い翼は酷似していた。

　そして、徐々に、その白い翼が黒ずみつつあったのだ。山と接した部分から、まるで、黒い水を吸い上げてしまった花のように。

「まさか……そういう……？」

　瞬きした凛が、強く叫んだ。

「何考えてるのよ、夜劫！」
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　巨大な翼を、面をかぶったままの彼女も仰いだ。

　それは、逆しまに起こった稲妻のようであった。

　それは、遥か異国の神話に記述された世界樹のようでもあった。

　この翼が、朱音の囁きとともに膨張し、黒い匣も神籬も吞み込んでしまったのだ。

「……終わった」

　儀式の途中でありながら、夜劫朱音はそう呟いていた。

　呟いた瞬間、乾いた音が生まれた。

　かぶっていた面からだ。

　それは連続し、たちまち額から顎先まで至るひび割れとなって、ふたつに裂けた面が足元へと落ちた。

　裏側に貼られていたはずの皮膚が、消えていた。

　神がん體たいは吸収されたのだ。

　翼の根元で、すでに見えなくなった匣と神籬が──その内側に封印された夜劫アキラが、最後の二割の神がん體たいを喰らったのである。

　完全になった神がん體たいは、さらにその先へと向かっている。

「……ふふふ」

　笑って、朱音が腕を持ち上げる。

　骨に直接鉄串を刺されるような痛みが走った。

「私は、これで、終わった。もはや夜劫の術師としては意味をなさないだろう」

　ほとんどの魔術回路が焼け付いたのを、彼女は感じていた。

　西洋魔術と異なるとはいえ、日本の神秘に携わるにも魔術回路は不可欠だ。一部は神経ごと焼ききれており、腕の痛みもその作用であった。おそらく、この痛みが完全に治癒することは一生ないだろう。

　それでも、彼女は満足だった。

「あとは雪信。お前がやるんだ」

「…………」

「お前がやるんだ」

　もう一度、朱音が言った。

「……分かりました」

　と、雪信がうなずく。

　前に出て、儀式の焦点へと向かい合う。

　夜劫アキラを模していた黒い影は、今真っ白な翼へと群がっている。ふと、地獄に垂らされた蜘蛛の糸を思った。あの物語では、欲望のまま群がる亡者の群れの前に、蜘蛛の糸は虚しく切れたのだが。

　後ろの術師たちに向かって、宣言する。

「彷徨海の魔術師──白若瓏バイ・ルォロンを、神がん體たいに吸収させる」

　それから、

「榛、伊妻」

　と、腹心のふたりを呼んだ。

　そのふたりは、少し離れた場所で待機していた。

「おそらく、時計塔の魔術師たちがまた来るはずだ。術師の半分を貸す。お前たちが止めてくれ」

「分かりました、若」

「雪さんが言うなら」

　榛は重く、伊妻はたおやかにうなずく。

　面で顔が覆われていても、ふたりの表情まで雪信には見えるようだった。

　だが、そこで雪信は眉を顰ひそめた。

　儀式の場に、あまり似つかわしくない男が入り込んでいたのだ。

「朱音様」

　と、男が口にした。

　術師ではなく、ヤクザとしての夜劫を引き受けている角刈りの男だった。幹部クラスではあるが、術師としての夜劫とヤクザとしての夜劫は一線を引いている。少なくとも、こういう儀式の場には現れぬはずだった。

「……どうした。今がどういう時か、分かっているはずだが」

　疲れ切ってはいても、朱音の声音には相手の心胆を寒からしめるものが残っていた。

　実際、その角刈りも一歩退いたのだ。

　表情に葛藤と困惑を抱えたまま、

「ですが」

　と、言った。

　続いての男の耳打ちに、朱音が表情を動かした。

「当主様？」

　雪信が振り向く。

　すぐに、

「何、大したことじゃない」

　と、ひどく乾いた声で、彼女は返した。

「……私が対応しておく。どうせ、もう役には立たん身だ」
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　天空に向かって屹きつ立りつした翼を、走るエルゴも視ていた。

　若者の幻手と同じく、ある種の霊感がある者にしか視えない翼であった。視える者からすれば、それだけで膝を折りたくなるぐらいの、凄まじい圧に満ちていた。

　だが、その翼が蝕まれつつもあった。

　この山に溢れた瘴気と、同質のものだった。

　今も地の下を這いずっていく魔力と同じものが、巨大な翼の根から浸透しつつあった。

「……最初からこのつもりだったのか？」

　と、背中におぶわれたⅡ世が呻く。

「白若瓏バイ・ルォロンを……喰らうつもりで？」

「喰らう？」

　斜面を走りながら、エルゴは若瓏ルォロンの言葉を思い出していた。




　──『オレも、お前が食いたい。昔も同じこと言ったんだが、どうせ覚えてねえな』




　神を喰らう。

　竜を喰らう。

　そうした現象が、己と若瓏ルォロン以外にもありえることだとしたら？

「本来なら、ありえないことだ」

　と、Ⅱ世は前置きした。

「神話の時代ならともかく、現代に至ってしまっては神がん體たいも強烈な魔力ソースに過ぎない。神や竜を喰らった、君や若瓏ルォロンはやはり特別だ」

「じゃあ、なぜ──」

「もともと縁があるならば別だ」

「縁？」

「ああ。実際のところ、神にはいくつか種類があってね。この結果、神代の後にだって、いくつも神は生まれている。私たちがつくってしまっている」

　その物言いに、エルゴは思い当たるところがあった。

　正確には、似た言葉を聞いていた。

「……生きているなら、神様だってつくってしまえるんだから」

　小さく、呟いた。

　両儀未那が、あの事務所の屋上で口にしたのだ。

　しかし、その台詞は思いがけない効果をもたらした。

「知ってたのかね？」

「え？」

「今、君が言ったのが、もうひとつの神の種類だよ」

　と、Ⅱ世は話す。

「神代において、神は人間なんかと関わりなくとも神だった。当時の霊長とは彼らのことであり、彼らのためにこそ惑ほ星しのルールは動いていた。現代ではいかなる魔術でも不可能とされる人の蘇生でさえ、彼らのためにルールが動いていたときには、普通にありえる現象だった」

　神代。

　まさしくそれは、神のための時代だったのだ。

　風の動きから嵐神が生まれ、地の揺れから大地神が生じた。そこに理屈は必要なく、ただそのように惑ほ星しのルールができあがっていた。

「だが、二千年前に神代が完全に終わり、こうした神は形成されなくなった。それでも、新しい神が生まれなくなったわけじゃない。なぜならば、新しく霊長となった人類もまた、別のルールを保持していたからだ」

「別のルール、ですか」

「そうだ。人類の信仰がつくってしまう神。私の──」

　言って、背中のⅡ世は咳払いした。

　誤魔化すように、あるいは誤魔化しきれないと観念したように、こう続けたのだ。

「私の人生を蹂躙した、とある英雄が、神代の終わりにこれを加速してしまった」

「それって……」

「イスカンダル。あるいはアレクサンドロス三世」

「あ……」

　その名前は、エルゴも知っていた。

　同時に、もうひとつのことも察してしまった。

　エルメロイⅡ世と遠坂凛が参加したという聖杯戦争。その戦争において、Ⅱ世とともにいた英霊が誰なのかを。

「洋の東西を俯瞰するとき、かの大英雄の影響抜きには語れないんだ。ああ、身勝手な思い入れのせいで、私の視野が狭まっているのかもしれないと、この可能性はなるべく無視していたんだがね。……あの馬鹿め」

　最後の罵倒は、ひどく優しくて、切なかった。

　こんな風に、誰かを馬鹿と言うこともあるのだと、エルゴは知った。

「とにかく、このイスカンダルという英雄は、世界史全体を通しても滅多にいないレベルの征服馬鹿でね。ギリシャ近くのマケドニアから、エジプトはおろか、インドの奥深くまで一気に踏破してしまった。しかも本人が極め付きの新しもの好きミーハーで、他国の文化文明を漁っては、惜しげもなくあちこちで放出しまくったんだ。これによって西洋と東洋での交流は途轍もなく、もはや後戻りできないほどに活発化してしまった」

　ごく稀に、そういう人間が現れる。

　その人がいるのといないのとで、完全に歴史が変わってしまうような存在。イスカンダルとは、まさにそんな英雄だった。

「よりにもよって神代の終わりに、こんなでかい風穴を世界にあけたことで、一気に神の表象は変化することとなった。新しく霊長となった人間の認識によって、神が揺れ動く時代がすぐにやってきたんだ」

「人間の認識が、神を動かす？」

「ああ。人理の始まりと言ってもいいだろうな」

　Ⅱ世が、小さく息をついた。

　それから、今も脈動し続ける山を見やる。

「おそらく、ここの神もそうしたひとつ、いわゆる兵ひょう主すの神かみだろう」

「なんですか、それは」

「いくつかの解釈があるが、この場合、中国から日本に伝来した武神のことだよ。そうでなくても、ヤクザの的テキ屋ヤでは中国の神農を掲げることが多い。だから夜劫朱音と会ったとき、その確認もあって、ヤクザの話をしていたんだがね」

　ヤクザの源流について、当時のⅡ世はこのように持ちかけていた。




　──『ヤクザには三つの源流がある、と聞いたことがあります』

　──『とりわけ最後、的テキ屋ヤが売るものについては極めて範囲が広く、薬や春を売るのももちろんのこと、相撲や能楽の興行、果ては呪詛や祈禱も商っていた、という記述を読んだことがあります』




　エルゴが不在のときの会話だが、あれはⅡ世が探りをいれていたのだった。

　夜劫が敵に回るか味方となるかも分からぬタイミングで、そんな行為に出たのは、ある意味エルメロイⅡ世にしみついた習性だったろうか。ひとつでも多く、生き残るための材料を摑んでおく、という本能じみた行為。

「じゃあ、ここの神について、先生は分かるんですか」

「オオナムチだろう」

　離れた場所の、凛と同じ結論を出した。

「蛇の神であり、またの名を大国主ともいう。この国の神の二大派閥である天津神と国津神において、国津神の頂点となる神性だ。そしてオオナムチと系譜を同じくする兵ひょう主すの神かみ、中国神話の戦神・蚩尤シュウは、龍によって殺されている。この龍を応龍。すなわち翼の生えた龍だという」

　翼と、龍。

　あまりの符合に、エルゴが目を剝く。

「じゃあ、若瓏ルォロンの喰らった竜は、その──」

「いや、そこまで単純じゃない。ここまでの話だけなら、私も昨日の間に辿り着いていたが、納得のいかないことも多かったんだ」

　Ⅱ世の眉間の皺が、深くなる。

「だが、応龍と若瓏ルォロンの喰らった竜が近い関係にあるのは間違いない。だからこそ、このように因果の逆転が仕掛けられる。神代において殺された恨みは、神がん體たいという破片になってすら、大儀式を成立させるに足る」

「…………」

　Ⅱ世の言葉は、あまりに長い時間を思わせた。

　迂闊な想像さえ憚られるほどの年月。

　魔術師とは、過去に縛られる生き物だという。

　実際には見たことも聞いたこともない、神代からの因縁に、誰もが縛られている。

　己エルゴだって同じだ。

「…………っ！」

　ギリ、と歯嚙みした。

　初めて、夜劫アキラのことを、エルゴは心底どうにかしたいと思った。

（……同じじゃないか）

　と、思ったのだ。

　神を喰らわされ、記憶が飽和し、喰神衝動に苛まれ──そのすべてを遥かな過去から押し付けられたエルゴと、夜劫アキラとは、何も変わらないじゃないか。

　そんな情動を察したのか、Ⅱ世はとりわけ静かに語った。

「さっきのイスカンダルのルートが、多分君と若瓏ルォロンに関係している。君たちの喰らった神と竜に」

　夜劫の神。

　若瓏ルォロンの竜。

　エルゴの二柱目の神。

　これらの間には、おそらく隠された関係があると、Ⅱ世は言っていた。

　だが、その続きを語る前に、エルゴが顔を上げた。

　立ちはだかる人影が、見えたのだった。
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　石段の途中で、自分と凛は歩を緩めた。

　先んじて、夜劫の術者たちが佇んでいたためだった。

　巨大な翼の生えている地点──おそらく夜劫の儀式場と思われるのは、さらに向こう側であった。前回みたいに逃げることはまず不可能と考えていいだろう。

　いや、それだけじゃない。

　自分たちは、後ろから異様な感覚に襲われていたのだ。

「これ……って……」

　鳥居から、何かがやってくる。

　形を持たざる、神。

　魑魅魍魎たちと似て非なる、この山の主が、自分たちの後ろから石段を上ってくる。

　ゆっくりと、四つん這いのごとく。

　まるで巨大な赤ん坊が、山を這い上っているかのようだ。

　背中を異様な感覚に圧迫されながら、正面には夜劫の術者たちに阻まれている。これほど神経を削られることがあるだろうか。

「遠坂凛とグレイ、だな」

　術者たちの一番前に立っていた男が言った。

　彼も面をつけているが、そのこめかみにひび割れたような跡があって、見分けがついた。

　夜劫雪信と一緒に、自分たちに集団魔術を使った術者だった。

　榛、と呼ばれていたか。

「時計塔の魔術師なんて触れ込みで、ずいぶん可愛らしいこと」

　隣の、琵琶を持った女が言った。

　面の上から、真っ黒な布で目のあたりを覆っていた。

「気を抜くな、伊妻」

「ええ、雪さんの手から逃れたんですものね。私もさっき、とっておきの使いを返されたところだもの……本当に憎らしい」

　声音に、執念めいたものが宿っていた。

　暗い炎に似ている。

　その後ろに、また数十人、夜劫の術者が並んでいる。

「前に会ったのとは圧が違うわね。こちらが実戦部隊ってわけ？」

　凛が、目を細めた。

　わずかな体重移動から、いつでも戦闘態勢に入れるよう、準備しているのが分かる。それだけ油断ならない相手ということだった。

　何より、この場合人数が問題だった。

「ここの神秘の特性だと、烏合の衆、とはならないのよね」

　夜劫の神秘の特性が、凛の話した通りなら、その術式の威力は人数に比例する。いや、指数関数的に膨れ上がることだって、あり得る。〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉を解放するわけにもいかない自分にとっては、最悪の相性に近い相手だった。

　そっ、と凛が腰のあたりに触れる。

　宝石のストックを確認しているのだろうと思った。

　その時、別の方角から、もうひとつの気配が現れたのだ。

　横、だった。

　鬱蒼と樹木の立ち並んだ石段の横あいから、もうひとつ、いやふたつ、人影が転がり出たのだ。

「師匠！」

「エルゴ！」

　凛と自分は、同時に呼びかけていた。

　夜劫の術者たちも、突然の登場に、面食らったようだった。

「降ろして、くれるか」

　エルゴの背中から降ろされ、師匠がよろよろとふらつく。

　あわてて支えた自分の腕の中で、

「……いや、さすがに疲れた」

　と、こぼした。

　疲れたのは師匠をおぶって走ってきたエルゴの方ではないか、とも思ったが、赤毛の若者からはほとんど疲労の影が窺えなかった。

　膝に手をついて、ようやく自立した師匠に、凛が苦笑を堪えて言う。

「遅いわよ、先生」

「必死に駆けつけた師に対する言い草かね」

　真っ青な顔で抗議した師匠を気にせず、凛は視線を移す。

「エルゴはどうだったの？　面打ち師のところに行ったんでしょ？」

「仮面を、もらいました」

「そっか」

　ひとつうなずき、もう一度師匠に問う。

「ここの神、もう分かっていますね」

「地域的に、私より君の方が確信を持っているんじゃないかと思うがね」

　なんとか呼吸を整えながら、師匠が返す。

「くちなわと蛇。蛇神の伝説。夜劫という名前。さらに大陸の神との影響を含めれば、まずひとつしかないだろう。オオナムチだ」

「さすが先生」

　素直に、凛が褒め称える。

　それから、やっとのことで、師匠が夜劫の術者たちに視線を向けた。

「後は、夜劫の儀式だな。どうも私に説明していたものとは、ずいぶん異なるらしい」

「…………」

　誰も、何も言わない。

　ここに至っては、いかなる問答も無意味という判断か。夜劫雪信としたようなやりとりを繰り返すつもりはないらしかった。

　師匠もそれ以上は問わず、代わりにエルゴが口を開いた。

「……先生、いいですか」

　夜劫の集団を見据え、エルゴが身構える。

　いや、見据えているのはその先──巨大な翼らしかった。

「若瓏ルォロンが、呼んでる」

「声でも、聞こえるのかね？」

「分からない。でも、あいつが呼んでます」

　エルゴの瞳は、ひどく大人びていた。

（……いつの間に）

　いつの間に、そんな目をするようになったのだろう。

　たった半日離れていただけなのに、赤毛の若者はどこかしら別人に映った。ここで止まったままの自分の代わりに、数年分も成長してしまったかのような。

「だったら、行け」

　と、師匠が言った。

「お前ひとりなら行けるだろう？　私は後から、このふたりと一緒に追いつくさ」

「僕、ひとりで？」

「できるだろう？」

　師匠が、淡く笑った。

　たまに、この人が教室の生徒へと投げかける、信頼と親愛を込めた表情だった。突きつけられる課題はいつも少し無茶で、しかしこの人が「できるだろう？」と言ったとき、その不可能は可能に変わるのだった。

　そんな事情を、若者は知らない。

　でも、

「分かりました」

　と、エルゴはうなずいた。

　凛が、念の為という感じで、付け加える。

「一応言っておくけれど、夜劫雪信は相当厄介よ」

「それも、源馬さんから聞きました」

　エルゴの体が大きく跳んだ。

　比喩抜きで、数十メートルの高度へと跳ね上がる。

　それでも、夜劫には止められたはずだった。彼らにはさきほどの交戦でも見せた集団魔術があった。

　実際、榛と呼ばれた術者は、何らかの術をエルゴに向けて放ったのだ。

「Sieben七番!」

　凛が投げ放った宝石が、その術式を相殺した。

　その隙に、夜劫の術者たちを飛び越えたエルゴが、一気に石段を駆け上って、背中も見えなくなってしまった。いくら『強化』したところで、人間には追いつけない速度だった。

　榛も小さく舌打ちしたきりで、こちらを向いた。

「時計塔の魔術師、なるべくなら殺さぬように、と若から言われてるが」

「嬉しくて涙が出ちゃうわね」

　凛の横顔は、確かな自信を漲みなぎらせていた。

　師匠が問いかける。

「ミス遠坂。あれはもう使ったのかね？」

「いえ、解析に専念してましたから。そろそろ授業の成果を試せそうです」

「なら、拝見させてもらおう」

　できることなんてないよとばかりに、師匠が石段近くの岩に腰掛けた。

　実際その通りなのだが、こうも堂々とされると、反応に困る。

　凛は、気にせず言った。

「グレイ、前をお願い。他はなんとかするから」

「分かりました」

　数歩、階段を上がる。

　すでに、アッドは死神の鎌グリム・リーパーの形態を取っていた。

　石段の上の榛も、後ろの術師たちから武器を受け取った。

　二本の、短槍だった。

　伊妻と呼ばれた女は、手元に持っていた琵琶を鳴らす。

　すると、彼女の背後からおびただしい量の黒い紙が空を飛んだ。たちまち空中で折り紙の鳥となり、夜空からこちらを睥睨する。

　崖の近くで魑魅魍魎を励起した折り鶴は、彼女が操ったものであったか。

　考えるよりも早く、

「し──ッ！」

　榛がつっかけた。

　凄まじい勢いの短槍をいなすと同時に、伊妻の操る折り鶴がこちらへ突撃する。子どもの遊戯めいた優美な飛翔は、しかし、十分に『強化』された自分の肌を切り裂いた。

「ッ！」

　石段では後ろに跳べず、横にステップを踏んだ。

　二本目の短槍が、追う。

　連撃は、疾風はやてに似ていた。

　人間の限界を置いてけぼりにした無呼吸乱打。

　さらに、こちらの逃げ場を塞ぐように、折り鶴が回り込む。

（……これって）

　単純に、手数が多い。

　おそらくは雪信との戦いで、こちらの弱みを見抜いた戦術だったろう。

　先手を取って相手を潰してしまえば、こうはならない。だが、それで殺してしまってもいい、という覚悟は自分にはないのだ。魔術師としては落第かもしれないが、そもそも自分は魔術師ではない。

　誰かを助けるために誰かを殺していたら、それは救いにならないじゃないか。

　そう思ったときだった。

「Anfangセット!」

　彼女の声がした。

「Pseudo-Edelsteine疑似宝石.Fünf Sterne im Umlauf巡る五つの星!」

　凛の周りを、五つの光が煌めいたのだ。

　蒼、赤、黄、翠──そして純白。

「擬似宝石……」

　その魔術については、凛から聞いていた。
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　擬似宝石は、投影と呼ばれる魔術の応用である。

　魔術の儀式などに際して一時的な模造品を作りだすものだが、本来、この投影は数分程度しかもたない。ひどい例外は凛も知っているし、時計塔では外殻投影なんていう新術式の論文が出されたこともあるそうだが、一般に知られる投影魔術は極めて効率の悪い部類だ。
















　しかし、凛の宝石魔術を見たエルメロイⅡ世が、とある一言を口にしたのである。

「数分どころか、一秒でいいんじゃないか」

　まさに、その通りだった。

　すぐさま使い潰す宝石ならば、一秒もてば良い。

　数分ももつ必要はないのだ。むしろ魔力は百分の一で結構。あくまで遠坂凛の魔力を偏光させるための触媒に過ぎないのだから。

　そして、今彼女が行使しようとしているのは、さらに先であった。
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　自分のすぐ背後で、ぐるぐると魔力が回るのを感じた。

　ひとつずつは極めて小さい。

　ほとんど物理的なまでに濃密な魔力が溢れているこの山では、注意しないと気づかないぐらいだ。

　しかし、

「Viel Licht braucht polarisierte Gläser多重偏光術式., Verbinden Sie sich mit Ihren Träumen夢遊接続.」

　凛の呪文に従って、五つの光が煌めき、動く。

　ひどく精密で、細やかな地図を描いているかのようだった。

「Meine Hände halten viele Spiegel鏡界領域、創出」

　無論、それを黙って見ている夜劫ではなかった。

「とほかみ、えみため、みずのくちなわのおほかみにかしこみもうす」

　夜劫の術式は、そのまま魔力を凝集させる。

　時計塔ならば複雑な魔術式によって成立させるところを、夜劫の魔術は単にそういうものとして発動せしめた。

　そのカタチは、水の蛇くちなわに変換される。

　牙を剝いた水蛇が、たちまち凛へと襲いかかる。

「翠の８」

「いや、翠の７だ」

　座り込んだ師匠が小さく言って、凛の指がかすかに動きを変える。

　五つの光のうち、翠を中心として、星座線のごとき紋様を描く。偏光を重ねた魔力が捻れて収束し、疑似宝石とともに放たれる。

「Die Instrumente wurden gestimmt調律開示. Grüne Nummer sieben翠の七番. Der Wind dringt ein und breitet sich aus穿孔の風!」

「────?!」

　奇妙に、思った。

　凛の詠唱自体より、魔術の発動が早く思えたからだ。

　水蛇と翠光とが、激突する。

　彼我の魔力量は、比べるべくもなかった。

　さきほど凛が相殺できたのは、とっておきの宝石を使ってのこと。

　加えて、夜劫側も咄嗟にエルゴを迎撃したときとは違う。今回の水蛇は、人数分の術者の上に、この山に後押しされたエネルギーを横おう溢いつさせていた。対して凛が放ったのは、疑似宝石によって偏光された一人分の魔力に過ぎない。数値にすればおそらく十倍以上は引き離されていたはずだ。

　なのに。

　水蛇に喰われたかと思われた翠光が、逆に内側から水蛇を食い破り、今度は風の刃となって夜劫の術者たちを打擲するとは。

　風撃と逆流した魔力に耐えられず、何人かが昏倒する。命に別状はなくても、しばらくはまともに起き上がれないダメージだろう。

　動揺が広がった。

　それでも、続けて術式に挑んだのは、彼らの練度の高さの賜物だった。

「とほかみ、えみため、わけいかづちのかみにかしこみもうす」

　全員、見事に揃った唱和。

　山を脈動する魔力がそれに惹きつけられ、今度は雷と化した。

　時計塔の階位であれば、最低でも典位プライド、ひょっとすれば色位ブランドにも匹敵するかという規模の魔術が、時ならぬ稲妻と化す。

　いち早く、凛は魔術の紋様を回していた。

　ルーレットを思わせる、その回転。

「Die Instrumente wurden gestimmt調律開示. Gelbe Nummer vier.琥珀の四番 Schwerter zerschlagen Blitze避雷の剣!」

　これもまた、凛の疑似宝石が打ち勝ったのである。

　疑似宝石によって生み出された琥珀の光が稲妻の避雷針となり、そのまま突き抜けて、まるで繰り返しのように夜劫の術者たちを蹂躙する。

　彼らにとっては、まさに悪夢だったろう。

　実際、自分と白兵戦をしていた榛と伊妻さえ、その動きを止めて、茫然と事態を見つめていたのである。

「今のは……」

　面倒臭そうに、師匠が口を開く。

「単に、夜劫の術式が、一番苦手な魔術を組み上げただけだ。神秘はより強大な神秘の前に無効化される、というのが原則だが、それはあくまで正面から激突させた場合の話だからな。回り道や裏道はいつだってある。つまるところ、相性の良さ悪さは、神秘の勝敗において大いに影響する」

　その意味は分かる。

　自分も、戦いにおいて相性を感じたことは幾度となくあるからだ。

　しかし、これほど極端で、これほど明白な相性は知らない。

　榛の短槍を、強く横から殴りつける。

　たたらを踏んだ男から数段の間合いをつくって、師匠と凛のそばで尋ねた。

「じゃあ、今言ってた授業の成果って……」

「ええ！　あらゆる魔術に相性勝ちするってだけよ！」

　嬉しそうに、凛が言った。

　実に馬鹿馬鹿しい。

　そもそも、そんなことは実行不可能だ。

　時計塔の魔術において、基本的な属性は五つ。しかし、魔術の相性がこの五つだけで決まるわけではないのだ。時計塔の講義を受けているだけの自分だが、魔術がさまざまな国や地域の文化であり、複雑極まりない歴史の果てにようやく絞り出せる精髄であることぐらいは分かっている。その結果として、相性らしきものは存在するとしても、決して単純に優劣のつくようなものではない。

　だいたい発動した相手の術式を、後から紡いだ魔術で上回ることなど──。

「だから、即応できる術式を構築したんだ。あれは魔術の望遠鏡とビーム砲を兼ねたようなものでね。一から魔術式を組み上げるのではなく、すでにそこにある魔術式に魔力ひかりを通すだけだから、段違いに速い。なにしろ詠唱が始まったときには、魔術が紡がれているんだ。今の凛の詠唱は魔術を発動させているのではなく、発動させた魔術を開示することで、疑似宝石の状態をノーマルに戻している、という方が近い」

「で、でもそんなの……」

「できるから、五大元素アベレージ・ワンなんだ」

　どこか呆れたように、師匠がため息をつく。

「仮に、巡る五つ星なんて名付けたが、別に難しい術式じゃない。レンズとして構築する繊細さこそ必要だが、やってることは本人の属性をごく短時間投影しているだけだからな。だが、通常なら魔術師の持つ属性はひとつ。よほど才能に恵まれても二重属性が限度。三重属性ともなれば、さらにこれを飛び越えた傑物を意味する。実在のすべてを備えた五大元素アベレージ・ワンなんていうのは、その時代に数人しかいない。言うまでもないが、これは私自身には使用不能な、五大元素アベレージ・ワン専用の術式なんだ。……くそ」

　最後にボソリと漏らしたのは、まさしく師匠の本音だったろう。

「加えて言えば、彼女の家の魔術は力の流動と転換を主眼としていてね。これは基本にして万能の性質だ。だったら、あらかじめその五つの属性を眼前に浮かべておけば、魔力のパターンだけは事実上あらゆる種類を構築できる。魔術というよりも、単なる『力』の垂れ流しではあるがね。どんな悪魔がこんなことを仕組んだってぐらいに、魔術の性質が五大元素アベレージ・ワンと相性が良すぎる」

「…………」

　……思い出した。

　その性質を使って、シンガポールではアトラス院の魔術にすらハッキングを仕掛けたのである。あの時は礼装・観測球ルクスカルタを使ってのハッキングだったが、今回はさらに応用して、魔術同士の激突にまで即時適用してのけた。

　これは、もはや暴力イカサマだ。

　相性などと言ってはいるが、つまるところ百度やって百度勝つ、完璧な後出しジャンケンに他ならない──！

「いいわねこれ！　最初の解析だけは時間かかるけど、相性勝ちしか目指さないから、魔術の規模はそこそこでオッケー。だったら魔力で生み出す疑似宝石で十分！　最高に経済的じゃない！」

　凛のはしゃぎようが、いかにも彼女らしかった。

「なら──！」

　伊妻と呼ばれた黒服の女が、琵琶をかき鳴らす。

　心を躍らせるような律動が、こちらを襲っていた折り紙の鳥獣たちを、凛に差し向けようとする。

　だが、

「通しません！」

　今度は、自分の出番だった。

　他はなんとかすると言った凛が約束を守ったのだから、ここは自分が死守する。

　アッドの形態が、再び変化する。

　今度は鈎槍。

　榛の短槍から、石段の戦場ではこれがベストと考えたのだ。

　実際、不安定な足場でも十分に力が乗せられた。そして、技術を必要としない単純な膂りょ力りょくならば、自分はこの場の全員を上回る。

　鐘つきにも似た、硬い音が鳴った。

　衝撃で、榛が短槍の片方を取り落とす。

　ほぼ同時に、

「今度は、こっちから行くわよ！」

　ぐるん、と凛の手前で五つの光が回った。

　ふと、思った。

　おそらく、きっかけは師匠の鑑定眼なのだ。

　略奪公と呼ばれた師匠の目は、いくつもの魔術の深しん奥おうを見抜いてきた。だからこそ、それらの魔術に存在する共通項をも抽出してのけたのではないか。優秀な建築家が、異なる文化の建物であってもその基礎となる部分を見抜けるように、師匠は魔術の中心をいつも見定めようとしていた。

　そして、その長年の研究は、遠坂凛の手によって結実した。

「Die Instrumente wurden gestimmt調律開示. Rote Nummer acht紅の八番! Rotes Blut brennt im Regen紅蓮の雨!」

　またも詠唱より早く、赤い魔力の光が迸る。

　それらの光が貫くと、伊妻が操っていた折り鶴の大半が燃え始めたのだ。

　紙ならば燃える。本来魔術には適用されない当たり前の事実を思い出したように、夜劫の神秘が失落する。師匠がつくりあげた術式を用いて、ほとんど即興で凛の組み合わせた結果が、天敵の一手に仕立て上げられる。

　師匠が夢見た、魔術師の完成形のひとつがここにある。

（……天才にもほどがある）

　今なら分かる。

　彼女こそは、エルメロイ教室の新たな核爆弾。

　あのルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトが同格と認める、魔術の申し子。

「まっかせなさい！」

　淑女らしからぬ勝ちどきをあげて、遠坂凛の手にさらなる魔力が駆動した。
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　跳躍したエルゴ自身が、驚いていた。

　これほど高く、跳べただろうか。

　これほど遠く、跳べただろうか。

　まるで、細胞のひとつずつが変化しているようだった。

　身の内に、驚くほどのエネルギーが横溢している。

　この山に渦巻く魔力のせいか、それとも若瓏ルォロンによって呼びかけられた──と、エルゴの全身が感じたためか。

　たった三回。

　それだけの跳躍で、儀式の場にエルゴは着地した。

　数十人の夜劫の術者に取り囲まれて、巨大な白い翼は、すでに半分以上が黒く穢されていた。術者たちはトランス状態にあるのか、エルゴの存在に気づきすらしなかった。

　ただひとり、翼のすぐ近くで、男が振り返った。

　額に切り傷のある男だった。

「夜劫雪信……」

「君もあの事務所にいたな。エルメロイⅡ世の弟子か」

　どこか疲れたように、雪信が言った。

　その瞳は、エルゴの背中に据えられている。三対六本の幻手が見えているということだった。

「彷徨海の魔人と因縁浅からざるようだ。名を聞こうか」

「エルゴ、といいます」

「コギト・エルゴ・スム、か」

　我思う。ゆえに我あり。

　以前、凛とⅡ世も話していた言葉だった。

　エルゴの名前の大元は、そこではないかと。実際に名付けをした者が、いかなる理由でその言葉を選んだかは謎だが、エルゴ自身も奇妙な共感を覚えているのは本当だった。

　僕が思う。だから僕はここにいる。

「ひょっとして、源馬の面を持っているのか？」

　と、雪信が言った。

「はい」

　腰につけたバッグを、エルゴが押さえた。

「あの兄が面を他人に渡すとは。よほど君は気に入られたらしい」

　困ったような、それでいてどこか嬉しそうな声だった。

　どんな兄弟だったのだろう。

　夜劫の跡取りとして育てられながら、途中でその使命を奪われた兄。才能がありすぎたために奪ってしまった弟。

　それでいて兄は、面打ち師になれたことを喜んでいた。弟は己を解放してくれたのだと語っていた。

　ならば、弟は？

　雪信の方はどう思っているのだろうか。

「なら、使うといい」

「……いいえ」

　と、エルゴはかぶりを振った。

「どうしてだね？」

「かぶる時は選べ、と言われました。多分、この面はあなたと戦うためにもらったわけじゃないんです」

「なるほど。君には君のこだわりがあるらしい」

　言って、雪信は翼を見やった。

　巨大な翼は、巨大な樹木にも見えた。

「ぁ……」

　エルゴの唇から、熱い吐息がこぼれた。

「……あいつの、翼だ」

　どれほど変わり果てても分かる。

　分からないはずがない。

　あいつの幻翼。海と嵐の匂いを嗅いだ気がした。不思議なほどに胸が熱くなった。己の全部が心臓に変わったみたいで、指先までビリビリした。

　何だろう、これは。

　一度、エじルぶゴんがバラバラにされて、組み直された気分だった。

「若瓏ルォロンが、そこにいるんですね」

「彼のことが気になるか」

「はい」

　キッパリと返して、エルゴがうなずいた。

「僕は、あいつに勝たないといけないんです」

　まっすぐに、見つめる。

　雪信は、一度、瞬きした。

「……驚いた。今朝とは、別人みたいな顔じゃないか」

　そうだろうか。

　事務所で目覚めたときも、生まれ変わったように感じた。

　あれからたった半日で何が変わるはずもないが、少なくとも、己のしたいことがハッキリしたのは本当だった。いまだ胃の底に、溶岩みたいな感情が横たわっている。こんなにも赤熱せきねつして、黒々とねじれて、己の存在を主張している。

　──あいつに、会いたい勝ちたい。

　記憶が戻ったわけではない。親友だとか勝手なことを言っていた若瓏ルォロンについて、何がしか思い出したわけじゃない。

　それでも、この心臓は高鳴ってしまう。

　あれほどに完敗した己の同胞はらからに向かい合いたい、と。

　そして、同時にこうも思うのだ。

　夜劫アキラをどうにかしてやりたい、とも。

　──『できるだろう？』

　そんな己を送り出してくれたエルメロイⅡ世に、きちんと向き合いたいとも。

「もうすぐ収穫の時だ」

　巨大な翼の根元で、雪信が言う。

「彷徨海の魔人には栄養になってもらう。私の母と彼の師匠の賭けの報酬としてね」

「賭け？」

　その問いに、雪信は答えなかった。

　こだわらず、エルゴはまた訊く。

「アキラさんも、そのための犠牲に使うんですか」

　今度のエルゴの問いに、雪信の眉間の傷がかすかに歪んだ。

「だったら、君はどう思う？」

「少し前まで、分かりませんでした」

　そうだ。

　たった数ヶ月前、海賊島のエルゴはあらゆる価値観を是とできた。あの頃だったら、魔術師の非道さだって、そういうものだと受け入れることができたろう。

　ぼんやりとしていた。

　満ち足りていた。

　幸せだった。

　いつ死んだって、別に構わないぐらいに。

「今の僕は、それが嫌なんです」

　そんな風に、変わってしまった。

　両儀未那の言葉を思い出す。




　──『あなたは記憶を失ったんだろうけど……それは失っただけじゃなくて、何もない今を得たということじゃないかしら』




　あれは、正しくエルゴを表していた。

　記憶を失ったときのエルゴはもっと自由で、多分、もうあれほどの自由さはない。たった半月足らずで──ひょっとしたら、たった一日で手放してしまった。

　恥ずかしい、と思うようになった。

　情けなさを、感じてしまった。

　悔しさを、知ってしまった。

　代わりに、熱を得た。

　今も、この心臓には、見えない炎が宿っている。

「源馬さんに言われました。アキラを助けてやってほしいって。僕もそうしたいと思っています」

「源馬からか」

　どこか優しく、雪信が苦笑した。

「この儀式のために、私は源馬の面を使うよ」

　近くの黒い台に、木箱が置かれていた。

　その木箱を、男が開ける。

　中身は面であった。

　額のあたりから二本の角が突き出ており、目は吊り上がった三日月に似ていた。

　鬼の面。

「鬼哭」

　それは、面の名であったろうか。

　面を、雪信が自らの顔にあてがうのを、エルゴは止めなかった。

　特別なことが起こるわけじゃなかった。

　とん、と小さく雪信が跳ねた。

　膝を曲げず、足首の動きだけで、驚くほど跳ねる。

「白兎……？」

　そんなことを、思った。

　奇妙なことだが、白いスーツと身軽な動きが、兎に紛ったのだ。

　鬼面から、こんな声がこぼれた。

「とうとうたらり　たらりら」

　とある演目で、使われる歌だった。

　翁、と呼ばれる演目だ。

　能楽師が演じるが、能とはされない。あくまで儀式として扱われている。

「たらりあがり　ららりとう」

　陀羅尼歌が基礎になっている、という説もある。

　いずれにせよ、娯楽ではなく、神前の儀式として使われていることには間違いない。

「ちりやたらり　たらりら　たらりあがり　ららりとう」

　今度は、雪信ではなく、トランス状態にある周囲の術者たちが唱えた。

（これ以上は──！）

　正体が分からずとも、悪い予感が最大級に鳴り響いていた。

　エルゴが、地を蹴った。

　水切り石のように、たった二歩で二十メートルの距離を跳ぶ。

　幻手が伸びる。

　合わせて、ゆるり、と雪信の足が動いた。

　弧を描き、正面から突進したエルゴへと、爪先が吸い込まれる。

「ッ────！」

　信じがたい一撃だった。

　突進したエルゴが、同じだけの距離を吹き飛ばされていた。

　車の正面衝突だってたやすく受け止める幻手が、ビリビリと痺れている。

　鬼の面をかぶったまま、雪信はさらに囁く。

「所千代までおはしませ」

「我等も千穐さむらはう」

　夜劫の術者たちが歌う。

　それに応じて、大地と大気が振動する。

　揺れる。

　揺れる。

　揺れとともに、世界がズレていく。

　固有結界、と呼ばれる魔術がある。

　魔術の極みと言われるその術式は、つまり限定的な秩序の改かい竄ざんを意味する。今起きていることは、極めて近しい現象であった。

　鬼面が歌う。

「とうとうたらり　たらりら

　ちりやたらり　たらりら

　たらりあがり　ららりとう」

　その響きが、何もかもを揺らす。

　儀式の中央から広がった、巨大な翼さえも揺れた。

　巨大な翼から舞い落ちる羽根が、地面に触れるたび、邪蛇まがなわへと変わった。

　うぞうぞと地表を何十も黒く這い回る、おぞましい蛇へと。

　いや、問題はそれではなかった。

　その蛇が、たちまち雪信の身体を覆っていったのだ。

「何を……！」

「君たちが来てくれて良かった」

　小さく、鬼面の雪信が言った。

　まとわりつく蛇を追い払おうとはしない。

「母さんはいない」

　這い回る鱗が、服に擦れる音が聞こえるようだった。

「榛も、伊妻もいない」

　また、呟く。

「実際に儀式に入ったら、私が排除しようとあれこれ用意もしていたんだが、どうやらその必要もなくなった」

「どういう、ことですか」

　話が違う。

　どうして、雪信が、母である夜劫朱音やその部下を排除する必要があるのか。

「誰も、私を止めない」

　無数の蛇にたかられながら、鬼面が言った。
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　本堂は、ひどく静謐だった。

　儀式の影響を、屋敷の正門からこの本堂までの範囲だけは受けないように、二重の結界を張られているためだ。儀式の状態を確認するために、いつもと変わらない環境も必要なのであった。

　正しく計測するために、秤はかり自体は実験の影響を受けてはならない、というようなものだ。

　もっとも、儀式が終わるまで、この本堂に戻るとは思っていなかったが。

「…………」

　じきに、彼女の願いは叶う。

　夜劫の宝が喪われると、ずっと危惧していた年月は報われる。

　本堂の廊下を、渡った。

　朱音を呼んだ相手は、その奥だ。

　襖を開き、

（……おっと）

　と、朱音は密やかに唸った。

　正座した男が纏っていたのは、黒紋付きの羽織袴であった。

　言うまでもなく、現代における第一の正装だ。つまりはその正装に相応しい話をしにきたのだ、と伝えている。いかな儀式の真っ最中とはいえ、こちらの都合だけであしらえない装いであった。

　実際、この男の来訪によって、朱音は儀式から引き戻されることとなったのだ。

（なかなか、一筋縄でいかないじゃないか）

　思いながら、一礼する。

「久しぶりだね、婿殿」

「お久しぶりです、夜劫朱音さん」

　スッと立ち上がり、礼を返したのは──両儀幹也であった。
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　頭を下げた幹也に、

「ああ、楽にしてくれ」

　と言って、朱音はその前に座った。

　わざと、立膝で座る。長くはいてやらないぞ、という意思表示である。

　ペースの握り合いを楽しみつつ、朱音は改めて口を開いた。

「両儀の会合以来、か」

「そうなります」

「相変わらず、この稼業が似合わない顔をしてる」

「そうですか」

「そうさ」

　ククッ、と喉を鳴らす。

　それから、言った。

「手短に行こう。こんなタイミングで来るってことは、うちが何をやってるかはご存じなんだろう？　そちらが紹介した時計塔の魔術師が何をやらかしたかもな」

「待ってください」

　と、幹也が制止したのだ。

「右手が、痛むんですか」

　彼が見つめたのは、朱音の右肘のあたりだった。

　確かに、もううまく動かない。外見は取り繕っているが、神経うちがわは焼けてしまっている。霊薬を飲み、可能な限り痛みを遮断しているつもりでいたが、不自然な仕草を見抜かれてしまったか。

「治療をしなくてもいいんですか？」

　困ったことに、本気で心配しているらしかった。

　呆れ半分で、朱音は返す。

「いいさ。こいつはもう、これからずっと痛むんだ。身体が変わらない以上、私が慣れていかないとね」

　軽く揉むようにして、唇を歪めた。

　そう、この身体は換えられない。五十年ほども神秘と生きてきたが、これからは切り離されて生きていく。

　だから、この話し合いはリハビリのようなものだ。

　喪ったものはもはや取り返せずとも、ほかのモノで埋めようとする尊厳回復行為。

　その様子を見てから、幹也は口を開いた。

「さっきの話ですけれど、大まかなところは、エルメロイⅡ世さんがメールを送ってくれました。僕の依頼を果たすために、夜劫そちらと事を構えることになるかもしれないとも」

「へえ、一体何を依頼したんだ？」

「最初、夜劫そちらからは夜劫アキラを取り戻すために力を貸してほしい、と言われましたね」

「ああ、そうだった。あんたが人捜しが得意とか聞いてね」

「僕はエルメロイⅡ世さんに、アキラさんを助けてほしい、と言いました」

「ずいぶん曖昧な依頼をしたもんだな」

　つい、朱音は苦笑してしまった。

　洋の東西を問わず、神秘に携わる者なら、そもそも思考にのぼらない選択肢だ。

　両儀が神秘をやめているのはもちろんだが、だからといって、こうまで気の抜けた台詞を抜け抜けと口に出せるのは、ただ者とは言いがたい。

　かすかに目を細めて、

「……怒ってるわけじゃないのかい？」

　そんなことを訊いた己に、朱音は少し驚いた。

「どうしてですか」

「なんとなくね。あんたは筋金入りの人道主義者ヒューマニストなのかと思っていた。でも、どうやらそうじゃない。外道って意味なら相当に道を踏み外した私たちだけれど、あんたの雰囲気からは怒りや蔑みといったものが感じられない」

「夜劫アキラが苦しんでいるのなら、それを取り除きたいと思っています」

「ああ、そうなんだろうさ。つまり、そのふたつがあんたの中で矛盾してないってことになる。最初は両儀の家がよほど肝の太いカタギを婿入りさせたのかと思っていたが、ちょっと違うらしい」

（……違うどころか）

　不思議なものを、朱音は感じていた。

　両儀幹也は、決して鋭い洞察を語っているわけではない。強いカリスマ性を感じるというタイプでもない。

　なのに、つい聞き入ってしまう。

　むしろ、朱音自身が余計な口を叩いてしまう。

　この男と、もっと話してみたい、なんて気分になってしまう。

（……これは危険だ）

　己のような術者にとっての毒だ。

　立て膝をすっと下ろした。

　ここで、留めなければならない。他の術者に会わせてはならない。

「……そうか。だから、か」

「なんのことです？」

「いいや、関係のないことさ」

　そう言ってから、付け加える。

「正直に言っておこう。今回の儀式で私のやれることは終わった。なにしろ雪信のような才能はない。なんとか祭りを切り盛りした段階で、お役御免だよ」

「祭りですか」

　幹也の視線が一瞬畳に落ちる。

「アキラさんはどうなりますか」

「なんともならないさ」

　朱音が肩をすくめる。

「お前は、それを聞いてどうするつもりだよ」

「僕は、魔術のどうこうはよく分かりません。橙子さんの話もきちんとは覚えていないし、エルメロイⅡ世さんの説明も多分半分も理解できていません」

　ひとつずつ、丁寧に幹也が言う。

　実際、両儀の家と関係するまで、彼はまったくの一般人だったはずだ。朱音も一応彼の生まれや育ちについて調べたことはあるが、高校時代、両儀家の跡取りと同級生になるまで、彼の周辺で神秘にまつわる出来事は起きていない。

　以降、冠位魔術師・蒼崎橙子に雇われたのも考えれば、もっと魔術に染まっていてもいいはずなのに、不思議なぐらい、そういう雰囲気に欠けていた。

「でも、気になることがあるんです」

「気になること？」

　聞き返した朱音に、幹也はまっすぐ顔を上げた。

　芯の通った背筋と、その背筋を美しく見せる黒い羽織が、彼の声を後押ししたように思えた。

「誰が最初に犠牲者だったのか、です」

「お前……」

　朱音が言葉に詰まった。

　確かに、それは達し得るのだ。

　両儀幹也が魔術に詳しくなくても、発想としては辿り着ける。だが、それはどういう才能によるものだ？　卓越した推理力か？　それとも──？

　草のごとく穏やかに、幹也が言う。

「最初に犠牲になったのは、本当に夜劫アキラだったんですか？」
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「誰も、私を止めない」

　雪信の身体を、蛇が這い回る。

　うぞうぞと蠢く無数の蛇が、男のかぶった鬼面だけを残して、白いスーツを満遍なく蹂躙していく。

（何が──?!）

　エルゴが、目を見張る。

　眼球に、魔力を集中する。

　魔術師たちの使う『強化』だった。

　普段から、常人の数倍は敏感なエルゴの感覚が、さらに引き上げられる。

　それで、気づいた。

　雪信にまとわりついた蛇と別に、彼が自然と実行している、もうひとつの異常に。

（呼吸……？）

　息吹、ともいう。

　極東の魔術は、呼吸法を重視するという。

　呼吸によって悟り、呼吸によって天地と合一し、呼吸によって神々をも揺り動かす。

　この極限の状況下にあって、雪信の呼吸は乱れひとつない。

　個人の魔力たる精オ気ドと、世界の魔力たる大マ源ナの境目が識別できないほどに、彼はこの山と一体化している。

（面のせい──？）

　おそらく、それも大きい。

　顔にあてがわれた鬼面が、雪信の魔力と山の魔力を繫いでいる。混ざり合わぬはずのものを、強引に混ぜ合わせ、ひとつにせしめている。

　鬼とは、そういう存在だからか。

　人でもなく、自然でもなく、その間に立つ存在。

「うず」

　鬼面の下で、雪信の唇が囁く。

　言祝ぐような、霊威に満ちた声音であった。

　途端、夜劫の術者たちから、魔力が誘導された。

　凛とグレイを苦しめた、古代の権能にも等しい集団術式である。しかも、極限まで圧縮された呪文は、西洋魔術でいうところの一小節ワンカウント。サーヴァントの高速神言にも匹敵する絶技であった。

　水が逆巻く。

　エルゴを中心に、渦巻となった。

　そのまま一気に圧縮する。敵の座標から直接現出する術式は回避不能にして防御不能。かつ、おそるべき水流の圧力プレッシャーは、鋼であろうが捻じ曲げるほどの威力に達していた。

「…………」

　対して、エルゴは幻手を差し入れた。

　凄まじい水の流れを、そっ、と優しく巻き取ったのだ。

　カタチのないものを、実体を持たない幻手が誘導する。まるで、柔やわらを液体にかけたかのように、水渦はみるみる収まっていった。

「ほむら」

　炎の壁が、そそり立つ。

　耐火に優れた魔術師の肉体であっても、骨まで焼くほどの業火であった。エルゴの跳躍能力をも見極め、夜空を覆うほどの高さに構築される。

　確実に彼を阻むはずだったその壁に、エルゴは挑んだ。

　炎の壁を、幻手はまるで柔らかな粘土のようにこそげとったのだ。

　柔らかく円弧を描くその身体技術に、

「八卦掌──？」

　と、鬼面が呻いた。

（……ああ）

　と、エルゴは思う。

　雪信は知るまい。

　それは、若瓏ルォロンがグラントウキョウ・ノースタワーで見せた技だった。

　当時のエルゴは暴走状態にあったが、それでも周囲に起きたことは覚えていた。竜喰らいの青年のなした技が、どのような原理に則り、どのような効果を現したのか、知覚していたのである。

　八卦掌。

　天地万象を表す八卦から名付けられた拳法は、不思議なほど幻手にも馴染んだ。若瓏ルォロンにこの技術を教えた師も、そうした特性を想定していたのだろうか。

（気の活用……？）

　おそらく、若瓏ルォロンの八卦掌は、現代で一般に知られたそれとは、だいぶ異なる技法なのだ。気の精密な運用を前提にした技術は、同様に魔力を運用することにも通じた。

　だからこそ、今。

　炎の壁を破り、エルゴが正面に雪信を捉えた。

「天あめ切る、地つち切る、八や方も切る」

　雪信も、準備をしていた。

　蛇の這い回る手に、白木の鞘が握られている。

「天に八やち違がい、地に十の文ふ字み、秘ひめ音ね」

　凛の魔術もガンドも無効化せしめた村正である。

　半身を滑らせ、右手を柄に乗せて、居合いの構えをとる。

　針先よりも細く、ただ細く、剣士の意識が凝集されていく。白いスーツの内側から、魔術回路を疾駆する魔力が帯電し、蛇もあいまって侍の鎧のごとく見えた。

「一ひとつも十々とおとお、二ふたつも十々、三みつも十々、四よつも十々、五いつつも十々、六むつも十々」

　前にのめった姿勢が極端に低い。

　まるで、蜘蛛か甲虫だ。

　三対六本の幻手を持つエルゴが修羅ならば。

　妖刀村正をもって迎え撃つ雪信よ。汝は異形の羅刹か。

「ああああああっ！」

「ふっ切って放つ、さんびらり」

　上段から、神速そのもので振り落とされる幻手。

　対するは、一切の起こりなく、下段から虚空を斜めに断つ無念夢想の閃光やいば。

　どちらも極限。人知の外に位置する速度。

　しかし、

（──斬られる！）

　と、エルゴは直感した。

　コンマ一秒、いやさらに数十分の一の差で、遅れるという確信。

　交錯は、刹那だった。

　がくりと膝をついたエルゴの後ろで、

「……なるほど」

　と、呟きがこぼれた。

「それは、あなたの喰らった神ですか」

　たたらを踏み、村正を見やった。

　美しい刃に、砂がこびりついていた。

　雪信のスーツの上半身が、斜めに引き裂かれている。

　交錯した瞬間、エルゴを切るはずだった刃が、突然砂と化した幻手によって咥え込まれ、残った幻手が雪信の上半身を切り裂いたのだった。

「僕の、神……？」

　知らない能力だった。

　孫行者ではない。

　ならば、二柱目の神に由来するものだろうか。

　だが、振り返ったエルゴは、別のことに目を剝いた。
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「どういうことだ？」

　朱音が、尋ね返す。

　最初に犠牲になったのは、本当に夜劫アキラだったのか。

　そんな風に、幹也が訊いたのだ。

「どうして、そんなことを思った？」

「順番の問題です」

　と、幹也は口にした。

　夜劫の本堂にいながら、彼の表情は穏やかだった。

　ただ、今はその穏やかさに、かすかな哀しみが滲んでいた。

　誰かの痛みに共感する、ひどく当たり前で──朱音のいる世界では希少すぎる反応。

「神がん體たいという魔術の品のせいで、夜劫雪信さんに拒絶反応が出たと聞きました」

　嚙み締めるように、幹也が言う。

　それはエルメロイⅡ世が伝えたことだった。

「だったら、その時点で、雪信さんの身体が回復不能な損傷を受けていたとしたら？」
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「それ、は──」

　と、エルゴが絶句した。

　振り返った雪信の、スーツの内側であった。

　スーツはもちろん、胴体にきつく巻かれていた包帯も破け、肌が露わとなっている。

　ひどい状態だった。

　左脇腹から胸部までが爛ただれ、その中心がじゅくじゅくに膿んでいる。崩れすぎた肌と肉の境目が曖昧になって、ただおぞましい肉塊としか分からない。赤黒い中に、白いものが点々と浮いているのはどうやら蛆うじらしかった。

　これまで臭いで気づかなかったのは、神がん體たいを剝がした右手と違って、包帯の内側に何らかの術式が刻まれていたためか。やや離れていても、鼻孔の奥を刺激するほどの腐臭だった。

　生きている人間からするとは、思えない臭いであった。

「もともと、私の身体は駄目になっていたからね。一部ずつ移植したんだが、右手が一番マシな部類だったのさ」

　薄く、雪信が笑う。

　それで、エルゴにも理由が伝わった。

　いや、そもそも若者は知っていたのだ。ここに来る前、エルメロイⅡ世によって、可能性を示唆されてもいた。絶句したのは、その被害が想像以上だったからに過ぎない。

「……神がん體たいの拒絶反応ですね」

　源馬が言っていたではないか。

　雪信は才能に溢れていたが、唯一神がん體たいを受け容れる資質はなかったと。

　だが、その神がん體たいを再移植するまで、どれほどの時間があったろう。

　最初はアキラの姉のメイに移そうとして失敗したというが、それまで夜劫雪信は、いかなる苦痛に耐えていたのか。

「拒絶反応を抑えるのに、ずっと精オ気ドを費やしていた」

「ずっと？」

「一日中。歩くときも走るときも、寝るときも起きるときも。話すときも聞くときも、泣くときも笑うときも」

　当たり前のように、雪信が言う。

「でないと、神がん體たいは私の髄を──君らの言う魔術回路を乗っ取ってしまいそうだったので。そして残念ながら、剝がした後も大して変わらなかった。精オ気ドで保護し続けなければ、魔術回路がどんどん腐っていくありさまでね。その精オ気ドを魔術回路で生み出しているわけだから、まあ肺が四分の一になったようなもんだ」

「…………」

　エルゴが、息を止める。

　凛から聞いて、魔術回路がいかに魔術師にとって重要かは知っていた。

　神経の裏側に潜む、神秘に欠くべからざる器官。

　肺が四分の一になったという形容はけして大げさではない。魔術師にしてみれば、それは何年もの間まともに呼吸を許されない、というような事態だろう。

　そんな状態で、夜劫雪信はずっと生きていたのか。

　そして、今日は──。

「──あなたは、ずっと手負いのまま戦っていたんですか」

「いいや、君が思っていることはむしろ逆だ」

　と、雪信はかぶりを振った。

「今日の私は、本来の私以上だ。ここ数年、ずっと魔術回路の保護に費やしていた精オ気ドを、すべて儀式と戦いに使える。こんなに身体が軽かったことはない」

　砂のこびりついた村正の刃を、血に濡れたスーツの袖で拭う。

　それから、こう付け足した。

「……だから、母はこれが最後の機会だと思ったんだろうが」
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「…………」

　数秒、朱音は間をおいた。

　目を細め、右手を何度か摩さすった。

　それから、

「……雪信の身体なら、その通りだよ」

　と、認めた。

「ご推察通り、神がん體たいの拒絶反応がひどかった。一定の確率で黒櫃には起きることだが……とはいえ、あの才能を見過ごせるはずがない。夜劫にとっては百年にひとり、いや千年にひとりの才だ」

　朱音の言葉は、神秘に携わるもの特有の冷たさを張り詰めさせていた。

　子の命が惜しい、ではない。

　子の才が惜しい、と言ったのだ。

「そこに、彷徨海が賭けを持ちかけたのさ。彷徨海の弟子が、うちの黒櫃──アキラを攫う。攫うのに成功したら、彷徨海がアキラを好きにする。失敗したら、うちが彷徨海の弟子を好きにしていいとね」

「エルメロイⅡ世さんからも聞きましたけど、魔術師の組織のひとつでしたか」

「ああ、魔術協会でも一番古株。その分秘密もてんこもりってところさ」

　朱音が肩をすくめる。

「死にかけた雪信を癒やす──と言えば簡単だが、あれだけ拒絶反応が進めば、生半可なことじゃない。ほとんど蘇生の領域さ。だが、ちょうど夜劫の行ぎょうは、そういうことにも長けていてね。なにしろ神がん體たいの元になっているのは、何度も蘇生させられた神なんだ」

「アキラさんは白い兎が嫌いだった、と聞きました」

「因幡の白兎の話か」

　と、朱音が苦く笑った。

「その通りだ。術式としてはあの神話が元になっている。白兎を助けたオオナムチは兄弟に嫉妬され、赤熱した大岩に轢き殺されたからね」

「兄弟にですか？」

「それは君主ロードから聞いてなかったのかい？　そいつは半端な仕事をしたもんだ」

　ため息をまじらせつつ、朱音が唇を歪める。

　ここにも、血族殺しの神話があった。

　仕方なさそうに、夜劫の当主はその続きを語る。

「死せるオオナムチを生き返らせるため、オオナムチの母親は二柱の貝の女神を連れてきた。どうしたか分かるかい？　女神の身を削らせて薬にしたんだよ。はは、彷徨海の弟子は竜を喰らったとかいう触れ込みでね。だったら言うことなしってもんだ。あとは神がん體たいを揃えて、彷徨海の弟子を生贄に使わせてもらうだけで、綺麗に完成だろう？」

「…………」

　やっと、材料が揃った。

　そもそも、出発点が違っていたのだ。

　夜劫朱音にとって、アキラを取り戻すのは目的ではなかった。それらを撒き餌として、彷徨海の魔人──白若瓏バイ・ルォロンを捕らえることこそが、彼女の狙いだったのである。

　神がん體たいを移植するというのも、あくまで中間地点。

　最終的に、夜劫雪信を治療することこそが、母の望みであったのか。

「──だけど、雪信さんが癒やされたいとは限らないでしょう」

　幹也の言葉に、朱音の指がぴくりと動いた。
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　自分たちは、儀式に向かう石段を走っていた。

　凛が叩きのめした夜劫の術者たちは、そのまま放置してある。あれだけの魔術戦で、命に別状のありそうな人間が出なかったのは、さすがの打たれ強さというべきか、はたまた凛の魔術の精度を褒めるべきか。

　これまでと同じように、いくつもの黒い鳥居が立ち並んでいる。

　背中から押し寄せていた、巨大な赤子のごとき圧迫感は、すでに自分たちを通り越していて、巨大な翼へと吸い込まれていった。

　圧迫感だけではない。

　山に凝っていた瘴気のほとんどが、石段の上へと流れ込んでいく。

　そんな中で、自分は振り返ったのだ。

「夜劫雪信が、死にかけている……？」

「ああ。来る途中で、エルゴともその可能性を話していたがね」

「文字通りの死力、死兵。なら納得はできちゃいますね。時計塔でもあれほどの強者はほとんど見ませんから」

　凛が返して、訊く。

「でも、何か確証があるんですか」

「仮説だよ。だが、可能性は高いだろう」

　息を切らせつつ、かなう限りの速度で走りながら、師匠が言う。

　自分たちだけならもっと速く行けるかもしれないが、まかり間違えて、師匠が人質に取られたりしたら本末転倒である。師匠もそれが分かっているから、エルゴを先行させたのだろう。

「なぜなら、本来、魔術師は身内を大事にするものだからだ」

「……それは、夜劫の場合逆じゃないんですか。師匠」

「逆じゃないさ。つまりこれは、身内同士を天秤にかけた場合なら、どちらかの身内を犠牲にすることもあり得る、ということだろう？」

「あ……っ！」

　何度も何度も。

　何度も何度も、師匠も凛も同じことを言っていた。

　魔術師は弟子や身内に甘いものだと。先祖からの神秘を引き継がせなければならないのだから、場合によっては自身の命よりも大事にするのだと。

　ならば。

　失うものが、身内同士なら？

　もしも、子どもと孫を同時に失おうとしているのならば、そこには優先順位が必然的に発生するのではないのか？

「私たちは、誰かに受け継がせていくものだ」

　師匠が言う。

「受け継がせないことには、何ひとつ始まらない。根源に辿り着きたいという私たちの目的は、到底一世代で辿り着けるものではない。日本の術者たちも同様だろう。彼らは根源を求めるのではなくて、神がん體たいを保持することを優先しているらしいが、いずれにせよ子孫なしには為し得ない」

　連綿と繫がれていく、人間の意志。

　ある意味では祝福だろう。

　ある意味では呪いだろう。

　師匠は、暗い面持ちで言う。

「この出発点をもって、時計塔では冠位指定グランド・オーダーなどというわけだが……その順番がひとつ狂えば、こうなる」

「……子殺し」

　と、自分は呟いた。

　自分が助かるために、子どもを殺す。

　あるいは、子どもを助けるために、孫を殺す。

（……我が子を喰らう、サトゥルヌス）

　前に、師匠の言っていた絵画を思い出す。

　神話の時代から語り継がれた、子殺しと親殺し。

「だから、因幡の白兎だったんだろう」

　そう言った師匠の視線の延長上──石段の先で、巨大な翼が震えた。
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　鬼面のまま、雪信は笑った。

　くぐもった声は、傷ついた獣が唸っているようにも聞こえた。

「因幡の白兎にもあるだろう。ワニザメによって皮膚を食いちぎられた白兎は、オオナムチの知恵によって回復した。そのひそみにならって、私を回復させることもできた。これほどの呪体があるんだから」

　呪体というのが、何のことかはすぐに分かった。

　若瓏ルォロン。

　青年の身体も、青年が喰らった竜も、儀式の呪体としてはこれ以上ない代物だろう。正しく使えたならば、夜劫雪信の傷を癒やすことも叶ったろう。

「……だけど、私はそれを望まない」

　雪信が囁く。

　そのとき、地の底から、奇妙な音がこだましたのだ。

「これって……」

　異変に、エルゴは足下を見下ろした。

　足の裏から、何かがどんどんと押し上げてくる。

　ずっと足下から感じていた振動が、どんどんその激しさを増してくる。もはや軽度の地震にも等しい。霊的な感覚の鋭いものであれば、これだけで転倒してしまいそうだった。

「胎動だ」

　と、雪信が言った。

「神がん體たいが揃い、これほどに賦ふ活かつされたのは、おそらく神話の時代以来のことだろう。神がん體たいと深く結びついたこの山自体が、反応しているんだ」

　この山こそが神なのだと、Ⅱ世も何度か言っていた。

　長年の信仰と生活によって確立された、限定的ながら、極めて強力な魔術基盤なのだと。

　それから、雪信が腹部に触れた。

「この日のために、準備していた」

　言って、村正の切っ先を腹部にあてがう。

「な──！」

　躊躇なく、白刃で脇腹を切り裂いたのだ。

　だらだらと垂れる膿が、その指を容赦なく汚す。

　汚お穢わいな液体にまみれながら、雪信の手が足下の蛇の一匹を摑んだ。

「お前にやろう、アキラ。お前の好きにしていい」

　蛇を、雪信が脇腹にあてがった。

　その脇腹から、ずるりと蛇の頭が潜り込んだのである。

「ッ──！」

　エルゴが止める間もなかった。

　膿んだ傷口から骨の隙間をくぐって、蛇が身体の内奥へと滑り込んでいく。痛覚が消えているわけではないことは、ぼこぼこと雪信の肌が波打つたび、鬼面がこぼす呻きからも明らかだった。

　やがて、同じ傷口から蛇が抜け出た。

　口に、肉塊を咥えていた。

　何かの器官らしかった。

　たちまち、他の蛇の間を縫って、翼の根元へと這っていく。

　翼の一角が、それを吞み込んだ。

　また、翼が震えた。

　すでに七割以上黒く染まっていた翼が、痙攣するように震えると、ますます多くの羽根を撒き散らしながら、その姿を変えていく。

「すまない、アキラ」

　と、雪信が言う。

「私は、ずっとこうしたかったんだ」

　懺悔には聞こえなかった。

　単なる表明。ただの確認。

「癒やしはいらない。死ぬのもかまわない」

　長い時間をかけて器にたまった雫を、今こぼしていくように。

「ただ、私は──」
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「娘可愛さで、あれが儀式を壊すって言いたいのかい？」

「…………」

　少しだけ、幹也は沈黙した。

　本堂に、耳が痛いほどの静けさが満ちていた。

　夜劫の屋敷は、完璧に外界と切り離されている。

　幹也がやってくるまでの道路も平和なもので、すぐ近くで魔術師たちの戦いが起きているなど信じがたいぐらいだった。

「多分、そうじゃないんです」

　と、幹也はかぶりを振った。

「娘を愛しているからという理由なら、そもそも夜劫アキラを夜劫に預けたりしなかったでしょう。夜劫メイが神がん體たいの拒絶反応で亡くなったのは事故だとしても、アキラを引き戻してまで神がん體たいを移植させる理由がない。仮にあなたの命令だったとしても、アキラと一緒に逃げてしまえば済むことです。考えて決断するぐらいの時間はあったでしょう」

　そんな中で、彼の口調は静けさにも引き摺られない。

　放課後の教室のように、昼休みの事務所のように、病院の廊下のように、はたまた夕焼けの公園のように、出会う人々がふっと表情を緩ませてしまうような何かを宿しているのだった。

「あなたも、夜劫雪信がそういう人物だとは思ってないんじゃないですか」

「…………」

　今度は、朱音が沈黙する番だった。

　その通りだ。

　朱音が雪信に儀式を任せたのは、結局のところ、雪信が夜劫にしかいられない生き物だと考えているからだ。

　だが、なぜそれを、この男が把握できる？

　両儀幹也という男が、単なる理想主義や無闇な人道主義なわけではないらしいことは、すでに朱音も理解している。

　ならば、これはなんなのだ。

　どんな人生の結果として、こういう人格が構築されるのか。

　ある意味で、彼女が触れてきたいかなる神秘よりも、この男は不可解だった。

「もしも、彼が儀式を壊すとしたら、娘を愛しているからじゃない」

　どこか遠くにボールを投げるように、幹也が言う。

「それは──」
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「それは、私の専門分野だった」

　石段を急ぎながら、師匠が言う。

　分かる。

　分かってしまう。

　ホワイダニットなぜやったか、だ。

　現代において、なお魔術や神秘にこだわるような者たちだからこそ、それぞれの動機を裏切れない。

　かつて幾多の魔術師の動機を見抜いてきた、師匠の鑑定眼が発揮される。

「夜劫雪信の根底にあるのは──」

　石段を上りきる。

　翼がそのカタチを変えつつあるそばで、鬼面をかぶった白スーツの男──おそらく夜劫雪信と、エルゴが立ち尽くしていた。

「──エルゴさん！」
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　翼は、もはや翼ではなかった。

　神籬へとまとわりつき、夜空に首をもたげた、巨大な蛇に変じた。

　闇夜にあってなお黒い──かすかな光さえ吸い込むような黒い大蛇オロチだった。

　奇怪な音がした。

　本来、発声器官を持たない。いわゆるガラガラヘビも、尻尾を擦り合わせて音を立てているに過ぎない。

　だが、それは叫びだった。

　叫びは、強烈な魔力を秘めていた。

　ばたばたと、トランス状態にあった夜劫の術者たちが倒れていく。その目と耳から赤黒い血が流れていた。経パ路スを結んでいた彼らには、人間の身体には耐えられないほどの魔力が逆流し、彼らの魔術回路を焼いたのであった。

「そうだ」

　儀式の中心であった彼もまた、例外ではなかった。

「それでいいんだアキラ。お前の好きにしていい。私はずっとそうしたかったんだ」

　嬉しそうに、雪信が言った。

　鬼面の内側を伝い、その顎元から血が滴った。

「ただ、私は──」

　血のこぼれるとともに、男が膝をつく。

　ついに力尽きたのか。鬼面から覗いたうなじはぞっとするほどに白い。名前の通り、雪に似た色だった。

「──『特別』を、やめたい」

　と、囁いた。

　ひどく平凡で、凡庸で、あまりにも切実に響く言葉であった。
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　石段を上りきった自分たちの中で、最初に反応したのは凛だった。

「何あれ、怪獣じゃない……」

　茫然と、凛が大蛇オロチを見上げる。

　さきほどの叫びは、凄まじい魔力そのものを震わせていた。

　ただし、その魔力が術式を構築しているわけではない。直接の経パ路スを結んでいない自分たちは、至近距離でオーケストラを聞いた程度のことだが、夜劫の術者たちにとっては直接鼓膜を破られるぐらいの衝撃があっただろう。

　自分と師匠は、その大蛇オロチの足下に目を奪われた。

「エルゴさん！」

　赤毛の若者も、こちらを振り向いた。

　すぐそばに、雪信が倒れていた。

　白スーツが破れ、その内側で無残に爛れた皮膚が露わになっている。同じ箇所の切り傷から、驚くほどの血が溢れていた。

「夜劫雪信」

　すぐ近くに、師匠はしゃがみ込んだ。

　鬼面が、かすかにこちらを向いた。

「……エルメロイⅡ世か」

　嗄れた囁きに、かすかな苦鳴が混じった。

　師匠が懐から薬草を出し、止血の魔術を施したのである。大した魔術ではないが、確かに効果はあるようだった。

「特別をやめたい、と言いましたね」

　と、師匠が語りかけた。

　それは、石段を上りきる直前、師匠が看破した動機ホワイダニットでもあった。

　巨大な翼が大蛇オロチへと変貌したことさえ、今のふたりには気にならないようだった。

「だから、ずっと存在感を抑えてきたのでしょう。周囲に天才だなんだと言われながら、あくまで母親を当主として立てていたのも、それが理由だ。初めて会ったとき、自分に夜劫の後継者なんて評価はふさわしくない、と言ったのも」

　夜劫の屋敷に、初めて来たときのことだ。




　──『組織の切り盛りなどという些細なことで、夜劫の後継者は決まりません』




　卑下するようではない、と当時の自分は思った。決まり切った事実をごろりと投げ出すような口調だとも、思った。

　あれが、むしろ雪信の願望だったとしたら？

「特別をやめたい。夜劫の後継者と言われることも、天才だとか言われて多くの期待や責任を寄せられることも、すべてやめてしまいたい。そういうことで良いですか？」

　それが、彼の動機ホワイダニットだったのか。

　でも、どうして？

　願望としては理解できる。

　同じような願いを抱く者は、それなりの割合でいるだろう。

　だけど、命まで捧げてしまうのは異常だ。この儀式を完遂しなければ、神がん體たいの拒絶反応によって、夜劫雪信は死んでしまうというのに。

「私には」

　と、師匠が言った。

「私には、あなたがこうなった理由が分かります」

　そっ、と鬼面に手をかけた。

　あっさりと外れた。

　あの蛇が現れた段階で、鬼面はその役目を果たし終えたのだろう。

　露わになった雪信の素顔は、たった半日で十年も年を取ったかのようだった。

（……それとも）

　逆なのかもしれない、とも自分は思った。

　本来の夜劫雪信は、ずっと以前からこうだったのかもしれない。鉄面皮のごとく思えたのは、それをずっと隠していたからではなかろうか。

「ああ、これだけは両儀幹也にも分からないでしょう。あなたがこうした理由は分かっても、きっと、こうなった理由だけは理解できない。だから、私も伝えずにおいたのです」

　どこか疲れたように、師匠が笑う。

「私にとっても、あれは衝撃的だったからです。それなりに耐えられたのは、私自身の理由ではなく弟子たちがいてくれたからだ。彼らには意地を張らなければならないと、背筋を正すことができた。でも、そうでないあなたにとって、あれは劇薬のようなものだったでしょう」

「……よく分かるな」

　と、雪信は苦笑した。

　自分には、分からない。

　ふたりだけに通じる符丁かと一瞬思ったが、そんなはずもあるまい。

　師匠は、数秒だけ黙ってから、口を開いた。

「両儀幹也、ですね」

「え……」

　と、自分は吐息をこぼした。

　どうして、ここでまた、その名前が出てくるのか。

「最初は、もう十年以上前の正月だった」

　雪信のかすんだ目は、過去を見据えているようだった。

「夜劫の術者たるもの、ほとんどは山に隔離されているが、当主や次期当主となれば俗世との付き合いもある。その日は山を下りていた。街を歩いているときに、偶然両儀の当主に会ったんだよ」

「両儀の……当主……」

　幹也の妻であったはずだ。

　今回の夜劫の事件に幹也が関わることに反対して、家を出たという女ひ性と。

「両儀の当主は一度会ったきりだったが印象的な方でね。とりわけ、こちらの命の底までも見つめているような瞳が忘れられなかった。たまたま道ですれ違ったから挨拶しようと思ったら、彼女はクラスメイトらしい黒ずくめの男子を連れていた」

　十年前の街。

　東京近郊の、どこかの道路。

　きっと変哲もない、冬の都市部の風景。

「……その時の両儀の当主は、まるで、違ったんだよ」

「違った……？」

「私の記憶にある彼女は、美しい刃物のようだった。こういう人がいるなら、と私は救われたものだ。私なんて全然大したことはない。こんな人がいるなら、自分が夜劫を受け継いだっていい。そんな風に思えたから、夜劫に留まれた。……なのに」

　なのに、と雪信は言った。

「あのときの両儀の当主は……まるで、どこにでもいる高校生みたいに笑っていたんだ」

「それは」

　言いかけた自分の前で、雪信の唇がほころんだ。

「あんまりにも、どちらも楽しそうだった。私がかつて見た奇跡は跡形もなく消えてしまっていたけれど、代わりに、もっと大事なものを得たんじゃないかと思った」

　小さく、咳をする。

　脇腹の切り傷から、血が流れた。

「つい私も、一目惚れなんかしてしまいたくなるぐらいに」

「あ……あ……」

　幹也の妻に、自分は会ったことがない。
















　両儀家の当主であるということ以外は、どんな人かも分からない。

　だけど、まるで違っていたというのが、なんとなく理解できてしまったのだ。

　両儀幹也という男には、そういう求心力があった。

　冠位魔術師・蒼崎橙子に出会い、明らかに魔術や神秘にまつわる事件と何度も遭遇しているはずで、しかし、いっそ不自然なぐらいにバランスが取れている。神秘の深淵に引きずり込まれてしまうこともなく、ただ当たり前に佇んでいた。

　冷たい、と評する人もいるかもしれない。

　怒る人もいるかもしれない。

　だけど、その在り方はあまりにも希少だった。

　まるで、夜空の果てに輝く、手の届かない星のように。

「源馬さんから聞きました。あなたが突然一目惚れと言って、妻を連れてきたと」

　師匠の言葉に、自分は目を見張る。

　そこだけを切り取れば、情熱的とも思えただろう。

　だけど、おそらく、実際は違うのだ。

　根幹的にズレている。

「それも、真似をしたんですか？」

　師匠の言葉に、雪信は答えなかった。

　代わりに、別のことを言った。

「次は結婚のときだった。披露宴ではなかったにせよ、一応の挨拶はあったからね。やっぱり、と思ったよ。見間違えるはずもない。あのときのクラスメイト──両儀幹也が結婚相手だった」

　嬉しそうに、雪信は笑っていた。

　こんな笑みを浮かべる人だなんて、まるで思わなかった。

　隣に置かれた鬼面と、つい交互に見比べてしまう。

「私は、あの夫婦に、憧れた」

　禍々しい大蛇オロチに見下ろされながら、いっそ清々しい声で雪信が言った。

「あのようになりたいと思って、どうすればいいだろうと考えた。答えは簡単だったよ。特別をやめればいい。両儀の当主は、私が知っている中で一番特別な人だったから、あんな風にやめてしまえれば、自分も同じようになれると思った」

「…………」

　それは喜劇であったか、悲劇であったか。

　最も魔術の才能に溢れたものが──最も縁遠い『普通』に憧れた、というどこにでもあるような話。

　今回の事件の、端緒。

「だから、神がん體たいの拒絶反応にも耐えられた。どんな痛みだろうと、あんな風に笑えるのだったらかまわないと思った。実際、たまには笑えたんだ」

　分からない。

　どう言っていいのか、分からない。

　表情を険しくした凛が、こう問いかけた。

「じゃあ先生。この人にとっての一目惚れや子どもたち──夜劫メイやアキラは」

「『特別』でなくなるための道具だったんだろう」

　師匠の結論に、自分は絶句してしまった。

　それは『普通』どころか、魔術師の倫理ですらない。

　なのに、夜劫雪信がそうした理由は、『特別』でなくなりたいからだというのだ。

　矛盾している。

　背反している。

　だけど、納得できてしまう。

　きっと師匠の言う通りなのだと、理解できてしまう。

　今まで見た中でも、とびきりに倒錯しすぎた動機ホワイダニットを、受け容れられてしまう。

「必ずしも、責められるわけじゃない。ある意味であなたは優しい父だったろう。実際、あなたが子どもたちといた時期を、斗彫源馬は幸せそうだったと表現していました。内心やきっかけがいささか独特であったとしても、それ自体は問題になるわけじゃない」

「…………」

　横たわったままの夜劫雪信の瞳が、ぼんやりと師匠を映す。

「でも、あなたは騙してしまった」

　と、師匠は続ける。

「夜劫も、私たちも、妻も、娘も、自分の思い通りにするために騙してしまった」

「……その通りだ」

　と、雪信が認めた。

　さきほど戦った時とはもはや別人に思える、弱々しい顔だった。

「騙すしかなかった。私にはそれしかなかった」

「でも、それは違うんですよ」

　師匠が、言う。

「私があなたでも、同じことをしたでしょう。騙す方が確実で、よっぽど信じられるから。自分たちのいる世界にふさわしい方法だから。ええ、時計塔の君主ロードなんかになったことで、詐欺めいた行為ばかりがどれだけ上手くなってしまったかなんて、考えたくもありません。私を略奪公だなんて呼ぶ輩は、どの口が言うんだと抗議するでしょうが」

　師匠の唇に皮肉めいた影が滲む。

　かつてなりたかった姿と、今の己と、どれほどの距離が開いてしまったのだろう。決して足を止めていたわけではないのに、達し得なかった夢がどれほどあることか。

「両儀幹也が『普通』なのは、私たちにとって致命的なほど『普通』に見えてしまうのは、多分あの人が誰も傷つけないから……誰も騙そうとしていないから、なんです」

「…………」

　雪信は、また、しばらく黙っていた。

　眉間に刻まれた皺と傷が合わさって、いつもより深くなっていた。

　それから、

「……ああ、そうか」

　と、息を吐き出した。

　重くて、苦しそうで、透き通った吐息だった。

　なのに、横顔だけが、初めてテストで分からない問題が解けた子どものようだった。

「……『普通』というのは……そういうことだったのか」

　夢見るように、瞼を閉じたのであった。
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　幹也の推理に、朱音は硬直した。

　ありえる、と考えたのだ。

　娘可愛さではない。

　今の『特別』をやめたい、ということならば。

「……怖いな」

「何がです？」

「お前だよ。お前が怖いんだ、両儀幹也。やっと分かった。時計塔の君主ロードなんかより、彷徨海の魔人なんかより、私たちはお前を怖がるべきだったんだ」

　しみじみと、朱音は口にした。

「結局のところ、私たちは人間として脆い。脆いからこそ、壊れているところから目を背けて、必死に積み上げている。なのに、お前は私たちの脆さやくだらなさを、これでもかと見せつけてくる。知らなかったか？　この年でそんなことに気づかされると、情けなくて泣きたくなってくるんだ」

　両儀幹也は、その言葉を正面から受け止めている。

　その表情はただ真摯であった。

　だから朱音はため息をついた。少しでも揺さぶりになるかと思ったのがバカみたいだ。

「……お前は、何をしに来たんだ？」

「うまくいったら、それを受け入れてほしいと思っただけです」

「うまくいったら？」

「はい」

　うなずいて、幹也がこう続ける。

「雪信さんが儀式を放棄したとしても、まだ先があるからです」

「…………」

　朱音が黙り込む。

　この場合、沈黙は別の意味を持っていた。

　幹也の言葉が、彼女の認識していなかった部分に思い至らせたのだ。本来ならば、もっと早く、気づいているべき事実であった。

「雪信が、儀式を放棄したなら……」

　口にして、夜劫朱音は愕がく然ぜんと立ち上がった。

「……私と彷徨海の契賭約けは、破棄される！」
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　心臓の、音がした。

　とても大きくて、とてもうるさい鼓動。

　ビートのひとつずつが、彼女の叫びを遥かに上回る。

　こんな音を鳴らす心臓は、きっと彼女自身よりも大きいのだろう。そんなの悪い冗談みたいで、しかし彼女のおかれた状況は、いつも悪い冗談のようなものだった。

「…………」

　好きにしろ、と言われた。

　初めてのことだった。

　今まで彼女に求められてきたのは、ただ我慢しろというだけだった。どんな目にあっても耐えろとしか、要求されてこなかった。

　今更好きにしろと言われても、どうすればいいのか。

　わけもわからず、赤子のように叫んだ。

　怖かった。

　恐ろしかった。

　痛みも苦しさも堪らないけれど、自由にしていいなんて、もっと堪らない。

　傷つけられても、首を絞められてもいい。

　だけど、好きになんかさせないで。

　嵐の中のように、彼女の意識は搔き乱される。

　ありとあらゆる記憶の中で、彼女は否定されていた。

　家族が揃っていたときの幸せな記憶さえ、雪父信親の気まぐれみたいなものだった。薄々分かっていたことを思い知らされるのは、手足を一本ずつ、ゆっくりともがれるようなものだった。

　その内に、気づいた。

　たったひとつ、そうではない思い出があった。

　……そうだ。

（るお）

　名前を呼ぶだけで、夜劫アキラの胸は甘く疼いた。

（……るお……！）

　あなたを──食べたい。
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　青年は、漆黒の空間に揺蕩っていた。

　心臓を収めるべき部分が、ぽっかりと空洞になっている。

　いかなる生物でも、血を循環させる器官なしに生存することはできない。

　心臓を奪っておくというのは、一部の神話や伝説で見られるように、相手の活動のすべてを封じる呪的行為である。古代の人間は、脳ではなく心臓にこそ知性や心が宿ると信じたからだ。

　なのに、青年は目を開いた。

「……よお、アキラ」

　若瓏ルォロンが、呼びかける。

　漆黒の空間に、見覚えのある少女が浮かんでいた。

「るお──！」

　少女は、しかし正気ではなかった。

　大きくその牙を剝いた。

　若瓏ルォロンの肩口に、喰らいついたのだ。

　肉が、ちぎれた。

　飛し沫ぶいた血が、彼女の顔の下半分を真っ赤に染めて、まさしく鬼女のごとく彩った。それに飽き足らず、嚥えん下げした少女はさらに深く齧りつく。

　足りない。

　足りない。

　足りない。

　脳を真っ赤に染め上げたのは、醜い欲望だけだった。

　苦痛に歪む青年の顔さえ見ずに、アキラはひたすらに貪むさぼった。喉の内外に流れる血の熱さに溺れた。ごくりと嚥下するたびに、やっと救われる気がした。

　もっと致命的なものが失われていることに、気づきもしなかった。

　最も大事なものを、自ら傷つけていることにも。

　動脈を欠損したのか、まさしく溢れ出てくる血に、アキラは酔った。

「いいんだ」

　その頭に、優しく手が置かれたのだ。

「いいんだ、アキラ。好きに喰えよ。飲めよ。苦しいんだろ？」

　ただ純粋に、若瓏ルォロンが笑った。

「神の食物ってのはさ、そういうものらしいぜ」

　エルゴがそうだったように。

　肩口の肉をこそげるように喰われて、しかし若瓏ルォロンの笑みはひどく優しくなった。

「オレの肉を喰って、血を飲んで、それで満足できるならそうすりゃいいんだ」

　肩口に顔を埋めたまま、少女の体が震えた。

　唸り声が、上がった。

　震えはゆっくりと大きくなり、やがて、顔が上がった。

「……るお」

　と、呟いた。

　血に濡れた口元に、透明な雫が滴った。

「……るお……るお……るお……」

「遅くなっちまったなあ」

　少女の頭を抱えたまま、若瓏ルォロンがウインクした。

「ごめん……なさい……ごめんなさい……！　僕は……」

「おいおい、食事の後はごちそうさまだろ？」

　この場においては不謹慎極まりないジョークなのに、被害者本人が言うのだから、アキラも返す言葉がなかった。

　若瓏ルォロンが首元に手をやると、ピタリと血は止まった。

　顔を上げた。

「オオナムチ、か」

　神の名を囁く。

　中空の一点を、睨みつける。

「さあ、契約は終わったな？」

　手を、上げる。

　その先には何もない。

　しかし、若瓏ルォロンの瞳は、虚空に潜むモノを見抜いていた。

「オレの心臓を、返してもらおうか」

　手のひらの先に、魔力が集中する。

　何の質量もない空間に、紫電が走る。

　呪的な次元に亀裂が走り、何重にも隠れていたはずのモノが露わとなる。

　それは、なお力強く鼓動していた。

　それは、主を迎えて歓喜していた。

　若瓏ルォロンの摑み取ったそれは、青年自身の心臓であった。
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「何……？」

　自分は、大蛇オロチを見上げた。

　さきほどの叫び以来、動きを止めていた大蛇オロチが、突然痙攣したのだ。

『さあ、契約は終わったな？』

　内側から、声が聞こえた。

　いや、声ではない。

　思念だ。

　だが、その凄まじい圧で、脳が直接揺さぶられるようだった。

「グレイ！」

　師匠の声で、かろうじて倒れずに済んだ。

「声が、しました」

　耳を押さえて、囁く。

　確かに、その声には聞き覚えがあったのだ。

「若瓏ルォロンさんの、声が」

　その返事を聞いた師匠が、まなじりを吊り上げた。

「言ってたな、エルゴ。若瓏ルォロンなら、夜劫が何をしたところで、絶対に捕まったままなんかじゃいないって」

「はい」

「……その通りになったらしい」

　師匠が言うと同時に、新たな思念がこだましたのだ。

　堂々と、克明に、響き渡る。

『オレの心臓を返してもらおうか』

　大蛇オロチの奥底から、その宣言が発される。

　蛇が、震えた。

　魔力の供給源にしていた何かから、切り離されたようにも見えた。

　そして、思念はこう続けた。

『竜炉点火・■■■』





＊






　──点火／竜の炉心。





＊






「……ああ」

　やはり、と自分は思った。

　やはり、ここまでは本気ではなかった。

　いや本気ではあったのだろうが、少なくとも奥の手ではなかった。エルゴにおける神核装塡──竜の神髄を、若瓏ルォロンは露わにしていなかった。

　誰もが、彼の本気を知らなかった。

　彷徨海の魔人を知らなかった。

　その果てがどこにあるのか、その神髄がどこにあるのかを見誤っていた。

　今、ここに。

　彷徨海の魔人が、初めて本来の力を振るう。

『竜路展開・■■■■■』





＊






　──展開／竜の回路。





＊






　炉心から火が回った、とでも言うしかない灼熱の魔力が、一箇所から噴き上がる。

　青年を喰らっていた大蛇オロチが、苦悶に身をよじる。

　その鱗が腐っていくのを、自分は見た。

「腐食──！」

　凛との戦いでも発揮したという、それこそが若瓏ルォロンの本質だったか。

　内側から、オオナムチの蛇が侵食されていく。

　まるで、毒酒でも呷あおってしまったかのようだった。

　それにつれて、若瓏ルォロンと思しき魔力の規模も爆発的に上昇する。

『竜牢具現・■■■■』





＊






　──具現／我が翼は、竜が自由となることを許さず──！





＊






　夜空に、異変が生じたのだ。

「何……！」

　師匠が、天を仰ぐ。

　オーロラが、生まれていた。

　日本の土地にありえるはずもない極光。

　美しく華々しく、あるいはいっそ毒々しい光の帯が、朽縄山の四方を囲み、彼の復活を祝福するかのごとく煌めいていた。

「若瓏ルォロン──！」

　エルゴの叫びに、絶大な魔力が応じた。

『■、■■■■■■』

　完全には聞き取れずとも、真名だと悟った。

　特別な権能を発現させるための、聖句。

　その聖句が轟き渡り、赤と黒の奔ほん流りゅうが蛇の内側から迸る。

　異形の雷らい霆ていが、山頂から夜空へと噴き上がったのだ。

　もしも夜劫がこの山に結界を張っていなければ、街からも巨大な剣のごとき光が見えただろう。空気中の分子を残らず焼き尽くす、灼熱の二重螺旋。〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉にも匹敵する──いいや、凌駕しかねないほどの魔力の渦が、蛇の腹から喉元を一気に吞み込んでいく。

　天蓋を覆っていたオーロラさえも、その稲妻が食い尽くした。眼前に立ち塞がるのならば、たとえ夜の神ニュクスであろうと許さぬと、破滅の光は吼え猛った。

　魔力で構築されていた蛇は、夢のように砕け散った。

　核となっていたであろう神籬ひもろぎもまた焼け焦げ、無惨に千切れていた。

　そして、引き裂けた神籬の前に、ずっと小さな翼が広がっていた。

　半透明の翼──幻翼を広げた青年だった。

「まったく、ハロウィンでもないのに楽しくなってくるな？　いやまあ、こっちも祭りには違いないか」

「若瓏ルォロン！　アキラ──！」

　真っ先に、自分が叫んでいた。

　中空に浮かんだ若瓏ルォロンが、アキラを抱いていたのだ。

　以前のバーテンダー姿ではない。

　鱗とも金属ともつかない、鎧状の何かで身を覆っていた。

　あえて言えば、岩の層が積み重なったかのようだ。表面には赤い筋が脈動していた。

　雰囲気に、既視感があった。

（……神腕）

　そう、エルゴが神核を励起したときと似ている。

　おそらく、若瓏ルォロンの喰らった竜に由来しているのだろう。

「竜牢外殻、なんていうそうでね」

　若瓏ルォロンが人差し指で弾くと、硬い音がした。

　竜の牢。

　神話じみた光景に茫然としていた師匠が、やっと口を開く。

「エトナ火山に由来するものかな」

　一瞬、若瓏ルォロンの眉が動いた。

「さすがに君主ロードは目の付け所どころが違うな。名前は灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ。鎧のように見えるけれど、実態としてはヒトガタにとどめるための拘束具に近しい」

　そして、

「……本当に」

　呆れたように、凛が言った。

　本当に、この青年はひとりで脱出してきたのだ。

（……いや）

　ひとりじゃない。

　青年が、抱いていた少女を大切そうに地上に降ろした。

　彼女は、儀式の場に倒れた夜劫の術者たちと、その中心に横たわっている夜劫雪信を見つめていた。

「父……さん……」

「大丈夫です。命に別状はありません」

　と、師匠が言った。

　噓ではない。

　精オ気ドを極度に失い、拒絶反応によって身体を蝕まれているが、すぐさま生死に関わるという状態ではなかったからだ。

　それから、

「あなたを、助けるように言われました」

　地面に膝をつき、視線を合わせてから、師匠が話す。

　ぎゅっ、とアキラが若瓏ルォロンの腰のあたりを摑んだ。

「嫌だ！　夜劫には──」

「斗彫源馬さんからです」

　名前に、少女の表情が和らいだ。

　その優しい揺よう曳えいだけで、師匠とエルゴが面打ち師のもとに行った甲斐があったのではないか、と思えた。

「源馬の……おじさん……」

「手作りのブランコを見せてもらいました。あなたとお姉さんがよく取り合っていたと」

「あ……あ……」

　アキラが、顔を覆った。

　名前と思い出が、やっと緊張を解いたらしかった。

　少女の顔を隠した指を、透明な雫がしとどに濡らした。静けさが戻った夜に、しゃくりあげる声が流れた。

　しばらくそれを見やってから、師匠はもうひとつ続けた。

「両儀幹也さんからも、言づてを預かっています。──鍵はしばらく換えないつもりだ、とのことです」

「その名前を出されると弱いな」

　と、若瓏ルォロンは鼻の頭を搔いた。

　超絶の神秘を喰らい、たった今蛇神の分霊すら打ち倒した有翼の青年が、何ひとつ魔術など使えぬ男のことを知らされただけで、決して傷つけられない宝物を前にしたように目を細めていた。

　不思議だった。

　誰もがいつ殺しあってもおかしくない関係だというのに、彼の名前はすべてを穏やかなものに変えてしまう呪文スペルみたいだったから。

　たとえ、それが夜劫雪信のような悲劇をもたらすことがあるとしても。

　肩をすくめてから、若瓏ルォロンが尋ねた。

「どうだい、君主ロード。思い通りになったか？」

「計算違いばかりだよ」

　と、師匠はため息をついた。

　いつも以上に深く皺の刻まれた眉間を押さえ、言葉を紡ぐ。

「私は最初、夜劫と交渉するつもりだった。単に夜劫に与するのではなく、君らに味方するのでもなく、第三の選択肢としてね。なぜなら、夜劫雪信が神がん體たいの拒絶反応の後遺症を抱えているのは、十分想像できたからだ」

　確かに、それは予想できたのだ。

　師匠が早くから幹也に調査依頼をしていたのも、その辺りを見越してのことだったろう。

「だが、夜劫が最初から君を捕らえるつもりだったのを、途中で知った。この段階で第三の選択肢は意味を喪失してしまった。もともと夜劫がそういうつもりだったなら、交渉の余地なんかあるはずもない。交渉材料になるはずだった夜劫雪信を回復させる手段を、夜劫が得てしまったんだから」

「じゃあ、夜劫雪信が儀式を放棄すると思ってた？」

「十中八九は」

　と、師匠が答える。

「夜劫雪信が、そういう願望を秘めていることは確信できた。だが、実際に行動に出るかどうか、最後の一割ほどはその場になってみないと分からないものだ。だから、ここに乗り込むことになった。雪信が儀式を放棄するにせよ、完遂するにせよ、この場に来ないことには始まらない。つまるところは行き当たりばったりだ。まったく褒められたものじゃないだろう」

「はは、これはひどい君主ロードもいたもんだ」

　快活に、若瓏ルォロンは笑った。

　実際、言葉にされると、師匠の行動がかなりのところ偶然性に依存しているのが分かる。いつもと言えばそうだが、振り回される方は寿命が縮むと文句もつけたい。

　一拍の間をおいて、師匠が続ける。

「夜劫が君を儀式の呪体にしようとしたのと同様に、彷徨海もオオナムチを君の糧にしようと考えていたんじゃないか」

「どうも、そういうことらしいな。だからアキラを攫えと言ったんだろ。しみじみ、陰険な真似をしやがる、あのクソオヤジ」

　若瓏ルォロンが、舌打ちする。

　いつの間にか、オヤジがクソオヤジに昇格している。異様に横溢している魔力はオオナムチを逆に喰らったから、ということなのか。

「……だが、疑問がある」

「なんだい？」

「不確定要素が多すぎる」

　と、師匠が言った。

「私が言えた柄じゃあないが、これではただの賭けだ。到底、策略なんてレベルじゃない。私の場合はすでに行き詰まっていた状況への、辻褄合わせのようなものだが、君の師は十分長い時間をかけてきたはずだ。ことによったら千年以上。それを、こんな博打に突っ込むのは理解できない」

「オヤジは、賭けが好きなんだよ」

　心底くだらないといった感じで、若瓏ルォロンが外殻の肩をすくめる。

「あんたとは似ているような気もするんだが、おかげでひどい目にあった。それに、もうひとつの理由はあんたも言っていただろう」

「アトラス院に悟られないため、か」

　確かに、あの事務所で若瓏ルォロンと話したとき、師匠はその可能性を口にしていた。

　理路に沿った策ならば、アトラス院は確実にその計画を見抜いてくる。

　だから、弟子である若瓏ルォロンにも、彷徨海の魔術師はその腹案を明かさなかったのではないかと。

（……でも）

　だとしても、異常な行為だ。

　あまりにも、リスクが大きすぎる。

　契約が終わったな、と若瓏ルォロンの思念は言った。

　つまり、契約が終わっていなければ──雪信が儀式を破棄しなければ、若ルォ瓏ロンはそのまま喰われていた公算が高い。いくら秘密裏に進めたかったところで、本人が喰われては元も子もあるまい。

　オヤジは師匠に似ている、と若瓏ルォロンが言っていたのを思い出した。

　それは、ひどく不吉な予感を孕んでいた。

（……それは）

　予感の正体を探ろうと考えたときだった。

　不意に、影が揺れた。

「……ち」

　胸を押さえて、若瓏ルォロンがたたらを踏んだのだ。

「るお！」

「お前……！」

　振り返ったアキラに続いて、師匠が目を見張る。

　若瓏ルォロンの足元に、血がこぼれていた。

　外殻が傷ついているわけではない。つまり、それは内側からの──

「まさか」

　と、口を挟んでしまった。

「心臓を返せ、と言っていたのは、本当に」

「ああ。奪われた心臓を再構築したばかりでね。いや心臓自体は生まれ変わって、ニトロでもぶちこんだみたいにご機嫌に跳ね回ってるんだが、その分きつい」

「るお、大丈夫……」

　アキラの手が伸びた。

　胸を摩さすろうとしたのだろうか。

「……アキラ」

　若瓏ルォロンの表情に、さざなみのごとき何かが渡った。冬山を越えようとする登山家が、ふと名も知らぬ花に目を留めたかのような。

　そのまま、アキラを突き飛ばしたのである。

　咄嗟に庇ったエルゴが、顔を上げた。

「若瓏ルォロン、何を！」

　アキラは、気を失っていた。

　外傷はない。魔力で直接脳を揺さぶったのだろうと思われた。魔術師には通じなくても、まったく無防備な相手なら十分だ。

「悪いが、そいつをどこかに連れて行ってくれるか」

　青年は、かすかに呼吸を乱していた。

　これまでにないことだった。

　意味は、すぐに知れた。

「喰いたくなっちまうからな」

　若瓏ルォロンの目が、赤く染まっていたのである。

（喰神衝動──！）

「普段なら大したことないところだが、さすがに弱ってるんでね。魔力こそ戻ったが、身体に受けたダメージはそう簡単にいかないらしい。まあ、互いの気持ちが分かって、ちょうどいいかもしれないな。恋愛相談でも、互いの弱みを明かしてからがスタートなんて言うだろ？」

　いつもの軽口に、苦痛が滲んでいた。

　この青年が、素直に弱みを曝け出す性格ではないと、もう自分にも分かっている。それが、こうも包み隠さず話しているのは、ただごとではなかった。

「だから」

　と、口を挟んでしまった。

「だから、拙たちが来るのを待っていたのですか？　この子のために？」

「それこそ行き当たりばったりさ。でもまあ、来てくれたら、まとめて片付くしな？」

　顎をしゃくって、

「さて」

　と、青年が視線を移した。

「喰うか喰われるかをやろうぜ、エルゴ」

　若瓏ルォロンの瞳に、赤毛の若者が映っていた。

　たったひとりの同胞はらからが。

「オレたちは最初からこうだったろ？　お前は自分のために、オレも自分のために、互いを喰いたい。シンプルでいいだろ？」

　口元を手の甲で拭う。

　涎よだれがついているのを確認して、恥ずかしそうに青年が苦笑する。

「……なあ、エルゴ。オレは、何度もお前を喰うのを考えたぞ。お前は、どうだ？」

「…………」

　エルゴは、彷徨海の魔人の前で立ち尽くしていた。

「僕は……」





＊






　エルゴは、自然とここまでの道を思い返していた。

　たくさんの因縁を見た。

　たくさんの愛憎を見た。

　子ではなく、子の才を愛した夜劫朱音。

『普通』に憧れて、『特別』でなくなろうとして、まるで違うところに辿り着いてしまった夜劫雪信。

　黒櫃として、神がん體たいを押し付けられてしまった夜劫アキラ。

　しがらみと関係なく、アキラを守ろうとした若瓏ルォロン。

　若瓏ルォロンに勝ちたいと思っているエルゴ自身。

　止まった肉体の時間をもう一度動かしたいグレイ。

　そして、彼やグレイを導いてくれたエルメロイⅡ世。

　魂の内側で、何かが剝がれていく音を、聞いた気がした。




　──『でもね。わたしたちは好きになったから、生きるべきなの』

　──『あなたは記憶を失ったんだろうけど……それは失っただけじゃなくて、何もない今を得たということじゃないかしら』




　凛も未那も、エルゴに対して、まっすぐ向き合ってくれていた。

　どちらも、とても大切なことを言っていたのが今なら分かる。

　Ⅱ世の声が聞こえた。

「エルゴ、お前は──！」

「大丈夫、とは言い切れませんけど」

　と、返す。

　身体が熱っぽい。

　うるさいぐらいに、心臓が脈打っている。

「……どうして、喰神衝動が起こるのか、分かった気がします。オオナムチが兄弟に殺されたことや、サトゥルヌスが我が子を喰らったことと、多分同じなんです」

「同じ？」

「……多分、相手への感情が器を超えてしまったから」

　熱を吐き出すように、エルゴが言う。

「愛情でも、憎しみでも、嫉妬でも、限度を超えてしまったら、もうどうしようもないんです。そうなったら、相手を消してしまうか、相手を取り込んでしまうしかない。見えないところに行くとか、同じグループに入ってしまうとかでもいいけれど、多分その一番極端な手段が、相手を殺すか、相手を喰らうかなんです」

　言いながら、思った。

　ひょっとしたら、あの両儀幹也だけは別なのだろうか。

　それとも、彼でさえどうしようもない気持ちに直面したことがあるのだろうか。どうしようもなくなった他人の気持ちを、引き受けたことがあるのだろうか。

　他人の存在を、許せなくなったことがあるのだろうか。

「僕はシンプルじゃなくなっちゃったよ。若瓏ルォロン」

「そうみたいだなあ」

　若瓏ルォロンの表情は複雑だった。

「あの時とは違っちゃった」

　そのことを惜しむみたいに、エルゴは言う。

　ボール遊びでもしながら、幼馴染に語りかけるようだった。

「君が、本当に、アキラさんを守ろうとしていたのも知ってる。僕を食べようっていうのは、アキラさんを喰らってしまわないためだろう？」

「…………」

　若瓏ルォロンは、一瞬だけ視線を落とした。

　ポツリと、呟いた。

「そういうの向かないだろ、オレ」
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　若瓏ルォロンは、数秒だけ、そのことを思い出した。

　アキラを攫ったときのこと。

　彷徨海の師に誘拐なんて命じられたのは、迷惑な話だと思っていた。

　もっとも、あの師から、まともな言葉をかけられた記憶もない。

　その夜もいつも通りのことで、辟へき易えきしながらも、屋敷に向かったのだ。

　警護していたヤツらを薙ぎ倒したはいいけれど、誘拐する相手にはどう挨拶したらいいか分からず、ぼんやり月を眺めていた。そんな夜に限って綺麗な月なものだから、うっかり夢中になって失敗したことにできないかとか、悩み始めてもいた。

　だけど。

　実際に現れた夜劫の黒櫃しょうじょは、あまりにも虚ろだったのだ。

　怖がっているでもなく、悲しんでいるでもなく、怒っているでもなく……そういうすべてを、失ってしまっていた。

「どうだい、試しにちょっと攫われてみないか？」

　ふざけたのは、そんな表情を動かしてみたくなったからだ。

　ほんの気まぐれである。

　大したことじゃない。

　だけど、一度口にしてしまったのだから、答えぐらい待ってやろうと思った。

　すると、少女は、必死すぎる声音で言ったのだ。

「僕を──攫ってたすけて」

　はっきりと、言葉にしない意味まで伝わってしまった。

　だから、寄り添った。

　師が現れるまでは、そういう余興もいいだろうと思ったのだ。

　それだけのこと。

　この国でホテルに泊まるのに身分証明が必要だったり、ちょっとした手違いはいくつもあったが、気にはならなかった。

　草原や砂漠に比べれば整備された公園での野宿は気楽なものだったし、アキラも文句ひとつ口にしなかった。してくれれば、あっさり別れられると思ったのに、本当に一度もしなかったのだ。

　ホームレスの人たちは何かと世話を焼いてくれて、炊き出しの時間とか穴場のゴミ捨て場とかを教えてくれた。

　若瓏ルォロンはともかく、アキラには必要なことだったから助かった。

　バーテンダーのバイトも、意外と楽しかった。

　オーナーは、若瓏ルォロンの事情を詮索せず、雇ってくれた。給料を三割ほど抜いている節はあったが、アキラの分の寝床まで用意してもらっているのだから、文句を言う筋合いもない。

　おかげで、この国も悪くないなんて、ずるずるここまで来てしまったのだ。

　失敗だった。

　無様すぎる敗着だった。

（……だって、オレは）

　白若瓏バイ・ルォロンは、喰神衝動の正体を知っていたのに──。
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「アキラさん……」

　自分が、気絶した少女を預かった。

　手の中の重みと温かさが、今にも雪のように溶けてしまいそうで怖かった。

　黒櫃として、オオナムチの神がん體たいを押し付けられたこの少女のことが、自分には他人とは思えなかった。

「逃げるとは言わないよな、エルゴ」

　挑戦的な口調で、若瓏ルォロンが告げる。

　ある意味、スタートに戻った。

　初めて会った時のふたりに。

　師匠が言う。

「一応聞いておくが、エルゴとアキラを連れていくのは、君の師の命令じゃなかったか？」

「ああ、師の命令は絶対だ。同時に、こうも言われていた。──お前が飢えた場合は飢えを優先しろ。でなければ、飢えと契約の間で、お前が狂うからと」

　それだけ喰神衝動は絶対的なのだろう。

　少なくとも、彷徨海の魔術師はそう考えていた。

「アキラの衝動は発作的なものだろうが、オレとエルゴのは違う。もっと根幹的な、生死に関わるヤツだ」

「分かってる」

　エルゴが返す。

　ふつふつと腹腔から煮えたぎる熱を、若者も持て余しているように見えた。

「……先生、すみません」

　と、彼は言った。

「幹也さんや源馬さんの依頼だけじゃないんです」

　アキラを助けてくれ、と幹也は依頼した。

　必ずしも若瓏ルォロンはその範囲にはいない。彼と戦うことは自分たちの旅にとって、必須の事項ではない。

　だけど、それが分かった上で、

「僕の我わが儘ままを許してください」

　と、エルゴが言ったのだ。

「やるべきこととは違うかもしれない。この旅の目的とも違うかもしれない。だけど、あいつを見据えて、僕の戦いをやらせてください」

「……師匠！」

　つい、自分も声を上げてしまったのだ。

「拙からも、お願いします」

「君が言うとは思わなかったな」

「放っておいたら、エルゴさんはひとりでもやるからです。ここで拙たちと別れてでも、やると思います」

　自分の言葉に、エルゴが息を止めるのが分かった。

　それぐらい、いくら自分が鈍感だって気づく。驚くぐらい、あっという間に変わってしまう弟弟子だけれど、姉弟子を欺くなんてまだ早い。

　だから、一騎討ちなんてさせてやらない。

「エルゴは、拙の弟弟子です。エルメロイ教室の新人です。だったら、姉弟子として、師匠の内弟子として、拙は守りたいって思います」

　アキラを抱いたまま、師匠に訴える。

「拙は、そういう自分でいたいんです」

　たとえ自分の体の時間が停止していても、心まで止まったままでいたくない。

　すると、こちらが抱いていたアキラの肩を持ち上げて、凛が言った。

「だったら、わたしは夜劫の人間を回収しておいてあげます。でないと、どっちも全力出しにくいでしょう？」

　そう言って、凛が後ろに下がる。

　こういう時も、彼女は極めて冷静かつ公正なのだった。

　アキラを預かって、倒れた雪信と術者たちの位置も把握しながら、彼女は忠告する。

「でも、先生分かってますよね？　若瓏ルォロンだけじゃなくて、エルゴまで喰神衝動に耐えられなくなったら、取り返しがつかなくなりますよ」

「……ああ」

　と、師匠がうなずく。

「いつもの教室なら、大馬鹿者と叱り飛ばすところだが、今回ばかりはそういくまいよ。どの道逃げられない相手だ。だいたい、あいつと同じ類の大馬鹿を、私が止めるわけにはいくまい」

　師匠の言うあいつが誰かなんて、聞くまでもない。

　それで、エルゴは振り返った。

「やろう、若瓏ルォロン」

「そうだな、エルゴ。ああ、そっちのお節介の姉弟子も、まとめて喰ってやるさ」

「そうさせないために、拙がいるんです」

　言って、アッドの入った鳥籠を構える。

「第一段階限定解除」

　手の中で、アッドが変形した。

　死神の鎌グリム・リーパーを前に、若瓏ルォロンが口笛を吹く。

「なるほど。失礼した。これなら、あんたも資格があるな」

　と、その瞳が殺意を漲らせた。

　あるいは、食欲だったかもしれない。

　この青年を前に、アッドを展開したのは初めてだったか。

　自分と、エルゴと、若瓏ルォロンとの間で、夏の空気が凍りついていく。

　そのとき、ひゅるるるる、と音がした。

　どこか間抜けにも聞こえるその響きに少し遅れて、向こう側の山で花火が弾けたのだ。

（あ……！）

　やっと、自分は思い出した。




　──『ここの祭りは三日間やっててさ』




　日本にやってきた時の祭りで、綿飴の屋台の人が言っていた。

　あれは向こう側の山だったのだ。




　──『最後はね、そりゃあ都内の大会とは比べ物にならないけど、なかなか立派な花火が上がるんだ。この辺に泊まってるなら、絶対見ていきなよ。損はさせないからさ』




　言われた通りだった。

　赤、青、黄色……色とりどりの火輪が、夜空に散っていく。

　若瓏ルォロンの放った雷霆の権能とは比べ物にもならないけれど。きっと、あの権能は結界の外側からは観測もされなかったろうけれど、あまりにも美しかった。

　泣きたくなった。

　夜劫の結界の内と外。

　物理的な距離はこんなに近く、しかし、こんなにもかけ離れて。

「綿飴を、食べたいです」

　と、自分は言った。

「エルゴと師匠と凛さんと……みんなで、また、お祭りに行きたいです」

　聞こえぬはずの太鼓が聞こえた。

　一度聴いたきりの笛の音が、耳から離れなかった。

　あの祭りを覚えているのは、この胸だろうか。脳だろうか。

　師匠が、その花火を見やって、目を細めた。

「グレイ、エルゴ、戦闘時間を制限する。タイムアップは、花火が打ちあげ終わるまでだ。いいな？」

「……はい」

「分かりました」

　エルゴと、自分がうなずく。

　花火が、煌めく。

　今度は、青色の大輪だった。

　その光景を、背後にしながら、

「先生」

　と、エルゴが呟いた。

「きっと、僕の二柱目の神様のこと、分かっていたんですよね。だけど、ここまで答えを言うのを待っていてくれた。違いますか？」

「神の名は、ただ明らかにすればいいものじゃない。前のときも、そう話したな」

「はい」

　エルゴが、その心身で受け止められなければならない。

「ならば」

　そういうことを確認してから、師匠はジャケットから葉巻を取り出した。すでに先端は切り飛ばされている。マッチで擦るように炙って、ゆっくりと唇に咥える。

　若瓏ルォロンも咎めることなく、待っていた。

　煙をくゆらせながら、

「神を問う」

　と、師匠が宣言する。

「君に秘められた二柱目の神について、ヒントは多くあった。とりわけ、ライネスからアトラス院の選んだ神について教えられたのは大きかった」

　白い煙を巻き取るように、師匠の長い人差し指が上がる。

「まず、西洋から東洋に渡ったこと。逆のパターンもあるが、アトラス院が君に埋め込んだというのを考えると、この順序の方がしっくりくるだろう」

　アトラス院。

　時計塔と異なる、もうひとつの魔術協会。

　独自の錬金術を基本として、西洋魔術とは異なる形で、神秘を追求している組織だという。その極致だというアトラスの七大兵器に、自分も邂逅したことがあった。

　今度は、中指が上がった。

「そして、アトラス院の選んだ神ということは、伝播のどこかでエジプト神話に関連する神だろうというのは、想像がついていた。アトラス院はエジプト近辺の錬金術と関連が深いからな。そうなれば、イスカンダルが征服したルートは高確率で絡んでくる」

「……イスカンダル」

　つい、その名前に反応してしまった。

　あまりにも、師匠と自分に関連深い大英雄だったからだ。師匠の人生を決定づけたと言ってもいい、世界を変革せしめた九偉人のひとり。

　そして、しなやかな薬指が上がる。

「もうひとつ、これは若瓏ルォロンの方だが、オオナムチに絡む竜であろうことも想像がついていた。兵主神としてオオナムチは中国神話の蚩尤にルーツを持つというのはエルゴに話したが、この蚩尤と応龍との戦いは、世界中に広がる牛種と竜種の戦いのひとつでもある」

　牛と竜。

　不思議に響く組み合わせに、師匠は言葉を加える。

「牛というと奇妙なようだが、世界最古の神話においてすら、牛の影響は強い。古代バビロニアにおいて、英雄王ギルガメッシュが天の牡牛を殺したことで、彼は王権を確立したのだから」

　天の牡牛というのは、確かに聞いたことがあった。

　確か、グガランナだったか。英雄王ギルガメッシュとその朋友エルキドゥが双方死力を尽くして、やっと討伐したとされる怪物であった。

「ギリシャにおいては、主神ゼウスがこの牛の属性を持っている。本人が牛に変わった逸話や、その子がミノタウロスという牛種の筆頭であることを考えれば、これは分かりやすいだろう。そして、ギリシャには、このゼウスを殺しかけた竜種がいるんだ」

　数秒、師匠が間をおいた。

　言葉にするために、それだけの覚悟が必要な名前ということらしかった。

「……太祖竜テュフォン」

　と、師匠は口にした。

「竜種というより、西洋における竜種のさらに源、といった方がいいかもしれんがね。現代にまで続くタイフーンの語源。大地母神ガイアと、奈落の化身たるタルタロスの末子。傲れるゼウスに対して、ガイアの復讐心が生み出した怪物。生き物というより、もはや超兵器という趣さえある神獣だ」

　降り立った若瓏ルォロンの体を見やる。

　鎧とも外皮とも区別がつかない姿に、師匠が目を細める。

「竜牢外殻──〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉というのも、かのテュフォンがエトナ火山に封じられたことからだろう」

「まったく、嫌な魔術師だな、あんた」

　と、若瓏ルォロンが唇を歪める。

　正解、ということだろう。

　若瓏ルォロンの喰らった竜種。

　その名は、太祖竜テュフォンである、と認めたのだ。

　独特の香りを漂わせる葉巻とともに、密やかな講義が続く。

「火山の硫黄ガスによる毒性は言うに及ばず、太祖竜テュフォンは、ギリシャ最大の英雄ヘラクレスを蝕んだ毒竜ヒュドラの父でもある。腐食の性質を持っていることは驚くにあたるまい。そして、その肩から百の蛇を生やしたというテュフォンの性質は、多頭蛇ヒュドラを始めとして、極めて多くの派生を生み出した。モンゴルの神話にある蟒古斯マングスもそうだし、日本において最も有名な大蛇である八岐大蛇、はたまたクチナワ蛇としてのオオナムチも同様にみなされる場合がある」

　その言葉に、自分が尋ねてしまった。

「オオナムチの源流がテュフォン……？　え、でも、さきほどオオナムチのルーツは牛種の蚩尤で、竜種と戦ったって……」

「それだけ、神という存在は分厚いんだ。長い歴史と伝播によっては、殺したものと殺されたものが習合されてしまうこともある。こうした伝播のひとつに、テュフォンと同一視されるエジプトの神もいるんだ」

「同一……？」

「もともと、ギリシャとエジプトでは、意外と神の行き来があってね。このテュフォンに恐れをなしたギリシャの神々がエジプトに逃亡したなんて話もあるぐらいだ。ああ、蒼崎橙子の元事務所の前でも話しただろう。アトラス院がエルゴに喰らわせた神と、若瓏ルォロンが喰らったモノには、神話上の関係があるんじゃないかって」

「…………」

　確か、あのときの師匠はこう続けたのだ。




　──『たとえば、君が完成することで、アトラス院の喰らわせた神が無意味になってしまうような関係が』




「つまり、師匠は……」

「この場に集った神と竜は、すべて同じルーツを持つんじゃないかと言っている」

　と、断言した。

　エルゴと若瓏ルォロンとアキラ、三人が喰らった、もしくは移植された神が、すべて同一の側面を持つのではないかと。

　まるで、役者が面をつけかえるかのようだ。

　同じ神カミが舞台に上がるたび顔を変えて、変生する。

　犯人も被害者も探偵も、同一人物であるかのごとき不可解劇。

「……先生」

　エルゴが、己の顔に触れた。

　がくがくと、五本の指が震えている。

「源馬の面をつけたまえ」

　指示に従って、赤毛の若者が己の顔に面をあてがう。

　つるりとした、不思議な素材の面だった。

　白面、とでも呼べばいいか。

　かぶっただけで、その内側なかみまでも変わった気がした。

　皮膚一枚の内側が底など知れぬ深海へと変わり、エルゴとはまったく別のものが浮き上がってきたような錯覚が、自分を捕らえたのだ。

　そして、師匠が言う。

「かの神はエジプト、そしてナイル河に縁深い、戦争の神だ。兄殺しの神だ」

　師匠の言葉が、この場に集まった神のすべてを紐解いていく。

　真名を暴き、絡まりあった因縁に光を当てて、古びた内臓を引き出すかのごとく、知性のメスを振るう。

　それは、解体だ。

　神も竜も恐れぬ、いいや誰よりも恐れるからこそ、なお力強い刃。

「太祖竜テュフォンと同一視されるくせに、それは蛇を打ち払う神とされた。大地の神ゲブを父とし、天空の神ヌトを母とした。狗頭の神とされることが多いが、時にジャッカルであり、時にロバであり、ワニであり、カバやシマウマ、ツチブタなど、さまざまな動物の合成とされることもある。この合成と多様性をもって、進化の属性とみなすことは十分可能だろう。そして、ナイル河に縁深いと話したように、太陽神ラーの航海においては、大蛇アペプから主神を守り抜いた水の神でもある」

　朗々と響く講義の最後を、師匠はこう結んだ。

「審さ神に者わとして、エルメロイⅡ世が神の名を審つまびらかにする」

　エルゴのつけていた面に、びしりとひびが走る。

　いや、ひびと見えたのは水晶だった。

　面の中心から水晶へと変化する。

　その範囲は面にとどまらず、エルゴの纏うスーツにまでも広がっていく。

「汝、エルゴの喰らいし神の名は──」
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　ふと、エルゴは知らない場所に立っていることに気づいた。

　砂漠であった。

　地平線の果てに、大きな太陽が没しようとしている。

　そして、その太陽に寄り添うように、雄大な河が洋々と流れていた。

　無限とも思える砂の海と、恵みを湛えた水の河。

　そのふたつが同時に存在したことが、この地に古い文明が芽生えた理由だった。

　そして、これほどの土地には、強大な神が必要だった。

　でなければ、過酷な環境に耐えて、人々が生きていくことは不可能だったろう。

　強大すぎる神だから、時代によって扱いは大きく変わった。

　あらゆる神々の王として尊ばれたことも、それほどに力強いのは悪魔だからだ、と非難されたこともある。扱いは悪魔であっても、戦神として無視できないからと、ひっそり祀られたこともあった。

　だが、本質が変わるわけではない。

　いつだって、彼はそこにいた。

「…………」

　熱砂が渦巻く。

　強烈な砂嵐が、世界をすべて覆い尽くす。

　エルゴが顔を覆う。

　それで面をかぶっていることに気づいた。この面があるからこそ、砂嵐の中でも行くべき場所を見失わずに済むのだった。

　やがて、砂嵐は消えた。

　消失した中心に、彼はいた。

　強い陽光の中なのに、立ち上る陽炎のせいで、姿ははっきりと見えなかった。

　ヒトガタではある。

　だが、その頭部は狗のようにも、もっと別の動物のようにも思えた。

「あなたが……」

「ああ、そうだ」

　と、彼は認めた。

「俺は兄弟オシリスを殺した。棺に閉じ込め、さらに十四に分割して、ナイルの河へと流した」

　その言葉を、エルゴは魂で聞いていた。

　自らの血族を殺した現場が、その際の彼の行状が、すべて脳裏に再現された。

「楽しかったか？　楽しかったとも」

　彼が言う。

　彼が問う。

「お前だって、これからだろう？」

　その通りだ。

　エルゴは、若瓏ルォロンを兄弟と感じている。

　肌の色も髪の色も違う。性格だってまるで似通っていない。

　それでも、兄弟だと思ってしまっている。

　普通と違っても、たったひとりの同胞はらからだと。同じ胎はらを分け合ったふたりなのだと。

　兄殺しの神が、問う。

　兄殺しの神が、嗤う。

「お前も、兄弟を殺すのか？」

　その問いに、エルゴは悩まなかった。

　はっきりと口にした答えに、神は莞かん爾じと笑った。

「なら、願え！」

　吠える。

　吼える。

「お前のありったけで、願うがいい！」








４









　エルゴの面が変じるのを、自分は見た。

　面だけではない。

　若者のスーツに侵食していた水晶も剝離して、別のカタチを形成していた。

　実存するいかなる獣とも異なる──あたかも人と狗が複雑に混じりあったかのような、奇妙で、しかし美しい姿であった。

「戦争の神、セトだ……！」

　師匠が言った。

「テュフォンと同一視された神。古代エジプトたる第一王朝において、すでに並ぶものなしと讃えられた戦神。砂と暴風を司る、強大な力そのものと恐れられた破壊神」

「セト……！」

　以前の講義で、聞いたことを思い出した。

　エジプト神話で一番有名なエピソードといえば、オシリスとセトの物語だという。

　父親から王の地位を譲られた兄オシリスに嫉妬して、戦神セトはあの手この手を尽くして、この兄弟神を抹殺した。さらにオシリスの息子ホルスとも王位を巡って争い、ついに敗北することになるのだと。

　その流れから確実に知れることはひとつである、と当時の師匠は説明していた。

　この神は『悪』を担えるほどに強すぎたのだ、と。

　ぐい、と幻手を、エルゴが振りかぶる。

　面の下で、唇が囁く。

「神核装塡・砂柩戦神」
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　──装塡／神という名の弾丸。
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　エルゴの六本の幻手が、蜘蛛のような糸を噴出し、互いに絡み合う。

　まるで、繭であった。

　砂色の繭。

　あらたな何かが生まれ出ようとしていた。

　若瓏ルォロンを睨み、さらにエルゴが言う。

「神格展開・セト」





＊






　──展開／周辺部位バレルの置換。
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　繭がちぎれる。

　そこから現れた幻手は、エルゴ本来の両手と合一していた。

　合一するのは孫行者のときと同じだが、色と形状はまったく違っている。

　砂を固めたような色合いで、双方の側面にそれぞれ七つの白い宝珠が嵌はまっていた。精緻に刻まれたシンボルは、エジプトにおいて生命を意味するアンクであった。

「神殻纏繞てんじょう・神王屠る十四棺ペル・ジェト」





＊






　──纏繞／我が手は神を司る──！
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「若瓏ルォロン！」

　エルゴが、飛び出した。

　若瓏ルォロンの幻翼が、それに応えた。

　さあ、と翼が色づいていったのである。

　半透明だった翼が、〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉による変化を受けて、完全に実体化していた。

　儚い羽根に、はっきりとした色が芽生え、その形が見て取れる。

　別の印象も、そこには加わっていた。

（……鱗）

　と、自分は思った。

　たとえば、始祖鳥の翼は鱗が進化したものだという説があるが、若瓏ルォロンのそれもまた、竜鱗が翼に変じたものだったのやもしれない。

　神腕に対して、それは竜翼と呼ぶべきか。

　浮遊する青年の両側から弧を描いて、無数の羽根がエルゴへと襲いかかる。

　若者が横に走る。

　儀式場の近くの森に入った。

　しかし、若瓏ルォロンの超感覚はエルゴを見失わない。

　若者を追った羽根によって、次々と樹木が断ち切れる。

　一切の抵抗を感じさせない。

　熱したナイフでバターを切り込むかのようだ。

　不自然にすら思える切れ味なのに、樹木の横倒しになる音だけが重々しく、いっそ空々しいほどであった。

　樹木の隙間に、エルゴの背中が見えた。

　砂漠の色をした神腕とともに、赤毛の若者は低く囁く。

「僕は思う」

　変形した面のモチーフは、狗とも狐とも人ともつかない。

　竜にも見える。

　そのすべてなのかもしれなかった。

「ゆえに、我あり」

　振りかぶった神腕の周囲に、膨大な量の砂がまとわりついていた。

　その砂が襲いかかった羽根を受け止めたのである。さしもの竜翼の羽根も、分厚い砂を切り崩すことはできず、その半ばでぴたりと止まった。

「セトは砂嵐の神だ。だとすれば、砂を操るのは当然だろう」

　離れても、師匠の声だけははっきりと聞こえた。

　エルゴに追随しながら、自分も叫ぶ。

「アッド！　第一段階限定応用解除！」

　変形の中でも、最大の破壊力を誇る破城槌バトリング・ラム。

　ハンマー部分の後方から、魔力放出によって加速ブースト。限界まで足を『強化』して跳躍した自分は、迅雷の矢と化した。

　半回転しながら、叩きつけられる大槌を、若瓏ルォロンの竜翼が迎え撃った。

　打ち付けた手応えは、要塞に似ていた。

　まるで、堅固極まりない城壁を、殴りつけてしまったかのようだった。

「こいつは重いな。ヘビー級どころじゃないぞ？」

　若瓏ルォロンが片目をつむる。

　ぐい、とその右手が捻られる。

「だけど、こちらも」

「いいや！」

　横から飛びかかったエルゴの神腕が、若瓏ルォロンの竜翼と激突した。

　単なるベクトル量の鬩せめぎ合いではない。

　その内側に秘められた魔力と性質──神秘の鬩ぎ合いであった。

　若瓏ルォロンは、太祖竜テュフォン。

　エルゴは、砂漠の戦神セト。

　いずれ劣らぬ、いいやひとつの神性の表裏といえる存在。

　今まで見たことのない顔を、エルゴはしていた。

　若瓏ルォロンもそうだった。

　神秘と魔力と、そのすべてを統御する闘志がぶつかりあった。互いの接触点からバチバチと弾ける稲妻さえ見えた。

　強力すぎる電磁石の同極のように、双方が弾かれた。

　若瓏ルォロンが、森に落下した。

　エルゴの身体が地面に激突する。

　水切り石のように、赤毛の若者の身体が、三度跳ねた。

「────！」

　咄嗟に、自分はエルゴを庇うべく、大地を蹴っていた。

　森へ落下したはずの若瓏ルォロンが、その直前に新たな羽根を放ったのを、自分は見ていたのだ。

　エルゴへと襲いかかる羽根を前に、アッドを変形させる。

　死神の鎌グリム・リーパーへと。

「アッド！」

「ウヒイイイイ！　死ぬ死ぬ死ぬ！」

　叫び声を上げる死神の鎌グリム・リーパーを振るい、周囲の竜翼の羽根を切り裂いていく。

　だが、切り裂いた羽根の、半分が回り込んだ。

「おいおいおいグレイ！」

「グレイ、さん……！」

　倒れた若瓏ルォロンの、手が動く。

　神腕によって操られた砂が壁となり、残った羽根を吞み込んだ。

（いける──！）

　エルゴとのコンビならば、竜翼から放たれる羽根も対応できる。

　若瓏ルォロンの秘めた権能がどれほどのものかは分からないが、そのヴェールを一枚ずつ剝いでいけば、勝利への道も見えるはず。

　そう考えたとき、

「いやはや、気付けには強烈すぎるだろ」

　と、声が響いた。

　森のそばに、若瓏ルォロンが浮かんでいた。

　墜落の衝撃によるものか、側頭部を押さえている。

「若瓏ルォロン、さん」

　鎌を握り直して、自分が言う。

　にい、と若瓏ルォロンの唇が笑みを刻んだ。

「正直、想像以上だよ。というか、エルゴが二柱目の神をどう使うかはあれこれ考えたのに、あんたが参戦するのは想像していなかった。まったく、これだから現実ってのはよくできてる。いつサンタが煙突を潜ってくるか、分かったもんじゃない」

　どこか嬉しそうに、片手を持ち上げた。

　外殻に鎧われたその手を、強く握りしめる。

「〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉──禍竜、落涙」

　どれほどの握力がそこに集約されたのか。

　落涙、とは正しい表現であった。

　極限まで握りしめられた拳から、一滴、雫が地面に落下する。

　数秒遅れて、その落下地点から雫の何万倍という量の──真っ赤な何かが噴き上がったのだ。

「な──！」

　まるで、噴火であった。

　溶岩にも似たその正体は、緋色の羽根だった。

　しかし、その火力たるや、神秘の常軌さえ逸していた。

　緋色の羽根に触れた木々が延焼すらせず、たちまちに焼き尽くされていく。

　崩れ去ることすら許されなかった。

　後に残るものは、白く炭化したまま、立ち枯れたカタチのみ。

「そんな……！」

　一枚一枚の羽根が纏った魔力まで、自分には伝わった。

　万物を切り刻まずにはおかぬ竜翼の羽根。

　万象を焼き尽くさずにはおかぬ緋色の羽根。

　美しい翼の巻き起こす、絶望的な嵐と炎の世界。

　まさに、太祖竜テュフォンの威を見せつけ、若瓏ルォロンは中空に浮遊する。

「エルゴ！」

　若者の名を呼び、若瓏ルォロンの翼が翻る。

　それに操られるように、緋色と白色の羽根が二重螺旋を描いて、殺到する。

「グレイさん！」

　対して、こちらを引き寄せつつ、エルゴは砂を招き寄せた。

　山の表面から搔き集められた砂がギリギリまで圧縮され、自然界にはありえぬ強度を付与される。

　防御ではない。

　群れ集った砂は、巨大な槍となった。

「ちょ、お前、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉──?!」

　死神の鎌グリム・リーパーが、叫んでいた。

　創成された槍が、自分とアッドが誰よりもよく知る聖槍を模したものだったからだ。

　おそらくは、エルゴが知る中で最も破壊力のある武器がそれだったのだろう。

　右手を限界まで引き絞り、投擲のごとく、若者は槍を打ち放つ。

　妖羽の螺旋と、砂の聖槍が激突した。

　轟音が、聴覚を奪った。

　風が地表を洗う。

　余波だけで、儀式場に展開されていた注連縄が、ぶつぶつと切れていく。

　しかし、自分は別のことに目を奪われていた。

　逸らされた緋色の羽根の一塊が、師匠と凛たちの方へ降り注いだのだ。

「凛さん！」

「────！」

　一瞬、若瓏ルォロンの表情も歪んだ。

　彼女が、夜劫アキラも抱き抱えていたからだ。

「Brennender Himmel熾天を想え」

　と、囁きがこぼれた。

　凛の唇であった。

「Ich kenne den Kreisそれは円環, Die Blumen beschützen mich花の護り, Der Wächter des alten Schlosses ist古城の揺るぎなき unerschütterlich番人」

　力強く、素早い詠唱。

　緋色の羽根に向かって、凛はその手を掲げ、神秘を解き放つ。

「Eine Blume blüht in meinen Händenわたしの手で花開け, Aias der Telamonierアイアスの名において!」

　六節の呪文が創造したものに、自分は息を止めた。

（桜……？）

　一瞬、この国の花のことを思った。

　イギリスの番組で見て惹かれたのだが、その品種の花が見られるのは春だけと知って、この国に来た数日前、本当に残念だったのだ。

　五枚の大きな花弁を持つ、盾というよりも天蓋のような魔術。

　よもや、若瓏ルォロンの緋色の羽根がその花魔術を崩すことができず、表面で燃え散るとは。

　その前で、師匠が目を剝いていた。

「アイアスの盾を模した、術式か」

「こっちは引き受けるって言ったでしょ？　そりゃあ、とっておきの防御術式を張ってあるわよ。一年分の貯金を使わされたけどね！」

　自信たっぷりの笑みを、凛の唇が刻んだ。

　アイアスというのはギリシャの英雄だったはずだ。トロイア最強の戦士ヘクトールの槍を防いだという伝説の盾にちなんだのだろうか。

　いずれにせよ、この魔術には、それだけの思い入れがあるに違いない。たとえ、神霊と竜種の戦いであっても、簡単に屈してなんてやらない、と言い切れるほどの。

　パン、と己の右手の肘の上を叩く。

「思い切りやりなさい！　エルゴ！」

「はい！」

　うなずいたエルゴが、ぐい、と上半身を曲げた。

　クラウチングスタートの体勢に似ていた。

　背筋から腰、腰から太もも、太ももから爪先に至るまで、目に見えない力が張り詰める。

　かぶった面が、その力を相乗させるように見えた。

　獣のごとき相貌が、その通りに、若者を変化させていくようだった。

「いいや、させないとも！」

　若瓏ルォロンの手が翻る。

　その手に操られ、上空から急襲する緋色の羽根の一塊。

「第一段階応用限定解除！」

　死神の鎌グリム・リーパーが、さらに変形した。

　今度は大盾となったアッドの向こう側で、炸裂が生じた。数年前より段違いの『強化』をなせるようになった自分が、かろうじて堪えられる──なお徐々に押し込まれていくほどの破壊。

　それでも、

（やらなきゃ……！）

　と、意識のどこかが反逆した。

　普段ならば、反転リバースさせた魔力は炎へと変わる。アッドと自分にとって、それが一番扱いやすい変化だからだ。

　だけど、ここは。

「アッド！」

「イッヒヒヒヒ！　無茶を言いやがる！」

　大楯と繫がった魔術回路が加熱する。今までと異なる、今までに使ったことのない性質に、神経が悲鳴をあげる。心臓から足の裏まで、皮膚が裏返ってしまうかのような痛み。

（それがどうした！）

　思う。

　ああ……自分が腹を立てていることに、やっと気づいた。

　アキラのこともそうだ。

　どうして、神がん體たいを移植するなんてことで、彼女が苦しまねばならないのか。

　山道で見た白昼夢は、まさしく彼女のことだったのだと、今の自分は分かっていた。身体のすべてが痛みを感じるだけの肉袋となって、何もかも投げ捨てたいなんて願望でいっぱいになっていたのを、自分ははっきりと思い出していた。

　エルゴと若瓏ルォロンのこともそうだ。

　どうして、ふたりが喰神衝動なんかに苛まれなければならないのか。ここまでアキラを守ってきた若瓏ルォロンが、それゆえにアキラを喰ってしまいたくなるなんて、理不尽以外の何物でもあるまい。

　夜劫雪信にしたところで、「特別をやめたい」という彼の意思そのものは、決して否定されるようなことではない。その途中で道を間違ったことは責められるべきだとしても、最初に間違っていたのは彼ではないだろう。

　誰も彼もが、己の選んだわけでもない苦しみに、直面している。

（……嫌だ）

　強く、思う。

　歯を、嚙み締める。

（拙は……嫌だ……！）

　その拒絶だけが、現実を凌駕する。

　次の瞬間、神経の裏返る痛みは、別の神秘に到達した。

　魔力を吸い上げた大楯が、猛烈な低温気流ブリザードを吐き出したのである。

　竜翼の生んだ羽根が、たちまち凍結する。

　刹那、樹氷のごとく凍りついた羽根の横を抜けて、エルゴが疾駆した。

「若瓏ルォロン──！」

　また、花火が、高く打ち上がった。
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　疾走の最高速まで、わずか一秒。

　人間の姿をしたものに許された速度を、軽く倍から三倍までエルゴは上回る。

　面のせいか、荒野を駆ける猛獣に似ていた。ただ走るために生まれてきた、そのために進化を続けてきた獣の末裔を、若者の肉体は想起させた。

（……すごい）

　反転させた神経の副作用で、一気に脱力するのを感じながら、舌を巻く。

　自分でも、これほどの『強化』はできるかどうか。

　若瓏ルォロンも黙ってはいなかった。

　その眼前へ広がる、白と緋色の羽根。

　いずれに飛び込んでも、体中を八つ裂きにされるか、骨まで炭化させられるかだ。

　しかし。

　エルゴの操る砂が、すんでで若者を保護する。

　分厚い膜ではない。

　彼の疾駆を邪魔しない程度の、ギリギリの膜である。

　結果として、エルゴの肩や二の腕が裂ける。肌はジリジリと焼けていく。みるみるうちに、火傷の範囲が広がっていく。

　一瞬も、エルゴの脚は緩まなかった。

　全力全速のまま、跳躍とともに突撃する。

　再度の激突。

　今度こそ正面から、神腕が若瓏ルォロンを捉えた。

〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉の外甲を打ち破りはしなかった。

　しかし、拳は別の結果をもたらしたのだ。

「一體たい収棺。……今度は、入った」

　エルゴの右腕に嵌った宝珠のひとつが、淡い光を灯らせていた。

　着地した赤毛の若者を、若瓏ルォロンは険しい横顔で見据えていた。

　その左手がだらりと垂れたまま、動かなかった。

「おいおい、今のはオレの手を分割したのか？」

「分割……？」

　つい、呟いてしまった。

　すると、師匠の言葉がそれに答えた。

「セトという神は、王位継承を巡って、兄弟神オシリスを殺した神でもある。オシリスを棺に閉じ込め、十四に分解して、ナイル河に流したんだ。ああ、最大の天敵を水によって消したんだから、それは水神の性質も持つだろうさ」

「棺に……！」

　心臓が、ドキリと鳴った。

　あまりに、その逸話が神がん體たいに似ていたからだ。

「黒櫃と、根本的には変わらない。というより、オオナムチにもほとんど同じ神話がある。オオナムチに嫉妬した兄弟神が、細工をした大木の間にオオナムチを閉じ込めた、という話だ。その後、大木の間で挟み殺されたオオナムチを、母親が見つけ出して救出すると続くんだがね」

　兄弟神セトによって生きながら棺に閉じ込められたオシリスと、やはり兄弟神によって生きながら大木に閉じ込められたオオナムチ。

　確かに、それは同じ逸話の派生にしか思えない。

　ここでも、三つの神と竜種が強く紐づいているのか。

「つまりは、十四に分割して、相手を葬る権能だ」

　エルゴの一撃で、若瓏ルォロンの左手を奪った。

　ならば、実際はその半分──七撃もあてれば、事実上の戦闘不能になるのではないか。

　凛が形成した五枚の花弁の下で、師匠が言う。

「もうひとつの意味がある。つまり、セトの棺は神を葬り、世界へと還すためのものだということだ」

　その言葉に、硬直する。

「じゃあ、これ自体が……」

「そうだ。私たちが探していたもの──神を世界に還す術式だ」

　記憶飽和による廃人化を避けるため、自分たちが探していた欠片。あるいは夜劫の組織に手がかりがあるのでは、と考えていた神秘。

　答えは、エルゴの中にあったのか。

　ざあっと風を巻いて、若瓏ルォロンが距離を取ろうとする。

「逃さない！」

　エルゴの神腕が、打ち振られる。

　虚空に砂塊を作り上げ、足で踏んだ。

　二歩で、若瓏ルォロンに追いつく。

　それで逃げ切れないと見たか、若瓏ルォロンは逆に地表へと舞い降りた。

　着地しながら、その足が螺旋を描く。

　追ったエルゴは、その螺旋に吸い込まれるようだった。

　八卦掌・走圏。

　基本と言われる技法だとは、後で知ったこと。

　羽ばたきによるベクトルすら上乗せして、青年の五体が形成する発はっ勁けいの美しさ。エルゴの手首を取って、若瓏ルォロンが見事にエルゴを投げ打つ。

　だが、その螺旋に、エルゴが自らの勢いを乗せたのだ。

　想定以上の速度によって、体勢を崩した若瓏ルォロンを逆に投げ飛ばし、拳を振るった。

　神腕の一撃が、若瓏ルォロンの太腿を穿つ。

「二體収棺」

　と、エルゴが囁いた。

　若瓏ルォロンの左足が硬直したのを、自分は見た。

「若瓏ルォロンの技を、学習したのか」

　師匠が言う。

　さっきの砂の聖槍だけでなく、この技術もまたエルゴが戦いの内に覚えたものだと。

「言語能力から、そういう予感はあった。あれは、エルゴの本来の学習能力の一部なんだろう」

「……やるねえ」

　と、若瓏ルォロンの唇が、笑みを深くする。

「だが、本家に敵うと思うなよ？」

　若瓏ルォロンが、右足を中心に回転する。

　左足、左手が封じられてすら、青年の動きは鮮やかであった。

　今度は──直線的にエルゴが踏み込んだ。

　円をもって捌さばこうとした若瓏ルォロンの内側へ入る。

　震脚とともに、掬い上げられるような肘が、若瓏ルォロンの胸部に抉り込んだ。

「わたしの！」

　と、凛が言う。

　八極拳・裡門頂肘。

　海賊島の凛が、套とう路ろを練習するところを見ることもあったのだろう。

　いや、まだエルゴは止まらなかった。

　続けざまに、手足が動いた。

　信じがたい速度で間合いを詰めて、裏拳。

　上体をかがめて若瓏ルォロンが凌いだところに、間髪を容れず貫手が入る。神腕の威力であれば、比喩でなく鋼鉄も貫かれるだろう。

「あれは、ムシキの……！」

　と、自分は呟いていた。

　シンガポールで戦った、ムシキのコンビネーションである。

　彼女が垣間見せた古代の武術を、エルゴはその身で再現していた。

「これは……確かに幻手の次の段階だ……」

　師匠が、小さく呻く。

「人は、手によって学ぶ。手によって情報を受け取る」

　師匠が舌を巻くほどの言語能力。

　エルゴの天性のものだと話していたが、最初にそれが発露したのは、彼の性質ゆえだったのではないか。誰かとコミュニケーションを取りたい──ひどく優しくて、ひどく切実な願いこそが、まず言語能力から呼び覚ましたのではないか。

　そこに、何か別のベクトルが加わったなら？

　誰かに勝ちたい、とか。

　誰かを救いたい、とか。

「そして」

　と、師匠が言う。

「人は、手によって、創造する」

　何度となく、エルゴと若瓏ルォロンが交錯する。

　そのたびに、信じられない出力の魔力が弾けた。

　目の前で、ヒトガタの戦車同士がぶつかりあっているようだ。もはやふたりの動きは『強化』された視覚ですら追いきれない。おそらくは戦っているふたりですら同じで、五感すべてと、それらを凌駕する無意識によって、互いの動きを把握している。

「五體収棺」

　エルゴの左手の宝珠が灯った。

　これで五つ。

　若瓏ルォロンの身体部位で、十四分の五を行動不能にしたこととなる。

　しかし、犠牲は大きかった。

　エルゴもまた、血まみれになっていたのである。

　拳を交わす最中に、若瓏ルォロンの竜翼は細かく、敵手の体を刻んでいたのだろう。武術の間に巧妙な魔術戦闘を挟み込むしたたかさは、まだエルゴにないものだった。

「ッ……！」

　一瞬、エルゴの動きが緩んだ。

　その隙に、若瓏ルォロンの翼が羽ばたき、夜空へと誘導する。

　翼によって飛行するならば、三割以上奪われた身体機能も致命的ではあるまい。

「小技じゃダメだな。気持ちよくオネンネさせられそうだ」

　と、若瓏ルォロンは囁いた。

　逃げるつもりとは思えなかった。

　右手についていた、エルゴの返り血を舐めとる。

「美味いな、エルゴ」

　と、息をつく。

「……本当に、美味い」

　瞼を閉じる。

　ゆっくりと、青年は呼吸したのだ。

　それだけで、ゾッとするような魔力が集中した。

　山に満ちていた瘴気をさらに圧縮したような、得体の知れない何かが、青年の中に生まれる。

　その翼が、ガチガチと音を立てて絡み合った。

　巨大な機械が、起動したようでもあった。

　若瓏ルォロンの外殻と竜翼が、複雑に組み合わさる。

「テュフォンは、とある神からふたつの権能を簒奪した。ひとつは不死殺しの金剛の鎌。ハルペーともいう」

　師匠の言葉に合わせるかのように、若瓏ルォロンの再構築は、さらに進んでいく。

　初めて見る形状なのに、その意図は明白だった。

　砲門である。

　若瓏ルォロンの身体を覆っていた外殻の七割近くが、ひとつの巨大な砲門となって、この山全体にも匹敵するほどの魔力を凝集し始めたのだ。

「もうひとつは、その神の代名詞とも言える権能」

　神話において、いくつか、そのイメージを決定づけるほどの権能や神器が存在する。

　たとえば、孫行者の如にょ意い金きん箍こ棒ぼう。

　たとえば、戦神トールの鉄槌ミョルニル。

　たとえば、アーサー王の聖剣エクスカリバー。

　これも、そのひとつだった。

「──ゼウスの雷霆ケラウノス」

　ああ、確かに師匠は言っていた。

　竜種と牛種の争い。

　片方の筆頭は、ギリシャの主神ゼウスであると。

　ギリシャ神話の主神から奪った権能が、世界を捻じ曲げる。さきほど、大蛇オロチを内側から跡形もなく粉砕したのも、この権能に違いない。

　今や、若瓏ルォロンの内側で、権能は臨界に達した。

　いざ開け、神代の門。

　仰ぎ見よ、定命の者。

　平伏すがいい、現代の魔術師どもよ。

　自然界において、最大の恐怖とともに語られたその名を──

「〈汝、宙を裂く雷霆ネガ・ケラウノス〉──！」

　渦を巻いた雷霆が、夜空を切り裂く。

　赤と黒に塗り分けられた、世界を蒸発させかねない破壊の具象化であった。物理法則を無視した渦重振動が、立ち塞がるすべてを許さない。大気中の水分などたちまち干からび、万物は分子に分解される。

　エルゴが、その前に両方の神腕を掲げたのである。

　奇しくも、若瓏ルォロンの変形した砲門と似た姿だった。

　神腕の両手を組み合わせると、五つまで灯った宝珠の光が、その輝きを数倍にも増した。

「〈神王屠る十四棺ペル・ジェト〉、全棺解放──！」

　雷神の怒りに、砂の戦神の権能が牙を剝いた。

　ほぼ同量、同質のエネルギーが、反発したのだ。

　雷霆に対するは、やはり雷霆。ありえない相克に、渦を巻く稲妻は悲鳴を上げた。恣ほしいままに暴虐を振るっていた竜が、初めて出会った生き写しの竜と、互いの喉元を牙で穿ったようにも見えた。

　ビシリ、と音がした。

　凛の張っていた防御術式が、その花弁を一枚散らしたのだ。

　雷霆同士の激突、その余波だけで、アイアスを模した盾にもひびが入り、さらに二枚、三枚と花弁を散らしていく。徐々に、徐々に、その亀裂が致命的に大きくなっていく。

　炸裂が、網膜を焼いた。

　轟音が、鼓膜をつんざいた。

　激突で生まれた真空へ颶ぐ風ふうが流れ込み、森を大きく揺り動かす。

　やがて、ゆっくり視力と聴力が戻ってくると、中空から若瓏ルォロンの声がした。

「なるほど、奪った神がん體たいを利用して、相手の権能を使うこともできるのか。クソ厄介な能力だな、そいつは」

　若瓏ルォロンが左手を動かす。

「だが、解放されれば、奪った体は元に戻るらしい。まだ少し痺れているけどさ」

　対して、今の権能で魔力を使い切ったのか、エルゴはぐったりと肩を落として膝をついている。

　どちらも、無傷ではなかった。

　エルゴも若瓏ルォロンも、あちこちに深刻な火傷を負っている。人の肉の焼ける嫌な臭いが、自分の鼻腔にも忍び入っていた。

「若瓏ルォロン……」

　神の面に覆われて、表情は見えない。

　しかし、その声音の底に、決して聞き逃せない衝動が滲んでいる。

「君を、喰らいたい」

「オレもだよ、エルゴ」

　若瓏ルォロンが顔を歪めた。

　泣き笑いのようだった。

　もう一度。

　若瓏ルォロンの炉心が、燃え上がる。

　呼吸するだけで、凄絶な量の魔力が精製される。イカサマどころの話ではない。そこらの魔術師ならば、軽く数十人は干上がるだろう魔力が、彼の息吹ひとつで世界から汲み上げられるのだ。

　対して、エルゴは若瓏ルォロンから奪った神がん體たいを使い果たしている。

「エルゴ！」

　叫んだのは、凛だった。

　かろうじて、最後の一枚、防御術式は花弁を残していた。

　その一枚が、儀式場を保護し、師匠とアキラと雪信だけでなく、夜劫の術者までも守っている。雷霆に直接襲われたわけではないにせよ、驚くべき魔術だった。

（……だったら）

　この旅で、幾つもの悲愴な物語に出会った。

　親殺し。

　子殺し。

　兄弟殺し。

　ならば、これはどうだ？

　セトとテュフォンは同一の神だという。

　ならば、エルゴと若瓏ルォロンの戦いとは、結局己を殺すことなのではないか？

　たったひとりの同はら胞からを殺すために、喰らうために、どれほどの犠牲を払うのか。

「僕は、君に勝ちたい」

　うつむいたまま、エルゴがはっきりと口に出して言う。

　若瓏ルォロンは、小さく息をついた。

「願望のまま終わりそうだな」

「だけど、セトに言ったんだ。──勝ちたいのと殺したいのは違うって」

「何？」

　その意味を悟るのに、若瓏ルォロンもつかの間かかった。

　エルゴの前に、自分が立ち塞がったからだ。

「グレイ……！」

　若瓏ルォロンが、呻いた。

「ずっと、怖がっていました」

　視線を落としたまま、言う。

「正直に言えば、エルゴに嫉妬していました。何年経っても、魔術師になんかなれない拙と違って、エルゴはいとも簡単に師匠の話を理解するし、あっという間に拙を抜かして、成長してしまう」

　ああ、そうだ。

　エルゴに嫉妬しているのは、結局自分が停滞していることの裏返しだった。

　肉体の時間が止まっているからといって、自分は精神こころまで停滞してしまっていた。そんな必要はないのに縮こまってしまって、昔よりも深くフードを下ろしてしまっていた。

　そんな自分が恥ずかしくて、大切なライネスにも向き合えなくなっていた。

「拙は、進みたい」

　風が吹いた。

　フードが脱げて、銀色の髪が露わとなった。

　美しい銀髪の中で、一房だけ金色になっているのも、見えただろう。

　つかの間だけ、思う。

　古代の王も、自分と同じ瞳をしていただろうか、と。

「アッド、お願いします」

「マァァァジか！　マジかお前！　マジならやるしかねえな！　俺ぐらいしかお前に付き合ってやれねえからな！」

　本当に馬鹿なことを、アッドが言う。

　だって──。

「──そんなの、知ってます」

　としか、返せないじゃないか。

「グレイ──！」

「拙は──！」

　若瓏ルォロンの叫びに、かぶせた。

「あなたにエルゴを喰らわせないし、エルゴにもあなたを喰らわせない──！」

　死神の鎌グリム・リーパーを高く掲げる。

「Gray暗くて……Rave浮かれて……Crave望んで……Deprave堕落させて……」

　ブラックモアの聖句によって、トランス状態へと突入する。

　アッドとは似て非なる声を、鎌からギョロリと剝いた目が発した。

「疑似人格停止。魔力の収集率、既定値を突破。複合礼装ロゴスリアクト・レプリカの機能を解放。要求された伝承を検索……概念一致」

　その声が、囁く。

「第二段階応用限定解除を開始します」

　魔力を集める。

　呼吸だけで魔力を生むその器官は、若瓏ルォロンと同じ竜の炉心。

「Grave刻んで……me私に……」

　エルゴが顔を持ち上げる。

　面が落下した。

　変化していたスーツも、砂が崩れるように元に戻った。

　憔悴しきった素顔で、それでも若者が言う。

「今、ひとりで勝てないのは悔しい」

「エルゴ──！」

　若瓏ルォロンの声に、瞳を向ける。

「だけど、それよりも、僕は、今ここでどっちかが壊れてしまうのが嫌だ」

　と、告げる。

　淡く、笑った。

「だって若瓏ルォロン。僕が君に勝ちたいのは、君が格好いいと思ってしまったからなんだ──」

　一瞬、呆気に取られたように、若瓏ルォロンが息を吞んだ。

　そのまま、自分は聖句を唱える。

「Grave墓を掘ろう……foryouあなたに…… 」

「ちっ……！」

　若瓏ルォロンが、〈汝、宙を裂く雷霆ネガ・ケラウノス〉に魔力を注ぎ込む。

　再び、その身体は砲門へと変わっていく。

　しかし、二度も続けて使った権能は、早々に復帰しない。

　いかな太祖竜を喰らった身でも、神秘には神秘の理ルールがある。

　何よりも、姉弟子自分を信じた、弟弟子を裏切るわけにはいかなかった。

「聖槍、抜錨」

　自分の声を、遠く聞いた。

「〈汝、宙をネガ──〉」

　若瓏ルォロンも射出態勢に入るが、もう間に合わない。魔力が臨界に達していない以上、その先がどうしても続かない。

　自分は、ただ全力で、内側から湧き出てきた真しん名めいを叫ぶ。

「〈最果てにて礎なる夢の塔ロンゴミニアド・ミュトス〉──！」

　突き出した手の先に、ぐるりと水晶の円環が生まれた。
















　天工が施したかのごとき、精緻な細工が刻まれた円環であった。いかなる光学的な効果によるものか、水晶の表面には夜空と幾多の星が輝き、打ち上げられている花火さえ何重にもなって映り込んでいた。

　その中心でゆるやかに回転するのは、謎めいた浮遊宝石。

　円環は、結晶の城塞にも見えた。

　そして、細長い宝石は、最果てにあるという伝説の塔と紛った。

　円環の水晶が放つ煌めきを存分に吸収して、浮遊宝石の一角が、極限まで絞り込まれた一条の閃光を放ったのだ。

　美しくも、儚い光であった。

　若瓏ルォロンとエルゴの振るった権能に比べれば、純粋な魔力量としては十分の一ほどにしかなるまい。

　しかし。

　防御に回された朱色と白色の羽根も、半ば以上砲門に変じた〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉も、その一条の閃光はたやすく突き通った。

　どれほど強大な神も竜も、夢に触れることは叶わないというように。

　誰だって、夢の速度には追いつけないというように。

　硬直した若瓏ルォロンの心臓を、〈最果てにて礎なる夢の塔ロンゴミニアド・ミュトス〉の光が貫いたのであった。
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　翼が、搔き消えた。

　何ひとつ外傷はない。

　一条の閃光を最後に、自分の手に生まれていた水晶の円環と宝石も消え失せていた。

　ほんの数秒、この場の全員が同じ夢を見たようだった。

　しかし、胸を押さえたまま、

「錨で竜を繫ぎ止めた……ってわけか」

　ゆっくりと落下して、着地した若瓏ルォロンが膝をつく。

　竜の炉心も、動作を止めていた。

　無尽蔵と思われた魔力が止まり、〈灰燼灼鎧ブレイズ・オブ・エトナ〉の外殻が剝がれ落ちる。

　なぜだか物悲しい思いに駆られながら、自分は口を開いた。

「グラントウキョウ・ノースタワーで戦った際、あなたがエルゴに封印術式を使ったと聞きました。あのときと同じことができれば……」

「エルゴと同じように、喰神衝動も一時的には落ち着くはず、って？　なるほど、悪い考えじゃあない」

　実際、若瓏ルォロンの瞳から、凶暴なアカイロは退いていた。

　エルゴも、五体に張り詰めていた異様な雰囲気を、大きく薄れさせている。

　相手の内側の、竜を感知できなくなったためだった。

　後ろで、凛が言う。

「シンガポールでも見たけれど、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉ってあんな使い方もできたんですか」

「いや、あれは、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉の本来の機能だ。孫行者の如意金箍棒のように、世界を繫ぎとめるための宝具としての力だとも。ミュトスというのはふさわしい名前だ。あそこで具現化されたのは、本物の〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉でさえなく、伝説に語られてきた〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉の本質そのものなんだから」

　ミュトス。

　空想。寓話。

　もしくは、夢を表す言葉だ。

　夢である以上、たとえ太祖竜テュフォンの能力だろうと阻むことはできない。そういう性質を、今の光は持っていたらしい。

　そして、世界のテクスチャを繫ぎとめた光は、同様に若瓏ルォロンの内側の竜をも、青年の内側に繫ぎとめたのだった。

　これ以上、外に溢れ出さないように。

「……だが、どうしてグレイが今？　変化しているのはエルゴだけじゃないのか？」

　師匠の問いは、自分にも刺さった。

　今の自分は必死だっただけだ。〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉の能力を引き出そうなんて思っていなかった。

　だけど、辿り着いてしまった。

　最初から知っていたように、あまりに自然にそれを手繰り寄せてしまった。

「……あるいは」

　と、師匠が続けた。

「あるいは、それこそがエルゴと若瓏ルォロンの意味……」

「────！」

　エルゴが振り返った。

　ふたりの権能の余波で焼き払われた森に、月光が静々と降り落ちている。

　地表の激闘など知らぬかのように、それはあくまでも静かで、残酷なぐらいに冷ややかだった。

　その光が、もうひとつの影を映し出していた。

「ん、ふ、ふ」

　と、影が笑った。

　背の高い男らしかった。

「竜喰らいと神喰らいを争わせて、まさか結果がお嬢さんの横取りとはね。いくらなんでも、これは想像しないだろう」

「クソオヤジ」

　若瓏ルォロンが、言う。

「よお、不肖の弟子。ボロボロじゃあないか」

　雲の位置が変わった。

　それで、男の面差しが映った。

（……綺麗）

　こんな状況なのに、つい場違いな感想を覚えてしまった。

　背筋が凍るほど、美しい男であった。

　数万年の氷河を歩く、ひとりぼっちの灰色狼を思わせた。

「あなたは」

「彷徨海のジズ、っていうんだよ？」

　と、灰色狼の男は名乗った。

　たちまち、自分たちの間を緊張が走った。

　彷徨海。

　今まで弟子である若瓏ルォロンの話にしか姿を現さなかった魔術師が、ついに自分たちの前にやってきたのか。

「ああ、初対面ってわけじゃないぞう？　ほれ、これ」

　と、仮面を見せた。

「それは──！」

　シンガポールのホーカーセンターで出会った、ワヤンの役者の仮面だった。

　この役者が残した手紙に誘われて、自分たちは凛とエルゴのふたりに合流することになったのだ。

　ある意味で、この長い冒険の始まりになったのが、この役者と手紙であった。

　あの際は仮面をつけているか、分厚い化粧を施しているかのどちらかだったので、はっきりとした面立ちは分からなかったのだが……まさか、あの時から彷徨海の魔術師に出会っていたなんて。

「最初から、私たちを海賊島に誘導するつもりだったんですか」

　師匠が言った。

　彷徨海に対するに、時計塔の君主ロード。

　竜を喰らった男に対するに、神を喰らった男。

　しかし、今どちらが疲弊しているかは明らかだ。こちらは切り札のさらに切り札までも露わにした状態で、彷徨海の魔術師は己の正体以外何ひとつ曝け出していない。

「ん、ふ、ふ。まあ順番があったんでね。俺が直接エルゴと会うのは契約違反だったんだ。あのままだと、最初のアトラス院がエルゴを回収して終わりだったろう？　それが悪いわけじゃあないが、場が沸かないってもんさ」

　彷徨海の魔術師──ジズの言う意味が、自分たちには分かった。

　もし、師匠と自分が合流しなかったら、あの海賊島で凛とエルゴは二人だけで、アトラス院の錬金術師ラティオを迎え撃つことになったろう。

　その場合、実際の戦いのように、ムシキの乱入までもたなかった可能性は高い。

「とはいえ、こっちも目算通りとは言いがたい。つうか賭け弱いんだよな俺」

　美しい男が、大げさに嘆く。

「今回だってそうだ。まさか、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉の封印に、ロゴスリアクト・レプリカを使っていたとはな。ブリテンの魔女、とんでもないものを残していきやがって」

「っ……！」

　息を吞んだ。

　その意味を、ジズは理解している。

「お前らも分かってるんだろうが。ロゴスリアクトといえばアトラス院の七大兵器だぜ」

　時計塔と彷徨海と、もうひとつの魔術協会・アトラス院。

　七大兵器というのは、そのアトラス院が誇る、最大の禁忌なのだという。




　──『アトラスの封を解くな。世界を七度滅ぼすぞ』




　まことしやかに、そう言われている。

　実際、それが叶うほどの性能を、自分も目にしたことがあるのだ。

　そして、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉を封印するアッドは、この七大兵器の模造レプリカなのだった。

「先生、本当にそうなんですか？　本当に、あの七大兵器の？」

　凛が尋ねる。

　彼女にしてみれば初耳で、絶対に聞き流せない台詞だったろう。

「……ああ、本当だ」

　と、師匠も認めた。

「だが、私たちもその事情までは知らない」

　結果として、アッドの核が七大兵器の模造レプリカである事実は知っているが、どうしてそんなことになったのかは霧の中だ。

　信じてもらえるかはともかく、正直なところを打ち明けると、

「ん、ふ、ふ」

　と、またジズが独特な笑い声を漏らした。

「知らない。知らない、か。こいつは面白いなあ、お前ら。現代の魔術師もなかなかやるじゃあないか。無知ってのはひとつの武器だ。知ってる相手には、あれこれいくらでも手を使えるが、知らないんじゃあどうしようもないからな」

「成り行きですよ」

「半分は、だろう？」

　師匠の言葉に、ジズは即座に返した。

「真実は知らないが、仮説はある。思惑もある。ああ、なるほど、時計塔らしいやり口だ。お前らはそういう道を選んだんだからな。本来過去しか持たない魔術師の中で、お前らは現代に合わせていくのを選んだから、そうなるんだよ」

　美しい切れ長の目を細めて、ジズが言う。

「俺に言わせれば、お前は時計塔そのものに見えるぜ、ロード・エルメロイⅡ世」

「……まさか」

　師匠の頰が、かすかに引き攣った。

　想像しない評価だった。

　だって、時計塔において師匠は、とびきりの異端児である。誰に聞いたところで、こんな君主ロードは他にありえないと断言するだろう。

　なのに、そんな師匠が彷徨海の魔術師から、時計塔そのものだ、なんて言われるとは。

「ん、ふ、ふ。なるほど、俺に似てるかもな、若瓏ルォロン」

「人の話を聞いてやがったのか、クソオヤジ」

「お前の聞いた印象は、こっちにも溢れるだけさ。お前が俺の悪口ばかり言ってるのはずっと知ってるとも」

　若瓏ルォロンとジズが、そんなことを言い合う。

　それから、ジロリと師匠を見やった。

「確かに、こいつはここで始末しておく方がいいかもな」

「っ！」

　前に、出る。

　勝ち目も何も考えなかった。

　師匠を害すると言うならば、それだけは許せない。どれほどに無謀で無意味であろうと、自分の選択肢はひとつしかない。

　しかし、

「……るお」

　その囁きで、若瓏ルォロンが振り向いたのだ。

　アキラであった。

　魔力で脳を揺さぶったようだったが、若瓏ルォロンの炉心が停止したことで、その術式も効力が失せたのだろうか。それとも、早くも回復してしまったのか。

　四つん這いで、ゆっくりと少女は青年に寄り添った。

「るお……大丈夫なの……痛くないの……」

　まだ、幻を見ているのかもしれない。

　少女の瞳は揺れていて、本当に夢の最中のようだった。

　その手が、外殻が剝離した後のバーテンダー服の胸に触れた。

「アキラ……」

「良かった……心臓……動いてる……」

　本当に嬉しそうに、少女が笑った。

「どこにも……行かないでね……るお」

　か細く、しかし聞き逃すことなどできない言葉。

　自分の宝具などより、それはよほど強力な、竜を縛る呪文であった。

　アキラの手が、若瓏ルォロンの胸から滑り落ちる。

　慌てて、若瓏ルォロンが少女を抱き抱えた。

　再び気絶したアキラを抱いたまま、若瓏ルォロンは動かなかった。

　ふたりの姿を、月の光だけが照らしていた。

「……ちぇ」

　と、ジズが舌打ちした。

「ちぇ、ちぇ、ちぇ。気が削がれちまった」

「ジズ……？」

　師匠が、名を呼ぶ。

　すると、彷徨海の魔術師は、唇を歪めた。

「あと、夜劫との賭けに勝ってしまったからな。こうなってしまったからには、うちが攫っていくしかなかろうが、賭けに勝った後、予定外の物ブツまで持っていくのは縁起が悪い。俺たちはそういうのを大事にする稼業だろう？　勝った後も負けた後も、盆ぼんは綺麗にしておくもんさ」

　すう、と弟子と少女の近くへ、滑るように歩く。

「だから、こうしよう」

　と、美貌の魔術師が手を動かした。

　ジズの指が、アキラの背中に突き刺さったのだ。

「アキラさん?!」

　叫んだ自分の前で、ゼリーからフォークを引き抜くように、ジズの手が引かれた。

　横に振られる。

　何かが、宙を飛んだ。

　べちゃり、と師匠の手の中に打ち付けられたそれは、赤黒い器官のようで、びくびくと蠢いていた。

「移植された神がん體たいの半分だ」

「な──！」

「古代の心霊手術みたいなものでね。んふふ、感謝しろよ？　昔はとびきりの酒がなかったら、絶対やらなかったんだからな？」

　手を引き抜かれたアキラは、眠ったままであった。

　服にも髪にも、血の一滴もついていない。

　しかし、アキラ自身に傷ひとつつけず、そのようなことを一瞬でやりおおせるとは。

「それだけあれば、ひとまずは夜劫も納得するだろうよ。半分なら、うちの不肖の弟子の喰神衝動も、とりあえずは耐えられるはずだ。少しもったいないが、確かこの国では三方一両損とか言うんだろ。全員妥協するには、全員ちょっとずつ損をするのがいいってな」

「オヤジ……」

「せいぜい、てめえのお師匠様に感謝しておけよ。聖槍の影を抜くのだって、それなりの手間がかかりそうだからな」

　トン、と若瓏ルォロンの胸をこづいた。

　それから、視線を動かし、

「……エルゴ」

　と、呼んだ。

　まだ力が戻らないのか、赤毛の若者はうずくまったままだった。

「どうだ？　二柱目まで自覚したようだが、俺のことは思い出したか」

「いいえ」

　と、若者は、かぶりを振った。

「でも、分かる。これだけは分かる」

　また、エルゴは初めて見る顔をしていた。

　海賊島で子どもたちと触れ合っていたときの人懐っこさとも、若瓏ルォロンに対して抱く、純粋で熾烈な闘志とも異なる表情。

　はっきりと、こう告げた。

「僕は、あなたが嫌いだ」

　憎しみであった。

　すると、ジズの唇が、氷の花のようにほころんだのだ。

「理想的な答えだ。いい師匠についたと見える」

「私が、何か？」

「最高の仕事をしてくれているということさ。誇っていいんだぜ、現代の魔術師メイガス」

「だったら、約束していただきたい」

　と、師匠が持ちかけた。

「夜劫アキラを、絶対に傷つけないと」

「ほう、そこが譲れないのか」

「両儀幹也に依頼された。斗彫源馬に託された。だったら、どれだけ浅慮な行為だとしても、その保証なしに、私は引き下がることはできない」

　引き下がらない、と師匠は宣言した。

　愉しげなジズの瞳は、答えを露わにせず、師匠を映している。かすかに師匠の指先が震えているところまでも、見落としてはいなかった。

　すると、

「オレが約束する」

　と、若瓏ルォロンが言ったのだ。

「たとえ、クソオヤジにだろうが、毛筋ほどの傷もつけさせやしないさ」

「ん、ふ、ふ。これは反抗期が怖そうだ」

　笑ったジズが、空を仰ぐ。

　月が嫉妬するのではないか、と奇妙なことを考えてしまった。月よりも美しい男がそこにいるのを見つけてしまって。

「分かるな、君主ロード。ここは中間地点ターニング・ポイントだ」

　と、ジズは囁いた。

　まるで、ふたりだけの秘密でも打ち明けるように。

「お前が、エルゴをどうにかしようって言うなら、三柱目の神もいる。そのための旅だって必要さ。その間に、俺はこいつを使い物になるようにしておくさ。お前もせいぜいエルゴと弟子どもを調整しておけ」

「…………」

　数秒黙ってから、師匠は言葉を続けた。

「……あなたは、弟子をなんだと思ってるんだ」

「決まってる」

　即座に、ジズは返した。

「何より手間暇をかけた、貴重な自分の道具だよ」

「……ジズ……！」

　師匠が眦まなじりを決する。

　それだけは許せない、と叫ぶようだった。

「ん、ふ、ふ。考え方の相違でもあったか？」

　弄ぶように、ジズは嗤う。

　そして、

「ロード・エルメロイⅡ世とその弟子たち。肥沃なる三日月で会おう」

　そのまま、彷徨海の魔術師が、くるりと指を動かした。

　何かの、印章のようだった。

　風が吹いた。

　一瞬、顔を覆う。

　手を下ろしたとき、ジズと若瓏ルォロンのふたり──いや、アキラを含む三人の姿が、消え去っていた。

　後には、影さえも残っていなかった。

「……消えた」

「瞬間移動は、現代においては魔法の域だが……彷徨海なら、いまだに魔術のものだろう。使いこなしても不思議はあるまい」

　師匠が、茫然と言った。

　ひどく、疲れていた。

　たった一夜なのに、もっとずっと長い間、戦い続けていた気がした。

　筋肉ばかりか、体中の魔術回路が悲鳴をあげている。魂まで疲弊しているようだ。

　きっと、自分だけじゃない。

　この場の誰もが、すべてを擲なげうって、夜を越えようとした。

　凛の防御術式に守られ、倒れたままの夜劫の術者だって、きっとそうだろう。

　ドン、と音がした。

　振り返ると、夜空に色彩が生まれていた。

　銀河に咲く、一際鮮やかな大輪の赤。

「……綿飴が、食べたくなったな」

　と、師匠が苦笑した。

　凛も、エルゴも、それぞれに疲れ果てて、しかし何かを成し遂げた横顔で、花火を見つめていた。

　それが、朽縄山で見た、最後の花火だった。
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　夜劫の屋敷にも、動きが生じた。

「……どうやら、終わったらしい」

　と、朱音が口にしたのだ。

　儀式場で、若瓏ルォロンとエルゴが激突したのを、彼女は知っていた。

　夜劫の術者たちが倒れ、ほとんどの魔術回路が焼け付いた今でも、まだ彼女とこの山が繫がっていることに変わりはない。ほとんど読み解けなくはなったが、どこでどのような戦いが起こっているかぐらいは分かる。

　いずれにせよ、もはや彼女の手は及ばない戦いであった。

　はたして、雪信とアキラは──そして神がん體たいはどうなったのか。

　もしも、そのすべてが失われていたら、立て直しには時間がかかるだろう。

　夜劫にとっては、致命的かもしれない。

　その場合、ほかの組織と連絡を取ることになる。

　希少な神がん體たいを管理していた身として、不手際を叩かれることにはなるだろうが、技術や伝統が完全に失われてしまうよりはマシだ。いずれにせよ、あちこち繫ぎを取っていた政財界へのコネクションを活用することになるだろう。

　しばしそんな思考に浸ってから、ふと朱音は尋ねた。

「お前は、なんて言ってた？」

「どんな形にせよ、エルメロイⅡ世さんたちが夜劫アキラを助けられたなら、そっとしておいてあげてほしい、というだけです」

　確かに、両儀幹也が言いに来たのは、それだけだったのだ。

　さまざまに朱音を翻弄し、ひょっとしたら夜劫そのものを揺るがした男は、結局のところ夜劫アキラのことしか要求しなかった。

　たまらなくなって、朱音は訊いた。

「どうして、ここまでやった？」

「何のことですか」

「なんで、こんなにこだわったんだ」

　と、もう一度尋ねる。

「夜う劫ちもそうだが、彷徨海にしろ時計塔の君主ロードにしろヤバいネタだらけだ。いくらなんでも途中で気がつくだろう。引き返せるポイントはいくらでもあったんじゃないか？」

　すると、幹也はまっすぐに見据えたまま、口を開いた。

「夜劫は両儀家の遠縁でしょう」

「ああ。だから、試しに人捜しなんか依頼したらこれだ。つくづく後悔してるよ」

　なるべく嫌みたらしく話す。

　しかし、幹也は気にした風もなく、続けたのである。

「でしたら、僕には妻の家のことだから、なるべくきちんとしておきたかったんです」

「…………」

　しばらく、朱音は沈黙した。

　長いことそのままで、ぱくぱくと何度か唇を開閉させてから、やっと訊く。

「それだけか？」

「それだけですよ。もちろん、できることならって範囲内のことで、できないことをやるつもりはなかったですけど」

　不思議そうに、幹也が答えた。

　だけど、もう一度、彼女は問うた。

「本当に、まさかお前、本当にそれだけなのか」

　今度は、返事はなかった。

　朱音は、大きく目を見開いていた。

　こんなに、呆気に取られるのは何年ぶりだろうと思った。ひょっとしたら大人になってからは一度もなかったかもしれない。

　ほんの一瞬だけど、魔術回路の焼け付いた痛みさえ遠ざかった気がした。

　ため息とともに、天井を仰ぐ。

「あてられた。なんで、切った張ったや命の取り合いをして、神秘の極限まで争ったあげくに、こんな惚気を聞かされるんだ？」

　幹也は、なんだか不満そうな顔をしていた。

　そんなの、珍しがることでもないのに、と言いたげな表情である。

　が、抗弁することもなかった。

「……ああ、だったら私たちには勝てないな」

　と、彼女は呟く。

「だってそれは、確かに『普通』のことじゃないか」
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　幹也が屋敷を出たのは、一時間ほど後のことだった。

　駐車場で、車に乗る直前に振り返って、

「ありがとう」

　と、口にした。

　そのまま運転席に座り、シートベルトを締めてハンドルを握ると、すぐに夜劫の屋敷から離れていく。

　異変は、そこで起きた。

　少し離れた木々のところに、瘴気が凝ったのである。

　霊感のあるものなら、肉塊の球体に似たものが見えたろう。

　霧のような、虫のような、しかしどこか人間を思わせる形をしていた。

　魑魅魍魎。

　今度の儀式でわずかに残っていたそれが、結界のすぐ外で、形を得たのだ。

　夜劫の人間ならば、まず問題はない類だ。

　しかし一般人であれば、憑依されることが致命的になるような──そんな霊体が、走っていく車を見つめていた。

　どうしても、あれが食べたい、というように顎を開いた。

　ひどく嫌な悪意と、執念が滲んでいた。

　そのときだった。

　とん、と何かが刺さったのだ。

　魍魎はそれを見下ろして、意外そうに震えた。

　ただのナイフだったからだ。

　霊体に害など加えられるはずのない、変哲もない刃物。

　なのに、与えられた衝撃は前代未聞だった。いかなる魔術や神秘よりも絶対的で、圧倒的で、魍魎はそのまま消え失せていった。

　後に残ったナイフが、くるりと回って、収納される。

　使い手は、黒い髪の女だった。

　着物の上に、赤いブルゾンを羽織っている。

　この季節でも暑くはないらしい。

　不思議な目をしていた。

　吸い込まれるような虹色の光が宿った瞳。

　直死の魔眼、と一部の魔術師の中で噂される秘中の秘であった。

　それも一度瞬きしただけで、普通の黒へと戻った。

「まったく、いつもあいつはツメが甘いんだ。人のことは言えないけどさ」

　車が去っていった道路を、女はちらりと見やった。

　そして、

「そろそろ、家に帰ってやるか」

　と、花火の終わった夜空を見上げて、呟いたのであった。
















　空港の構内を、慌ただしく人々が行き来していた。

　みんな折り目正しく、きびきび歩いているように見えるのは、国民性だろうか。とりわけビジネスマンらしいスーツ姿が多く、なんだか現代のニンジャみたいだ、なんて感想を持ってしまった。

　日本最大の国際線空港、成田空港である。

　世界中の都市が書かれた電光掲示板の前で、

「なんだかあっという間だったわねえ」

　と、今更びっくりしたみたいに、凛が言った。

「あれだけ夜劫とやりあってから、オオナムチと太祖竜テュフォンに、エルゴの二柱目の神。あげく最後は彷徨海の魔術師よ。いくらなんでも贅沢フルコースすぎたでしょ、先生」

「……二度と味わいたくはないな」

　うんざり極まる感じで、師匠が眉間に手をやる。

　あれから、四日が経過していた。

　その間、自分たちはそれぞれ静養につとめていたのだが、一番疲労困憊していたのは、師匠だったのだ。外傷はほとんどなかったものの、儀式場までエルゴにおぶわれて振り回されていたのと、ひたすら山を歩いたことによる筋肉痛で、まともに動けずじまい。

　結局、念願の秋葉原にも行けなかったとのことで、ここまでのタクシーでも「ガッデム」と呟き、顔を押さえている有様だったのである。

　そこで、自分もふと疑問に思った。

「凛さんは、また日本を離れるのが寂しい、とか思わないんですか？」

「んー、それはないわね。冬木ならともかく、東京にはそういう思い入れがないもの。自分の国だなーとは思うけれど、寂しいっていうのはまた別。……ちょっと、冬木の家が懐かしくなったりはするけどね」

「……冬木か」

　師匠も、短く言った。

「確かに、思い出しはする。あれもひどい代物だったが、毎回日本に来るたびに人外魔境というのは存在するのだと知らされる。それも、よりにもよって都市部やすぐ近くにね」

「時計塔の君主ロードが言えた柄じゃないと思いますけれど。それに、最後のあたりは思い切り彷徨海に喧嘩を売ってましたよね？　ご自分の立場を覚えてらっしゃいますか、教授？」

「う」

　凛の指摘の切れ味に、小さく師匠が呻く。

　空港の雑踏を見やりながら、

「私も、意外だった」

　と、師匠は漏らした。

　少しだけ遠い目になって呟く。

「弟子を道具と言われることに、私は怒るんだな」

「知らなかったんですか」

　と、つい自分は吹き出してしまった。

「師匠は、一度もそういう風に、エルメロイ教室を見たことがないのに」

　似たことで、ライネスにさえ怒ったことがあったのだ。

　師匠の指導を受けた魔術師がことごとく成長している以上、その生徒たちを使えば、さまざまな局面を有利に運べると考えるのは当然のことだろう。

　しかし、師匠は断固としてこれを拒絶した。

　どうしようもない状況で生徒たちの力を借りることはあるが、決して積極的に利用しようとすることはなかった。今回の凛にしたところで、彼女と師匠との間にあるのは、あくまで対等な協力関係である。

　だから、だろう。

　ジズの言葉が、どうしても許せなかったのは。

　優秀な弟子を育てたという意味では、師匠と同じなのに、その在り方があまりにも対照的すぎる相手。

　だったら、若瓏ルォロンは、ジズのことをどのように思っているのだろう。

　クスリ、と凛は微笑した。

「まあ、先生のそういうところは悪くないですけどね。ただ、使いに使った宝石の補充は必要ですよ？　今回は先生のところのツテと財布を当てにしていいんでしょう？」

「む、むぐぐ……」

　胃のあたりを押さえつつ、師匠がうなずく。

「まあ紹介はする。経費はうちで持つから、書類を出して計上しろ」

「もちろんです！　現代科ノーリッジの君主ロードのご厚意に感謝いたします。ふふふ、経費を他人に持たせて各地の秘奥を探りつつ、実戦の指導まで受けられるのって完璧じゃないですか」

　ハミングでもしそうな調子の凛に、師匠は眉間の皺を深くする。

「まったく、現代の魔術師だな、君は」

「もちろん、そうですよ。彷徨海に言われたの、気にされてるんですか」

「してるさ」

　正直に、師匠が言った。

「時計塔にいれば、建前であっても、根源に辿り着くことを誰もが至上にしている。悩む余地も時間もない。……だが、外に出れば、別の価値観がある。同じ魔術師同士ですら、同じ価値観ではありえない」

「だから、楽しいですよ」

　と、凛は返した。

「だから、この旅に出て良かったって思ってますから。うん、わたしは浴びるように他人の心に触れたいんです。わたしが欲しいものとは違っていても、他人の宝物を見るのはドキドキするじゃないですか」

「根っからの海賊だな」

「もうちょっと、淑女レディを褒めるのにふさわしい言葉を使ってくださっていいんですよ？」

　ふたりの掛け合いに、つい吹き出してしまう。

　そこで、

「買ってきました！」

　と、爽やかな声がした。

　エルゴがジュースを持ってきたのだ。

「先生は無糖のコーヒー、凛さんはグァバジュース」

「ありがと」

　お礼を言った凛、師匠の順に、エルゴが渡す。

　今回で一番傷を負ったのは、間違いなくこの若者のはずなのだが、もう痛みすらないようだった。相変わらず呆れるほどの回復能力で、翌々日にはピンピンしていたのである。

　もっとも、師匠はこんな風にも言っていた。

　もしも、若瓏ルォロンがゼウスから奪ったもうひとつの権能──不死殺しの鎌であるハルペーを使っていれば、いくらエルゴに高い回復能力があっても、呪いによって再生できなかっただろうと。

　使わなかったのは、すべての権能を使えるわけではないのか、それとも単に魔力を惜しんだためか。

　あるいは、もっと別の……。

　考えていたところで、缶が突き出される。

「はい。姉さんは、ロイヤルミルクティーです」

「その……姉さんはやめませんか」

「やめません。僕は弟弟子ですから」

　にっこりと、エルゴが言い切った。

　朽縄山のこと以来、若者はそんな風にこちらを呼んでいたのだった。

　姉弟子というだけなら凛だって同じはずなのだが、頑としてエルゴは譲らなかった。見かけからすれば、自分の方こそ妹に見えるのでなお厄介なのだが……

「……じゃあ、仕方ありませんね」

　フードを下げつつ、自分は缶のプルタブを上げる。

　そんなに悪い気分でもないことから、目を背けておきたいのもあった。

　たっぷりと砂糖の入った液体が、舌の上を滑っていく。

　香りは控えめだけれど、濃厚な風味。後口はしつこくなくて、きっちりコクだけが残る。

　缶飲料の味は、今までで、この国が一番美味しい気がする。

　ゆっくりと味わっていると、エスカレーターの向こうから、人好きのしそうな瘦せた男が現れたのだ。

「幹也さん」

　片目の隠れた髪に触れて、両儀幹也は笑った。

「今日、皆さんが出発だと聞いて」

「ありがとうございます。おかげで、夜劫と険悪にならず、日本を離れられそうです」

　師匠が頭を下げる。

　その横合いから、ひょいとワンピースの少女も顔を出したのだ。

「おや、お嬢さんも」

　すると、両儀未那はなんだか不承不承な様子で口を開いた。

「コクトーったら、お母様が帰ってきてからすっかり上機嫌で、つまらないんですもの」

　なんだか、その様子が瞼に映るようだ。

　幹也の奥さんは夜劫の事件に関わるのに反対して、家出したとのことだったから、事件が終わったので戻ってきたのだろうか。

　あんまり単純で、笑ってしまうぐらいだけど、この人のまわりはそれでいいと思った。

　紆余曲折はあっても、互いの手を放すことのない──そんな関係がきっと似合う。

「別に変わらないと、思うんだけど」

「全然違います」

　なんだか、未那は不貞腐れているようだった。

　ひょっとすると、それがこの少女が幹也をコクトーと呼びたがる理由なんじゃないかと、そんな想像が頭をかすめてしまった。

　それから、未那が視線を上げる。

「記憶喪失さんは、お加減いかがですか？」

　どうやら、エルゴに言ったらしかった。

「なんとか。記憶は戻ってないけれど」

「あら」

「何か？」

「だって、なんだか大人びた顔になってるもの。てっきり記憶が戻ったのかと」

「そうでしょうか」

　と、エルゴは首を傾げた。

　確かに、若者の顔つきはずいぶん変わっていた。

　無垢で、茫洋として、いつも眠たげだった彼はもういない。代わりに、物柔らかな態度の内側に、確かな芯を持った若者が生まれていた。

「勝ちたい相手でもできた？」

　その質問に、エルゴがパチパチと瞬きした。

「それって、分かるものなんですか」

「意外と滲み出るものですよ。男の子は特に」

　まだ七歳かそこらの少女に、少なくとも見かけは十代後半の若者が諭されている。

「一度負けて、一度引き分け、って感じです」

「三度目の正直狙い？」

「そうします」

「そのつもりでも、そうしたいでも、ないのね」

　なんだか、嬉しそうに彼女は微笑した。

「お気に入りの本の続きが出た気分。出来がどうかはこれからだけど、表紙は好みよ、記憶喪失さん」

　キッパリと、彼女は言い切る。

　きっと、美しく育つだろう。

　同時に、どうしても思い出してしまうことがあった。

　エルゴと未那が話しているのを見つつ、幹也が少しだけ小さな声で尋ねたのだ。

「雪信さんはどうですか？」

「拒絶反応がひどいと聞きました。数日を争うというわけではないですが、余命は厳しいでしょう」

　と、師匠が答えた。

　一年か二年か、それとももっと短いのか。

　時計塔でも、魔術刻印を巡って、似た事件は多いのだ。

　そのたびに繰り返される悲喜こもごもは、魔術師の家系にとって避けられない宿命と言えた。神秘への関わり方が異なる日本であっても、それは変わらないらしい。

「ただ、時計塔から、魔術刻印の拒絶反応についての資料を用意させる予定です。ジズから回収した神がん體たいも引き渡しましたし、おそらく、ある程度の延命は可能でしょう。彼を慕っている夜劫の術者たちも、最大限の協力をしているということですから」

「……そうですか」

　確かに、術者たちから慕われている雰囲気はあった。

　人にはさまざまな関係がある。

　たとえ、その結果として妻と娘を追い詰めることになったとしても、周囲との関係自体が責められるわけではあるまい。

　聞いていたエルゴが、ふと尋ねた。

「……許されていいんですか」

「誰も、許したりできませんよ」

　と、幹也が言った。

　この男ひ性とは、どこか寂しげな声色で続ける。

「これは受け売りですけれど……人はその一生で、ひとりぶんの殺人しか、許してあげられないんです。大体の人は、そのひとり分を自分のために使って、自分の死を許してあげる。妻子を直接手にかけたわけではなくても、雪信さんは多分、自分の最期を受け止められないでしょう」

「それは……哀しいことですね」

　エルゴが、視線を伏せる。

（……ひとり分の殺人しか、許してあげられない）

　幹也の言葉に、自分はなぜだか、妙に納得した心持ちがあった。




　──『愛情でも、憎しみでも、嫉妬でも、限度を超えてしまったら、もうどうしようもないんです。そうなったら、相手を消してしまうか、相手を取り込んでしまうしかない。見えないところに行くとか、同じグループに入ってしまうとかでもいいけれど、多分その一番極端な手段が、相手を殺すか、相手を喰らうかなんです』




　エルゴが言っていたことと、その言葉は同じことだ。

　度合いを超えた感情で相手を消してしまえば、殺した者も同じだけの空ツ白ミを負うことになる。

　その空ツ白ミは、まさに人間ひとりと同じだけの大きさだろう。

「…………」

　おそらく、両儀幹也は、夜劫雪信が生き方のバランスを崩した原因が、己にあることを知らない。

　今後、誰かが伝えることもあるまい。

　だけど、まったく気づいていないかというと、そうじゃない気がした。

　どうしても、人は影響を与え合う。

　どうやっても、人は変化し合ってしまう。

　そういうことに、この男ひ性とは決して鈍感ではないと思えたから。

　幹也が、エルゴに尋ねた。

「ここは、どんな国でしたか」

「不思議な国でした」

　と、エルゴは答えた。

「とても古くて、とても深くて、とても静かで」

　ある意味で、シンガポールは最新の国だった、と思う。

　政体としては極めて新しく、しかしその内部ではいくつもの地域にまたがった古い文化がぶつかりあっていて、そのギャップがあの国の魅力を形成していた。

　この国は、まったく違っていた。

　潜れば潜るほど、深みの色合いが変わっていく。

　夜劫朱音や雪信の印象が、くるくる変わっていったように。

　いつか、また訪れることがあれば、この国はまったく違う顔を見せてくれるのだろう。

「アキラさんのことは、引き続き追います」

　と、師匠が約束した。

「若瓏ルォロンが約束してくれたとしても、彼女の無事が保証されたわけじゃないし、彼女の人生を見守る人間はもっと必要でしょう」

「お願いします」

　と、幹也が言った。

　たくさんの首都の名前が並んだ電光掲示板を見やって、訊いた。

「次は、どこに？」

「エジプトへ。向こうで会う相手がいますので」
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　幹也親子と別れてから、自分は師匠に口を開いた。

「ラティオ・クルドリス・ハイラムのことですね」

　向こうで会う相手。

　エルゴの実験に関わったという三人の魔術師の末裔。

「ああ、ルヴィアとライネスも一緒に待っているそうだ。夜劫の神がん體たいのデータを渡すまで、協力体制ということでね。一応必要そうな資料や書類をデータにまとめておいた。向こうで受け渡すことになる。エルゴの面についても、まだ調べておきたくはあるしな」

　それから、もうひとつ呟いた。

「だが、よりにもよってアトラス院の本拠に行く直前に、ロゴスリアクト・レプリカの再起動か」

　自分にも、その意味は分かる。

　火薬工場に爆弾を持っていくようなものだ。しかも、この爆弾はその火薬工場による御禁制品の模造レプリカときている。

　場合によっては、新たな問題を抱えることも考慮しなければならないだろう。

「それに、ジズの言ってた肥沃なる三日月もそうだ。あれはペルシア湾からパレスチナ、エジプトへと至る、文字通り三日月状の地域のことでね。彷徨海だけでなく、最古の神話である英雄王ギルガメッシュのメソポタミアや、征服王イスカンダルの墓といわれた場所も、ここに含まれる。私も、昔足を踏み入れたことのある場所さ」

　君主ロードとなる前、師匠は世界中を旅していた時期があるらしい。

　おそらく、その頃のことだろう。

「魔術の世界に、本当の偶然などない、か」

　ジズの話通りなら、凛とエルゴに合流したのも、彼の誘導によるものだ。

　必然がどのような織物を作り出すかは、まだ分からない。ただ、宿命と言うべき力強さで、この先に待ち受けていることだけは間違いなかった。

　ふと、飛行機の見える窓ガラスに、自分の顔が映った。

　フードの下に覗いた銀色の髪に、一房だけ金髪が交じっている。

「…………」

「どうした、グレイ？」

「いえ、なんでもないです」

　かぶりを振る。

　金髪が、少しだけ増えてしまったような、そんな気がしたのであった。





＊






　もうひとつだけ、旅立つ前に、語るべき出来事があった。

　飛行機に乗る直前、電話がかかったのだ。

　画面表示を見て、一瞬眉を曇らせた師匠が通話ボタンを押した。

「やあ兄上」

「なんだ、ライネス。これから、エジプトに向かうところだが」

「──ライネスが？」

　つい、声に出てしまった。

　師匠が、ちらとこっちを見やって、うなずく。

　そのまま聞いていてもいい、ということだろう。スピーカーモードにされなくても、耳を軽く『強化』するだけで、聞き取るぐらいは十分できる。

「いや、いささか面倒なことになってね。先に連絡だけしておきたくて」

「……お前」

　さすがに、師匠の声には恨み辛みが滲んでいた。

　ここに至って、あのライネスが面倒事と表現するからには、相当厄介な案件なのが想像できた。

「……とりあえず、話を聞こうか」

「うん、そう言ってくれてありがたい。彷徨海について、私たちが調べているのは話していたな」

「ああ、だから合流する気になったんだ」

「それが、途中で奇妙なことに遭遇してしまってね。殺人事件──密室殺人と言うべきかな、これは」

　一気に、師匠の表情が渋くなる。

「そういうことなら、もっと立派な名探偵でも雇っておけ。前から何度も言っているが、私のことを探偵扱いするのは間違ってる」

「ははは。残念だが、これは兄上にしか対処できないタイプの事件でね」

「……何？」

　その台詞に、師匠が眉を寄せた。

　対するライネスは、師匠の表情が見えているかのように、愉しげな声音で続ける。

「単刀直入に言おう。おっと、いささかハッタリが利きすぎてるんだが、どうか笑ってくれるなよ？　私もどうかとは思ってるんだから」

　わざわざ、丁寧に前置きした。

　続く台詞に、空港の雑音は一気に遠くなったのである。

「ファラオの殺人事件なんだ」








〈了〉









あとがき




　お待たせしました。『ロード・エルメロイⅡ世の冒険』三巻をお送りします。




　まず、いつもの発売から一ヶ月遅れたことを謝らせてください。

　紙の本で買った方は手にとって察していただいたのではないかと思いますが、今回過去シリーズ含めての最大分量になったことに加えて……実は、執筆中に父が倒れて入院してしまったのです。

　幸い、命に別状はなかったのですが、父の年齢からして今まで通りの生活は難しく、しばらく介護で手一杯になるのは明らかだったため、TYPE-MOONさんと相談して、スケジュールを一ヶ月遅らせていただきました。TYPE-MOONさん及び各編集部と相談した時、困った素振りひとつ見せず、「三田さん、ここは無理せずに遅らせましょう」と言っていただいたことには、本当に救われました。

　今は、父も新しい生活に入っており、僕と一緒に少しずつ慣らしています。入院中にデジタル離れしてしまってぼんやりしがちだった父に『ドラゴンクエスト11Ｓ』を勧めたら、翌日には「面白いから攻略本も買ってきてくれ」と言ってきたのは、ゲームの持つ力を実感できて、嬉しかったです。





＊






　私事が長くなってしまいました。

　本編については、とにかく総力戦となりました。

　これは夏に続けざまに叩き込まれたFGO第二部六章の戴冠式と、『月姫Ｒ』の影響が大きいですね。２０２１年の夏はTYPE-MOONファンにとって最高級に贅沢だった季節と言って、間違いないでしょう。

　だったら、これを味わったファンにも十分満足できるものを出さねば、とこちらも力が入ってしまいました。何しろ、この日本編のためにTYPE-MOONさんからお預かりしたキャラも背景も、負けず劣らずに素晴らしいものばかりだったからです。

　神と竜。

　日本の魔術の深淵。

　彷徨海の魔人・白若瓏バイ・ルォロン

　引き続き登場する遠坂凛に、両儀親子。

　エルメロイⅡ世やグレイ、エルゴたちはこれにどう挑むのか。時計塔の君主は、夜劫の闇をいかに解体するのか。夜劫の神、若瓏ルォロンの竜、そしてエルゴの第二の神とは何か。

　僕なりに、超伝奇物の真正面から取り組んでみたつもりです。あなたに楽しんでもらえていればいいのですが。





＊






　いくつかTYPE-MOON世界の話をしますと、作中の『空の境界』の時系列は、『空の境界』本編より後、『未来福音』前となりますね。

　大陸の思想魔術や、日本の魔術や神話および魔術組織関連の設定については、過去のTYPE-MOON作品や資料から記述を抽出しつつ、奈須さんと逐一相談して、改めて構築および共有をしています。

　もう三年ほども前になりますが、この辺りの設定を共有するため、奈須さんとの長時間打ち合わせに同席いただいた東出祐一郎さん、桜井光さんに謝辞を。『空の境界』での退魔の家系や『Fate/stay night』での山や法術師についての記述の整理から、当時すでに細かな設定のあった道満、平安京、太公望などＦＧＯメインストーリーおよび周辺との整合、逆に世界観が明白に異なるぐだぐだ時空やサーヴァント・ユニヴァースの各種設定は包括しないことも、一緒に考えていただきました。本当にありがとうございました。




　また、最後になりましたが、今回とりわけカロリーを使うあれこれのデザインまでお願いしてしまった坂本みねぢさん、世界にまたがる面倒な考証を逐一引き受けてくださった三輪清宗さん、ダブルチェックに協力してくれた成田良悟さん、そしてもちろん奈須さんとＯＫＳＧさんおよびTYPE-MOONの皆様に、改めて感謝申し上げます。

　では、また次の巻で。

　おそらく、夏の頃にお会いできるかと思います。





二○二一年十一月







『ハチミツとクローバー』を読みながら









三田 誠

MAKOTO SANDA




‐代表作‐

『レンタルマギカ』

『ロード・エルメロイⅡ世の事件簿』

『魔法使いの嫁 詩篇．１０８ 魔術師の青』







坂本 みねぢ

MINEJI SAKAMOTO




‐代表作‐

『Fate／Grand Order』サーヴァントデザイン

（牛若丸、マルタほか）

『ロード・エルメロイⅡ世の事件簿』
















イラスト／坂本みねぢ

装丁／ＷＩＮＦＡＮＷＯＲＫＳ










ロード・エルメロイⅡ世の冒険




３「彷徨海の魔人(下)」








著者　三田 誠





角川文庫





2022年1月28日　発行





ver.002





©TYPE-MOON





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『ロード・エルメロイⅡ世の冒険 ３「彷徨海の魔人(下)」』

2022年1月28日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










イラスト　坂本みねぢ

文章校正　鴎来堂

装丁　WINFANWORKS











この作品はフィクションであり、実際の人物・国家・団体とは一切関係ありません












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/i-005.jpg





item/image/i-247.jpg





item/image/cover.jpg
I=]
ceed — F -z v X u 4] HD FEMR e
The avventures of Lord El-Melloi 3






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-495.jpg
— e

e
T






item/image/kuchie-002-003.jpg





item/image/i-091.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次　Contents



		『幕間』



		『第一章』



		『第二章』



		『第三章』



		『第四章』



		『第五章』



		『第六章』



		『終章』



		『あとがき』



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/i-128-029.jpg





item/image/titlepage.jpg
e = F -z v xu g O FR -
- 0

...3 -

ECECE %) D NG DN
)

TYPE-MOON BOOKS
H$A-13





item/image/kuchie-001.jpg
(2O BEANCT) ]

M

47 AF WA A DL

—
—
—a






item/image/toc-001.jpg
e —F-zvxuf]l o BR -

L The adventures of Lord EL-Melloi I J

- 3 -

EiECS 300 NN
H X
Contents
[ % 1 ) 003
[ % — & ] 033
[ 8 — %] 091
I8 = 5 ] 177
ALE S 247
[ 7 %] 339
[ % 8 % ] 389
[# 3] 495
[HLps] 516






item/image/i-314-315.jpg





item/image/i-378-379.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
PR A SR
| oleerAAUUR 05007 i R






item/image/i-468-469.jpg





item/image/i-339.jpg
~ P hE -






item/image/i-177.jpg





item/image/i-389.jpg
-~ HNE -






item/image/i-224-225.jpg





item/image/i-062-063.jpg





item/image/i-033.jpg





